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●日本団派遣の記録

第Ⅰ章 ドイツ研修の旅
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はじめに

第 52 回日独スポーツ少年団同時交流の日本団は、団長団

3 名、指導者 10 名、団員 56 名の総勢 69 名により結成され

ました。今年は総合型地域スポーツクラブや大学といったスポ

ーツ少年団以外からも参加者を募集し、昨年度の日本団(総勢

55 名)に比べて多くの参加者を得ることができたのは本当に嬉

しいことでした。また、総務の小松氏や庶務の岡本氏をはじめ

経験豊富な指導者の方々に参加していただいたことは、団長と

して大きな安心材料となりました。

初めての顔合わせとなる事前研修会(5/17-18)では、共通

テーマ「『スポーツ×SDGs』〜スポーツが拓く社会の持続可能

性〜」に関するディスカッションの準備に向けたミーティングを

重ねましたが、対面ではなくオンライン(zoom)研修会という制

約もあり、団員メンバーの様子を見ていると期待よりも不安の

方が大きいように感じていました。しかし、国立オリンピック記

念青少年総合センターにおいてドイツ渡航の直前に行った結団

式(7/29)では、期待に満ち溢れた団員メンバーの堂々とした

宣誓を聞くことができました。5 月から 7 月までの間に参加者

が各グループでしっかり準備を重ねてきたことを窺い知ること

ができました。

その後、我々は同日の夜にドイツへ旅立ち、全体プログラム-

前半-(7/30-7/31)、地方プログラム(8/1-8/11)、全体プロ

グラム-後半-(8/12-14)といった 16 日間を無事に過ごすこと

ができました。ドイツ最終日の全体報告会での各グループの発

表は、充実した地方プログラムの様子を報告してもらっただけ

ではなく、何よりも自信に満ちたリーダーの発表を聞くことがで

き、私自信が「ホッと」した気持ちになれたことを今でも覚えてい

ます。長いようで終われば「あっという間」の日独同時交流とな

りました。

さて、「はじめに」が長くなってしまいましたが、今年の団長団

総括は、総務との役割分担をさせていただき、小松氏に団長団

の行程に基づく報告を行なってもらいますので、団長は、自身

が感じたことを自由気ままに報告させていただきたいと思いま

す。

日本団結団式での団長挨拶

新たな試み

今年の日独同時交流は、新たに 3 つの実践を試みました。ま

ず、1 つ目は、先にも示したようにスポーツ少年団メンバー以外

の総合型地域スポーツクラブや大学から参加者を募集したこと

です。日独同時交流は半世紀を越える歴史を有し、これまで数

多くの参加者を得てきましたが、近年はスポーツ少年団登録者

数とともに、その参加者数も年々減少しています。このような素

晴らしい国際交流活動をスポーツ少年団だけではなく、ジュニ

ア・ユース世代の若者にも体験していただきたい。日独同時交

流の始まりは、スポーツを通した青少年の国際交流により戦争

のない世界平和を実現していくための取り組みであったことを

考えると、その原点に立ち返った「古くて新しい試み」であった

のかもしれません。その結果、今年は 3 名(総合型地域スポー

ツクラブ：1 名、大学：2 名)の参加者を募ることができました。団

長団は、ドイツ最終日に 3 名にインタビュー調査をさせていた

實
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だきました。スポーツ少年団の関係性を持つメンバーの輪の中

に入るのは大変だったようですが、プログラム自体は大変満足

いただいたようでした。また、今後の参加者増加に向けて協力

は惜しまないということでしたので、この日独同時交流の価値

を知る新たな仲間を得たようで嬉しかったです。

2 つ目は、シニア・リーダースクールとの中継を行ったことで

す。団長は長らくシニア・リーダースクールの講師をさせていた

だいていたこともあり、近い将来、日独同時交流に参加してく

れるメンバーに国際交流の魅力をダイレクトに伝える機会をど

こかで試みることができればと考えていました。団長団の公式

訪問の合間を検討し、時差-7 時間の障壁もありましたが、

8/8(金)13 時(日本時間 20 時)にドイツと日本のオンライン

(zoom)中継を決行することができました。日本側(シニア・リー

ダースクール)は 3 日目ディスカッション発表会後の時間帯で

参加メンバーもクタクタな状況であったと思いますが、我々が

伝えたドイツでのプログラムの様子やドイツ人による日独同時

交流の魅力についての話を真剣に聞いていただき、さらには質

問もいただくなど、短い時間ではありましたが今後につながる

有意義な試みとなりました。

3 つ目は、スポーツリーダーとしての資質・能力に関するアン

ケート調査を実施したことです。日本スポーツ少年団では令和

2 年に指導者・リーダー規程を改定しました。その際にリーダー

に求められるリーダー像と具体的な 3 つの資質・能力（①コンセ

プチャル・スキル、②ヒューマン・スキル、③テクニカル・スキル）

が提示されました。また、令和 5 年度以降のジュニア/シニア・

スクーリングでは、この 3 つの資質・能力を培うことを念頭にお

いたカリキュラムへと改定がなされています。日独同時交流は、

リーダー養成研修の 1 つの機会として位置付けられています。

また、この機会を通じてどのような資質・能力を培うことができ

ているのか、単なる海外旅行ではなくスキル UP の機会である

根拠(エビデンス)を得る新たな試みとして渡航前と渡航後の 2

回にわけて調査を実施させていただきました（調査結果は別の

機会に報告させていただきたいと思います）。このような日独同

時交流の効果を測定する試みは、詳細は異なりますが、ドイツ

側ではすでに実施しており、今後は、日本とドイツとの内容を合

わせた国際比較ができればと思います。

シニア・リーダースクールとの中継を準備中

ドイツのスポーツ文化の底力

団長団は、いくつかの訪問地において「クラブ(市民側)」や

「連盟(行政側)」の方々から地域スポーツの現状と課題につい

てお話を聞く機会を得ることができました。団長は 2012 年に

総務として初ドイツ訪問を果たしましたが、あれから 13 年の月

日が経ちます。もちろんドイツにおける地域社会の変化を感じ

ることができましたが、同時に地域スポーツの変わらぬ姿も確

認することができました。

第一に、「クラブ(市民側)」でのお話で感じたことですが、以

前は多様な種目や多様な世代のサークル活動を中心としたクラ

ブ活動の姿を目にしていましたが、今回は健康づくり教室やフ

ィットネス機器でのトレーニング場など高齢者を中心としたクラ

ブ活動へと変化していることを感じました。ドイツにおける高齢

化は、日本に比べればなだらかですが、確実に進んでいること

が窺えました。しかしながら、その運営は多くのボランティアによ

って支えられ、クラブが社会的交流の場として機能している姿

を窺い知ることができました。安価で様々なスポーツ機会を提

供するクラブの存在はドイツのスポーツ文化の変わらぬ力強さ

だと感じました。

第二に、「連盟(行政側)」でお話を聞いて感じたことですが、

以前は「移民」や「障がい者」などを対象としたインクルーシブ政

策の充実に関心した記憶がありましたが、今回は戦争(ロシアと

ウクライナ)の影響もあり一般市民にまで経済的格差が広がっ

てきていること、その背景から青少年犯罪が増えてきているこ

となどを背景に、青少年の健全育成やスポーツ権を保障する政

策展開として学校の全日制や学校での部活動を多くの州で検

討されているという、つまり日本とは真逆(日本では学校の部
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活動の地域展開が進められている)の地域スポーツ政策がドイ

ツでは展開されているという変化を感じることができました。ま

た、行政はクラブに対して、これらの社会課題をスポーツで解

決するための多種多様な補助金・助成金メニューを新たに設定

している様子などをお聞きすることができました。このように新

たな仕組みの構築により、「クラブ(市民側)」のエンパワメント

(市民が協力して社会課題を解決しようとする力)を支援する

「連盟(行政側)」の姿勢(体制づくり)は、ドイツの変わらぬ「民

主主義を大切にする社会規範」や「クラブの社会的機能への期

待の高さ」の表れであると感じました。

スポーツクラブの施設を見学

たくさんの方からお話を伺いました

不易流行

今回の日独同時交流で感じたドイツのスポーツ文化は、昔か

らそこにあるものではなく、人々の弛まぬ努力により培われたも

のであるということです。

常に変化する社会課題の解決にスポーツは何ができるのか

を問い続けているからこそドイツではスポーツが多くの人に受

け入れられている文化となっているのでしょう。

日本には松尾芭蕉が示したとされる「不易流行」という言葉

があります。この言葉は、「時代を超えて変わらない普遍的な価

値（不易）と時代の変化に合わせて変化していくべきもの（流行）

を調和させる概念」です。日本においてもスポーツが多くの

人々の受け入れられる文化となるためには何が必要なのか。ま

た、日独同時交流の価値を多くの人に認識してもらうためには

何が必要なのか。ドイツのスポーツ文化から感じた「不易流行」

（変わらぬものと変えなきゃいけないものを調和させること）の

実践は、今後の日独同時交流のテーマとしてみても良いのでは

ないかと思いました。

時には糖分を補給しながら、日本とドイツのスポーツについ

てディスカッションを重ねました。

さいごに

長いようで終われば「あっという間」の日独同時交流でした。そ

して何よりも、半世紀に渡る日独同時交流の歴史の１ページを

繋ぐことができて「ホッと」しています。

このような充実した日独同時交流を終えることができたのも

ドイツスポーツユーゲント（dsj）の役員・スタッフをはじめ、通訳、

コーティネーター、ホストファミリーの皆様が受け入れに際して

入念な準備をしていただいたおかげであると思っています。日

本団を代表して感謝の意を記したいと思います。

また、16 日間おはようからおやすみまで共にしてくれた、団

長団メンバー（総務：小松洋介氏、庶務：岡本咲子氏、通訳：鹿

沼輝与志氏、エスコート：クリスティアン・コンラード氏）とは様々

なお話ができて本当に楽しい時間を過ごすことができました。

ありがとう。
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ｄｓｊのスタッフの皆さんと。大変お世話になりました！

素晴らしい通訳とエスコートでした。ありがとう！
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はじめに

第 52 回日独スポーツ同時交流に際し、公益財団法人日本

スポーツ協会少年団課をはじめ、各都道府県スポーツ少年団、

市区町村スポーツ少年団、各単位団の指導者、保護者、引率

指導者の皆さん、そして現地でのプログラムにおいて大変ご尽

力いただきましたドイツスポーツユーゲント（dsj）事務局ならび

に日本部会、地方プログラムの受入団体の皆さん・ホストファミ

リーの皆さん、そしてなにより両国の人を言語でつないでくれた

通訳の皆さんに心から感謝を申し上げます。

ｄｓｊの皆さんが早朝から空港で出迎えてくださいました。

日本団事前研修会（5 月 17 日～18 日）

４月の派遣内定を受けた指導者、団員は事前研修に参加し

ました。私も以前、2015 年の第 42 回の同時交流で北海道グ

ループの引率指導者で参加したときは、東京に集合して研修会

を行っていましたが、今回はオンラインで開催されました。

開会式の前の団長団、引率指導者ミーティングでは初の顔

合わせとドイツへの長期間の引率という事もあり、指導者の皆

さんの緊張が画面越しにでも伝わってきました。

私からは、「団員の皆さんにはこの同時交流を通じていろい

ろな経験をさせてほしい。そのためのサポートをお願いしま

す。」とお伝えさせていただきました。

さらに今回、スポーツ少年団員に加えて、総合地域スポーツ

クラブから１名、大学参加者２名が本交流事業に参加すること

になり、彼らに向けて JSPO 及び JJSA についてのレクチャー

が行われました。

開会式の後、事務局岡本氏より本交流事業について及び派

遣スケジュールの説明があり、レクチャーでは拓殖大学国際学

部石川一喜准教授より本交流事業の共通テーマである、「『ス

ポーツ×SDGs』～スポーツが拓く社会の持続可能性」というテ

ーマでレクチャーしていただきました。

グループディスカッションでは全員がオンラインということで

私もそれぞれのグループのトークルームは入り内容を聞いてい

たが、初めて会う団員もいる中で、引率指導者、団員ともにコミ

ュニケーションをとるのが難しそうな印象を受けました。個人的

には事前研修会は対面が良いのではないかと感じました。

2 日間の事前研修会を終えて、各グループは本番の派遣に

向けてさらに準備を進めました。

松 介
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事前研修会（オンライン）の様子

東京集合・結団式（7 月 28 日～29 日）

７月 28 日、派遣団員は国立オリンピック記念青少年総合セ

ンターに集合しました。

期待と不安と重たいスーツケースを抱えた団員・指導者は今

まで画面越しでのコミュニケーションだったものが、いざ対面と

なったものの、まだまだぎこちなさの残る雰囲気でした。

全体会の後に、櫻井麻美先生による「ドイツ講座」を受講しま

した。本交流事業の通訳など経験の豊富な櫻井先生のお話か

らドイツに関する基礎知識や実用的なドイツ語のレクチャーを

受け、団員に皆さんの気持ちがさらに高揚していたように感じ

ました。

ドイツ講座：ドイツ語であいさつの練習

２日目、２９日の午前中はグループごとの自由研修となり、15

時 15 分から日本団結団式が行われました。行實団長が用務

の都合上、この日からの登場となり、これでようやく日本団が全

員揃いました。

行實団長からの挨拶のあと、日本スポーツ少年団旗、ペナン

トが授与され、各グループリーダーから誓いの言葉が述べられ

ました。いよいよ出発の時を迎えて日本団の気持ちが高まって

いくのが感じられました。

団旗とペナントの授与（結団式）

旅立つ前の最後のプログラムが、第 51 回総務の田中久美

氏から「派遣の心構え」のレクチャーがありました。昨年度の派

遣の様子などを紹介いただいて団員もこれから始まる事業で

のイメージがついたように思います。

夕食を終え、いざ出発です。

バスに荷物を積み込み羽田空港へ向かいました。今回、日本団

は全員同じ便での搭乗ということで非常に有難かったです。

出発前に空港で集合写真

ドイツ到着 7 月 30 日（水）

15 時間に及ぶフライトは中年男性の私には非常に長く感じ

ましたが、体調不良の団員も出ることなく無事にミュンヘン空港

に到着しました。

到着口のロビーでは多くの dsj スタッフや団長団通訳の鹿

沼輝与志さんや皆さんが出迎えてくれました。
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個人的には 10 年ぶりにマティアスと再会できてとても嬉し

かったです。

とても懐かしいと感慨に浸っていたのですが、外に出るとな

んと気温が 18 度でした。日本団総務として、団員の皆さんへ

「体調崩さないように、体調管理は万全に」などと日本出国前に

伝えていたにも関わらず、ここまでの涼しさは予想しておりませ

んでした。過去の本事業の経験もあり、タカをくくっていたかも

しれません。長袖など持ってきておらず若干寒い思いをしまし

た。

感動の再会の時を味わい、宿舎であるミュンヘンのスポーツ

シューレに移動しました。朝早い到着だったため、まだ部屋に入

れる時間ではなかったのですが、ドイツ側のご配慮により、希望

者はシャワーを浴びることができました。ご配慮に感謝いたしま

す。

シューレに到着後、体育館でオリエンテーション、午後から団

員はスポーツシューレ内でスポーツ活動、指導者はミーティン

グを行いました。

10 年ぶりにマティアスと再会！（写真右端）

シューレに到着して最初のプログラムはシャワー！

ロータリーでスーツケースを開けたのも良い思い出です。

7 月 31 日（木）

この日は、朝から日本団はバスに乗り込み、まずはアレアン

ツ・アレーナに向かいスタジアムツアーに参加しました。テレビで

見たことはありましたが、実際に見るととてつもない迫力でし

た。

午後はグループごとに市内のオリエンテーリング。団長団はミュ

ンヘンオリンピックパークを見学しました。BMW の博物館にも

寄りましたが、時間がほとんどなくじっくりと見ることができなか

ったのが残念でした。

団長団の夕食は dsj 理事である、キルステンハーゼンプッシ

ュ氏とベニーフォルクマン氏、そして「日独スポーツ少年団同時

交流のお母さま」である高橋範子さんの夕食会でした。湖のほ

とりのレストランで素晴らしいロケーションでした。

オリンピックパークを見学

8 月 1 日（金）

いよいよ今日から地方プログラムのスタートです。

団長団は各グループのお見送りをします。地方プログラム受

入担当者との初対面で緊張している様子も見えました。見送り
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をしている最中に、過去の指導者交流で北海道に来てくれた、

アンナレーナさんが会いに来てくれました。僕の Facebook を

見て駆けつけてくれました。２歳の娘さんも一緒に来てくれてお

菓子をプレゼントしようと思いましたが、警戒されてしまいまし

た…。各グループの見送りをした後、東海グループに合流をし

ました。

団長団は、行實団長、岡本庶務の私たち 3 名のほかエスコ

ートのクリスチャン・コンラード（コニー）さん、通訳の鹿沼輝与

志さんの 5 名。コニーさんは 2013 年の日独スポーツ少年団

指導者交流で北海道に来た以来の仲です。シューレに迎えに

来た時には本当に嬉しかったです。期間中はコニーとずっと一

緒に過ごせることでとても安心しました。

キルヒハイムへ移動し、テック城を見学してキルヒハイムのス

ポーツクラブのクラブハウスを視察しました。1885 年に設立さ

れた体操クラブが発祥のクラブで今はフェンシング部門がクラ

ブの中心となっているそうです。キルヒハイム市４万人の人口の

中 5,000 人がこのクラブの会員だそうです。

団長団は見学の後、東海グループの歓迎会に同席し、団員

たちが各ホストファミリーと帰宅するのを見届けました。

東海グループと一緒にクラブハウスを視察

８月２日（土）

東海グループと一緒にリヒテンシュタイン城を見学しました。

あいにく雨でしたが、晴れていれば素晴らしい景色であっただ

ろうと思いました。午後のローラースライダーも悪天候で中止と

なり残念でした。一番楽しみにしていると言っていた庶務の岡

本さんはとても残念がっていました。

昼食は地元の郷土料理をいただきました。

８月３日（日）

エスリンゲンのスポーツパークを見学、1845 年から続くクラ

ブでした。

サッカースタジアムや体育館フットサル競技場、ビーチバレー

コートなど広大な敷地のスポーツパークです。

サッカースタジアムはエスリンゲンのサッカークラブが管理し

ていますが、それ以外の施設はクラブが管理運営しているとの

ことです。日中の体育館には近隣の小学生が体育の授業で利

用するとのことでした。

昼食後、団長団は関東Ⅱグループが交流しているリンブルグ

へ移動しました。

地図を見るだけで広大かつ充実した施設であることが良く

わかります
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８月４日（月）

リンブルグ・ヴァイルブルグの郡役所にて表敬訪問を行いま

した。郡のスポーツについてレクチャーを受けました。急な修繕

や消耗品など購入のためにワンストップで助成を受けるなどの

支援が充実しているようでした。午後はリンブルクの大聖堂を

見学しました。

特徴的な建物がたくさん！

リンブルクでの表敬訪問

８月５日（火）

この日はシニア・リーダースクール会場との中継テストを行

い、ランゲンダーンバッハのスポーツクラブである多様道場の

施設を見学しました。市の土地を借りてクラブのメンバーだけ

で立派な道場を作られていました。会員の協力を得ながら地域

に根差した素晴らしいクラブです。日本の武術を取り入れなが

らオリジナルもあるユニークな武術です。

多様道場での夕食の様子

８月６日（水）

ケルン体育大学を見学しました。この日は団長団プログラム

の日となりました。私自身は 2011 年の指導者交流以来のケル

ン体育大学の訪問でした。

約 6,000 人の学生が学んでいるこちらの大学の学費は半

期で 313€（約 5 万円）です。入学試験は様々な種目の実技試

験で選考されるそうです。夏休み期間だったこともあり、学生は

まばらでしたが、グラウンドでは子供たちのスポーツキャンプが

行われていました。

14 年ぶり 2 回目のケルン体育大学

午後はケルン市スポーツ連盟を訪問しました。クリスティーナ

さんからのレクチャーを受けました。人口約 130 万人のうち

35 万人がケルン市内にある役 700 あるスポーツクラブに加

入しているそうです。クラブは今年新たに 7 つ増え、市民のクラ

ブ会員数も増加傾向にあるとのことです。ドイツも収入格差の
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拡大による青少年の犯罪率の上昇を防ぐために、青少年をス

ポーツに引き込む取り組みが多くされているそうです。

その後向かったケルン大聖堂も迫力が凄まじかったです。

ライン川越しにケルン大聖堂と夕日を眺めました

８月７日（木）

エッセンへ移動し、ちょうど仲良く外でお昼ご飯を食べている

九州グループに合流しました。その後、ツォルフェアアイン炭鉱

業遺産群を見学しました。当時の炭鉱の過酷な労働環境を学

ぶことができました。

九州グループと一緒に炭鉱業ミュージアムを見学

８月８日（金）

ノルトラインウェストファーレン州のスポーツユーゲントを訪問

しました。理事のダニエルさんのレクチャーを受けました。お仕

事はエネルギー会社の社員をしながらボランティアでスポーツ

ユーゲントにかかわっているとのことです。

隣接する施設の「スポーツと体験の村」は 1960 年に建設さ

れ、262 人が宿泊可能で年間の利用者数は 21,000 人。平日

は学校の修学旅行、土日はクラブの合宿などで活用されてお

り、サッカー、卓球、武道の青少年の利用が多いとのこと。運営

は州の補助金でユーゲントが運営しているそうです。レクチャー

のあとにシニア・リーダースクールの会場と中継を行いました。

参加者にとってもドイツを意識する良い機会になったと思いま

す。日独スポーツ少年団同時交流に参加するリーダーが増えて

くれることを願います。その後、オランダのベンローに行きハイ

デンまで移動しました。

ノルトラインヴェストファーレン州スポーツユーゲントを訪問

隣接する宿泊可能なスポーツ施設

８月９日（土）

ハイデン市庁舎へ向かい市長へ表敬訪問を行いました。

市長にも温かく迎え入れていただき、ハイデン市について市

長自らレクチャーしていただきました。子供たちに手厚い行政支

援が行われている印象でした。

レクチャーの後は、九州グループの受入先であるチェスクラ

ブを訪問しました。1962 年に設立されたチェス単一種目のク

ラブとのことで 90 人の会員で運営されています。団員たちの
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ディスカッションも見ることができ、日本の団員もしっかりと各

自の意見を述べていたのが印象的でした。ここまでエスコート

してくれていたコニーに元気が無いなと思っていたところ体調

が良くないようで我々のワゴン車で休んでいたようです。旅の

初めからハイテンションで我々団長団を楽しませてくれていた

コニーにも疲れが出てきていたようです。幸い、休憩の後少し

復活してくれたので安堵しました。

ハイデン市長を表敬訪問

チェスのクラブハウスを訪問

８月１０日（日）

この日は翌日の各地から集結する各グループの出迎えのた

めフランクフルトにあるヘッセン州スポーツ連盟スポーツシュー

レへ移動しました。夕食は今までお世話になったドイツ側の皆さ

んとの答礼夕食会でした。この日、マティアスとミュンヘン以来

の再会の果たし、夜遅くまで話すことができました。日本の青少

年のスポーツについてたくさん質問してくれたり、日本に向かう

前のドイツの団員にラジオ体操を体験させる動画を見せてくれ

るなど、マティアスは本当にまじめなナイスガイです。高橋範子

さんからもこの事業が始まった経緯を伺い当時の様子を知るこ

とができました。「交流をした友達のいる国に爆弾を落とそうと

は思わないでしょ！」印象的な言葉でした。

夕食後の一枚！

８月１１日（月）

フランクフルトのシューレの隣にあるドイツスポーツ連盟とド

イツスポーツユーゲント事務局を訪問しました。宮下香織さん

の案内の元きれいなオフィスを拝見しました。

午後からは各グループが地方プログラムを終えてフランクフ

ルトに集結しました。

各グループの団員は疲れの中にも充実した顔つきが印象的

でした。ここで受入担当者とお別れとなるグループもあり、涙の

お別れも見えました。いろんな想いが込み上げてきたのでしょ

う。思わずもらい泣きをするところでした。

夜は指導者ミーティングを行い、各グループからの報告をい

ただきました。

この報告をまとめて翌日の団長団評価会へのまとめとするも

のでしたが、各指導者の皆さんの報告が非常に情報量の多い

もので今後の本事業に役立てられるものであると思います。
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団長団、dsj の皆さんでグループの出迎え準備

８月１２日（火）

ドイツ滞在最終日はグループ毎にフランクフルト市内を散策

しました。約 10 年ぶりに訪れたレーマー市庁舎は相変わらず

の迫力でした。午後は団長団評価会、日本団全体評価会、さよ

ならパーティーとなりました。各グループの出し物など最後の想

い出の場面になったものと思います。

フランクフルト市内を案内していただきました

沢山の関係者の方が集まってくださったさよならパーティー

８月１３日（水）

いよいよ帰国の日です。朝８時過ぎから荷物を積み込みバス

でフランクフルト空港へ出発しました。

別れを惜しむ団員達、出発ゲートを進み見えなくなるまで手

を振ってくれていた dsj の皆さん、スタッフや通訳の皆さんが

期間中、本当に親切にしていただいたことに感謝いたします。

羽田空港には 14 日朝にほぼ定刻通りに到着し、行實団長によ

る解団式の後、無事に日本団は解散となりました。

無事に全員がドイツから出国できほっと一息

おわりに

私にとっては、2011 年の指導者交流、2015 年北海道グル

ープの指導者として、日本スポーツ少年団の活動開発部会員と

して、2017 年の役員交流以来の参加となりました。この交流

で知り合った皆さんが変わることなくこの事業に関わってくださ

り両国でつながっている事業だと感じました。
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これからは今回の団員が主役となり次世代につながっていく

ことを願うばかりです。

近年、日本側の参加者が少ないことは大変残念な事であり、

我々スポーツ少年団関係者がこの事業のすばらしさを地域の

多くの団員や指導者へプロモーションしていかなくてはいけな

いと感じました。

私は北海道スポーツ協会で現在、スポーツ少年団、総合型ク

ラブなどの業務に関わっている中で、ドイツのクラブを視察でき

たことは今後の業務に役立つことばかりでした。ただ、日本が参

考にしているドイツのクラブでも課題はあり、それに向けて改善

しようとしている姿は見習いたいと思います。

改めて、期間中、団長団のエスコートをしてくれたコニー、あ

なたの陽気なキャラクターは毎日、最高に楽しかったです。通訳

をしてくれた輝与志くん、日本人より難しい日本語を使った通

訳は圧巻の一言です。

庶務の岡本さん、派遣前から多くの調整をしていただき、行

實団長と私は大変楽をさせていただきました。本当に感謝して

います。

行實団長、決めるところはしっかり決める頼りになる団長でし

た。

最後に、この日独スポーツ少年団同時交流に関わってくださ

った全ての皆様に感謝を申し上げます。Vielen Dank！！

毎日特等席（助手席）で楽しいドライブでした

2 週間素敵な時間をありがとうございました

14



7 月 30 日（水）

⚫ 東京国際空港（羽田）出発（NH217 便） ※29 日（火）夜

⚫ ミュンヘン国際空港到着、スポーツシューレ・オーバーハヒングへ移動

⚫ 歓迎式、ｄｓｊレクチャー

⚫ スポーツシューレ施設見学、スポーツレクリエーション

▲ミュンヘン国際空港に到着 ▲スポーツシューレで集合写真

▲体育館でスポーツレクリエーション ▲広大なスポーツ施設で自由にスポーツが楽しめる
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7 月 31 日（木）

⚫ Allianz Arena(アリアンツ・アレーナ)見学

⚫ ミュンヘン市内オリエンテーリング

⚫ SDGs×Sport に関するワークショップ

▲アリアンツ・アレーナ見学 ▲ミュンヘン市内オリエンテーリング

8 月 1 日（金）

⚫ 地方プログラムへ移動

▲地方プログラムへ出発！ ▲地方プログラム受入担当者と対面
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日本団グループ ドイツパートナー 主な訪問地

北海道 ブランデンブルク ポツダム、ブルク・イン・シュプレーヴァルト、リュッベン

東北Ⅰ・Ⅱ バイエルン ランツフート

関東Ⅰ 柔道 レンググリース

関東Ⅱ ヘッセン ランゲンダーンバッハ

北信越 スキー ホルツキルヒェン

東海 ヴュルテンベルク キルヒハイム、エスリンゲン

近畿 重量挙げ ベルリン、ハイデルベルク

中国 ザクセン、ザクセン＝アンハルト ミルカウ、ゲルヴィッシュ

四国 ラインラント＝プファルツ オーターバッハ、カイザースラウテルン、ブライ

九州 チェス バーデンバーデン、ハイデン

団長団 －
ランゲンダーンバッハ（関東Ⅱ）、キルヒハイム（東海）、

ハイデン（九州）、ケルン

東北Ⅰ・Ⅱ

北海道、近畿

関東Ⅰ、北信越東海

近畿、九州

四国

九州

関東Ⅱ
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グループスローガン

H(hope)A(activity)P(peace)P(playsports)Y(yokef

ellow)！

▲リュッベン郡長 表敬訪問

▼ベルリンを散策

8 月 1 日(金)

ポツダムへ移動

8 月 2 日（土）

オリエンテーション／ブランデンブルク門周辺散策／

サンスーシー宮殿散策

8 月 3 日(日)

言語交流活動／SDGs ワークショップ／カヌー体験

8 月 4 日(月)

言語交流活動／中間評価・振り返り／街歩きガイドツアー

8 月 5 日(火)

リュッベン郡長表敬訪問／

スポーツ活動（スピードバドミントン・テニス）

8 月 6 日(水)

登山／ドレスデン散策

8 月 7 日(木)

ベルリンの壁見学／宝探しゲーム／

チェックポイントチャーリー見学

8 月 8 日(金)

シュニッツェル作り／けん玉／折り紙／よさこい披露／

音楽フェス

8 月 9 日(土)・10 日（日）

ファミリーデー

8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

ポツダム

リュッベン

ブルク・イン・シュプレーヴァルト
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▲よさこいを披露

▲音楽フェスに参加

▲みんなで折り紙

▲ハイキング

▲シュニッツェル作り

▲カヌー体験
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グループスローガン

国境を超えてスポーツを通じた関わりを大事にしていこう

▲ボートツアーへ出発！

▼水難救助隊の見学

8 月 1 日(金)

ランツフートへ移動／ホストファミリーと対面

8 月 2 日（土）

水難救助隊の見学／パルクール体験

8 月 3 日(日)

湖でボートツアー／ハイキング

8 月 4 日(月)

スポーツ施設見学／州議会を訪問／スポーツ体験

8 月 5 日(火)

学校を視察／テーマディスカッション／市長表敬訪問／

ミニゴルフ体験

8 月 6 日(水)

トラウスニッツ城の見学／区長を訪問／サッカーゴルフ

8 月 7 日(木)

バイエルンパークでホストファミリーと交流

8 月 8 日(金)

ファミリーデー

8 月 9 日(土)

高所アスレチックパーク／ゴイホーデン祭り

8 月 10 日(日)

ファミリーデー／さよならパーティー

8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

ランツフート
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▲シュトックシーセンのスポーツ体験

▲日本から持参した福笑い

▲お別れの時

▲ハイキングへ

▲バイエルンパーク

▲テーマディスカッション
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グループスローガン

私たちが架ける日独の新しい橋

▲伝統的な衣装でお祭りに参加

▼大きな火！キャンプファイヤー

8 月 1 日(金)

レンググリースへ移動／ホストファミリーと対面／

キャンプファイヤー

8 月 2 日（土）

登山／プール／キャンプファイヤー

8 月 3 日(日)

ファミリーデー

8 月 4 日(月)

ボートツアー／馬車体験／シュロス・ヘレン・キームゼー城見学

8 月 5 日(火)

ケーブルカーで山登り／街を散策

8 月 6 日(水)

高校を訪問／馬車体験／BBQ

8 月 7 日(木)

ドイツミュージアム見学／ミュンヘン市内散策

8 月 8 日(金)

スポーツ活動（ビーチバレー）／BBQ／ファミリータイム／

祝祭パレードに参加

8 月 9 日(土)

ラフティング／テーマディスカッション／ピザパーティー

8 月 10 日(日)

お祭りに参加／ファミリータイム

8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

レンググリース
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▲空き時間にみんなでサップ

▲13 キロの川下り

▲書道パフォーマンス大成功

▲ビーチバレー

▲ボッブに乗って山を駆け下りた

▲博物館へ
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グループスローガン

日本とドイツの違いを知る！

▲リンブルクにて表敬訪問

▼リンブルク大聖堂を見学

8 月 1 日(金)

ランゲンダーンバッハへ移動／歓迎式

8 月 2 日（土）

多様武術を体験／レクリエーション活動／城の見学／

スポーツ活動（サッカー）

8 月 3 日(日)

ファミリーデー

8 月 4 日(月)

表敬訪問（リンブルク第一郡副長官）／リンブルク市内観光／

ショッピングモールで買い物

8 月 5 日(火)

ヴァイブルグ城見学／ハイキング／BBQ

8 月 6 日(水)

エーレンブライトシュタイン要塞を見学／市内散策

8 月 7 日(木)

トーン・シュミット社（粘土採掘場・研究所）訪問／

ハーモニック・ドライブ社工場見学／テーマディスカッション

8 月 8 日(金)

幼稚園見学／スポーツ交流（テニス）

8 月 9 日(土)

ファミリーデー

森のアスレチック体験／ワイルドパークで動物と触れ合い

8 月 10 日(日)

スポーツ活動（少林寺拳法）／折り紙／さよならパーティー

ランゲンダーンバッハ
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8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

▲テーマディスカッション

▲コブレンツ市内散策

▲粘土採掘場 見学

▲テニスクラブでテニス体験

▲道着の帯にサイン

▲さよならパーティー

25



グループスローガン

沢山の経験をして日本に持ち帰る

▲ディアンドルを着てお祭りに参加

▼青空の下でテーマディスカッション

8 月 1 日(金)

ホルツキルヒェンへ移動／ウェルカムパーティー

8 月 2 日（土）

スポーツ活動（体力トレーニング、バレーボール）／

村のお祭りに参加／ケーキ作り

8 月 3 日(日)

ファミリーデー

8 月 4 日(月)

ノイシュヴァンシュタイン城を見学／

ショッピングモールで買い物

8 月 5 日(火)

マークス・ヴァスマイヤー野外博物館を見学／

バターづくり体験／テーマディスカッション

8 月 6 日(水)

幼稚園の見学／ホルツキルヒェン市内で宝探し

8 月 7 日(木)

ザルツブルク散策／レッドブル・ハンガー7 見学

8 月 8 日(金)

養魚場見学／チーズ工房見学／

スポーツ活動（水泳、バレーボール）／森林祭りに参加

8 月 9 日(土)

スポーツ活動（クライミング）／ハイキング

8 月 10 日(日)

ファミリーデー／さよならパーティー／

ドイツスキーユーゲント

ホルツキルヒェン
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8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

▲宝探しゲーム

▲クライミングガーデン

▲お土産で扇子をプレゼント

▲暗くなるまでボールを使って交流しました

▲ランチタイム
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グループスローガン

やらず後悔より、やって後悔 何事にもチャレンジ！

▲フェンシング体験

▼エアーライフル体験

8 月 1 日(金)

キルヒハイムへ移動／ホストファミリーと対面

8 月 2 日（土）

リヒテンシュタイン城見学／地層や化石の学習／

チョコレート工場見学

8 月 3 日(日)

ファミリーデー

8 月 4 日(月)

表敬訪問（キルヒハイム市長）／体力測定

8 月 5 日(火)

ヴェルテンベルク・スポーツユーゲント訪問／

メルセデスベンツ博物館見学

8 月 6 日(水)

空気射撃体験／スポーツパーク見学／テーマディスカッション

8 月 7 日(木)

表敬訪問（エスリンゲン市役所）／インデックス社工場見学／

フェンシング体験

8 月 8 日(金)

シュタイフ博物館見学／シャーロッテンヘーレ鍾乳洞見学／

ハウフ化石博物館／化石狩り

8 月 9 日(土)

ファミリーデー

8 月 10 日(日)

カヌー体験／さよならパーティー

エスリンゲン

キルヒハイム
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8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

▲SPEIT 体操器具会社見学

▲カヌークラブ

▲スポーツパーク

▲ホストファミリーと対面

▲Ritter Sport(チョコレート工場)を見学

▲さよならパーティー
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グループスローガン

明るい未来へかけようスポーツの架け橋を

～いつでもどこでも誰とでも～

▲ベルリンの政治的建築物ラリーでの集合写真

▼ハイデルベルクでの集合

8 月 1 日(金)

ベルリンへ移動／ベルリン市内散策

8 月 2 日（土）

アイスブレイク／テーマディスカッション／ベルリン市内ラリー

8 月 3 日(日)

ベルリン動物園見学／ベルリンの壁記念館／

動物福祉に関するディスカッション

8 月 4 日(月)

連邦議会議事堂を見学／政治施設ラリー／

ドイツ連邦軍慰霊碑見学／オリンピックスタジアム見学

8 月 5 日(火)

アレクサンダー広場を散策／オリンピック強化センター見学

8 月 6 日(水)

ハイデルベルクへ移動／街を散策

8 月 7 日(木)

ボディーポジティビティについての意見交換／

テーマディスカッション／旧市街を散策

8 月 8 日(金)

ケー二ヒスシュトゥールへ移動／ハイデルベルク城を見学

8 月 9 日(土)

スポーツ活動（バレーボール）／大学施設ラリー

8 月 10 日(日)

野外プール／ウエイトリフティング体験／さよならパーティー

ハイデルベルク

ベルリン
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8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

▲ウエイトリフティング体験でのデモンストレーション

▲ハイデルベルク宿泊でのチェス

▲ベルリンオリンピックスタジアム

▲ベルリンからハイデルベルクへの移動

▲ベルリンでの話し合い
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グループスローガン

ソーセージよりも厚くなろう お値段以上のドイツ研修

▲お揃いの T シャツで

▼ドレスデン市内散策

8 月 1 日(金)

ミルカウへ移動／歓迎式／ホストファミリーと対面

8 月 2 日（土）

ドレスデンへ出発／市内観光／聖母教会を見学／

スポーツ観戦（アーチェリー）

8 月 3 日(日)

スポーツ活動（ドッジボール、ビーチバレー）／

アウグストゥスブルク城を見学／教会見学

8 月 4 日(月)

ケーゲル体験／ボートツアー／テーマディスカッション

ミットルザクセン郡スポーツ連盟との対面式

8 月 5 日(火)

エリートスポーツ学校を見学／さよならパーティー

8 月 6 日(水)

ライプツィヒへ移動／ダム見学／ホストファミリーと対面／

歓迎会／BBQ／スポーツ活動

8 月 7 日(木)

消防指令センターを見学／市内散策／テーマディスカッション

8 月 8 日(金)

GETEC ハンドボールアリーナ見学／千年紀タワーを見学／

スポーツ活動

8 月 9 日(土)

ベルリンへ移動／アレクサンダー広場を散策／テレビ塔見学

8 月 10 日(日)

ファミリーデー／さよならパーティー

ミルカウ

ゲルヴィッシュ
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8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

▲テーマディスカッション

▲マグデブルクでハンドボール

▲ゲアヴィッシュにてスポーツ活動

▲ベルリン市内散策

▲ミルカウ運動場 ビーチバレー

▲さよならパーティー
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グループスローガン

メリハリをもって、ドイツについて知識を深めよう

▲緊張で話ができなかった歓迎パーティー

▼口でチョコレートをキャッチするゲーム

8 月 1 日(金)

オッターバッハへ移動／歓迎パーティー／

ホストファミリーと対面

8 月 2 日（土）

ファミリーデー／スポーツ活動（ボウリング）

8 月 3 日(日)

ハイデルベルク城見学／動物園見学

8 月 4 日(月)

屋内プール／スポーツ活動（トランポリン）／BBQ／

8 月 5 日(火)

裸足ウォーキングアスレチック／カヌーツアー／

さよならパーティー

8 月 6 日(水)

柔術の稽古／テーマディスカッション／モーゼル川クルーズ

8 月 7 日(木)

ハイキング／エルツ城見学／公式レセプション

8 月 8 日(金)

旧市街ツアー／テーマディスカッション

8 月 9 日(土)

ワインセラー見学／森林アスレチック

8 月 10 日(日)

ファミリーデー／さよならパーティー

8 月 11 日(月)

国際ワイナリー見学／フランクフルトへ移動

オッターバッハ

カイザースラウテルン

カイザースラウテルン

ブライ
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▲裸足でウォーキング。初めての感覚！

▲初の柔術体験

▲トリーア旧市街ツアー

▲地下ワインツアー

▲歩いてお城まで。自然に触れられた

▲さよならパーティー
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グループスローガン

同心協力～スポーツが持つ力～

▲悪魔の石の前で昼食

▼テーマディスカッション

8 月 1 日(金)

バーデンバーデンへ移動／ホストファミリーと対面

8 月 2 日（土）

バート・ヴィルトバートの吊り橋／ファミリータイム

8 月 3 日(日)

スーパースライダー／市内散策

8 月 4 日(月)

テーマディスカッション／チェス体験

8 月 5 日(火)

ラシュタット城を見学／さよならパーティー

8 月 6 日(水)

ケルン市内散策／ホストファミリーと対面

8 月 7 日(木)

ツォルフェアアイン炭鉱を見学／大型ショッピングモール

8 月 8 日(金)

ファミリーデー

8 月 9 日(土)

市長表敬訪問／テーマディスカッション／屋外プール

8 月 10 日(日)

オランダ訪問／カヌー体験／料理作り／さよならパーティー

8 月 11 日(月)

フランクフルトへ移動

バーデン＝バーデン

ハイデン
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▲ケルン大聖堂の前で

▲みんなで剣道

▲スパゲッティアイスが美味しかった

▲オランダでカヌー

▲バーデンバーデンでの集合写真

▲九州ポーズでパシャリ！
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▲歓迎式後に関係者の皆さんと

▼東海グループと郷土料理のランチ

8 月 1 日(金)

各グループ地方分散の見送り／

東海グループとキルヒハイムへ移動／市内散策／

スポーツクラブ施設を見学

8 月 2 日（土）

東海グループと合流／リヒテンシュタイン城見学／

Ritter Sport のチョコレート工場見学／エスリンゲン散策

8 月 3 日(日)

エスリンゲンのスポーツパークを見学／リンブルクへ移動

8 月 4 日(月)

関東Ⅱグループと合流／郡役所にて表敬訪問／

リンブルク大聖堂見学／市内散策

8 月 5 日(火)

シニア・リーダースクールとの中継テスト／

関東Ⅱグループと合流／スポーツクラブ（多様道場）を見学

8 月 6 日(水)

ケルンへ移動／ケルンスポーツ大学を見学／

ケルン市スポーツ連盟を訪問／ケルン大聖堂見学

8 月 7 日(木)

九州グループと合流／ツォルフェアアイン炭鉱業遺産群を見学

8 月 8 日(金)

ノルトラインヴェストファーレン州スポーツユーゲントを訪問／

シニア・リーダースクールとの中継／ベンロー（オランダ）散策

8 月 9 日(土)

九州グループと合流／表敬訪問（ハイデン市長）／

チェスのクラブハウスでテーマディスカッションを見学

キルヒハイム

ハイデンケルン

ランゲンダーンバッハ

エスリンゲン
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8 月 10 日(日)

フランクフルトへ移動／答礼夕食会

8 月 11 日(月)

フランクフルト市内散策／各グループ出迎え

▲キルヒハイムのスポーツクラブを見学（左：団長、右：総務）

▲忘れられないリンブルクの街並み

▲シニア・リーダースクールとの中継

▲ノルトラインヴェストファーレン州スポーツユーゲントにて

▲たくさんのサポートをありがとうございました！

（マティアス氏、コニー氏、輝与志氏と）
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8 月 11 日（月）

⚫ フランクフルトへ集結

⚫ 指導者ミーティング

▲各グループがフランクフルトへ集結

8 月 12 日（火）

⚫ グループ自由研修（フランクフルト市内）

⚫ 団長団評価会

⚫ 全体評価会

⚫ さよならパーティー

▲グループごとにフランクフルト市内を散策 ▲さよならパーティー

8 月 13 日（水）

⚫ フランクフルト国際空港出発（NH204 便）

▲フランクフルト国際空港で集合写真 ▲羽田空港に到着し、解散式
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【北海道グループ】 森野 俊昭

「日独スポーツ少年団同時交流を終えて」

日独スポーツ少年団同時交流の指導者公募に手を挙げたの

は、地域の関係者や家族に背中を押されたことがきっかけだっ

た。それは、指導者としての新たな挑戦であると同時に、初めて

の国際交流、そして言語の壁という大きな不安との闘いでもあ

った。事前研修が始まった当初、緊張で硬くなったメンバーたち

の様子は、まるで自身の内面の鏡のようだった。誰もが不安を

抱え、なかなか意見も出ない。この重い空気を打ち破ってくれ

たのは、オンラインで参加してくれた過去の交流事業の参加者

たちだった。彼らの生き生きとした経験談と写真の数々は、私た

ちにドイツの旅への具体的なイメージを与え、いつしか不安は

期待へと変わっていった。結団式を経てチームとしての結束を

深め、いよいよドイツへと旅立つ日が来た。

長時間のフライトを経てミュンヘン空港に降り立った私たちを

待っていたのは、想像を超える温かい歓迎と、目の前に広がる

壮大な景色だった。一瞬にして疲れが吹き飛び、私たちはただ

ただ感激に浸っていた。全体プログラムを終え、いよいよ地方

プログラムが始まる。私たちの北海道グループは、電車に揺ら

れること 4 時間半、まずはポツダムへ向かった。そこで初めてド

イツ側のメンバーたちと顔を合わせる。

ドイツの方々が用意してくれたレクリエーションは、日本では

あまり見かけない、遊び心に満ちたものばかりで非常に新鮮だ

った。翌日に行われた「スポーツ×SDGs」をテーマにしたディス

カッションでは、ドイツの若者たちは皆、自分の意見を明確に持

っており、臆することなくそれを伝えていた。一方、日本の子ど

もたちは、意見を持っていても「正解なのか」「周りと合っている

か」を気にしてか、発言は控えめになりがちだった。しかし、ドイ

ツ側のリーダー的存在だったフェンダーさんの、ユーモアを交え

た積極的な働きかけが、徐々にお互いの距離を縮めてくれた。

そして、何よりも私たちの絆を深めたのは、レストランでの待

ち時間だった。静寂を破るかのように、お互いの言葉を教え合

う時間が突如として始まり、そこから一気に打ち解けていった。

その日を境にメンバーたちの表情は一変し、自ら積極的にコ

ミュニケーションをはかるようになった。この瞬間に、言語や文

化の壁を乗り越える可能性を子どもたちの中に見た気がした。

地方プログラムの後半では、ベルリンやドレスデンといった歴

史ある街を巡った。どの街も美しい街並みを保ちながら、それ

ぞれの歴史を大切にしていることが伝わってきた。そして、ドイ

ツのメンバーたちが、自分の出身地の歴史や文化を、誇らしげ

に、そして淀みなく説明する姿に深く感銘を受けた。それは、自

分のルーツを深く理解し、愛する姿勢であり、私たち日本人も

見習うべき点だと強く感じた。

地方プログラム期間中、私たちのために工夫を凝らした様々

なプログラムが用意されており、ドイツ側のメンバーと深く交流

を重ねることができた。共に笑い、学び、そして成長する中で、

別れの時には、言葉にできないほどの悲しみを感じた。しかし、

来年、彼らが日本を訪れるという約束は、私たちにとって再会

への希望となった。

フランクフルトで再び全体プログラムを終え、帰国の途につい

た。言語や文化の壁を乗り越えて子どもたちが成長していく姿

を間近で見られたことは、何よりの喜びだった。特に印象的だっ

たのは、子どもたちの驚くほどの適応能力だ。プログラム後半で

は言葉の壁をほとんど感じないほどに積極的に交流する姿を

見せてくれた。約 2 週間という短い期間で、人はこれだけ大き

く変われるのだと感銘を受けた。今回の交流は、彼らの内なる

可能性を呼び覚まし、人生に大きな一歩を刻んだと確信してい

る。参加したメンバーが海外という非日常の中で自らの価値観

を見つめ直し、この経験を糧にこれからの人生を豊かにしてい

くことを心から願っている。

この交流事業を通じて、私自身も指導者として、そして一人

の人間として、かけがえのない経験をさせていただいた。今回

の経験を通じ、私には「この交流の価値を伝えていく責任」があ

ると感じている。この素晴らしい交流の価値を、これからドイツ

へ行きたいと願う子どもたちや若者にしっかりと伝え、この事

業が未来へ継続するように尽力してきたい。

最後に、今回の交流の開催にご尽力された dsj、JSPO、北

海道および福井県スポーツ協会、温かく受け入れてくださった
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ホストファミリーの皆様、そしてこの交流に携わっていただいた

すべての方々に、心から感謝の意を表したい。

【東北Ⅰ・Ⅱグループ】 山本 勝規

「かえがたい価値あるつながり」

私たちを迎えてくれたのは冷たい雨だった。

豪雨の中スーツケースを引きずり、やっとの思いでスポーツ

クラブにたどり着いた。これから先の困難を予感させられる地

方プログラムの始まりである。

ホストファミリーを待つにつれグループメンバーは何となく

黙り込んでしまい、不安の空気が充満した。ホストファミリーが

部屋に入るや否や、まるで数年ぶりに会った友人のごとく、互い

の名前を呼び合い和やかなムードに一転した。事前のオンライ

ン研修時にホストファミリー全員が参加し互いに顔見知りとな

り、メールでやり取りをしていたためであろう。不安と暗雲は一

瞬のうちに消え去った。ホストファミリーとグループメンバーは

にこやかに自宅へ向かい１０泊１１日のホームステイが始まった。

この 2 週間、ハッと気づいたり、んーんと納得させられた日

の連続であった。

レストランでの食事の際にメニューを見てもわからないので、

受入担当者におすすめ料理を聞くと早速注文してくれた。届い

た皿を見て唖然、シュニッツェル（薄い豚肉のかつ）は扇子のよ

うな大きさ、付け合わせのポテトフライはアルプスの山。「少ない

ものとお願いしたのに」と言うと、してやったりとニンマリしてい

た。とにかくドイツの人たちは、こんなに食べられるのかと思う

量もぺろりとたいらげてしまう。上にも横にも大きくなるのが理

解できる。

ドイツの朝は早い。早朝、６時半ごろに街を散歩していると、

足ばやに通勤している人や工事現場で作業をしている人々が

いる。聞くと午後 3 時頃で仕事を終え、後は自分の時間として

使うという。ドイツ人の堅実性と合理主義にうなずける。

ドイツの列車は遅れるのが当たり前という。遅れてきた地下

鉄に順番に乗り込もうとしていたらブザーとともにドアが閉まり

かけた。慌てて駆け込もうとすると係員に止められてしまった。

遅れてきても乗客が全て乗り込むまで待っていず、停車時間は

変えないのか。厳格さにビックリ。

午後７時ごろ、ホームステーの庭先でまったりしていると、青

空に城の旗が風になびき、時を打つ教会の鐘が響く、低い音・

高音の音・澄んだ音と様々な音色が混じり合う。中世にいるか

のようにゆったりと穏やかに流れる時間。ここでは昔から脈々と

続く歴史の中に今日も生活している。人々の余裕と社会のスケ

ールの大きさに頷ける。ヴァイスビールと会話が進み、夜が更け

ていく。

「今日は、昨日のところへ一人で自転車で行け。私たちは用

事がある。」と、朝食時に突然宣告された。曖昧な記憶に従い、

何とか集合場所へ辿り着いた。『やれることは自分で、必要な時

は面倒を見る』というドイツの個人主義、自立主義、自己責任

主義を目の当たりにした。日本のように至れり尽くせりではな

い。

ドイツのスポーツ実態についても知見を深めることができ

た。TGL（Landshut のスポーツクラブ）では、『Baby Kiss』

という名の乳幼児スポーツ活動プログラムを見学できた。乳幼

児が母父ともに体育館でボールや様々な遊具を使って運動を

していた。子どもだけでなく親も一緒になって動いていた。子ど

もの運動だけでなく、親同士のコミュニケーションが進み、互い

に繋がりができる。

また、子どもたちのために複数の種目のスポーツを経験でき

るプログラムも実施している。ある期間は A 種目、次の期間は

B 種目と体験を重ね、それぞれの面白さと自分の好みや適性

に合ったスポーツを見つけることができるという。日本のように

始めからずっと同じスポーツに必死にしがみつく姿勢とは大違

い、羨ましい限りである。前半の全体プログラムで、『同時交流

の母』髙橋範子さんが、「この交流で学んだことを生かし、みな

さんは日本のスポーツを変えなさい！」と私たちに檄を飛ばし

たことが、深く心に残る。

『人々の心の温かさとドイツの大きさ』を改めて実感させられ

た日々でもあった。第二次世界大戦ではともに痛い思いをした

ドイツと日本ではあるが、『豊かさ、余裕、大きさ』がドイツには

ある。民族・歴史・思考・社会基盤等々の違いがそうさせるので

あろうか。

交流活動で出会った人々は皆暖かく親切だ。ホストファミリ

ーは一見ドライではあるが、肝心なところは親身になって面倒
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を見てくれた。親密さとつながりが日々増していった。言語・思

想・習慣・国を越えて心のきずなが強くなっていく。このつなが

りを途絶えさせず大きく膨らませる使命を私たちは持っている。

同時交流で終わることなく、今後の活動への有効活用や自分

の地域への還元と拡充に努力する義務がある。

そして、交流に参加した両国の若者たちには『ドイツと日本だ

けでなく世界を繋げる架け橋』になることを期待する。列車で向

い合せた席に座っていたおばあちゃんが、グループメンバーが

話している姿をちらりちらりと見ていた。降りる際に「ヤパーナ

ー？」と尋ねられたので「ヤー」と答えると、席を立って両手で握

手をし「ヤーパン グート、ヤパーナー グート！」とニコニコして

いた姿が忘れられない。

【関東Ⅰグループ】 道上 舞

「忘れられない情景と人々のあたたかさ」

今回の交流で見た情景、そして関わってくださった人々の心

のあたたかさは、一生忘れられない記憶として、私の心の中に

残り続けるだろう。

私自身は、第 46 回に団員として派遣事業に参加し、第 50

回と 51 回は受入事業に参加した。引率指導者としての参加

は、今回が初めてであった。

東京での渡航前集合時には、対面でコミュニケーションを取

ることの大切さを痛感した。これは、第 46 回交流と比較したと

きに感じるものである。第 46 回交流は、日本団全体での事前

研修とグループ別の研修をどちらも対面で行った。しかし、今回

の関東Ⅰグループは、どちらもオンラインで行っており、グルー

プメンバーのことをよく知らない不安感を抱えたまま、東京に集

合することとなった。オンラインでの研修は、移動や宿泊手続等

の必要がない点で楽ではあるが、事前に対面で顔を合わせる

機会を設ける必要性を感じた。

全体プログラム前半のミュンヘン市内観光では、歴史ある街

並みと空気を楽しんだ。団員たちに市内散策を楽しんでもらい

たいと思う一方で、その気持ちを害さない程度で、貴重品管理

や身の回りに対する注意喚起のタイミングを図ることは難しか

った。自身が引率指導者であるという自覚がより強まった。

地方プログラムでは、バイエルン州の Lenggries を訪れた。

南ドイツに位置するこの町は、隣国のオーストリアには車で

30 分で行くことのできる、人口 10,000 人程度の自然豊かな

場所である。朝起きると、部屋の窓からは荘厳なる山々が見

え、時間ができた時には湖に泳ぎにいくという、自然とともに生

きる環境下で 10 日間を過ごした。これらの素晴らしい自然と

同様に、ここに住む人々の心は温かく、豊かなものであった。例

えば、団員が慣れない生活に不安を抱えているとき、ホストファ

ミリーの方々は、団員の目を見て、その不安を解決することに

真正面から向き合ってくださった。また、事前のオンライン交流

の時点では、ドイツ側も、日本側も、互いの国や文化について、

よく知らない状況にあった。しかし、同じ時間と経験を共有する

うちに、双方が互いの言語や文化に興味を持ち、さらに交流を

深めたいという、前向きな姿勢を見せるようになった。ホストフ

ァミリーの方々は、バイエルン州出身者、そして Lenggries に

暮らす者として、自分がそこに住んでいるということ、そして町

の魅力である豊かな自然に対して、心から誇りに思っていると

いうことを、10 日間を通じて感じさせられた。

全体プログラム後半のフランクフルトでの滞在は、バイエルン

州とは大きく異なるものであった。市内は現代的な建物であふ

れ、人々の服装や宗教、国籍もさまざまであった。同じドイツで

も、州や町が変われば、全く違う暮らしぶりとなることを実感し

た。

個人的には、第 46 回交流の時にお世話になったホストファ

ミリーと再会することができた。また、第 50 回交流での友人も

遊びに来てくれ、みなで当時の思い出話に花を咲かせた。かつ

ての仲間と再会すると、住んでいるところは遠くとも、心ではつ

ながり続けていることを思い出させてくれる。そして、今回の交

流でも、通訳者の Laura をはじめとして、素敵な出会いがたく

さんあった。

私自身は、来年以降もこの交流に携わり続けていきたい。ま

た、このような貴重な機会を知り、体験する人を増やすために、

今回の報告会を各所で行い、団員の参加を促すサポートをし

ていきたい。

さらに、他のグループの指導者の先生方と比較したときに、

私自身は、指導における知識としても、経験や態度としても、未

熟であることを痛感した。今後は、座学と実践の双方において、
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自身の指導力の向上に努めていきたい。

本事業の開催にあたり、お世話になった dsj のみなさま、日

本スポーツ少年団のみなさま、団長団のみなさま、Lenggries

のみなさま、通訳の Laura、そして、高浜テニスや千葉県、千

葉市のご担当者様に深く感謝しています。ありがとうございまし

た。

【関東Ⅱグループ】 森 久雄

「ドイツのスポーツに取り組む奥深さと多様性を体験しまし

た」

＜全体の振り返り＞

関東Ⅱグループは、高校生女子２名、大学生男子２名、大学

生女子１名の５名で構成されています。全員海外渡航初体験と

いう事でしたので、引率指導者として若干の不安もありました

が元気にドイツ到着となりました。これも、渡航前の２日間にわ

たる集合研修のお陰と感謝している次第です。

また、全体プログラム前半の中で団員同士のコミュニケーシ

ョンを図ることが出来、その後予定している地方プログラムで

のホームステイや交流活動に対し、何の障害もなくドイツの若

者たちとすぐに打ち解け合いお互いの切磋琢磨に寄与していま

した。さすがにスポーツで鍛えた若者たちです。

滞在した地域はミュンヘンから電車でフランクフルトへ向か

い２時間くらいの街（現地では村）ランゲンダーンバッハにある、

ｔａｙｏｕ・ｄｏｊｏ（日本語で多様道場）が地方プログラムの活動拠

点となります。

このｔａｙｏｕ・ｄｏｊｏクラブのメンバーはヴァプラー・ウヴェ氏

（通称ウエさん）が代表者をつとめる、日本武道をこよなく愛す

る団体です。会員３００名強を有する地元屈指の大きなクラブ

組織として活動しています。

今回の地方プログラムに於いては、すべての活動を取り仕切

っていただきました。地元の名士であることから市長や群副長

官への表敬訪問もスムーズに行うことが出来ました。

また、各ホストファミリー宅のクラブ会員たちが我々の日々活

動にすべて同伴していただいたことも密接な信頼関係を築けた

一因と思っています。

後に、ドイツの会員たちとの交流について感想を聞きますと、

すでにＳＮＳでのやり取りを行っており、常に連絡を取り合って

います。との事でした。さすが若者たちです。

＜現地で学んだこと＞

拠点のｔａｙｏｕ・ｄｏｊｏ（多様道場）クラブは、日本の武道をこよ

なく敬愛しているメンバーが主流で、幼稚園児童から高齢者ま

で３００名強の会員で構成されており、主な活動は柔道、空手、

合気道、居合道のすべてを網羅した護身練胆、精神修養、健康

増進の三徳を兼備した日本では類を見ない総合的なクラブ活

動でした。

特に会員が必ず守る礼儀として、道場に入る時、出る時は必

ず一礼を行うことが徹底されており、日本の団員たちも最初戸

惑いがあったもののすぐにその作法に準じて完璧な対応をして

いました。ドイツにきて、日本の武道を通した礼儀作法を学ばせ

て頂きました。

また、通常のクラブ活動に参加をさせていただきその雰囲気

を体験させていただきました。

最初に準備運動を兼ねたボール遊びやゲームを取り入れた

運動を３０分くらい行い、その後に専門的な修練に入ります。４

０分くらいのインターバルで休み時間を取りますが、その時間

帯も平均台や跳び箱を使った遊び等、変化のある遊びトレーニ

ングを多く取り入れていました。

これはクラブ会員の大人でも楽しみながら活動できる理想的

な活動システムと思い学ばせていただきました。中でも、専門の

教育を受けたインストラクター数名が当番制で幼稚園等へ出張

し、子どもたちへの運動遊びの指導をしているそうです。幼児

期からの運動に対する取り組み方が行政を含めて徹底してい

ることに感心した次第です。

このクラブの遊びを取り入れたトレーニング方法は、日本のＡ

ＣＰを完璧に活用した理想的な事例として受け止めました。体

力や技量に合わせてリーダーがうまくメンバーを取りまとめ、飽

きさせることなくアレンジした運動を展開させていました。

このリーダーの指導スキルは、一朝一夕には体得できない

ものであり、ドイツのスポーツに対する奥深い積み重ねの実績

また、歴史の中から培われたものである改めて敬意を表した次

第です。

また、日本での武道修練の現状は経験からして、専門武道に
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特化した修練法のみで、他武道を取り入れることはまずありま

せん。武道を単なるスポーツと捉え、それぞれの動きや礼儀と

いった精神修養も兼ねた良いとこ取りをする発想に感服したし

ました。

＜今後の活動に活かすこと＞

このクラブでの活動は、月曜日から金曜日まで 16 時から

21 時まで行われており、指導者が交代で年齢や技量で分類さ

れ各コースのカリキュラムを受け持っているとの事です。

日本では、指導者の都合の良い時間に合わせた活動が主に

行われていますので、このような時間帯での活動には限界があ

ります。しかし、指導者の数が増えればそれぞれの持ち時間の

レパートリーも増えていくと思いました。まずは、指導者を増や

すことが今後の課題と考え、前述したような、トレーニングが楽

しいと思わせるスキルを身に付けた指導者の育成に尽力したい

と思います。

＜最後に＞

「楽しくなければスポーツでない」このことを身をもって体験

させていただきました。活動中も楽しい笑い声が聞け、本当に

楽しさを享受している実感が伝わりました。

また、クラブメンバーの人達に何歳くらいからクラブに入って

いるの？と質問したところ皆幼稚園低学年から入部していると

の事。それは親が入部しているからその子供も入部という繋が

りが構築されていました。家族そろってのスポーツ活動に改め

てスポーツ文化の享受という原点を見ることが出来、私たちの

これからの活動のあるべき姿としての目標として、今後更なる

活動を展開したいと思います。

【北信越グループ】 田尻 翠

「スポーツは言葉の壁を超えるコミュニケーションツール」

今回の日独同時交流は私にとって２回目の参加となりまし

た。前回は２０年前に団員として参加し今回は指導者として。２

０年前と比べるとこの交流も時代の流れに乗って多くのことが

変わってきたことをグループ事前研修で実感しました。コロナ禍

の中で発展したオンライン会議システムを使った事前オンライン

交流では、ドイツに行く前にメンバー同士顔合わせができたこと

は参加者の団員たちからすると、ドイツへ行く不安を減らす材

料の一つだったのではないでしょうか。一つ残念だったことは、

オンライン交流当日北信越グループのメンバーの方からドイツ

メンバーに対して質問や意見が出ず沈黙の時間が出来てしま

ったこと。しかし、オンラインで１度顔合わせしているので地方プ

ログラムにスムーズに入れた団員を見て安心したことをいまで

も覚えています。

地方プログラム１日目から最終日まで私たちのプログラムに

はボールがいつもセットでした。

プログラムとプログラムの合間や準備待ちの時間など、ボー

ル一つでドイツメンバーと北信越メンバーの楽しい交流が始ま

ってみんなが笑顔だったことが私の中で今回の交流の一番印

象に残っていることかもしれません。地方プログラム１日目の日

はまだメンバー同士意思疎通が上手く行かないことが多かった

のですが、ボール一つで言葉が通じなくても意思疎通がまだ不

慣れでもメンバーみんなが笑顔でスポーツと言う共通のルール

だけを軸にして楽しい時間を共有することが出来ました。

それを見て私は「スポーツは言葉の壁を超えるすごいコミュ

ニケーションツールなんだ！」と再認識しました。

数日メンバー同士一緒に活動する中で自分の言葉でコミュ

ニケーションを取りたいと思い、お互いの母国語を教えあった

り覚えたドイツ語を使って話しかけたりと団員たちの成長を見

守れたこと、とても嬉しかったです。そして、指導者の私を指導

者として扱うのではなくドイツのメンバーは団員と同じく暖かく

迎え入れて下さり一緒に楽しいプログラム活動を行うことが出

来ました。もちろん私もボールセッションメンバーにも入れてく

れました。Holzkirchen のメンバーの皆さんに心から感謝し

たいと思います。

今回の交流中にディスカッションを行うタイミングが２回あり

ました。日本より普段の生活の中でもディスカッションが活発な

ドイツ。ドイツメンバーからの提案もあり「質の高い教育をみん

なに」と「すべての人に健康と福祉を」の２つのテーマについて

話し合うことが出来ました。両国の現在について話し比較した

り、とても興味深い内容もありました。ここでも団員たちが意見

を出し合ったり、質問したりととても有意義な時間だったのでは

無いでしょうか。ドイツメンバーの発表の中で、スポーツ中にど

んな食事を接種するのがカラダにとっていいのか？どんな食事
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を摂取するとスポーツパフォーマンスが上がるのか？ダイエッ

ト中はどんな食事が良いのか？両国どんなダイエット方法が流

行っているのか？など私たち人間が生活する上で大切な食事

について話してくれました。普段ついつい忙しく疎かになってい

る食事についてもう一度考え直す機会になったと自分の中で

思いました。成長期の子どもたちがスポーツする中でパフォー

マンスを上げる為の食事について子どもたち自身も考えている

ドイツメンバーは意識が高いとも思いました。日本の子どもたち

の中でも意識している子はいると思いますがまだまだ少ないの

が現実では無いでしょうか。

私たちはドイツへ入国した数日はミュンヘンのスポーツシュー

レに滞在しました。その施設を見学し滞在した中でまず思った

のがスポーツする人に向けた充実した施設の設備に驚きまし

た。

スポーツに国として力を入れているドイツ。日本にもあのよう

な設備を持った施設が欲しい、そしてスポーツ少年団のイベン

トや合宿など安心して行えるようにしてもらいたいと思いまし

た。

現在日本は青少年の家やスポーツ施設が減ってきていて、

県のスポーツ少年団のイベントや単位団の合宿など企画運営

するのが毎年難しくなってきており悩まされる課題であります。

日本もドイツのようにスポーツに対して力を入れて未来を見据

えて「日本のスポーツ」に投資していただきたいと思います。

両国のこの交流は今後も末長く続く交流であることを願って

います。

この交流に参加したら終わりだと思っている団員やリーダー

が多いようですが、この交流に参加したことは始まりなのです。

世界には多くの課題がありその課題にスポーツを通して世界の

仲間と向き合う必要があります。この日独同時交流はそのスタ

ートラインだと思っています。この交流で得た仲間と共にスポー

ツを通して多くの課題解決に向けて頑張っていって欲しいと願

っています。

「スポーツは私たちを繋ぐ！スポーツは言葉の壁を越える！

未来に向けて Auf Geht`s!! 」

【東海グループ】 石川 雅秀

「グローバル化に対応した団員・指導者の育成とスポーツ少

年団の PR」

第５２回日独同時交流の派遣決定から参加メンバーとのメー

ルでの交流が始まった。今回、私は東海グループの引率指導者

として静岡、愛知、三重、岐阜の６名のメンバーとともにドイツで

のテーマに対する計画、さよならパーティーでの企画運営につ

いて検討した。

過去２回の日独同時交流に参加していたので、メンバーに訪

問先での交流の仕方、話し合い活動の進め方を事前に話し、リ

ーダーを中心に企画検討をしていった。指導者が常にリードす

るのではなく、いかにリーダーを中心に主体的に企画運営を進

めるかを考えすすめた。

今回、事前に通訳と受け入れ担当者とのメールでの確認が

取れたのでスムーズに地方プログラムでの内容を理解でき、メ

ンバーに連絡できたことは有意義でした。さらに zoom でのホ

ームステイ先の方々との顔合わせはとても身近に感じ、安心し

て当日を迎えることができた。

今回はスポーツ交流ではフェンシング、エアーライフル、カヌ

ー、エアロビクス、ドッジボールなどのスポーツ交流が多くおこ

なわれた。日本では日頃できないフェンシング、エアーライフ

ル、カヌーなど基礎的な動きを学んだあと体験できたことはとて

も有意義でした。

今回の交流を通してスポーツは言葉を超え体験できる。現在

日本では人とのスポーツを楽しむというより競技として行って

いる。各年代においてもスポーツを楽しむためのスポーツクラ

ブの展開がドイツではみられた。ミュンヘン、フランクフルトのス

ポーツシューレを見て、宿泊施設、カフェテリアを常設し体育

館、グランド、トレーニング施設など充実している。これが総合

型スポーツクラブである。今回訪問したフェンシングクラブ、カ

ヌークラブ、エアーライフルクラブにおいてもカフェテリアが常設

されスポーツ終了後のコミュニケーションの場となっている。

つまりスポーツクラブが地域コミュニティーの中心となってい

る。このようなクラブ運営ができると地域の活性化につながるで

あろう。

今回の交流ではドイツの若者との討議がおこなわれた。「ス
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ポーツと福祉」というテーマで日本の現状を説明しドイツ側から

の質問を受けた。英語という言語を通し自分たちの考えを説明

する。まさに英語を使用し相手を理解しようという試みがなされ

た。グローバル化に対応した取り組みの一つが行われた。

【今後の取り組み】

・今回の交流活動を県スポーツ少年団、市での指導者研修で

報告を実施する。

・ジュニアリーダー研修会・リーダー研修会での報告をする。

・自ら指導する団員、指導者への報告をする。

・ホームページやフェイスブックなどのメディアを通し広く周知

する。

・指導者を派遣できるよう計画的に人材を育てる。

・市での受け入れ態勢の確立と受け入れ家庭の募集の取り組

みをおこなう。

・ドイツ団が来訪した場合の企業訪問先、スポーツクラブの開

拓を行う。

日独同時交流では日本スポーツ少年団、ドイツスポーツユー

ゲントの多くの皆様にお世話になりました。ありがとうございま

した。

【近畿グループ】 松本 弘彰

「第５２回日独スポーツ少年団 同時交流（派遣）の参加報告」

派遣期間が１５日間と長期に亘るため、団員の健康管理や安

全・安心に留意するとともに、新たな体験で緊張する団員の健

康管理や安全・安心に十分配慮するとともに、団員への目配り

や気配りを最優先して行い、取り組めるように事前学習した。

また、団員間のコミュニケーションについて、事前に集合して

意思疎通や打ち合わせができなくて大変心配したが、全員がス

ポーツ少年団の近畿や国の研修などですでに顔見知りであり、

此方が心配するようなことはなく、ドイツでのプログラムを順調

に消化し、和気あいあいとした雰囲気の中、楽しく活動してくれ

ていた。

かえって、最年長の指導者としての私の方に対して、団員が

かえって気を使ってくれ、コミュニケーションがよりスムーズに

なり、「先生」や「まっちゃん」と気軽に声掛けしてくれるようにな

った。

飛行機の搭乗手続きで、携帯電話を使ってのオンラインチェ

ックインができないときには、操作方法を団員が教えてくれるな

ど、携帯を通じてのコミュニケーションも、お互いの距離間もよ

り身近に感じるようになった。

おかげで、若者の感覚や会話の内容が理解できるようにな

り、大いに参考になった。

参加団員は、ドイツ語や英語での会話もスムーズにこなし、

外国語が不得手な私をサポートしてくれるなど、これらの経験

をとおして、団員の成長を感じることができた。

私自身も、少しずつ外国語を話すことになれ、携帯の翻訳機

能を使って自分から、ドイツの指導者や団員と少しずつ話せる

ようになり、自分の性格・態度の変化を感じることができた。

＜引率指導者として特に意識したこと＞

団員が、ドイツ団員と楽しく交流し、自由にのびのびと行動で

きるように、遠くから見守るように意識して行動した。

指導者としてではなく、同じ近畿グループの仲間の一人とし

て意識してもらえるように、行動していくように努力した。

治安面では、特にフランクフルトやベルリンの街中や電車の

駅構内での犯罪に合わないように、全員が一緒になって、距離

を空けず迅速に行動することに意識を集中した。

＜今回の国際交流で団員に期待したこと＞

ドイツの文化・伝統・スポーツ活動や生活環境などに直接触

れ、ドイツ団員との２週間に及ぶユースホステルでの日常生活

を一緒に宿泊して楽しく交流体験できたことが、大切な成長の

機会となった。

このドイツでの素晴らしい世界(文化・生活環境・スポーツ活

動の取り組みや人生観など)を団員が、一人の人間として自分

の目で見て、ドイツの人と接し、話を聞き、一緒に行動すること

で成長し、帰国後のスポーツ少年団活動に活かしてくれること

を確信しました。

＜交流における経験・体験や新たに気付いたこと＞

ドイツ訪問は、今回で３回目となりました。

１回目は、尼崎市職員としてとして姉妹都市のアウグスブルク

市への市民団の親善訪問の随行です。

２回目は、家内と娘との家族旅行です。

今回の３回目のドイツとの同時交流の訪問は、特に次のよう
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な新たな発見がありました。

一点目は、ドイツでは人前や場所など気にせず、恥ずかしが

らずに「ハグ」することが当たり前で、日本の世界から全く異次

元の世界に飛び込んだ私にとって、大きな戸惑いを感じまし

た。2 週間滞在して、最後の方ではお世話になった指導者と自

然に感謝の気持ちで「ハグ」をすることができるようになり、自

分の世界観もいろいろな世界を目の当たりにして、少し自分の

考え方に変化を感じるようになりました。日本の「お辞儀の世

界」とドイツで体験した「ハグの世界」の違いが一番印象に残り

ました。

二点目は、タトゥーを体にしている人もおり、日本のタトゥー

に対する感覚と違和感が印象に残りました。

三点目は、治安についての認識の違いです。

電車の駅構内での行動のとり方や注意の仕方など、日本で

列車に乗る時の犯罪に対する身の守り方や行動の違いが、一

番印象に残りました。

これらのドイツでの文化・伝統・風習・環境や人間としての生

き方に対する考え方の違いなどをとおして、自分自身が歩んで

きたこれまでの世界観や生き方、生活環境などを見直す必要性

を感じたとともに、いろいろな世界の人々と接することで、自分

の考えが正しいと思っていたことについて、改めて考えなおす

きっかけになりました。

＜引率指導者としての今後の役割・取り組みについて＞

指導者としては、団員の行動に導かれ日独両国のスポーツ

少年団の相互交流に参加し友好と親善を深め、国際能力を少

しでも高められたとの自身をもって、今後のスポーツ少年団活

動に活かしていきたいと強く思いました。

現地での温かく迎えてくれたドイツスポーツユーゲントの役

員関係者の皆様のお気持ちを忘れず、ドイツスポーツユーゲン

ト団員との楽しい交流やドイツの現地で学習させていただいた

ことを、帰国後に尼崎市や兵庫県でのスポーツ少年団活動や

事業運営に活かしていけるように、頑張りたいと思っています。

本当に貴重な体験の機会を与えていただき、心から感謝して

おります。

これからも、年齢にしばられることなく、前向きに様々なスポ

ーツ少年団活動に、積極的に取り組んでいきたいと、強く感じ

ました。

【中国グループ】 大石 信洋

「異文化下の交流で見えた団員の成長」

事前研修などの様子から、感じた団員たちの様子は以下のと

おりである。短期間の同時交流ではあるが、異文化の下、彼ら

の変化や成長をまとめていきたい。

中国ブロック団員の構成は高校２年生が５名、大学４年生が

１名の合計６名である。彼らのニックネームは、高校生が、藤岡

凛（りん）、難波雅貴（まさき）、大王丸真斗（まこと）、金山来人

（らいと）、江口隆成（りゅうせい）、大学生が、田中さくら（さく

ら）である。グループのリーダーは大学生のさくらで、事前研修

やディスカッションの段取りをするなど、全体的を見通した行動

ができている。彼女を中心に話し合いが進んでいっている。ニ

ックネームで呼び合おうと提案したのも彼女であり、他のメンバ

ーも快く受け入れた。

建設的な意見をよく出す団員はりん（女性）である。その他の

団員（男性）は、それぞれの役割を分担して取り組んでいる。女

子団員が中心となって骨子を作り、男子団員がそれらについて

思いを出していくといったことが事前研修で見られた。

このような構成メンバーが、ドイツという異文化下で生活し交

流をしていく中で成長し、体験で得たことを帰国後リーダー会

などを通じて還元してくれることを期待しての同時交流であっ

た。

ドイツにおける具体的な成長は以下の通りである。交流プロ

グラムの中で最も顕著だったのは、各自がそれぞれの良さを発

揮していたところである。

リーダーのさくらは、年齢的にも知見や経験が他の団員より

豊富で、冷静な判断と柔軟な対応力を発揮し、異文化理解を深

めながら各メンバーの意見を尊重しつつ議論を前に進める役

割を果たした。強く指示や注意をして威圧的に動かそうとする

のではなく、柔らかな表情で語って団員をまとめていた。また、

私のそばにいることが多く、引率者と団員の意思疎通をスムー

ズに行うような気配りを感じた。初めて見たり体験したりするこ

とには関心を持ち積極的に関わろうとしていた。その姿は、他の

団員の良い手本となり信頼につながり、グループとしての結束
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を高める要因となった。

りんは、建設的かつ率直な意見を積極的に出すことで議論

の質を引き上げた。まっすぐな性格で思い通りにいかなかった

場合には涙することもあったが、柔軟に対応することの大切さ

をリーダーの言動や現地の文化や価値観の違いから学んだよ

うに思う。今回の交流がきっかけで国内では変わりにくかった

価値観が、異文化の生活の下でより広い視野をもったものにな

ったと期待している。

まさきは、発表資料の作成を通じて情報の整理力や伝達力

を磨き、ディスカッションでは自分の分担したところを詳しく説

明することができていた。また、食欲旺盛で現地の食事をドイツ

人以上に楽しんでいた。同時にホームステイ先では他の家の子

供たちとも積極的にかかわりをもち、プログラム終了後も水泳

やバレーなどの活動を行っていた。未知の環境に柔軟に対応す

る姿から彼のたくましさと成長を感じた。

まことも、同様に異文化に対する好奇心を行動力に変えて現

地の人たちと積極的に交流した。数家庭と共に帰宅後もスポー

ツをしたり、話をしたりする様子が見られた。今行っているテニ

スのスポーツ活動はできなかったが、ホームステイ先のプール

で現地の団員たちと水泳をする楽しんだようだ。これまで経験

のないスポーツも積極的に行い、スポーツを通じて交流関係を

広げていくなど、まさに地方プログラムのねらいに迫る姿が印

象的であった。

らいともまた、異文化に対する柔軟な適応力を発揮し、周囲

との調和を図りながら新しい環境に順応した姿が印象的だっ

た。特にステイ先の方たちや小さな子供たちの心をつかむこと

に関してはとてもうまく対応し、信頼を得ていたようであった。

別れの場面では共に涙する場面が見られた。リーダーに頼るよ

うな言動も多かったが、自らの判断で行動をしていくことも今

回の交流で学んだようである。

りゅうせいは、比較的活動の多かったバレーボールを中心に

どのスポーツでも持ち前の技能を発揮し、スポーツ活動全般を

盛り上げていた。グループの中で一番スポーツ活動を行う時間

が長く、その活動を通じてドイツの方たちや日本の他県のメン

バーとしっかり交流を行っていた。また、団員の行き過ぎた言動

には迎合せず一定の距離を置きながら寄与した。ドイツでの生

活や議論を通じて得た経験は、単なる知識の習得にとどまら

ず、自分自身を振り返り、互いの価値を認め合う力を育んだよ

うだ。団員たちは、言語や文化の壁を越えて多様な考え方に触

れ、自身の意見を表現することの重要性を再認識した。このこ

とは、各自の価値観形成や変革にも深く関わっており、帰国後

のリーダー会などでその経験を共有することで、次なる世代の

育成や異文化理解の促進につながることが期待される。今回の

交流を通じて、彼らは単なる参加者から「学びを還元する担い

手」へと成長を遂げたことと思う。今後の彼らの活躍が楽しみで

ある。

【四国グループ】 後藤 啓

「第５２回日独スポーツ少年団同時交流（派遣）について」

今回、引率指導者として決定後、全体会議・ブロック別事前

研修・受け入れ側オンライン会議等を経て、「いざドイツへ」と意

気込み出発。様々な不安を胸に指導者・団員５名がドイツの地

を踏むこととなる。

＜前半地方プログラム：オッターバッハ＞

地方プログラムの最初の訪問地「オーターバッハ」では、

Ｈａｒａｌｄ Ｗｅｓｔｒｉｃｈ市長・ホストファミリーも参加による温かい

受け入れ式による歓迎を受けると共に交流を深めるために多く

の会話を行うことができた。

ホストファミリーとはオンラインで対面していたが、明るい雰

囲気で料理を準備していただき不安は払しょくされた。

以後、多くの地方プログラムを準備していただいた『ZEN―

BOGYO-DO E.V』関係者の方々に感謝するとともに、感動

の日々を過ごさせていただいたことに深くお礼を申し上げた

い。

このクラブは、「柔術」を専門に活動し各種大会において上位

入賞経験もあり地域活動の拠点となっていることが伺われた。

しかし、柔術のみを行うスポーツクラブとして運営されている

ことに驚きを覚えるともに、会員数・運営経費等についてもっと

踏み込んだ話を聞けなかったことが悔やまれた。

スポーツクラブにおいては、日本の武将・忍者等に関する書

籍も所蔵されており、日本に対して友好的な団体であると感じ

た。

49



スポーツ交流では、部員の模範演技を披露していただくと共

に柔術の体験を行ったが、柔道の延長の練習にとどまりもう少

し時間が欲しかった。

また、初体験の裸足でのウォーキング、一本橋・川渡・などに

よる景観なコースを体験し足の裏の痛みを忘れるくらいの体験

を楽しんだ。

オッターバッハには、アメリカ軍基地があり約５万人のアメリ

カ人が駐留しており、街の財政力を高めていると市長からの言

葉があった。

教会を中心として街が形成されており教会見学、また中世期

の城も多く存在し場内を見学することで、中世の歴史に触れる

ことができ地域の歴史的建造物を大切にする思いに感動した。

ドイツはワイン・ビール造りが有名ではあるが、広大な畑にお

いては、ビール麦・ブドウ棚しか見ることができなかった。

四国グループが滞在していた地域は、高級住宅街であり経

済的に裕福な家庭が多いとのことであり、ホストファミリー宅に

於いてもかなりの経済力を有していると感じた。

余談ではあるが、ホストファミリーと日時計のある丘を訪れ

素晴らしい景色を見ていると、牧草が燃える火事現場を発見、

通報して消火活動を見ていた。こんな偶然があるのだなと互い

の顔を見合わせていた。

＜後半地方プログラム：ブライ＞

8 月 7 日ユースホステルを出発しモーゼルケルンのエルツ

城見学へ。ここで見学ガイドについて担当のエリソンさんからホ

ストファミリーの『ヨルク』さんだと紹介され驚き挨拶させていた

だいた。

他の見学者が大勢並んでいる中、「日本から来たスポーツ少

年団です。」とアナウンスがあり優先的に見学させていただきま

したが、他の観光客からは大きな歓声が上がりクレームもなく

見学させていただき、感動させられました。

訪問先である「TSV ブライアルフスポーツクラブ」において、

マティアス・ミューラーブライ市長並びにホストファミリーの歓迎

を受け、クラブの施設内を見学し「オッターバッハ」と施設規模

の違いにも驚かされた。

団員のファミリーから、「地元のバレーボールクラブの練習が

あるので参加しないか」との誘いを受け参加したが、温かく迎え

ていただき２時間ほどゲームで交流することができ楽しむこと

ができた。

ブライは、大きなモーゼス川をはさみ街並みが形成され、山と

川に挟まれた素晴らしい景観の街並みと共に、急傾斜の山肌に

はぶとう畑のみが存在しワイン造りも盛んに行われていた。

急傾斜地であるが、ブドウ畑以外の作物はなく「こんな斜面

でブドウが作れるものだ？」また、「日本では土砂災害等により

考えられない。」との疑問があり問うと、「土の山でなく、岩盤で

あることから土砂災害はほぼない」との事であった。しかし、数

年に何度か崖崩れは起こっているそうだとの事。

ワイン造りが盛んに行われている地域のため、ワイナリーの

歴史も古く数か所見学することができた。

また、モーゼス川の岸辺には「クルミ」の木が植えられており、

街が管理・収穫し収入源としているが、無許可で持ち去る人が

多くいるとのことであった。ドイツではこの時期「白夜」のため

に、暗くなる時間が 22 時頃と遅く 21 時ごろまで近くの公園で

子どもたちの声が聞こえていた。毎朝、モーゼス川の畔を散歩

し、川面の霧、水鳥の鳴き声、教会の鐘音などをベンチに座り

見たり聞いたりしながら、「ドイツに来たのだな！」と一人で感動

していた。

また、大好きな「ケルッティック・ウーマン」の「You Raise

me up」の曲を聴きながら景色を眺め改めて「ドイツ訪問」に一

人で感動していた。

最後に、日本ではドイツのスポーツクラブを参考にしていると

聞いているが、クラブの運営方法については格差があると思わ

れた。単一種目・複合種目での運営等地域事情の違いはある

と思われるが、【ブライ】のみを見たとき、指導者の体制がどうな

のか、もう少し踏み込んで聞いてみたかった。

それぞれの地域において、「地方プログラム」を用意して戴い

たが、施設見学だけではなく運営方法・指導者体制・育成方法

等について学ぶことができるプログラムも必要でないかと感じ

た。

これまで多くの団員をドイツへ派遣してきたが、これまで以上

に団員の育成に努め、将来指導者として地域貢献ができるリー

ダー育成に努めていきたいと改めて思った。
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リーダー活動が衰退する中、地域活動を支える指導者に対し

理解を得られジュニアリーダースクールへの参加者が増加する

よう働きかけていきたいと思った。

今回、派遣に関してご協力いただいた関係各位にお礼申し

上げると共に、日本団の団長団をはじめ指導者・団員の方にお

礼申し上げます。

【九州グループ】 大浜 雅史

「国際スポーツ交流が築く国境を越えた友情と成長」

このたび、私は九州グループの引率指導者として、本交流事

業に参加する機会をいただきました。特に今回は沖縄県からの

団員も加わり、私自身が沖縄県石垣島出身であることからも、

日本団の中でもひときわ特色あるグループであったと感じてい

ます。その一方で、陸続きではない九州・沖縄の位置関係か

ら、事前の打合せやグループ出し物の練習は大きな課題となり

ました。オンラインでの準備は限界があり、初めて顔を合わせた

のは東京での事前研修でした。そのため、他のグループよりも

打ち解けるのに時間を要しましたが、大学生 3 名が自然にリー

ダーシップを発揮し、高校生を支えていく形ができあがり、プロ

グラムが始まってからは不安が一気に解消されました。大学生

が高校生を導くことでチーム全体のまとまりが生まれ、団員たち

の教育的にも大きな意義があったと実感しています。

ドイツ到着後は、ミュンヘンにて日本団全体のプログラムが

行われました。当初予定されていた公式の表敬訪問はドイツ側

の都合で実現しませんでしたが、その代わりに FC バイエルン・

ミュンヘンの本拠地「アリアンツ・アレーナ」を訪問する機会を得

ました。まるで宇宙船のような大スタジアムをガイド付きで巡る

体験は、まだまだ、緊張気味だった団員たちの心を和らげ、写

真を撮り合いながら友情を深める場面が見られとてもよい時

間となりました。しかし、長年続いてきた交流事業において、両

国代表が直接挨拶を交わす場が失われたことについては、今

後の継続性を考えるうえで懸念が残る点だと感じました。

8 月 1 日からは地方プログラムが始まり、九州ブロックはフ

ランス国境に近いバーデン＝バーデンと、オランダ国境に近い

ハイデンの 2 地域と交流を行いました。長距離移動の疲労は

あったものの、複数地域での受け入れにはより多くの仲間と出

会えるという大きな利点がありました。さらに、交流期間を分散

することでホストファミリーへの負担が軽減されるという面から

も、この仕組みの意義を感じました。

バーデン＝バーデンのプログラムでは、ホストファミリーと

の時間がしっかりと確保され、ドイツの生活や食文化を感じるこ

とができ、日常に溶け込むようにドイツ文化を体験することがで

きました。交流相手であるチェスチームに対しては当初「内向的

なのでは」という先入観を持っていましたが、実際には活発で、

空き時間には球技を一緒に楽しむなど、スポーツの持つ言葉を

超えた力を実感することができました。

後半のハイデンでの交流では、地域全体を巻き込んだプロ

グラムが充実しており、名所見学やルール工業地帯の訪問を通

して、ドイツの歴史や社会の理解が深まりました。市長表敬訪

問では交流の意義について語り合い、さらに年に一度の「射撃

祭」を体験し、ヨーロッパのお祭り文化を肌で感じることができ

ました。これらの体験は子どもたちにとっても忘れられない思い

出となったと思います。

両地域でのプログラムは大変充実していましたが、個人的

には、交流相手のチェスという競技そのものに触れる機会がも

っとあってもよかったと感じました。スポーツ交流事業である以

上、受入団体側のお気遣いだと予想できましたが、せっかくの

機会なので、普段の活動やスキルを知り、互いの得意分野を紹

介し合うことは、さらに学びを深めるきっかけになったのではな

いかと思います。

全ての地方プログラムを終え、フランクフルトに日本団全体

が再集合した際、子どもたちが自信に満ちた表情で再会する姿

に、この交流を通じた成長を強く実感しました。本事業が大成

功であったことを確信できた瞬間でした。そして、その成長の背

景には、大学生が果たした役割が大きかったと改めて感じま

す。高校生にとって身近でありながら一歩先を行く存在として、

大学生が自然にリーダーシップを取り、若い団員たちを導いた

ことは、世代を超えた学び合いの好例であり、今後の交流事業

においても継続すべき仕組みだと思います。

本交流事業を通じて改めて感じたことは、スポーツを通じた

国際交流は子どもたちに大きな成長をもたらすということです。

異文化を知り、仲間と協力し合い、自ら考えて行動する経験
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は、子どもたちにとってかけがえのない学びとなりました。そし

て、その一つひとつの積み重ねこそが、将来の世界平和への礎

になるのだと強く確信いたしました。

私は今後、指導者として子どもたちの教育や育成にあたり、

この経験を活かしていきたいと思います。また、競技の指導にと

どまらず、国際交流を通じて多様性を理解し、広い視野を持っ

て未来を切り拓ける人材を育てることが私の使命であり、平和

な社会づくりに貢献する道であると考えています。

最後になりますが、本プログラムを企画運営してくださった日

本スポーツ協会、ドイツスポーツユーゲントの皆様をはじめ、受

け入れてくださったドイツチーム、ホストファミリー、通訳の皆

様、そして関わってくださった全ての方々に、心より感謝申し上

げます。本当にありがとうございました。

上げて（たぶん）、無事に帰国できたことに安堵しており、ま

た、今回、このような貴重な経験をさせていただいた関係者の

皆さんにお礼を申し上げ、私の報告としたい。
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「初めて見る景色」 【北海道グループ】 岩崎 ゆう

初めて日本の外に出て学んだことや気づいたことが 2 つあ

ります。一つ目は、積極的に話をすることです。

日本人は、英語の発達が特に遅れていると言われています

が、話し始めてみると、意外と通じあえることがあります。また、

コミュニケーションが苦手な私でも、相手と話すように努力する

ことで、話が盛り上がったり、今までの自分の考えを変えるよう

な新たな視点に出会うことができました。また、今回の経験を通

して、言語の壁を乗り越え、自信がつき、またさらに頑張ろうと

いう自分のモチベーションのアップにもつながりました。この交

流のおかげで、自分が何をしたいのかはっきりとした道を定め

ることができました。2 つ目に、相手に対する敬意を忘れないこ

とと、自分の意見をはっきり言うことは大切なことだと、ドイツの

方々から学びました。どの方とお話しても、相手の目を見て、相

手に対する配慮を忘れない姿勢に尊敬しました。また、自分の

意見を言うのは勇気がいるし、表現にも悩まされますが、伝わ

らないかもしれなくても、伝える努力をするのは大切だと気付

かされました。それは、部活やクラスでの話し合いでも通ずるも

のがあると思うので、相手の意見も尊重しつつ、自分の意見も

積極的に言えるようになりたいです。

「ドイツでの成長」 【北海道グループ】 阿部 幹太

僕がドイツで学んだのは、言語や文化が違っても同じ人間で

あるということです。ドイツへ行く前はしっかりコミュニケーショ

ンを取ることができるか不安だったり、生活をしていけるか不安

でしたが、いざドイツに行ってみると、ドイツ人は温かい人が多

く、フレンドリーに接してくれました。また、ドイツ語やドイツのジ

ョークを教えてもらい、それを使うことでお互いに笑顔になるこ

ともできました。言語を使ったコミュニケーション以外にも、ジェ

スチャーや笑顔などの表情でコミュニケーションが取れたことも

良いことだったと思います。

ドイツに行き、自分自身の成長したところは行動力だと思いま

す。僕は普段おとなしい性格で自分から積極的に何かに参加

するということが苦手でした。ですが、ドイツに行き、未知の世

界に飛び込むことで興味深い事ばかりで積極的に知りたいと

思うようになり、現地の人々に自分から話しかけることができま

した。

この交流に参加したことで得た経験や知識、行動力をこれか

らの日常生活などの様々な場面で活用して集団の先頭に立っ

ていく存在になれたらと思います。

「ドイツに行って」 【北海道グループ】 鈴木 彗矢

今回のドイツ渡航は初めての海外経験であり、当初は英語

で意思を伝えられるか不安を抱いていた。しかし現地での市街

地見学や英語での注文体験を通じて自信を得、地方プログラ

ムでは現地学生と SDGs やジェンダー平等について意見交換

を行い、多様性を尊重する文化を学ぶことができた。特に制服

のない学校文化や女子サッカー放送をめぐる抗議事例は印象

的であった。

フランクフルトでは大聖堂を訪れ、歴史的背景を知ることで

理解を深めた。これらの経験から、日本も多様性を尊重しつつ

自国に合った制度を発展させる必要を感じた。また、自分の地

域は楽しい活動が少ないことで人数不足が起き、悪循環が発

生しているという問題がある。そこで積極的に交流活動に参加

し、ドイツで学んだレクリエーションなど楽しい活動を増やすこ

とで、誰もが参加しやすい環境を整え人数を増やし、良循環を

生み出すことで地域社会に貢献していきたい。

「ドイツでの 2 週間」 【北海道グループ】 中島 心菜

私は、7 月 30 日から 8 月 14 日の二週間ドイツに滞在しま

した。初めてのヨーロッパであり、言葉や習慣の違いに最初は

戸惑ったこともあったけど、積極的に現地の人と関わることで、

多くの学びを得ることができました。

ドイツの人々とスポーツを通じて交流したことも、言葉以上に

気持ちを伝える手段となったと感じました。

また、ベルリンの壁や有名な観光地を訪れる中で、その土地

の歴史や文化にも触れ、日本との違いを実感しました。違いを

受け入れ、尊重する姿勢が、異文化理解には欠かせないと気づ
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きました。今後も国や文化を越えた交流に前向きに取り組んで

いきたいです。

そして、次はドイツ語をはなせるようになっていきたいです。

「初めての海外、国境を越えて学んだこと」

【東北Ⅰ・Ⅱグループ】 堀篭 はづき

私が日独スポーツ少年団同時交流を通して学んだ事は二つ

あります。

一つ目は学校外の地域スポーツクラブが充実している事で

す。ドイツは日本のように学校の部活動はなく、学校外の地域

のスポーツクラブでスポーツしています。実際に施設を見学し

た時、整備がとても充実していました。自分の得意なスポーツ

に所属することができ地域の中で活動するため交流の幅が広

いです。また、年齢や競技レベルに関係なく誰でもいつでも参

加できるため、生涯にわたってスポーツを愉しむことができま

す。

この交流で初めはとても不安でしたが、徐々にと「楽しい」が

勝ちました。失敗を恐れずに自分から話しかけることができまし

た。また、沢山の素敵な方々と出会い仲を深めることができまし

た。沢山話して色んな考え方に触れ、視野が広がりました。日々

の中で自分のいい所や悪い所、新しい一面を知れました。そし

て、何より自分の素を出せたことが何よりも良かったです。今後

の活動として、この経験を団に持ち帰り団員に繋げて、この活

動を町や県に広めていきたいです。また、これからの活動に活

かしていきたいです。

「日独同時交流を終えて」 【東北Ⅰ・Ⅱグループ】 佐藤 璃恩

先日、第 52 回日独スポーツ少年団同時交流の一員として

ドイツへと派遣され、貴重な体験をさせていただきました。何も

かも初めての私にはすべてが非日常で、町を歩けば、すれ違う

人みんなが目を合わせてくれて、微笑みながら挨拶してくれる。

その何気ないものが私自身にとってとても印象的であり、うれ

しかったです。

それだけではなく、スポーツは非言語で心を通じ合える素晴

らしい言語のようなものだと感じました。食事や、トイレ、人との

距離感、硬貨の見分けの難しさなど日本とは違うたくさんの文

化をこの身体、五感でしっかりと実感できました。時にはそれら

の違いに戸惑うこともありましたが、文化や価値観自体が自分

の視野を広げ、柔軟な考え方を育ててくれたと感じます。

また、プログラムではホームステイ先の子供たちと日本とドイ

ツの教育の違いについてディスカッションを行いました。日本と

は異なる教育やそれに対する意見を交わし合うことで自分自身

の考えをより多角的に見直すきっかけとなりました。

今回の日独交流は「スポーツ」が主な目的だと思っていまし

たが、自分から積極的に言語やスポーツの壁を超え、「伝えよう

とする気持ち」が人と人を心でつながる力を教えてくれました。

お世話になったホストファミリー、ドイツの方々、そしてこの機会

を与えてくださり、支えてくださった全ての方々に心から感謝し

ます。

「日独同時交流での学び これからの目標」

【東北Ⅰ・Ⅱグループ】 小畑 舵

私は日独同時交流に参加してたくさんのことを学び得たり新

しい出会いをたくさんすることができました。

日独交流では団員同士でのスポーツ交流やホストファミリー

たちとのスポーツ交流をしました。団員同士での交流では、ドイ

ツ団のレクリエーションをやりチーム対抗戦をしました。ジャガイ

モを落とさずに移動しリレーする遊びやドイツに関わる問題など

をやりました。みんなで楽しく騒ぎ、考え体を動かすことが出来

ました。これを通してドイツ団と日本団の仲間たちと交流し仲を

深めることができました。

ホストファミリーとのスポーツ交流ではサッカーゴルフやパタ

ーゴルフ、パルクールなどをしました。言葉が通じない中での交

流はとても難しいと感じましたが一緒に体を動かすことで自然

に笑顔や会話が生まれたことが印象に残っています。

また、スポーツを通じて家族の一員のように迎え入れてもらえ

たことから、「共に活動すること」が信頼や友情を築く大きなきっ

かけになると感じました。日本にいるときはスポーツを練習や競

技として捉えることが多いのですが、交流やコミュニケーション

の手段としての側面に改めて気づかされました。

次にドイツで感じた日本とは違う文化や生活などについてで

す。日常生活の中で日本との食文化の違いを強く感じました。
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まず驚いたのは、パンの種類の豊富さです。朝食や軽食ではラ

イ麦パンやプレッツェルなどが定番で、日本で一般的な白米や

柔らかいパンとは違う独特の風味や食感を楽しむことができま

した。また、ソーセージやシュニッツェルなどの肉料理が多く、付

け合わせには必ずと言ってよいほどジャガイモが登場する点も

印象的でした。さらに、飲み物の習慣にも違いを感じました。食

事中に炭酸水を飲むことが一般的であり、日本で日常的に飲ま

れるお茶はほとんど見かけませんでした。また、ビールが生活に

根付いており、大人たちが気軽に楽しんでいる様子から、飲み

物に対する文化的な価値観の違いを知ることができました。

これらの体験を通して、食文化は単なる「食事の仕方」ではな

く、その国の歴史や気候、生活習慣が反映された文化の一部で

あることを実感しました。日本に戻ってからも、自国の食文化を

改めて見直すとともに、異文化を尊重する姿勢を持ち続けたい

と思います。

「ドイツでの経験」 【東北Ⅰ・Ⅱグループ】 佐藤 璃空

僕は夏休みに二週間、ドイツを訪れました。

そのうちの一週間は現地の家庭でホームステイを行い、ドイ

ツの日常生活を体験することができました。ホストファミリーと

は英語と簡単なドイツ語を使って会話し、食事や買い物、公園

での散歩などを共にしました。特に朝食に出されるパンやチー

ズの種類が豊富で、日本との食文化の違いを実感しました。

もう一週間はホテルに滞在し、有名な城や博物館などを見学

した。歴史的な建物や展示物から、ドイツの文化や考え方につ

いて学ぶことができました。

言葉の壁はあったけど、身ぶりや表情でも十分に意思を伝え

ることができました。今回の体験を通して、異文化理解の大切

さとコミュニケーションの工夫を学ぶことができてよかったで

す。

「ドイツでの学び」 【東北Ⅰ・Ⅱグループ】 遠藤 凛

僕はドイツでさまざまなことを学びました。数ある学びの中

で、1 番僕に影響を与えたのは、人との関係です。この研修を

通して、僕は多くの人と出会いました。それは、ドイツの人だっ

たり、他の地方の人だったり。例えば大阪から来ていた団員

たちは、話し方が上手で、喋っていてとても面白い人たちでし

た。大阪は昔から商業が盛んで、人との会話で商売は成り立つ

ことから、コミュニケーションの機会が多いことが関係している

と考えられました。そのために商人が独自に編み出したのが、

大阪弁だそうです。これはドイツでも、歴史から人を知ることが

できるという発想に繋がりました。

僕の訪れたランツフートは、昔から畑作や漁業が盛んでし

た。そこに町ができたため、大阪同様に商業地域になったそう

です。ランツフートの人たちはみんな気さくで、英語がおぼつか

ない僕に、とても優しく接してくれました。また、ドイツの人たち

は、日本人と違って自己主張が強いのも印象的でした。ドイツ

の人たちは、インスタグラムのアイコンが自撮りの人が大半で、

とても驚きました。日本とは「普通」のラインが違うと感じること

ができました。これは帰国してからも大いに役立ち、今ある人間

関係を見直して、友達をもっと知ろうとする機会となりました。

この日独交流で、ドイツ側だけでなく、日本の様々な地域に住

む人と仲良くなれたことも、大きな経験だと思いました。

これは僕がドイツで学んだことの一例に過ぎません。この一

例同様に、ドイツでの学びを日本での生活に活かして、リーダ

ーとして成長し、人生をより良くしていきたいと考えています。

僕の人生において、大きすぎるほどの経験でした。

「〜Danke für die Begegnung〜」

【関東Ⅰグループ】 水野 美希

第 52 回日独スポーツ少年団同時交流では、たくさんの人

達と交流し色んな学びを得ることが出来ました。

今回の日独交流ではスポーツをやるプログラムがたくさんあ

り、ビーチバレーやラフティングなどたくさんのスポーツをし言

葉なしでもドイツ人の人達と楽しく交流することが出来ました。

その他にホストファミリーデーでは自分が持っていった折り紙

で鶴やお花を折ったり、向こうの文化の伝統衣装などを着せて

もらい、お互いの文化を共有し合い楽しさを知りました。

この交流中、自分自身がドイツ語で話すことができず、ほと

んど翻訳機や通訳者に頼ってしまい、この交流の目標や自分の

弱みとして人に頼らないで自ら話しかける行動をするとあげて

いるのに頼ってしまったので、ドイツ語を勉強しまたドイツへ行
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きたいなと思いました。この経験で学んだ事を今後の学校生活

や地域活動に活かせるように今後も頑張ります。

「日独同時交流で得たこと」 【関東Ⅰグループ】 梅田 光唯

ドイツに行き、日本との文化の違いに驚くことが多くありまし

た。

まず会話の仕方です。ドイツでは自分の意見をはっきり伝える

のが当たり前で、私も返事に悩まず自然に話すことができまし

た。

次に建築物です。石造りの家は涼しく快適で、放牧をしてい

る家が多く、牛や馬のいる光景は新鮮でした。教会や城は想像

以上に豪華で、西洋建築が好きな私には特別な時間となりまし

た。文化面では、弁当にそのままの野菜を入れたり、リンゴを丸

ごと持ち歩いたりする大胆さに驚きました。日没が遅く、長い時

間を一緒に過ごせるのも魅力的でした。

現地の少年団の方々が毎日温かく接してくれたおかげで、と

ても楽しく充実した時間を過ごすことができ、心から感謝してい

ます。この交流で得た経験は、普段の生活では得られない貴重

なものであり、通訳の方やホームステイ先の方々をはじめ、多く

の人に支えられて得た学びを、これからの日本での生活に活か

していきたいです。

「スポーツと文化がつなぐ日独交流」

【関東Ⅰグループ】 有馬 ゆい

第 52 回日独スポーツ同時交流では、多くの学びと気づきを

得ることができた。特に印象的だったのは、初日に持参した日

本の古来の伝統的なけん玉や紙風船、おはじきなどをホストフ

ァミリーと一緒に体験した時間である。遊びを通して自然に会

話や笑顔が生まれ、互いの文化を分かちあえる楽しさを実感し

た。また、毎朝と毎晩の会話の時間では、ドイツ語や英語でやり

取りを重ねる中で、言語だけでなく相手を尊重する姿勢の重要

性に気づいた。今回のプログラムでは様々なスポーツをやる機

会が多くあり、ビーチバレーやラフティングなどの競技を通し

て、言葉や文化を超えて楽しめる共通の喜びがあることを改め

て知った。この経験を通して、異なる価値観を尊重しながら協

力することの大切さを学び、今後の学校生活や地域活動で積

極的に活かしていきたい。また、国際的な場で活躍できるよう、

語学や異文化理解の力もさらに磨いていきたい。今回の留学

は私にとってかけがえのない経験となった。

「Danke」 【関東Ⅰグループ】 佐久間 望

レンググリースに到着後、柔道クラブの方々が笑顔で私たち

を受け入れてくれた。不安な気持ちがあったが、様々なアクティ

ビティに参加するうちに柔道クラブの方々の顔と名前を覚え、

積極的にコミュニケーションを取りに行くことができた。知って

いる単語をなるべく文法通りに並べ、カタコトでも一生懸命に

話したドイツ語や英語が相手に伝わったときは本当にうれしか

った。柔道クラブの方々は「Danke」を日本語でありがとうと言

うことを知っていた。そのために、私たちが「Danke」というたび

に、「ありがとう」と言ってくれた。感謝を伝える言葉はどの国の

言語でも簡単で、スッと出てくることにとても感動した。一緒に

ビーチバレーを行った際には、言語はほぼ必要なく、ハイタッチ

やジェスチャーでコミュニケーションが成立し、楽しむことがで

きた。スポーツは私たちをつなぐとはまさにこのことだと実感

した。

来年は柔道クラブの方々が日本に来るということなので、ド

イツ語や英語のコミュニケーションを強化して、交流をスムーズ

に進め、今回の交流の感謝をお返ししたいと思う。

【関東Ⅰグループ】 関根 涼

私はこのドイツとの交流を通じて、多くのドイツ人とコミュニ

ケーションをとる中で自分の英語力に気づきを得ることができ

た。私は海外で仕事をしたいという思いで、英語に力を入れて

勉強しており、日ごろから英語のアニメやドラマ、映画などの作

品に触れたり、日本人以外の友達を作ったり、英語を使ってコ

ミュニケーションをとることをしていた。しかし、実際にドイツに

行って、英語しか使えない環境で多くの人と英語を使ってコミ

ュニケーションをとる中でうまく英語が使えていないことに気が

付いた。それは日本にいるときとは違い、見知らぬ環境で緊張

や疲労があり、頭の中で英語を使って考えて言葉を発すること

が難しくなっていた。このことから、自分の今の英語のレベルを

痛感して、意識して使うレベルから、意識しなくても使えるレベ
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ルに向上しなければいけないと感じた。そのため、今よりももっ

と英語に触れる環境と時間を増やしていき、どんな環境でも英

語を使えるようにして、国際的に仕事ができる人間になってい

きたいと思う。

「日独スポーツ少年団同時交流を終えて」

【関東Ⅱグループ】 佐藤 晴紀

私は、今回第 52 回日独スポーツ少年団同時交流に参加し

て多くの経験、多くの友情を深めることができました。初めての

海外というのもあり、緊張や不安があった２週間でしたが、最後

は笑顔で終えることが出来たことに感謝します。

最も印象に残っていることは、現地で体験したスポーツ活動

です。関東Ⅱグループでは武術をやっているランゲーンダーン

バッハ日本武道文化協会に受入をしてもらい、そこでは、日本

独自の柔道や空手以外に、ドイツ側のあらゆる種類の武術の

体験やトレーニングをすることが出来たことです。技の練習で

は、フォームや足の置き方、手の払い方など、体を使ってわかり

やすく教えていただき、年齢、性別、言語などを超えて多くの人

と繋がるという体験ができました。

次に、今回のテーマである「SDGs×スポーツ」に関する議論

では、日本とドイツでの SDGs の捉え方や取り組みについてた

くさん話すことが出来ました。教育やスポーツの在り方に違い

が見られる一方で、「楽しさを共有する」、「自分たちの将来に関

わることを学ぶ」という共通した姿勢が存在していることがわか

りました。また、団長団とリンブルク地区行政事務所を表敬訪問

した際には、ドイツと日本におけるスポーツ制度の違いや運営

にかかるコストについて意見を交わしました。両国ともにスポー

ツができる環境を整えることの重要性が確認され、さらにそれ

に伴い指導者の育成や教育現場でのスポーツ強化の必要性に

ついても共有することができました。

今回の交流で学んだ国際的な視点や SDGs の意識を、今後

のスポーツ活動や地域での取り組みに活かし、仲間と共により

良い未来づくりに貢献していきたいです。 Danke Schön！

「日独スポーツ少年団同時交流を終えて」

【関東Ⅱグループ】 森 一貴

今回の日独スポーツ少年団同時交流で様々な経験をして、

ドイツが思うスポーツと日本が思うスポーツの違いについて自

分自身で体験ができ、色々なことを学びました。

私が日独スポーツ少年団同時交流で直面した課題では、言

語の壁とドイツ食と日本食違い、硬貨の色についてです。

まず、言語の壁です。ドイツではドイツ語が使われており、そ

の他にも英語を話せる人もいました。私は、ドイツ語を簡単な単

語しか話すことができなくホームスティ先や観光しているときに

翻訳アプリを使って会話をしたりしました。ですが、自分が知っ

ている英語の言葉を頑張って使い翻訳アプリ無しでできるよう

にチャレンジしたことです。

次に、ドイツ食と日本食の違いについてです。ドイツでは、主

にパンやパスタなど小麦でできている食べ物を主食にしていま

した。他にも地域の郷土料理など様々な料理がありその中には

あまり自分の口に合わない食べ物もあり、その時はホストファミ

リーに正直に伝えました。ですが、あまり口に合わない食べ物は

少なくドイツの有名な食べ物を沢山食べることができました。直

面した課題の最後は、硬貨の色についてです。ドイツの紙幣は

一枚一枚わかりやすい色をしているのですが、硬貨の色が 1

セントと 2 セント、5 セントが銅の色をしており、その他の違い

は硬貨の大きさだけでした。また、10 セント、20 セント、50 セ

ントも似たような色をしており違いは大きさしかなく、買い物を

して会計するときになかなかスムーズに支払いできませんでし

た。他にも硬貨で 1 ユーロと 2 ユーロがありこちらの硬貨は外

側と内側の色がそれぞれ違う色をしているので、比較的見つけ

やすかったです。硬貨をスムーズに支払いで出すには事前にレ

ジに行く前に買った分の硬貨を財布から出しておくのが一番い

い方法だと思いました。

日独スポーツ少年団同時交流でチャレンジしたことは色々あ

りますが、特に積極的にチャレンジしたことが２つあります。

1 つ目はドイツの人たちに積極的に話しかけたことです。私は

初対面で会う人がいると緊張してしまいあまり話すことができ

なくなってしまいます。ですが、少しずつ話をするようになって

から日に日に話しやすくなり仲良くなることができました。
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2 つ目は、ドイツの人たちとスキンシップをするようにしたこと

です。ドイツの人たちは会うときに様々なスキンシップをしてい

ました。日本ではあまり考えられないと思いましたがドイツの人

たちに会うときはなるべくそういったスキンシップをするように

チャレンジしました。

日独スポーツ少年団同時交流期間中に気づいたことは、ドイ

ツではトイレなど公共施設内にある場所はすべて有料で、レスト

ランどのトイレは無料でできるというところが日本とは違うと思

いました。

また、ドイツの高速道路は無料なところも日本とは違い、高速

道路はどこからが高速道路なのかわかりづらいなと思いまし

た。

他にはドイツ建物は網戸などがなく窓が開いている状態なの

で家の中など虫が多かったのでホームステイ先で生活していた

時は虫が多い夜などは窓を開けないように工夫しました。

今回の日独スポーツ少年団同時交流で成長できたことはコ

ミュニケーション力が上がったことです。この、同時交流が始ま

る前は人と話すことに苦手意識ありました。ですが、今回の同

時交流でたくさんの人と関わり、ドイツではお世話になる人たち

と日本の言葉や歴史やドイツの話など様々なことを話したりし

て、コミュニケーション力が上がったと思いました。

「私がこの交流で得たこと」 【関東Ⅱグループ】 斉藤 美羽

私はこの活動で学んだことはたくさんある。しかし、400 字

程度という制限があるので特に学んだこと 1 つを取り上げて説

明する。

それは、スポーツと音楽は性別、年齢、国籍を越えて繋がる

力があるということだ。

まず、スポーツは地方プログラム 2 日目にドイツ人とサッカ

ーをする時間があった。そのサッカーでは、性別、年齢、国籍全

てが異なる人達で行った。それでも、すごく盛り上がっていたと

感じた。さらに、表敬訪問をした際にスポーツ庁のような人がド

イツは移民が多く社会に統合するためにスポーツが必要である

ということを聞いた。スポーツで私たちは繋がれるということだ

ろう。以上のことからスポーツは国を超えて繋がる力があると

いうことを学んだ。

次に、音楽である。それを感じたのはさよならパーティーでの

ディスコである。ディスコも性別、年齢、国籍全てが異なる人達

で行った。しかし、みんな楽しく笑いながら踊っていた。

よって、私はこの活動でスポーツと音楽は年齢、性別、国籍

を越えて繋がる力があるということを学んだ。また、私はこれ以

外のことでも人は繋がれると考えているので、今後生活してい

く上で探していく。そして、スポーツ、音楽と共に団活動や将

来、教師になったときに活かしていきたい。

最後はこの言葉で、「もう一度行きたい」と思える交流でし

た。この交流に関するすべての人に感謝申し上げます。ありが

とうございました。

「性別や言葉の壁を超える力」

【関東Ⅱグループ】 後藤 絢音

私がこの派遣交流を通して学んだことは、「性別にとらわれ

ずに楽しむ姿勢」と「言葉に頼らないコミュニケーション」の重要

性です。

まず、地方プログラムでの武術体験で、ドイツ団のメンバーが

性別を気にせず自然にペアを組んでいたことに驚きました。日

本では、思春期以降になると男女でペアになることに抵抗を感

じる人も少なくありません。武道においても、オリンピックのよう

な大きな大会では男女の階級が厳密に分かれています。しか

し、性別にとらわれず武術を楽しむ彼らの姿を見て、スポーツ

は単に勝敗を競うだけでなく、誰とでも心から楽しむための手

段なのだと改めて感じました。団体が掲げる「男女関係なく一

緒にやる」という指針通り、生き生きと活動する彼らから、私は

スポーツの本質的な楽しさを学びました。

次に、言葉の壁を乗り越えるためのコミュニケーション方法

についても深く考えさせられました。昨年、日本での受け入れ

側として日独交流に参加した際、私は言葉の壁にぶつかり、う

まくコミュニケーションが取れなかったことを強く後悔しました。

その反省を活かし、今回は「言葉がわからないから話さない」の

ではなく、積極的に交流することを心がけました。英語や翻訳

機を使うのはもちろん、ジェスチャーや表情といった非言語的

なコミュニケーションを最大限に活用しました。特に印象的だっ

たのは、言葉がなくても共有できた「笑い」です。私がドイツのメ
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ンバーの面白い動きを真似すると、彼らは笑顔でさらに面白い

動きを返してくれました。言葉が通じなくても心が通じ合う瞬間

があり、自然とグループの輪が広がっていくのを感じました。こ

の経験を通して、コミュニケーションとは言葉を交わすだけでな

く、相手の感情や意図を読み取り、自分の気持ちを全身で伝え

ることだと実感しました。

今回の交流で得た学びを、自身が所属するスポーツ少年団

での活動に活かしていきたいと考えています。具体的には、新

しい仲間が加わった際に、性別や経験に関係なく積極的に声を

かけ、誰もが居心地よく楽しめる雰囲気づくりを率先して行い

たいです。また、誰かに何かを教えたり伝えたりする際には、言

葉だけでなく、自ら身体を動かしながら見本を見せることで、よ

り分かりやすく、深く伝えられるよう工夫します。さらに、日々の

生活の中でも、学校や地域で様々な人と関わる際に、性別や国

籍の違いを意識せず、柔軟な姿勢で向き合うことを心がけま

す。今回の交流で生まれたドイツの仲間との友情を胸に、これ

からも多様な人々との繋がりを広げ、より豊かな人間関係を築

いていきたいと思います。

「文化の違いを体感した交流期間」

【関東Ⅱグループ】 濵 朋花

この日独同時交流において私は、英語が下手でもいいから

とりあえず自分から話しかけたり、行動してみようと決めていま

した。ホームステイ先では相手に伝わりやすいように簡単な単

語で話し、翻訳アプリに頼ることもありましたが、比較的うまくコ

ミュニケーションが取れたと思います。会話をするときにはジェ

スチャーを使ったりと、相手に伝えようとする気持ちが大事なの

だと感じました。ドイツの人とそれぞれの国の話をしていると、

学校生活や食文化の違いなど、日常生活からだいぶ違うことを

知ることができ、とても有意義な時間を過ごすことができまし

た。例えば、ドイツの学校の大半は制服が存在しないので、服

装の面ではジェンダー問題はほとんどないとのことでした。確か

に、男女で服が指定されていなければ、そこに性別の差は生ま

れないのだと新たな発見をすることができました。ただ、制服と

いうのは大切な日本の文化なので、男女差別になるから廃止し

ようという意見を正しいとは言えないと思いました。

１０日間ホストファミリーと過ごすことで、たくさんの当たり前

が覆されました。日本よりも宗教が身近な存在だったり、普段

の生活が違うからこそ、視野だったり着眼点も違ってくるのだと

感じました。

特にスポーツ面で驚いたのは、地方行政事務所に表敬訪問

に行った際に聞いた、ドイツの幼稚園ではスポーツチームの指

導者がスポーツ指導をしているということです。ドイツでは特に

幼稚園生や小学生へのスポーツ交流に力を入れているらしく、

日本にはない制度で驚きました。現在日本では子供の運動能

力の低下が問題視されているので、このようにスポーツを身近

に感じられるような運動が発足すれば、スポーツ少年団の知名

度も広まり、スポーツを楽しむ子供が増えることに繋がればい

いと思います。

「日独同時交流を通じた文化的比較と環境意識の考察」

【北信越グループ】 川崎 響希

私はこの日独同時交流に参加し、コミュニケーション能力の

重要性と異国の文化を尊重し、固定観念に囚われずに生活を

送ることの重要性を学んだ。ドイツと日本は経済的には比較的

裕福であり、生活が苦しい人はあまり見受けられなかった。し

かし、そんな似た国の中でも大きな違いがあると感じた。それ

は、環境への意識の違いと一人一人が自身の意見をもち、周り

に伝えることが出来ると言うところである。日本はゴミ箱が設置

されたり、ペットボトルなどの回収も専用のゴミ箱などがある

が、特に都会などでは路上のポイ捨てなどが目立つ状態だと感

じた。

一方、ドイツでのデポジットの政策は多少値段が高くてもペ

ットボトルを返却すると少し帰ってくるという文化により、ペット

ボトルなどのゴミはあまり落ちていないように感じた。しかし、ド

イツの政策も完璧ではなく、プラスチックゴミのデポジットがな

かったり、ゴミ箱が比較的少ない印象だった。これらの経験から

も日本ではゴミ箱などはそのまま数を設置し、デポジットの制度

などを広めて行けたらより環境に配慮できると感じた。

今回の日独同時交流事業に参加し、知見を深めることが出

来た。これらの経験を活かし少しでも環境に配慮できたらと感

じた。
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「足りないもの」 【北信越グループ】 横山 響栄

私は、実際にドイツへ行って新しくたくさんのことを学びまし

た。

ドイツの義務教育は 9 年間と日本と同じでした。しかし、ドイ

ツ語がうまくない人や苦手分野がある人は、苦手を底上げする

ための無料の塾のようなものがあり、質の高い教育を受けられ

ている人とそうでない人との格差をなるべく小さくする工夫をし

ていました。

ドイツの部活動です。ドイツの学校には部活はありますが、よ

り鍛えたいときはスポーツ少年団にはいるそうです。日本では、

スポーツ少年団に所属する人よりも部活でスポーツを極める人

の方が多く、ドイツとは真反対です。また、ドイツには大会を目

指して活動する団とスポーツを楽しむ団のようにスポーツの楽

しみ方も様々でした。

日本には中高生、大人に対して大会を目指す団はあっても

スポーツを楽しむ団は少ないように感じます。日本にも、スポー

ツを楽しむための部活、団があっても良いと思いました。

「交流を通して学んだこと」 【北信越グループ】 髙本 大輝

今回、スポーツ少年団の交流事業でドイツを訪れ、現地の子

どもたちと一緒にいろんなスポーツを行い、多くのことを学びま

した。まず感じたのは、スポーツに対する姿勢の違いです。ドイ

ツの子供たちは勝負以上に楽しむことを大切にしており、その

中で自然にフェアプレーや仲間への思いやりが育まれていまし

た。また、言葉が十分に通じなくても、スポーツを通じて気持ち

を伝え合えることを実感しました。プレー中の声掛けやジェスチ

ャーで心がつながり、国境を越えて協力し合える喜びを味わい

ました。

日本に戻ってからは、この経験を自分の活動にも生かしたい

と思います。日々の練習では自主的に取り組み、仲間と支え合

う姿勢を大切にしたいです。そして、スポーツを「楽しむ心」と

「人と人をつなぐ力」を意識しながら活動を続け、今回の学びを

将来につなげていきたいです。

「ドイツで見つけた新しい自分」

【北信越グループ】 北村 美澪

私は、今回の日独同時交流で新しい力を身につけられたと

思います。それは、自己主張する力です。日本人の特徴として

「控えめ・謙虚」がよく挙げられます。私も自分の意見を持って

いても、周りの顔色を伺ったり、誰かに指名されないと自分の

意見を言えませんでした。でも、実際にドイツに行き現地の人た

ちとディスカッションをして気になったことは周りを気にせず、手

を挙げて発言したりしているのを見て自己主張することは悪い

ことじゃないと思えて、自分も積極的に意見や質問ができるよ

うになり、有意義なディスカッションになったと思います。

また、ホームステイ先で自分はこれがいいと話すととても喜

んで準備して下さったりして自分の思っていることや考えてい

ることをはっきり言うことに対して抵抗が減り、自信がついたよ

うに思います。この経験を活かして、これからのリーダー会活動

でも積極的に自分の意見を述べたり、年上の先輩にばかり頼る

んじゃなくて自分から動けるそんなリーダーになっていきたい

です。

「ドイツに行って改めて感じさせられたこと」

【北信越グループ】 小田 蒼華

私は今回初めて海外に行って不安も多々ありましたが、そん

な不安を打ち消すぐらいのワクワクした気持ちもありました。シ

ニアで去年会ったメンバーと久しぶりに会える嬉しさや、ドイツ

でいろいろなことを体験していく楽しさなどの気持ちを抱いて

いました。

ドイツに行ってからもホストファミリーや、この交流に携わっ

ているたくさんの人にはとてもお世話になりました。また、初め

て体験するものはもちろん、日本で学んだことが改めて理解で

きるようになったり、自分にとっても良い勉強にもなり、楽しいも

のにもなりました。たとえば、集団行動の大切さや、思いやりの

気持ちです。今回の交流ではそれが大きく感じられました。そ

れは、地方グループ内だったり、ドイツの受け入れ団体との交

流だったりでよく分かりました。このことは、日本に帰ってきても

大切なことであり、自県で行われるジュニアリーダースクール

合宿でも用いるなどして、人としても大切なことだと改めて感じ
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ました。これからもこの気持ちを持ち続けて活動に取り組みた

いです。

「ドイツレポート」 【東海グループ】 稲毛 涼真

ドイツ交流を振り返って最も心に残ったのは初めてのホーム

ステイだ。初日は英語でしか通じなかったり、日本と全く違う文

化だったりと緊張してしまいなかなかコミュニケーションを上手

に取ることができなかった。しかし、一緒に出かけたりご飯をみ

んなで食べたりしていくうちに段々と距離を縮め、コミュニケー

ションを取ることができるようになった。英語が不得意であって

も、自分の気持ちをしっかり伝えようとする姿勢がとても大切だ

と言うことを改めて実感した。また、話しているうちに日本とは

違った文化や習慣などを知ることができた。

特に日本と違う文化だと思ったのは、食事だ。日本ではいた

だきます、ごちそうさまでしたと言うのが当たり前だが、ドイツで

は何も言わないからだ。他にもドイツの工場や歴史的な建造物

をたくさん見て学ぶことが出来た。交流テーマであるスポーツと

SDGs についての話し合いでは、お互いの国の良い面や改善

すべき面について話し合うことができた。これらの学びを通して

これからも持続可能な社会にするための貢献はもちろん、ドイ

ツで学んだ自分の意思を積極的に伝える力や他者との違いを

理解し受け入れる力などを発揮でするようにする。また、ドイツ

でのことを後輩に伝えていくことでこれからもより良くなると思

う。

「日独同時交流を終えて」 【東海グループ】 鈴木 琥太郎

私はこの第 52 回日独同時交流を通じて多くの事を学びまし

た。今回その学んだことを大きく２つに分けて紹介します。

1 つ目はコミュニケーション能力です。僕はこの交換交流が

人生で初めての海外だったため最初は上手くコミュニケーショ

ンが取れるかや海外と日本の文化の違いに対応できるかどう

か不安でした。しかしホストファミリーや現地・施設の人々と交

流していく内に環境の違いに適応することができ異国でもしっ

かりとコミュニケーションをとることができました。これは今後リ

ーダー会以外の場面でも役立つ能力だと思うのでこの経験を

活かしていきたいです。

二つ目は国際理解です。先述した通り今回が初めての海外

で最初は勝手が分からなかったけれど交流を重ねるにつれ文

化の違いを知ることができました。

そして事前課題で書いた「国際理解を持てる人材になる」と

いう一つの目標を達成できたように感じました。

私はこの交流会を通じて以上の二つを学びました。今回学ん

だことを活かすのに加えて後輩への指導もしっかり行いたいと

感じました。

「スポーツで人と人は繋がる」 【東海グループ】 田中 千智

私はこの日独同時交流に参加したことで、言語の壁があって

もスポーツで心は通じ合えると実感した。ドイツでは私たちが勉

強している英語ではなくドイツ語が公用語であり、渡航前まで

は現地の人とどうコミュニケーションをとればよいか不安だっ

た。しかし、ホストファミリーや訪れたドイツのクラブでレクリエ

ーションやスポーツを通して沢山の笑顔を交わすことができ、

「スポーツは人と人を繋ぐ」そう感じた。

また、ドイツでは沢山の文化を肌で感じることができた。ホス

トファミリーと互いの国のスポーツや生活を紹介し合ったり、一

緒にカードゲームをしたり、ドイツ料理を教えてもらったりしたこ

とで仲良くなると共に、多文化理解を深められてとても嬉しく思

った。

これらのかけがえのない経験をすることができ、人生で一番

の思い出が作れたことは沢山の支えてくれた方々がいたから

だ。この感謝の気持ちを忘れず、この交流のすばらしさを後輩

たちに伝えていきたい。そして、これからは交流で得た学びを生

かしてリーダー会や学校、地域、自分の将来に活かしていきた

い。

「ドイツで学んだ事」 【東海グループ】 江崎 里紗

ドイツでの交流を振り返ると、私は初めてのホームステイで、

ドイツの方と交流をする上での言語の違いに悩んだ事が印象

に残っています。

元々英語に苦手意識を持っていたうえに、そもそもドイツで

はドイツ語が主流である事から、最初はコミュニケーションを難

しく思い少し気が沈みました。ですが、その気持ちのままではき
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っと後悔していまうと思い、その場で出来る事を考え、まずは翻

訳機を使い何とか自分の思っている事を伝えて言語的な壁は

乗り越える事が出来ました。しかし、もっと自分の感情や想いを

伝えたいと思い、表情や声のトーン、身振り手振りなどのジェス

チャーを使っての意思の疎通をしてみました。すると、向こうの

反応は前よりも良くなって、より深いコミュニケーションが出来

ていると感じるようになりました。

私はこの体験から人に想いを伝える時、言語が通じるか通じ

ないかよりも、非言語的なコミュニケーションの要素を意識する

事が重要だと言う事を学ぶ事が出来ました。

「第 52 回日独スポーツ少年団同時交流を振り返り」

【東海グループ】 安田 球道

私は今回この第 52 回日独スポーツ少年団同時交流で学ん

だことは、スポーツは言葉を必要とせず、国籍や性別を超えて

コミュニケーションを取ることができるということです。

スポーツはルールという共通言語によって、お互いに意思疎

通をすることができ、そこから生まれるチームワークで自然にコ

ミュニケーションを取ることができるということを学びました。

私は最初、緊張して言葉がうまく出てこず会話が弾みません

でした。しかしスポーツ活動が始まると、自然に言葉が出てきて

不思議と緊張がなくなり、そこから多くの人たちと積極的にコミ

ュニケーションを取ることができるようになりました。スポーツは

言葉では表すことのできない信頼関係を築く事ができる素晴ら

しいものだと感じました。

私はこの交流を通して多くの大切なことを学びました。これか

らはこの経験を活かし、リーダー会や単位団で多くの子どもた

ちにスポーツの楽しさ、そしてこの交流の素晴らしさを伝えてい

きたいです。

「日独同時交流を終えて」 【東海グループ】 北村 優衣

私は日独スポーツ少年団同時交流に参加するにあたり「何

事にも進んで挑戦」という目標を掲げていました。今回の交流

を通して一番感じたことは、文化や言語は違っても相手のこと

を思って行動することで通じ合うことができるということでし

た。特にホームステイではホストファミリーと一緒にいる時間が

多く、自分のことを伝えたい場面や分からないことを質問した

い場面が多くありました。私は何事もまずは挑戦と思い、最初

は簡単な英語や表情を活用し、少しずつコミュニケーションをと

っていきました。

また、何をしたら楽しく交流できるかを考え、お互いの言語で

あいさつをしたり、一緒にゲームや料理をしたりしました。相手

のことを考え、進んで挑戦したことで仲を深めることができ、た

くさんの学びを得ることができました。

今回の交流で得た経験を活かし、これからも相手のことを考

え積極的に挑戦していきたいと思います。そして、今回学んだこ

とを後輩にも伝えていき、地域や日本国内だけでなくもっと世

界にも目を向けて活動していきたいです。このような貴重な機

会をいただき、本当にありがとうございました。

「気づけた良さ」 【近畿グループ】 鯰江 拓

私は今回の交流で様々な「良さ」について気づくことができま

した。最初はドイツの気候や文化、システムについて日本との違

いに驚き、この国ならではの良さに多く気づくことができまし

た。ですが離れたドイツの国の文化に触れることによって自分

の住んでいる日本の良さを再確認できたこともよかったと思い

ます。例えばお風呂はシャワー文化で座ることがなかったり、ト

イレも日本では様々な機能がついていたりと日本の良さに気づ

くことができました。そのほかにはドイツ人という人たちの考え

方や彼らにとっての常識は国の文化で説明づけるだけでなく見

習うべきだと感じることが多かったです。特に容姿やその人の

個性をそのままに尊重する姿勢というのは日本ではあまり当た

り前ではないと感じます。これらの良さを自分の肌で感じ直接

見聞きして私自身も考え方や感じ方が広がったような気がしま

す。

こうして培うことのできた価値観をこれからの生活に活かし

ていきたいです。

「日独同時交流を通じて体験した学び」

【近畿グループ】 今井 宝希

日独同時交流に参加し異国の地で集団生活を経験した。日本

とは全く違った文化圏での生活は衝撃の連続であり、日本との
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違いに苦悩することもあれば感動も多々あった。全てを総括し

たうえでよい経験になったと振り返る。

対人関係においても言語や価値観、時間の感覚といった違い

を強く感じたが異国と言えども同じ人であるという部分に気づ

かされることも多かった。日本との相違点に注目しがちだが共

通点も多くあり、例えば言語が違い言葉で伝えづらくても身振

り手振りや共有した思い出からしっかり通じ、特にスポーツは

実践しやすい架け橋になるのだと痛感した。ドイツへ出発する

前は楽しさを持ちつつも日本との違いからくる不安が大きかっ

たが実際にドイツで過ごすうちに共通点に自信を持ち不安はと

うに吹き飛んでいた。

今回の同時交流にてまずは行動してみることの大切さを再確

認した。経験して初めてわかることも多くあり、また気持ちがあ

れば対人関係もうまくいくという自信もついた。単位団に帰っ

た後もこの経験よりスポーツにて生まれる交流と行動してみる

大切さを伝えたいと強く感じた。

「ドイツで見つけた私の宝物」 【近畿グループ】 楠本 実玖

私がこの日独同時交流で学んだ一番大きなことはボディー

ポジティビティについてです。今回の交流を通して、「どの人も

美しい」「みんなちがってみんないい」という考え方の本質に出

会うことができました。私はこれまで、自分の体にある傷を人と

は違う恥ずかしいものだと考え、隠すことこそ正しく美しいこと

だと思っていました。しかしドイツでその考え方が大きく変わり

ました。ドイツの団員たちと交流し合う中で、「傷は私がさまざま

なことと戦ってきた証であり、強さを示す大切なプレゼントだ」と

教えてくれたのです。これは私にとって大きな発見であり、自信

へとつながります。また、交流したドイツの団員たちは皆、自分

らしさを堂々と表現し、自信に満ち溢れていました。その姿はと

てもかっこよく、私もいつか自分を誇れる人になりたいと思いま

した。日本にいたら絶対に出会えなかったであろう素晴らしい

考え方、生き方に出会うことができました。この考え方を教えて

くれた友達、そしてこのような貴重な機会に心から感謝していま

す。

私の発見（世界のつながり） 【近畿グループ】植山 弘葉音

私はこの日独同時交流で、様々な発見や価値観を得ることが

出来ました。全てはなしをすると長くなりますので、私は大きく

分けて 3 つの発見がありました。まず 1 つ目は、日本の文化と

の違いです。文化というと大きなくくりになりますが、言語はも

ちろんのこと、時間が違ったり、主食はパンや芋であったり、そ

の他にも様々な違いがありました。私は英語もあまり喋れない

ため、言語の壁があると感じる時は多くありましたが、ドイツの

方はそんな私とちゃんと向き合ってくれました。次に 2 つ目は、

LGBTQ+や身体についての考え方です。日本よりも性につい

て理解が深く、一人ひとりありのままの自分を受け入れてくれる

いい国だなと思いました。また、プール前にドイツ団の指導者で

あるリリーが身体について話をしてくれました。自分の身体につ

いてあまりよく思っていなかったのですが、考えを改めようと思

いました。最後の３つ目は、住んでいる国は違えど、スポーツや

思いによってつながっていると感じました。ウエイトリフティング

を体験し、教えて教わり合いお互い高め合っている様子は国の

壁を越えたキズナだと思えました。この交流は今後の私の関わ

り方や考え方が大きく変わり、世界についてもっと知りたくなり

ました。

「スポーツを通して、世界を知る」

【近畿グループ】 一橋 花心愛

私は、日独スポーツ少年団同時交流を通して、多くのことを

学ぶことが出来ました。今回は、交流を通して得たことと、スポ

ーツを通して得たことの二つに分けて、述べようと思います。

最初に、交流を通して得たことを述べます。特に印象にあるの

が、コミュニケーションを取っていく中で、お互いの文化や価値

観を知ることが出来たことです。実際に現地で、コミュニケーシ

ョンを取ることで、ドイツの文化や価値観などを知ることが出来

ました。例えば、地方プログラムでの歴史的建造物を見学した

時、ドイツ団から多くの説明を受けました。私が、習ってきた歴

史以外にも、多くの出来事や情報を知っており、非常に驚かさ

れました。普段の会話の中でも、ドイツのことを教えてもらった

り、日本の文化を教えたりしました。この経験から、お互いを知

るためには、コミュニケーションの重要性を改めて感じました。
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最後に、スポーツをとして得たことについて述べます。今回の

交流を通して、スポーツ活動は、言語の壁を越えて行うことが

でき、自然とコミュニケーションのきっかけになると学びました。

地方プログラムでは、ウエイトリフティングを体験しました。初め

ての経験でしたが、お互い英語や見本を見せてもらい行うこと

ができました。その他にも、SDGs とスポーツテーマ課題の話し

合いでは、お互いのスポーツ活動を知るだけでなく、体育の授

業など学校生活を知ることが出来、スポーツ活動と教育は繋が

る部分があると考えました。これらの経験を通して、スポーツ

は、言語の壁を越えて交流することが出来、さらには、世界につ

いて学ぶきっかけになると考えました。

私は、これらの経験が出来たことに感謝し、スポーツ少年団

の活動の中で、コミュニケーションの大切さや、スポーツ活動の

重要性を伝えていきたいと思います。また、スポーツ少年団の

活動以外の私生活にも活かすことが出来ればと思います。

「日独同時交流で気づいた自分の変化」

【近畿グループ】 加古 杏菜

私は日独同時交流を通じて、自分の考え方が大きく変わった

と感じています。これまでは自分のコンプレックスに悩むことが

多かったのですが、交流を通して、団員や指導者がそれを否定

せず受け止めてくれる姿に触れ、自分を否定するよりも大切に

しようという考えを持てるようになりました。言語が通じない場

面が多く不安もありましたが、スポーツや非言語的なコミュニケ

ーションを通して相手とつながることで、言葉に頼らず関係を築

く方法を学びました。自分から積極的に話しかける大切さや、

集団行動を通して時間を守ることや協調性を持つことの重要さ

にも気づきました。

文化交流では、日本の料理やドイツ料理を通して自然に会

話が生まれ、異なる文化を受け入れることの楽しさや意味を実

感しました。歴史学習を通して、ドイツの団員が学校教育で自

国の歴史を深く学んでいることに驚き、日頃から自国の文化や

歴史を理解する姿勢の大切さを考えました。さらに、ウェイトリ

フティングの団員や指導者から直接指導を受ける中で、挑戦の

難しさとともに学びの多さを実感し、努力の大切さや真剣に取

り組む姿勢の重要さを学びました。初めての海外という不安も

ありましたが、多様な価値観を尊重し合う大切さや、人とのつな

がりを大切にする思いが強まりました。今後は、この経験を生

かして、自分とは異なる考え方を受け入れながら積極的に挑戦

し、成長していきたいと考えています。

「スポーツを通じて見えた日本とドイツの違い」

【近畿グループ】 神保 拓海

今回の日独スポーツ少年団同時交流を通じて、私は多くの

学びと気づきを得ることができた。特に印象に残ったのは、ドイ

ツの学生が日本以上に自国の政治やスポーツ環境について関

心を持ち、主体的に意見を述べていたことである。自国の社会

を考える姿勢の強さに刺激を受け、自分自身の姿勢を振り返る

機会となった。

また、スポーツには言語の壁を超える力があることを実感し

た。十分に言葉が通じなくても、プレーや表情を通じて相手と理

解し合うことができ、スポーツの持つ普遍的な価値を体験的に

理解できた。さらに、日本が計画を立ててその通りに進めること

を重視するのに対し、ドイツはプロセスや臨機応変さを大切に

するという文化の違いも強く印象に残った。

この交流を通じて、私は英語を使い積極的にコミュニケーシ

ョンを取ることができ、自分の強みを発揮できたと感じている。

今後はこの経験を活かし、異文化理解をさらに深めるとともに、

日本のスポーツ教育の環境構築に貢献していきたい。

「スポーツを通じた異文化理解」

【中国グループ】 難波 雅貴

僕がこの日独スポーツ少年団同時交流で学んだことはコミュ

ニケーションに必要なのは言語のみではないということだ。ドイ

ツの大人の人や小さい子供たちの中には英語を喋れない人も

いたが、そのような人たちともスポーツを通した活動によって感

情を共有し、お互いを尊重しあうことができた。

また、ジェスチャーを使うことや周りの雰囲気をくみ取ること

で、コミュニケーションを成立させることができた。しかし、やは

り言語の重要性も痛感することとなった。相手が英語で言って

いることの大半は理解することができたが細かい話を聞き落と

したり間違えたりしたことで情報の伝達ミスが何回か起こった。
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また自分の感情をどう表現すればいいのかわからずもどかしさ

を感じることも多々あった。

そうした反省もふまえ、これからは他人との言語的、非言語

的両方のコミュニケーションについて学んでいきたいと感じた。

また、ホームステイをしたことも文化交流のかけ橋になっていた

と思う。

普段の食事や生活スタイルなどいろいろなことを見て学び、

全てのものに挑戦してみたのでより一層文化を感じ、理解する

ことができた。これらの経験からただ現地に行くだけではなく実

際にそこにあるコミュニティに属してみることが大切だと分かっ

た。したがってこれからは外側だけを見て判断するのではなく、

自分から中に入っていき同じ空間を共有することを価値観理

解の第一歩にしていこうと思う。

「日独同時交流を終えて」 【中国グループ】 大王丸 真斗

私は今回のドイツ交流で、日本とは異なる文化や価値観を常

に肌で感じていました。特に印象的だったのは、ドイツ人の「積

極性」です。日本人は昔から「間」を大事にしてきました。他人と

の距離を間違えないように周囲の意見に合わせ、「ありのまま

の自分」をあまり見せない、そのような考え方が根付いていま

す。しかし、ドイツで多くの人と関わるうちに、それは次第に変

化していったような気がします。「遠慮はいらない。自分の思っ

ていることを言わないと始まらない。」そう言ってもらえて、自分

から積極的に行動する自信を得られました。

また、スポーツについても日本とは違う仕組みに驚かされまし

た。ドイツでは、小学生のスポーツ交流に力を入れていると聞き

ました。小さい頃から体育の授業の他にもスポーツを身近に感

じられる環境が日本でもさらに定着すれば、スポーツをより楽

しむ子供も増え、スポーツ少年団という存在もさらに大きなも

のになるのではないかと思いました。

今回の交流は、ディスカッションを通してグローバル問題につ

いて考えるだけでなく、日本とは異なる文化や価値観について

視野を広げる良いきっかけとなり、世界に目を向けることの大

切さを知ることができました。新たに得たことを活かして地域の

スポーツ活動や岡山県リーダー会の活性化に貢献していこうと

思います。

「日本の部活動問題とドイツのスポーツ少年団に学ぶ」

【中国グループ】 田中 さくら

日本はドイツと同じような課題を抱えつつあり、そのため自

国の文化を大切にしながらも、他国の政策や取り組みに理解を

示し学んでいく必要があると感じた。

現在、日本では部活動の問題が深刻化している。スポーツ活

動の推進が掲げられている一方で、顧問を教員が兼任してい

るため、実際の職務以上の負担を強いられている現状がある。

これに対し、ドイツには日本のような部活動は存在せず、地

域のスポーツ少年団がその役割を担っている。この仕組みを知

り、私は大きな感銘を受けた。なぜなら、中学・高校卒業後にス

ポーツに触れる機会が激減してしまうという日本特有の問題を

一度に解決できる可能性を秘めていると感じたからである。

現段階で、日本ではスポーツ少年団は「子どもの習い事」と

いう認識が強い。しかし、実際には大人でも参加可能な団体も

少なくない。ドイツのスポーツ少年団を参考に、日本らしい形で

スポーツ環境を整えていくことは、今後の社会にとって重要な

手がかりとなるだろう。今回の交流は、その可能性を見出す貴

重な経験であった。

「文化や言語違いを体感した交流期間」

【中国グループ】 江口 隆成

私は今回の日独同時交流に参加し、文化や言語の違いを強

く実感しました。ドイツの参加者と会話をするとき、英語を通じ

て意思疎通を図りましたが、相手の表現の仕方や言葉のニュア

ンスに戸惑うことも多くありました。しかし、その違いを理解し自

分から積極的にコミュニケーションを取る姿勢こそが交流の大

切さだと感じました。

特に印象に残ったのは、スポーツ活動を通じた交流です。言

葉で説明が難しい場面でも、パスを出したり応援したりするこ

とで自然と心がつながりました。ルールは同じでも、プレーの仕

方や盛り上がり方には国ごとの特徴があり、それが文化の違い

として表れているのが興味深かったです。

今回の経験から、言語や文化の壁があってもスポーツは

人々を結びつける力を持っていることを学びました。今後もこ

の経験を生かし、異文化を尊重しながら日常生活・リーダー会

65



活動で活かして行きたいです。この貴重な交流会からスポーツ

の重要性など深く理解をして行きたいです。

「ドイツ交流を終えて学んだこと」

【中国グループ】 金山 来人

今回の日独同時交流に参加して、日本との違いを強く感じた

ことの一つは、別れの場面でのふるまいです。

ドイツの人たちは、ほんの少しの別れ際でも自然にハグや握

手をしていました。その光景を見て、最初は少し驚きました。日

本では友達や家族であっても、気軽にハグや握手をすることは

ほとんどないからです。

しかし、何度もその様子を見るうちに、相手への親しみや感

謝の気持ちを表す大切な習慣なのだと感じました。実際に自分

もハグや握手をしてみると、言葉以上に「ありがとう」や「また会

おう」という思いが伝わる気がしてとても温かい気持ちになりま

した。時には涙を流すこともありました。環境や文化が違う中で

ほんとに大切な思いというか温かさを知ってほんとに良かった

です。また、日常生活の中でも、日本との違いに気付くことが多

くありました。まず時間の感覚です。ドイツでは約束の時間にと

ても正確で、待ち合わせに遅れる人はほとんどいませんでし

た。別れ際の丁寧なふるまいと同じように、時間を守ることも相

手を大切にする一つたと学びました。

さらに食事の習慣も日本とは違いました。米がなくパンやパ

スタが主食のようであり、ハムやチーズとかフルーツも多くあり

ました。環境への意識の高さにもすごいと思いました。ゴミの分

別が細かく、エコバッグを当たり前のように使う姿から、日常生

活の中で自然に環境を大切にする文化があるのだと思いまし

た。このように、ドイツでの交流を通して、私は相手への思いや

りや感謝の気持ちを行動で表すこと、時間を大切にすること、

文化の違いを楽しむこと、そして環境への意識を持つことの大

切さを学びました。今回の経験は、これからの生活でも意識し

て活かしていきたいと思います。そしてほんとに貴重で充実し

た期間を送ることができ、出会った人や関わってくれた人に感

謝し、これからも忘れずに生活します。

「多様な価値観に触れて気づいたこと」

【中国グループ】 藤岡 凛

今回、日独スポーツ少年団同時交流に参加して約 2 週間を

過ごし、多くの学びを得ることができました。滞在中は様々なス

ポーツやディスカッション、歴史的な建物の見学などを行い、特

にホームステイ先での生活習慣が印象的でした。水や光熱費を

大切に使い、庭に羊や鶏がいる生活は日本ではなかなか経験

できないもので、エコや自然と共にある暮らしを強く感じまし

た。

今回の交流では事前に立てた目標「様々な視点から考え行

動する」を意識して取り組みました。現地の人との意見交換で

は、日本とドイツのスポーツ環境の違いをよく知り理解を深め

られました。また、スポーツを通じた交流では言葉が十分に通

じなくても気持ちを共有できることを実感しました。積極的に関

わる姿勢を持つことで、アニメや音楽の話題から仲が深まりこ

のように自分から行動することが本当に大切なんだと感じまし

た。このようにコミュニケーションをとる中で日本とドイツでの違

いが大きいことに気づきました。日本では子供中心のスポーツ

活動が多いのに対しドイツでは大人も含め世代を超えて楽しむ

ことが当たり前であることに驚きました。年齢に関係なく交流す

ることでコミュニケーションの幅が広がり楽しめるので今後の

空手団でも大人と子供が一緒に活動できる場を作りたいと考

えるようになりました。

この経験を活かして、リーダー活動では交流の魅力を伝え、

より多くの人に挑戦してもらいたいと思います。

今回建てた目標である「様々な視点から考え行動する力」は

確かに伸びたと感じました。今後は相手の立場をより深く理解

しながら行動に移せるよう成長していきたいです。

「日本とは違う日常の中で感じたこと」

【四国グループ】 長町 泰河

日独同時交流において僕は現地の人との積極的なコミュニ

ケーション、リーダーとしての責任感を身に着けることを目標に

していました。現地では２つの家族の家にそれぞれ５日間ホー

ムステイさせてもらいました。どちらの家でも聞かれたことは僕

の家族についてのことです。それは話を繋げるためだったのか
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どうかはわかりませんが、日本の文化について興味があること

はすごく伝わってきました。あと、とても親切にしてくれました。

現地の方は外国ということもあるのか見た目もよく、性格もい

い方が多かったのでズっ友になりたいくらいでした。距離が相

当離れてるだけなのでなろうと思えばなれると思いますけどね。

あと、どちらの家でも住んでる町の紹介は欠かさずしてくれ

ました。僕は自分から積極的に現地の人と話しに行くことを心

掛けていたので、団体行動の意に背いて一人でドイツスポーツ

ユーゲントの人と話すことがたくさんあり、グループにはその分

迷惑をかけたと思います。

僕は今回の交流の目的は人それぞれ違うように思いました。

僕は観光だったり現地の人との交流など普段できない貴重な

体験をメインにしたいと思い参加しました。日本団の仲間に聞

いてみると僕と同じ目的の人もいたし、日本の文化を伝えるこ

とを目的に活動に参加している人もいました。少なからず僕は

この貴重な体験を今後に生かしていきたいと思います。何事も

挑戦してみることが大事だと再び思いました。

「交流中の言葉の壁について」

【四国グループ】 田中 誠人

第 52 回日独スポーツ少年団同時交流会に参加し、多くの

貴重な経験と学びを得ることができました。本交流会は、日本と

ドイツの少年たちがスポーツを通じて交流し、相互理解を深め

ることを目的としています。今回の活動を振り返ると、まず異文

化交流の重要性を改めて実感しました。言葉の壁もありました

が、笑顔やジェスチャーを交えながらコミュニケーションをとる

ことで、次第に打ち解けることができました。スポーツの場で

も、言葉を超えた協力や励まし合いの大切さを学びました。ス

ポーツ交流は、言語や文化の違いを超えた深い絆を築きなが

ら友情も育まれる素晴らしい手段だと実感しました。

特に印象的だったのは、協力し合うことの大切さを学んだ点

です。言葉が通じなくても、ジェスチャーや表情、声のトーンな

ど非言語コミュニケーションの工夫によって意思疎通ができる

ことに気づきました。また、相手の文化や考え方に対する理解を

深めることもでき、異文化に対する柔軟な姿勢の重要性を再認

識しました。

さらに、交流を重ねる中で、自分自身のコミュニケーション能

力やリーダーシップの向上も実感しました。異なる背景を持つ

相手と協力しながら活動を進めることで、柔軟な対応力や問題

解決能力が養われました。これらの経験は、今後の学校生活や

リーダー会活動、将来の国際的な活動においても大いに役立

つと考えています。

今後は、これらの経験を活かし、リーダー会活動でのコミュニ

ケーションの取り方やスポーツ交流の仕方などに活かしていき

たいと思います。具体的には、ドイツで得た知識や人脈を基盤

に、活動をできたらと考えています。また、言語や文化の壁を越

えた協力関係を築き、より多くの国々と連携していくことを目標

としています。

この交流を通じて、私は異なる背景を持つ人々と協力し合う

ことの重要性や、多文化理解の大切さを実感しました。今後も

この経験を生かし、国際交流やスポーツを通じて多くの人とつ

ながり、互いに成長していきながらスポーツ活動を頑張ってい

こうと思います。

「交通を通じて広がった視野」 【四国グループ】 安部 颯汰

今回の日独同時交流に参加して、私は普段の生活では気づ

かない「環境」や「生活習慣」の違いを強く感じました。特に印象

に残ったのは、ドイツの人々の環境への意識の高さです。家庭

でのごみの分別はとても細かく、ペットボトルやビンは専用の回

収機に持って行くとお金が返ってくる仕組みがあることを知りま

した。日本でもリサイクルは進められていますが、ドイツのよう

に一人ひとりが習慣として取り組んでいる様子を目の当たりに

し、「環境を守ることは特別なことではなく日常の一部なのだ」と

実感しました。

また、ホームステイを通じて、ドイツの家庭では家族と過ごす

時間をとても大切にしていることを学びました。夕食は家族全

員でテーブルを囲み、ゆっくりと会話を楽しみながら食べる習

慣がありました。日本では部活動や塾などで夕食を家族全員で

取ることは少なくなりがちですが、こうした習慣の違いから「家

族の時間を意識して持つことの大切さ」に気づかされました。こ

の 10 日間で学んだことは、ただの異文化体験にとどまらず、自

分の生活や考え方を見つめ直すきっかけにもなりました。環境
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への取り組みや家族との時間の持ち方など、日本に持ち帰って

実践できることも多くあります。今回の経験を通じて得た学び

を今後の生活や地域活動に活かし、視野を広げながら成長し

ていきたいと思います。

交流の中では、SDGs について話す機会もありました。ドイ

ツの学生は自分の意見を積極的に述べることが多く、環境問題

やジェンダーの話題にも自然に参加していました。自分の考え

を持ち、それを言葉にして相手に伝える姿勢は、日本の学校生

活ではあまり経験できないもので、とても刺源を受けました。私

は英語の表現に苦労しました。が、「うまく言えなくても伝えよう

とする努力」が大事だと感じました。また、スポーツ交流では、

言葉が十分に通じなくても一緒に体を動かすことで自然と仲良

くなれることを体験しました。試合中にハイタッチを交わしたり、

ミスをしても励まし合ったりと、言語を超えたつながりがあるこ

とに気づきました。スポーツには国境を越えて人と人をつなぐ力

があるのだと改めて実感しました。

この 10 日間で学んだことは、ただの異文化体験にとどまら

ず、自分の生活や考え方を見つめ直すきっかけにもなりまし

た。環境への取り組みや家族との時間の持ち方など、日本に持

ち帰って実践できることも多くあります。今回の経験を通じて得

た学びを今後の生活や地域活動に活かし、視野を広げながら

成長していきたいと思います。

「ドイツ留学を通して」 【四国グループ】 岩原 奏真

自分がドイツに行って感じた事は、まずは食事の違いです。

一番初めに感じた事は食事の量が多い事です。1 つ 1 つが

大きく一回に食べる量がとても多いそして、何かした後に多くの

間食を挟むので常にお腹がはった状態です。後、ドイツは宗教

の関係上肉を食べられない人が多く住んでおり実際に自分が

2 件目でホームステイした家族は 2 人ともベジタリアンでし

た。町に行くとその人たちの事を考えた、肉を使っていない料理

が多くあり、大体どこの飲食店にもあった。パンの食べ方も変わ

っており、パンを横に切りサンドイッチのように使い自分の好き

な具材などを入れたものを朝ごはんや昼ご飯に食べていた。主

食主にはジャガイモかパンです。文化の違いについてはまずい

たるところに教会があり、家の靴を脱ぐ境界線がなくどこで脱

いだらいいかわからなかった。最後にドイツの人たちはみんな

社交的でいろんな人たちが話しかけてくれた、自分が英語を全

然話せなくてもずっと理解しようとしてくれてありがたかった。

海外に一回もいった事がなく不安でいっぱいだったけど、この

留学を通して海外で生きていくうえでの必要な知識を得られた

と思う。

「これからの交流で活かしたい事」

【四国グループ】 奈路 天汰

僕はドイツに行って言語の違いによる壁や日本とは異なる文

化や習慣の理解、親のいない環境で自立心の大切さを学びま

した。ドイツ語は早口を聞いているぐらい早く聞き取ることが難

しかったです。言いたいことがうまく伝わらず自分の語学力の

低さに悔しい思いもしました。でも携帯の翻訳だけでなく、ジェ

スチャーや英語を話すことによって伝えることができました。ま

た、ドイツの文化や習慣にも驚きました。日本では食事の際にナ

イフを使うことが少ないけれどドイツではナイフを使って食べる

のが基本だから使い方や食事のルールを教えてもらうことがで

きました。他にも自分の時間が多く家族団らんの時間もあった

けれど自分の時間をしっかり確保することができました。日本と

は違う価値観や文化に触れることによって自分の考え方を見直

すきっかけになりました。

言語の通じない中で自分のやり方で相手に伝えようとするこ

とをこれからの交流で生かしたい。家族と離れて自分で考えて

行動することや団体行動などが求められたため精神的にも成

長を感じられ、このドイツ交流はこれからの私の人生にとってい

い経験になりました。

「ドイツを好きになった交流」 【九州グループ】 藤谷 佳那

今回のドイツ滞在中に感じた、ドイツの見習いたい部分、感

銘を受けた部分について３つ述べたい。

１つ目は、人との関わりを重視する風潮だ。ドイツの人は、話

している間しっかり目を見てくれて、人とのつながりや縁を大切

にしていた。また、道端でバレーボールをしていたときも、通り

がかった人も参加するという場面が何度かありフランクな付き

合い方が愉快だった。
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2 つ目は、エコに対する意識だ。生活する中で、ペットボトル

の蓋がはずれないようにして、キャップのポイ捨てを防止した

り、ボトルにデポジットをかけたり、商業的場面でも使い捨て製

品を使わないようにしたりなど、エコという観点で多くの気づき

があった。

３つ目は、work-life balance の充実度だ。ドイツ団とのデ

ィスカッションの中で、残業に対して企業に罰金が科せられた

り、保障が充実していたりなど、ドイツは労働者の権利が守られ

ている印象を受けた。また、ホストファミリーの両親も夜遅くに

帰ってくることはなく、平日であるにも関わらず私たちの活動に

協力してくれた。これらのように、ドイツの素晴らしさに気づき、

日本も参考にすべき点が見つかった交流であった。この先、ス

ポーツに関わるものとして、日本の健康に貢献できるよう日々

模索していかなければならないと感じた。

「今回の交流で学んだこと」 【九州グループ】 後藤 誠真

今回のドイツ団との交流で特に印象に残ったのは、SDGs を

テーマにした話し合いであった。その中で、スポーツに対するド

イツの人々の姿勢を知ることができ、日本との違いを強く感じ

た。

日本では勝利を目指して厳しい練習を重ねるという考え方

が主流だが、ドイツでは勝敗よりも楽しむことを目的としてスポ

ーツに向き合っているという点が印象的であった。勝つことが

第一ではなく、誰もが楽しみながら取り組む姿勢は、スポーツ

本来の意義を改めて考えさせられるきっかけとなった。この気

づきは、今後の自分の活動においても大きな学びとなる。競技

や活動を行う際、結果だけにとらわれるのではなく、仲間と楽し

みながら取り組むことの大切さを意識していきたい。そして、こ

の交流で得た視点を他者との関わりや地域での活動にも活か

し、広い意味での持続可能な社会づくりに貢献できるよう努め

たい。

「今回の交流で学んだこと」 【九州グループ】 後藤 綾真

私はこの研修を通して、他国の異文化や異なるか価値観を

学びました。

特に印象的だったのはドイツ人の時間に対する意識の高さで

す。会議や集合の場面では、参加者全員が定刻前に集まり、準

備を整えている姿に強い責任感を感じました。そして、今回私

たちは SDGs について話し合い、スポーツを通してドイツと日

本の大きな違いについて、話し合うことが出来ました。

日本では、勝ち負けにこだわり、日頃から厳しい練習を怠ら

ないというのが主な考え方だが、ドイツでは勝ち負けにこだわら

ず、スポーツを楽しむことに重視していると感じました。この違

いは私たち、スポーツ少年団にとって大きな資源となると思いま

した。

他にドイツのことで気づいた点といえば、公共交通機関の利

便性やリサイクルの徹底など、持続可能な社会を築くための仕

組みが根付いていることに感銘を受けました。このことを、自分

たちの団体に報告し、少しでも活かして行けたらいいなと思い

ます。

「交流で学んだことについて」 【九州グループ】 小西 雄太

私は今回の日独交流を通して、日本とドイツの異なる文化や

国境を越えた価値観を学ぶことが出来ました。

特に印象に残ったことはスポーツに対する考え方です。日本

ではスポーツをするなら勝ち負けにこだわり、勝つことが全てだ

と考える指導者やチームが多いですが、ドイツではほとんどが

楽しむためにしていて、勝敗はそれほど重要では無いことで

す。このことは日本のスポーツの指導者や、スポーツ少年団で

活用するためのとても大きなことでした。また、ドイツのスポー

ツ施設は日本と違ってとても設備が良く、清潔感があり、しっか

りと安全対策も徹底していました。ドイツではスポーツに対する

考え方が日本よりも楽しむために安全にそして充実して行うこ

とができるようにされているということがわかりました。ドイツで

は風力発電で電力を補うなどのことが SDGs での話し合いで

知ることが出来ました。このような経験は簡単にはできないの

でこれからも自分の団体に持ち帰って活かしていきたいなと考

えています。

「異文化体験を通じた成長」 【九州グループ】 林田 英士

ドイツに到着した時のことは今でもよく覚えている。空港から

一歩外に出た瞬間、それまで慣れ親しんできた景色とは全く違
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う街の雰囲気に圧倒された。期待で胸が高鳴る一方で、言葉の

壁やこれから始まる生活への不安も同時に押し寄せてきた。

現地での生活では、やはり言葉の壁に苦労した。特に食べ物

を注文する時など、自分の意思がなかなか伝わらずもどかしい

思いをしたこともあった。しかし、そんな時に助けてくれたのは

温かいホストファミリーだった。彼らは私が困っていると、笑顔

で優しく接してくれ、身振り手振りで私の気持ちを理解しようと

してくれた。そのおかげで、少しずつコミュニケーションすること

に慣れ、気持ちを伝えられる喜びを知ることができた。

ドイツでの生活は毎日が新しい発見の連続だった。スーパー

に並ぶ食材や人々の服装、習慣など、日本では見られないもの

ばかりで、最初は戸惑ったが、次第に違いを面白いと感じられ

るようになり、考え方の幅が広がったのを実感した。現地の若

者たちとのディスカッションや一緒にしたスポーツも大きな学び

の場となり、そこで様々な価値観に触れ、自分の考え方を見つ

め直すきっかけになった。

ドイツでの経験で得た学びは、私を人間として大きく成長さ

せてくれた。この経験を活かして、これからは身の回りの人々

を大切にし、社会に貢献できる人間になりたい。

「日独スポーツ少年団同時交流を終えて」

【九州グループ】 足立 さくら

この交流ではスポーツの偉大さを感じることができました。グ

ループ内に完璧に英語を話すことのできるメンバーがいなくて

も、身振りや手振り、知っている英単語を用いて自分の意見を

表したり、名前を呼びあいながらバレーボールやキャッチボール

することで楽しさを共有し、仲を深めることによって言葉や文化

の違いがあっても、国境を超えたつながりを感じることができま

した。

SDGs のディスカッションでは、日独に共通するスポーツ活

動の現状や、福祉や労働環境の違いを対話によって理解を深

められました。日常会話は英語やドイツ語、話し合いではお互

いに翻訳アプリを用いて母国語で話すことがまた、現状の認識

を明確なものにさせたと思います。そして、日本人とドイツ人の

体格差を実感することができ、海外で活躍している日本の選手

に尊敬の念を抱きました。言葉の通じない環境で不安が大きか

ったけど、犯罪や事故などに巻き込まれることなく、交流を楽し

めた最高の期間でした。今後は次の世代にこの交流の経験を

伝えて、国を超えたスポーツの発展に寄与していきたいと思い

ます。

「異文化体験を通じた成長」 【九州グループ】 御手洗 夕葉

私は、日独同時交流を通して言語の壁を越え、沢山の人と楽

しくコミュニケーションをとれる人になれたと実感している。過

去に参加したことのある母や兄から、日独同時交流のことは沢

山聞いていたし、写真も見ていた。しかし、実際に自分の目で

見るドイツは、想像していたよりも驚くほどきれいな景色・綺麗

な国だった。

最初は、とても不安で、緊張もしていたけど実際にプログラム

が始まると初めてのことばかりで、全てに興味を持ち、不安はあ

っという間になくなった。ミュンヘンの宿舎で、ドイツ団がしてく

れたレクは、今までしたことなかったものばかりで、とても面白

かった。いつもしている遊びでも、少し工夫をすることで、とて

も楽しくなることを学んだ。地方プログラムではドイツの方に自

分の英語が全然伝わらず、翻訳アプリやジェスチャーを使いな

がらコミュニケーションをとれるよう工夫をした。伝えたかったこ

とは全部伝えることはできなかったけど、ちょっとした時間にし

たバレーボールやチェスなどの運動を通して、沢山笑い合うこ

とができた。言語が通じなかった場合でも十分仲良くなれるこ

とにも気づいた。

私の夢は、グランドスタッフである。現在、通っている高校で

は英語を学んでいるが、この日独同時交流に参加して、ドイツ

語にも大変興味を持った。また、グランドスタッフ以外にも通訳

の仕事にも大変興味を持った。私は、今進路を決定する時期で

ある。ドイツ語も勉強できる大学を目指してみたいと思ってい

る。私は自分の未来がとても楽しみだ。ドイツにかかわる仕事に

就けるよう、これからも努力していきたい。

「今回の交流で学んだこと」 【九州グループ】 大城 レベッカ

日独同時交流で私は様々な価値観があることと人の温かさ

を感じた。

実際にドイツに行くと町中や暮らしの中、お店、さらには仕事
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やスポーツに対する考え方などが全く知らないものだらけで私

はこんなにも世の中のことを知らないのかと衝撃を受けた。ホ

ームステイが二箇所あったのだが、それぞれ顔や性格が違った

り、周辺の国から移住してきたファミリーが居たりと島国である

日本では感じることの出来ない民族や周辺の国を意識した

人々を多く知ることができた。ヨーロッパは様々な国と距離が

近いからドイツに居ながら様々な国を感じることができ、それか

ら受容する文化ができたのではないかと考えた。

次に人の温かさについて、ホストファミリーや交流したクラブ

のみんなが非常に優しく接してくれたのを感じた。どんな時に幸

せを感じるかと質問をするとどのクラブも家族と過ごしている

時と話しており、これは日常的に家族仲を深めることで自分に

余裕を持つことができ、人と常に仲良く出来るのではないかと

考えた。

今後の活動では、どんな背景を持った人でも平等に接し、そ

の人にとって苦にならない環境を作れる人になりたいと考えた。

※団員レポートについては一部表記の統一等を除き原文ママで掲載
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第 5３回日独スポーツ少年団同時交流（派遣）では、共通テ

ーマのキーワードとして SDGs を掲げ、各グループは SDGs

目標のうち、目標 3、4、5 から話し合ってひとつを選択。派遣

先のドイツでは、グループごとに選択した SDGs 目標につい

て、事前に調べて準備をしたうえでディスカッションに取り組ん

だ。ここでは、各グループが作成した共通テーマに関するレポー

トを掲載する。

＜SDGs 目標＞

・目標 3「すべての人に健康と福祉を」

・目標 4「質の高い教育をみんなに」

・目標 5「ジェンダー平等を実現しよう」

【北海道グループ】

私たち北海道グループはドイツ人の皆さんとジェンダー平等

について話し合いました。中心的な話題となったのは、スポーツ

の分野におけるジェンダーの問題です。スポーツは性別に関係

なく多くの人々に親しまれている活動だけど、その中には依然

として男女の格差や固定観念が残っています。ドイツと日本、双

方の視点を比較することで、ジェンダー平等の実現に向けた課

題と可能性を考えることができました。

まず、話し合いの中で印象的だったのは、ドイツでは女子サ

ッカーや女子バスケットボールなど、女性アスリートへの関心が

年々高まっているという点です。メディアでの取り上げ方も改

善されつつあり、男子競技と同じように応援される場面が増え

ているそうです。一方で、日本ではまだまだ女子スポーツの注

目が少なく、スポンサーや観客の数においても大きな差があり

ます。このような違いは、単に経済的な背景だけでなく、文化的

な価値観の違いにも起因していると感じました。

また、スポーツ教育の場でもジェンダーの影響が見られる。ドイ

ツでは、子どもたちが性別に関係なく好きなスポーツを選びやす

い環境が整っていて、「男の子だからサッカー」「女の子だからダ

ンス」といった固定観念が少ないという意見がありました。これに

対して、日本の学校では依然として男女別の種目が多く、無意識

のうちに子どもたちが「自分にふさわしいスポーツ」を制限されて

しまっている現状があるとおもいます。

話し合いを通じて、スポーツの世界においてもジェンダー平

等を推進することは、単に女性の権利を拡大するだけでなく、

すべての人が自分らしく活動できる社会を築くために不可欠だ

と改めて実感しました。競技の場だけでなく、教育、メディア、観

戦文化など、あらゆる面で平等が意識されることが重要である

と考えました。これからドイツの取り組みを参考にしながら、日

本でも多様性を尊重するスポーツ文化を作っていく必要があ

ると感じました。

【東北Ⅰ・Ⅱグループ】

私たちのグループは、SDGs No.4「質の高い教育をみんな

に」をテーマとした。教育の環境により、学べる機会・学ぶ内容・

身に付く事柄等が違ってくるが、『スポーツは世界共通なので、

スポーツをすれば種々の共通した内容を学べる』と考えた。

このことをキーワードとして各自が自分の意見をまとめてディ

スカッションに臨んだ。

当日になり、「ディスカッションテーマは『ドイツと日本の教育

システムの違い』である。指導者・通訳も同席せず行う。」と知ら

された。始めは戸惑ったが、英語を中心に身振り手振りで何と

かお互いに話し合うことができた。

ドイツの教育について確認できたことをいくつか紹介する。

・小学校の後、3 種類の学校

（Hauptschule,Realschule,Gymnasium）へ進む。それぞ

れ年数・教育内容が異なり、終わった後の進路が異なる

・ドイツの学校では校則が厳しくない

・いじめは多くない

・日本では高校・大学の偏差値が明確だが、ドイツではない

・珍しい教科(Subject)を選択できる

・子どもたちの健康・スポーツ環境を大事にしている

ひら
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ドイツと日本の教育システムにはかなりの相違があるが、共

通した問題点もあることが分かった。みんなが一緒という日本

と違い、一人ひとりに合った学びを大切にしている。個人の能

力や特性に合わせた環境で教育を受け、自分の将来へ向けて

努力できると感じた。

国や地域、言語、社会状況によって、やはり学べることはかな

り差が出てくることが再確認された。しかし、スポーツを通して

共通した事柄を多く学べるはず、民族・社会状況・年齢を越え

て価値あることを得ることができるはずである。同時交流での

様々な活動（スポーツ）から、環境の異なるドイツの人々と互い

に理解し合った。心がつながり、強い絆が生まれた。このつなが

りを途絶えさせず、スポーツだけでなく様々なことに発展させて

いくことにより、『スポーツ×SDGｓ～スポーツが拓く社会の持

続可能性～』が達成できると考える。

【関東Ⅰグループ】

このレポートでは、スポーツを持つ力とスポーツをする意義に

関して述べる。

昨今の世界の情勢として、ロシアによるウクライナ侵攻やイス

ラエルとパレスティナの紛争など多くの戦争や紛争が起こって

いる。その中で世界では互いに憎しみあって、分断が生まれて

いる。しかし、スポーツは人と人をつなぐ力を秘めている。世界

には、それぞれが異なった地域に数えきれないほどの民族が存

在して、言語を多彩である。そのため、世界中の人々と言葉を

かわすことは不可能に近いが、スポーツに言語の障壁は存在し

ない。私たちは、スポーツを通じて、共に体を動かして汗をかく

中で、心をかよわせ、笑顔を共有して、互いの思いを深く理解

して、絆を深めることができることができることを理解した。

スポーツをする意義としては、スポーツを通じてコミュニティ

に所属して、その地域で友達や仲間を作ったり、仕事のストレス

を発散したりすることができる。そうした環境が人々の身体と精

神の健康につながっていると考える。

ドイツでは、日本とは違い、子供や大人が参加できるスポー

ツクラブが多く存在して、みんながそれぞれの目的で参加する

ことができる。例えば、スポーツクラブの中にも、柔道、体操、バ

レーボールなど多種多様なスポーツがあり、年齢別に練習時間

を分けており、それぞれの目的にあった練習を行っている。日

本にもこうしたスポーツクラブを増やすことで、子供や大人が身

体と精神を健康に保つ機会でできて、社会を活性化することが

できると感じた。

このように、スポーツを通じて、様々な交流や運動機会を得

ることができて、多くの人々が身体と精神の健康につながって

いる。そして、それがスポーツが持つ力とスポーツする意義で

あることが理解できた。

【関東Ⅱグループ】

関東Ⅱグループでは、目標５「ジェンダー平等を実現しよう」

をテーマにドイツ側と話し合いをしました。

ドイツでは SDGs について授業の一環で学ぶ機会はあるも

のの、日常生活で話題に上ることは少ない。一方、日本ではテ

レビ広告などで呼びかけが行われ、家庭によっては会話に出る

こともある。運動習慣については、ドイツでは週 2〜3 回ほどラ

ンニングやジム通いをしている人が多い。体育の授業では、日

本では男子同士・女子同士でしかチームスポーツを行わない

が、ドイツでは昔から男女合同で活動してきた。ただし成績の

評価は男女別で判断される。球技に関しては、楽しむことを目

的とするならば合同で、成績を重視するならば分けるべきだと

いう考えも見られる。スポーツにおいては「楽しむこと」が重視

され、協力してみんなが楽しめることが大切だとされている。

バスケットボールについては、ドイツにもチームは存在する

が、メディアで大きく取り上げられることは少なく、認知度も高く

ない。また人口が少ないため、子どもと大人が別々に活動して

いるケースも多い。服装に関しては日本のような制服がなく、男

女差もほとんど見られない。さらにドイツでは政治経済の授業

が重視されており、自分たちの人生を左右するものとして必ず

学ぶべき科目とされている。

性に関する教育についても特徴的であり、生物の授業の中

で男女ともに学習し、話し合い、試験にも出題される。恥ずかし

いものではなく、お互いの身を守るための知識として扱われて

いる。また、スポーツ指導においては、女性にとって指導者の性

別は大きな問題ではなく、指導力そのものが重視される。女子

チームに男子が出場できない問題については、他チームにとっ
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ては不平等となり、自チームにとっては出場できないこと自体が

不平等になるため、一概に正解はないとされる。

このように、ドイツと日本を比較すると、教育やスポーツの在

り方に違いが見られる一方で、「楽しさを共有する」「自分たち

の将来に関わることを学ぶ」という共通した姿勢が存在してい

る。

【北信越グループ】

私たちは、質の高い教育と健康と福祉をテーマにディスカッ

ションしました。

質の高い教育がなぜ必要なのかについて、貧困を減らすこと

で人生の選択肢が増えるからだという意見が出ました。また、

基本的人権の尊重のためという意見もありました。解決しなけ

ればならない問題については、児童労働、戦争、先生がいな

い、お金がないという理由で学校へ行けない人がいるという点

です。ドイツには移民が多くドイツ語が苦手な人が多いです。そ

して、一つの教科が足をひっぱって良い学校に行けなくなる人

もいます。そのような人向けに、苦手を克服するための塾のよう

なものがあるそうで、教育の差を小さくする工夫がなされてい

ました。学校の休日の話が出たときに、宗教について話す機会

がありました。日本もドイツも若い世代の宗教への信仰が薄い

とわかりました。

全ての人に健康と福祉が必要な理由は、お金のない人も平

等に支援、治療ができるようにするためだという意見が出まし

た。達成に向けた問題点は、5 歳未満で死亡してしまったり、安

全な出産ができなかったりしているという点です。また、発展途

上国と新興国の支援の格差も問題です。私たちは NPO につ

いて知り、学ぶことができます。

ドイツの方からは、スポーツと栄養について話を聞きました。

ドイツのダイエットは炭水化物を減らし体内の脂肪分や水分を

減らすことで行うそうです。ヴィーガンのメリットは、二酸化炭素

の削減につながり、動物にもやさしいことだそうです。また、ドイ

ツには bio 認証や、ニュートリスコアといった表示もあります。

Bio はオーガニック製品であることを示します。ニュートリスコ

アは、栄養素の質を A から D の 5 段階で表示されます。日本

にはない制度です。一目見てすぐわかるので日本もこの制度が

あるといいと思います。

【東海グループ】

私たちのグループは SDGｓ目標３の「すべての人に健康と福

祉を」というテーマのもとでディス カッションを行いました。ま

ず、日本の各世代（小学生、中学生、高校生、大人、高齢者）の

現状に ついてスライドと紙資料を使い発表して、その後に用意

してきたアンケートに答えてもらい、最後に お互い質疑応答と

いう流れで行いました。日本側からは各世代の良い点と課題に

なっている点について、今後目指したい姿を英語で発表しまし

た。

また、アンケートではスポーツを始めたきっかけやクラブ運営

の仕方、ドイツで盛んなスポーツ、練習場所の確保や宣伝の仕

方について答えてもらいました。お互いの国の課題について伝

え合い、それぞれの国ではどのように解決してい るかを知るこ

とで解決策を探していくことができました。ディスカッションをし

ていく中でドイツでは親や友達に言われて基本全員がスポーツ

クラブに入るため、宣伝しなくても人数は減らないことを知りま

した。しかし、ドイツでも少子化は進んでいて全体の人口が減っ

ているため、スポーツクラブの 人数も減っていて日本と同じく

人数減少は問題になっていることが分かりました。

また、ディスカッションに参加してくださったドイツの方々はほ

とんどの人がスポーツ体験の機会を通してクラブに入っている

ことを知りました。そのことから私たちは、スポーツをやったこと

のない子供たちがスポーツ体験をすることができる機会を増や

していくことが良いと感じました。さらに宣伝方法について考え

た中でドイツの方々からビデオを作成して伝えたり、子供たちと

会話する場を作って子供たちが一番興味あることについて教え

てあげたりできる機会があると良いという意見も頂くことがで

きました。短い時間ではありましたが、たくさんの学びを得るこ

とができた良いディスカッションとなりました。今回のディスカッ

ションを通して日本の現状を改めて認識することができました。

今回学んだことを自分たちのできることから少しずつおこなっ

ていき、多くの人がスポーツを通して健康で楽しい生活を送れ

る社会を作っていきたいと思います。
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【近畿グループ】

私たちのグループは、日独スポーツ少年団同時交流におい

て「スポーツと SDGs」というテーマに基づき、SDGs の教育の

観点からディスカッションを行った。特に、社会性・普遍性・自主

性という三つの観点に注目し、スポーツが教育に果たす役割に

ついて考えを深めた。

まず、社会性の観点では、スポーツは誰もが参加できる場で

あることに注目した。例えば、簡単な遊びから導入を行うこと

で、スポーツが苦手な子どもでも自然に活動に加わることがで

きる。こうした工夫は、SDGs が掲げる「誰一人取り残さない」

という理念に直結しており、すべての人に開かれた教育の実現

につながると考えられる。また、チームでの活動は協力や思い

やりを育み、異なる文化を持つ人との交流でも有効である。ス

ポーツは、国境や言語を越えて人と人とをつなぐ共通の手段と

なりうる。

次に、普遍性の観点では、スポーツが持つ価値が世界共通

である点に着目した。ルールを守ることやフェアプレーの精神、

努力や挑戦の大切さは、国や文化を超えて理解される普遍的

な教育資源である。これらは SDGs の理念とも親和性が高く、

持続可能な社会を築くうえで重要な価値観であるといえる。ス

ポーツの楽しさや仲間との達成感は、どの地域においても人々

を学びに向かわせる力を持っている。

最後に、自主性の観点では、スポーツを単に「教わる」ものと

してだけでなく、「指導する」立場を経験することで学びが深ま

ることが強調された。仲間や年下の子どもにスポーツを教える

過程では、自ら考え、工夫し、責任を持って行動する力が養わ

れる。また、国際交流の場では言葉や文化の壁を自ら乗り越え

る姿勢が求められ、その積極性が成長のきっかけとなる。スポ

ーツを通じたこうした主体的な学びは、持続可能な教育の基盤

となる。

以上の議論を通じて、私たちはスポーツが教育の場を大きく

広げる可能性を持つことを再確認した。社会性・普遍性・自主

性という三つの観点から考えることで、スポーツが単なる運動

ではなく、人間としての成長を支える重要な教育資源であるこ

とが明らかになった。

今後もスポーツを活かし、誰もが学び成長できる環境を築い

ていくことが、SDGs の達成に向けて私たちに求められている

といえる。

【中国グループ】

私たち中国グループは SDGs の 3 番目の目標である「すべ

ての人に健康と福祉を」についてディスカッションをしました。私

たちは健康と福祉のそれぞれについて、「日本が現在取り組ん

でいること」、「その取り組みのメリットやデメリット」、「自分たち

でもできること」の 3 つに分けて考えていき、意見を出し合う中

で、日本のスポーツと健康に関する課題が見えてきました。現

在、日本は毎週の体育の授業や部活動、他にもマラソンやラジ

オ体操といった地域スポーツイベントなど、健康のためのスポ

ーツ活動に多く取り組んでいます。これらの取り組みは、運動

時間を確保したり、様々な種目を体験したりすることができるな

ど、多くのメリットがあります。しかし一方で、学校を卒業したあ

とから(特に大学生になってから)運動の機会が減ってしまうと

いった課題もあると考えました。それについて、ドイツでは体育

の授業以外にも、学校外でのスポーツクラブがあり、運動がで

きる環境が非常に整っています。もちろん、日本にもクラブチー

ムなどは存在していますが、全員がそれに入っているというわ

けではありません。日本もスポーツの位置付けを変えるために

もスポーツができる環境をさらに整えたり、情報発信などして

運動への意識を今まで以上に持たせる必要があるのではない

かと思います。

私たちはドイツで、バレーボールや卓球などのスポーツ交流

を行いました。もちろんですが、私たちは英語を完璧に話せる

わけではありません。ドイツ語は尚更です。しかし、コミュニケー

ションを取るのが難しい人どうしであっても、共にスポーツを通

して楽しむことができました。改めてスポーツは文化や言語など

関係なく、人をつなぐ力を持っていることを実感しました。スポ

ーツは誰でもできるものです。誰もができるものだからこそ、私

たちスポーツ少年団が主体となってスポーツを体験できる機会

を増やし、地域の活性化につなげていくべきだと感じました。
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【四国グループ】

四国グループは、SDGs（持続可能な開発目標）の目標 3

「すべての人に健康と福祉を」達成に向けて、私たちはスポーツ

の役割について深く考察しました。スポーツは、身体的健康の

促進だけでなく、精神的な福祉や社会的なつながりを強化する

重要な手段であり、誰もが気軽に参加できる活動として、健康

と福祉の向上に大きく寄与します。

まず、日本の現状を振り返ると、少子高齢化や地域格差の拡

大に伴い、健康格差や孤立の問題が深刻化しています。特に高

齢者や障害を持つ方々にとって、運動やスポーツは身体機能

の維持や認知症予防、孤立防止に効果的です。地域密着型の

スポーツクラブやコミュニティ運動は、地域のつながりを強め、

福祉サービスと連携して高齢者の生活の質を向上させる役割

を果たしています。

一方、ドイツでは、スポーツが社会福祉の一環として位置づ

けられ、多文化共生や移民・難民支援のためのプログラムも積

極的に展開されています。ドイツのスポーツ団体は、多言語対

応や異文化交流を促進し、移民や難民の子どもたちが社会に

適応し、精神的な健康を保つための支援を行っています。こう

した取り組みは、スポーツを通じて多様な背景を持つ人々が交

流し、共に健康を追求できる環境を作り出しています。

私たちの議論では、スポーツがもたらす多面的な効果につい

て、特に社会的包摂や精神的健康の促進に焦点を当てること

が重要です。スポーツは、身体的な健康促進だけでなく、コミュ

ニケーション能力の向上や、異なる文化や背景を持つ人々の交

流を促進する役割も果たします。これにより、社会の多様性を

尊重し、共生の意識を高めることが可能となります。

また、スポーツを通じた教育や支援プログラムは、移民や難

民の子どもたちが自信を持ち、自立心を育む手助けとなりま

す。これらの取り組みは、社会的な孤立を防ぎ、地域社会の一

体感を強化する効果も期待されます。さらに、スポーツの持つ

規律や協力の精神は、個人の成長や社会参加の促進に寄与

し、長期的な社会的安定に寄与することも重要なポイントです。

このように、スポーツは単なる娯楽や運動の枠を超え、社会的

な価値創造や多文化共生の推進においても非常に重要な役割

を果たしています。

両国ともに、少子高齢化や格差拡大といった共通の課題に

直面していますが、その対応策や社会構造の違いにより、アプ

ローチの仕方に差異が見られます。今後は、これらの国々の良

い点を取り入れつつ、「すべての人に健康と福祉を」をしっかり

これからも考えていかなければならないと思いました。

【九州グループ】

今回、私たち九州グループはＧｏａｌ３「すべての人に健康と福

祉を」について、Baden-Baden と Heiden の２つのグループ

と話し合いをしました。２グループの内容をまとめて記します。

まず、日本団からテーマの内容、日本の現状（主に少子高齢

化）、自分たちで考えた解決策について発表しました。その中

で、健康とスポーツは深い関りがあり、みんなが生涯スポーツ

を楽しむようになれば、健康寿命を延長することに貢献できる

のではという意見を提示しました。事前に、ドイツの人々は日本

よりもスポーツを楽しむ風潮があることを知っていたので、プレ

ゼンテーションの後に、ドイツのスポーツや SDGs に対する意

識を学ぶために、いくつかの質問をしました。スポーツを始める

きっかけ、教育現場でのスポーツ、SDGｓに対する意識などで

す。

まず、スポーツを始めるきっかけは家族や友人の影響が大き

く、中には強制的に始めさせられた人もいるようですが、みんな

興味をもって自主的に始めたようです。日本と大差はないなと

思いました。

次に、教育現場でのスポーツに関しては大きな差がありまし

た。日本の中高生は学校単位の部活動が主流であるのに対

し、ドイツの青少年は地域のクラブ活動が主流で、放課後もクラ

ブの方に参加するそうです。地域のクラブなので、小さい子か

らご年配の方まで、幅広い世代が参加し関りを持っている点で

も良いなと思いました。また、各競技でプロの道はありますが、

多くの人はやはり勝つために練習するというより、スポーツその

ものを楽しむ風潮があるようです。日本でもその風潮をもっと

広めて気軽にスポーツを始める人を増やすことが鍵になると思

いました。

最後にＳＤＧｓについての意識は、日常的に意識している人も

いればそうでない人もいて、日本と達成度に差があることに驚
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いている人もいました。国民性や国規模の取り組みの度合いも

関わってくる難しい問題だと感じました。環境保全に絞ってみる

と、ドイツのボトルは蓋が外れないようになっていたり、ボトルに

デポジットがかけられていたり、商業的場面でも使い捨て製品

をなるべく使わない風潮があったりなど、日本より意識が高い

なと思うポイントはたくさんありました。

話し合いは、学校の様子や仕事に対する意識にまで及び、端

的にまとめるとドイツの人たちは世代を問わずＷｏｒｋ-Ｌｉｆｅ Ｂ

ａｌａｎｃｅが実現できていて、それが国民幸福度にも繋がってい

るのではないかという結論に至りました。
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【北海道グループ】

受入団体：Brandenburgische Sportjugend（ブランデンブルク・スポーツユーゲント）

受入担当者：Maximilian Fender（マキシミリアン・フェンダー）、Michael Werner（ミシャエル・ヴェアナー）

通訳：田 恵子

【東北Ⅰ・Ⅱグループ】

受入団体：Bayrische Sportjugend（バイエルン・スポーツユーゲント）

受入担当者：Stefan Werner（シュテファン・ヴェアナー）

通訳：Emily Sanders（エミリー・サンダース）

【関東Ⅰグループ】

受入団体：Deutsche Judojugend（ドイツ柔道ユーゲント）

受入担当者：Andrea Schimmeyer（アンドレア・シーマイヤー）、Caroline Grünwalder（カロリン・グリュンヴァルダー）

通訳：Laura Klug（ラウラ・クルーク）

【関東Ⅱグループ】

受入団体：Sportjugend Hessen（スポーツユーゲント・ヘッセン）

受入担当者：Uwe Wappler（ウヴェ・ワップラー）、Anna Blum（アンナ・ブリュム）

通訳：山口 久美子

【北信越グループ】

受入団体：Deutsche Skijugend（ドイツスキーユーゲント）

受入担当者：Amelie Utz（アメリ・ウッツ）

通訳：ラガッセ・佑香

【東海グループ】

受入団体：Würtembergische Sportjugend（ヴュルテンベルク・スポーツユーゲント）

受入担当者：Oliver Schweizer（オリバー・シュヴァイツァー）

通訳：Oliver Hockenberger（オリバー・ホッケンベルガー）

【近畿グループ】

受入団体：Gewichtheber Jugend（重量挙げユーゲント）、

受入担当者：Lili Oesten（リリー・オーステン）

通訳：内田 美樹

【中国グループ】

受入団体：Sportjugend Saｃｈsen（ザクセン=スポーツユーゲント）

Sportjugend Sachsen-Anhalt（ザクセン=アンハルトスポーツユーゲント）

受入担当者：Mirko Bach（ミルコ・バッハ）、Andreas Wagner（アンドレアス・ワーグナー）

通訳：Maximilian Penkalla（マキシミリアン・ペンカラ）
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【四国グループ】

受入団体：Sportjugend Rheinland-Pfalz（スポーツユーゲント・ラインラント＝プファルツ）、

受入担当者：Fabian Scherer（ファビアン・シェラー）、Jana Rödler（ヤーナ・リュードラー）

Alison Sausen（エリソン・サウゼン）

通訳：Mareike Hümmerich(マライケ・ヒュンマーリッヒ)

【九州グループ】

受入団体：Sportjugend Schachjugend（ドイツチェスユーゲント）

受入担当者：Adrian Knop（アードリアン・クノップ）、Rolf Schlindwein（ロルフ・シュリンドワイン）

Kevin Hatzenbühler（ケヴィン・ハッツェンビューラー）

通訳：草刈 麻理

【団長団】

エスコート：Christian Konrad（クリスティアン・コンラード）

通訳：鹿沼 輝与志
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●ドイツ団受入の記録

第Ⅱ章 ドイツの友を迎えて
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宿泊・会場：相鉄グランドフレッサ東京ベイ有明／日本大学文理学部キャンパス／獨協大学

7月31日(木)

ドイツ団 成田国際空港到着（OS51）

暑熱対策に関するレクチャー

JJSA-団長団ミーティング

代 表 者 ミーティング（ JJSA／ 団 長 団 ／ グループリーダ

ー／グループ代表団員）

8月1日(金)

歓迎式・ JJSAレクチャー

レクリエーション交 流 （ 会 場 ： 日 本 大 学 文 理 学 部 キャン

パス、運営：日本大学文理学部学生 ）

JJSA-団長団ミーティング

歓迎式（ペナント交換）

8月2日(土)

獨協ドイツフェス散策

スポーツ交流（ 会場： 獨協大 学 体育館 、運営： 埼玉県・

千葉県スポーツ少年団リーダー会）

8月3日(日)

都内自由研修

通訳ミーティング

第1受入県‐通訳ミーティング

歓迎夕食会

グループ別ミーティング（ ドイツ団／第１受入県担当者

／通訳）

JJSA‐団長団ミーティング

8月4日(月)

各グループ地方分散

日本大学学生による送迎

スポーツ交流（10人11脚）レクリエーション交流（日本大学学生による運営）
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エスコンフィールド見学

カヌークルージング

秋田北鷹高等学校で文化交流（餅つき）

8月 4日(月) 北海道（石狩管内：ホテルグレイスリー

札幌）

北海道石狩菅内へ移動／歓迎パーティー

※副団長は、団員 1名の帰国対応のあと合流

8月 5日(火) 同上

エスコンフィールド見学・ アドベンチャー体験 ／ プロ野球

観戦（北海道日本ハムファイターズ vs 埼玉西武ライオ

ンズ）

8月 6日(水) 同上

ロイズ工 場 見 学 ＆ 体 験 ／ いとうジンギスカンで昼 食 ／

ふとみ銘 泉 万 葉 の湯 で温 泉 体 験 ／ 大 麻 卓 球 JSCとス

ポーツ交流／夕食会

8月 7日(木) 同上

千歳神社参拝／支笏湖で昼食／カヌークルージング／

さよならパーティー

8月 8日(金) 秋田県（北秋田市：縄文の湯）

秋田県北秋田市へ移動／歓迎セレモニー

8月 9日(土) 同上

秋 田 北 鷹 高 等 学 校 にて文 化 交 流 ／ ぶっさん館 で昼 食

／スポーツ交流

8月10日(日) 同上

フリータイム（ 山 本 酒造 見 学／イオンモールでショッピン

グ）

8月11日 (月・祝 ) 東京都（江東区：相鉄グランドフレ

ッサ東京ベイ有明）

阿 仁 異 人 館 ・ 伝 承 館 見 学 ／ 相 鉄 グランドフレッサ東 京

ベイ有明へ移動

秋田県
北 秋 田 市

北海道
石 狩 管 内
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歓迎パーティー

江別市表敬訪問

卓球少年団との交流

8 月 4 日（月） 北海道（江別市：ホテルリボーン）

江別市役所で表敬訪問／歓迎パーティー

8 月 5 日（火） 北海道（江別市：ホテルリボーン／ホ

ームステイ）

エスコンフィールドで野球観戦／ホストファミリーと合流

8 月 6 日（水） 同上

ロイズ工場見学・体験／温泉／大麻卓球 JSC と交流

8 月 7 日（木） 北海道（江別市：ホテルリボーン）

千 歳 神 社 参 拝 ／ 支 笏 湖 でカヌークルージング／ さよな

らパーティー／新体操

カヌークルージング

千歳神社

―北海道グループー

北海道
石 狩 管 内

北海道
空 知 管 内
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8 月 8 日（金） 北海道（新十津川町：ピンネ荘）

少 林 寺 拳 法 体 験 ／ 新 十 津 川 町 へ移 動 ／ 新 十 津 川 町

表敬訪問／歓迎パーティー

8 月 9 日（土） 北海道（同上）

剣道体験／流しそうめん／染物体験

8 月 10 日（日） 北海道（深川市：ネイパル深川）

バスケットボール少年団と交流／バギー体験／花火体験

8 月 11 日（月・祝） 北海道（同上）

野 外 炊 飯 ／ 滝 川 西 高 校 吹 奏 楽 部 とディスカッション／

さよならパーティー／箸づくり

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

新千歳空港で見送り／相鉄グランドフレッサ東京ベイ有

明へ移動

ホストファミリーと

バギー体験

新体操

バスケ交流

テーマディスカッション

箸づくり
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8月 4日（月） ドイツ団指導者1名、団員5名いずれ

も女性初来道、来道後の初めての食事は、新千歳空港

ラーメン道 場 で旭 川 ラーメンに舌 鼓 。スープの味 は好 み

に応じて注 文した結果 、味 噌ラーメンが大人 気であった。

その後 、江 別 市 に移 動 、オリエンテーション、副 市 長 表

敬、歓迎 パーティーに参加し、終了後はお疲れの様子で

あったが、歓迎パーティー会場が宿泊ホテルだったので、

移動がなくゆっくり休憩することができたものと推察する。

飛行機 の時間が予定 より30分 ほど遅れて到着 したが、

帯 同 していた道 スポ協 職 員 との連 携 により歓 迎 の横 幕

を張り、円滑に出迎えることができた。その後、江別市に

移 動 し、オリエンテーション、市長 表 敬 、歓 迎 パーティー

の予 定 されていたプログラムをほぼ時 間 通 りに終 えるこ

とができた。その陰 には、現役 大学 4年 生の通訳 の方 の

ドイツ団に対する的確な伝達力を高く評価する。

（北海道江別市：中陳）

8月 5日（火） 当 日 の朝 ホテルに迎 えに行 ったとき

は、前日約束した通りの時間に全員ロビーに集合してい

たが、少しお疲れの表情がうかがえた。アドベンチャー体

験 では、あいにくの一 時 強 い雨 に打 たれたが、さすが指

導 者 も含 めて専 門 種 目 が体 操 ということもあり、「 つな

わたり」 、「 空 中 ブランコ」 も臆 することなく、笑 顔 で体 験

している姿を拝見することができた。また、野球観戦では、

真剣にプレーを追っていた。アドベンチャー体験では、小

雨から一時強い雨脚となったが誰一人傘を差さず体験

しており、2種 目 目 の「 空 中 ブランコ」 も全 員 が楽 しんで

体験しており、やはりからだを動 かすことが得 意 なことを

認識することができた。野球観戦は、ホームステイ先のフ

ァミリーも一緒に観戦し交流を図ることができた。その後、

予定では16時30分から“とんかつ”を食べる予定となっ

ていたが、どう考えても昼食からあまり時間がたっていな

いことから、お持ち帰り弁当に切り替えた。 （同上）

8月 6日（水） ロイズの工場見学の後、チョコレート

のトッピング体 験 はそれぞれ創意 工 夫を図り、大いに楽

しんでいる姿 を拝 見 することができた。昼 食 は、北 海 道

の名物 であるジンギスカンを3人に1台のガスコンロでそ

れぞれがお好みで焼きながら食べるスタイルで、はじめは

少 し戸 惑 っていたが、全 員 が完 食 していた。その後 、江

別 のスポーツ少 年 団員 との卓球 交 流 やタ食 会 を楽 しん

でいた。外気温 は、北海 道らしくない暑さであったが、ロ

イズの工 場 内 は程 よく冷 房 が効いており快 適 の中 工 場

見 学 、トッピング体 験 をすることができた。昼 食 のジンギ

スカンも割り箸を器用に使い全員完食していたので、口

にあったと推察する。江別市に移動しての江別少年団と

の卓 球 交 流については、ミニバス·柔道 少 年団 員 のほと

んどがサーブもろくにできない状況でありそれに対してド

イツ団 はストレスを感 じた用 に見 受 けられたので、卓 球

交流については大麻卓球少年団だけとの交流の方が良

かったと思われる。 （同上）

8月 7日（木） 千 歳 神社 での神 主 からの作 法 等 の

説 明 に際 しても、誰もが真 剣 に耳 を傾 けていた。その後 、

支 笏 湖 畔 に移 動 して昼 食 は自 由 行 動 としそれぞれがラ

ーメンや、食後にソフトクリームなどを注文していた。カヌ

ー体 験 のあと支 笏 湖 湖 畔 を後 にして恵 庭 市 総 合 体 育

館 に向 かった。16時 20分 からのさよならパーティーは、

少 ない予 算 の中 で創意 工夫 したことで、楽しんでもらえ

たものと思 う。その後 、第 二 体 育 室 に移 動 して行 った、

恵庭市の新体操の演技 の披露 、ドイツ団の演技の披露

で一 番 の盛 り上 がりがあった。ドイツ団 の話 を聞 くと石

狩 管 内 で一 番 の体 験 は、支 笏 湖 でのカヌー体 験 だった

ようである。「さよならパーティー」では、新体操の小中学

生 も同 席 しての交 流 や、1 日 目 から直 前 までの撮 影 し

たデータをピックアップしスライドショーで放映 後、ドイツ

団員から写真のデータをもらえないかとの依頼があり後

日 、対 応 することとした。さよならパーティーのメインとし

て用意した本市の女子新体操の演技披露は直前に1名

足 首 を捻 挫 するアクシデントもあったが、急 遽 補 欠 の選

手の代替えで対応することができた。今回のアトラクショ

ンで当 日 まで隠 していたのは、急 遽 ドイツ団 員 による体

操 の演 技 披 露 であった。これは、通 訳 を通 して打 診 した

結 果 2日 前 に決 まったことであり私 としても大 変 感動 す

ることができた。 （同上）

8月 8日（金） 少林 寺 拳 法 の基 本 の型 を学 んでい

たが、最初は戸惑いながらの体 験であったが、徐々に動

きを理 解するにつれて、積 極的に指 導を受 けていた。休

憩もほとんど取らず、ほぼ2時間身体を動かして、楽しん

でいた。自分自身も、一緒に体 験してみて、少林寺は奥

が深いと感じた。少年団としても、ドイツ団と一緒に活動

出来て、すごく良い体験が出来たと思う。

（北海道石狩市：草島）

石狩管 内から受入 れたが、慣れない土地 での生活や

時差などの影響もあったからか、少し疲れている様子で

あった。表敬 訪問時については、終始表情も柔らかく対

応していただいた。歓迎パーティー時も笑顔もあり、受け

受入日記より（北海道）
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入 れ側 も対 応 しやすかった。表 敬 訪 問 では、ドイツ団 か

らのプレゼントをいただき感謝申し上げる。宿泊先では、

歓迎 パーティーを行ったが、自己紹介·ペナント交換など

を行い良い雰囲 気で過ごせて緊張もほぐれた。こちらも

ドイツ語での自己紹介を行ったが、うまく伝わっていたか

が不安であった。歓迎パーティーでは日本食を中心に味

わっていただいた。箸の使い方も慣れており、少し驚いた

部分もある。 （北海道新十津川町：浅野）

8月 9日（土） 受 入 れから日 が浅 かったこともある

が、若干緊張はあった。剣 道少 年団で行っている、町内

大 会 を見 学 したが、ドイツ団の皆 さんを興味 深 々であり、

携 帯 等 で動 画 や写 真 を撮 っていた。少 年 団 のはからい

により、剣道 の防 具などを着 用 し、試合 形式 で体 験をし

た。都 度 、写 真 や動 画 を取 りながら楽 しんでいた。午 後

からは染 物 体 験 を実 施 し、ハンカチが上 手 く染 まり、個

性 的 なものになっていた。ハンカチ以 外 にも靴 紐 を染 め

ていた方 もいた。新 十 津 川 町 のスポーツを代 表 する剣

道 を体 験 できたことで文 化 にも触 れていただいたことが

非 常 に良 かった。ドイツにも剣 道 の文 化 が根 づいてるこ

とを聞 いて共 通 できた部 分 をあったかと思 う。普 段 から

スポーツをやっていることもあり、呑み込みも早く運動能

力の高さを実感した。染物については、新十津川町に来

ていただいたからには、何 か残 していただきたいと思 い

企 画 した。実 際 の体 験 もそこまで難 しいものではなかっ

たので、ドイツに戻 ってからも使っていただけると幸いで

す。 （同上）

8月10日（日） バスケ少年団との交流も真剣に取り

組んでおり、少年団側からも良い印象であった。言葉の

壁 があったが、スポーツを通 じてわかりあえていた様 子

であった。バギー体験時も落ち着いた雰囲気で参加して

いた。バスケ少年団との交流については、少年団も工夫

をしており、初 めからゲーム形 式 ではなく、レクみたいな

形で組んでいただきドイツ団も良い雰囲気で交流できた。

バギー体 験 &焚 火 カフェについても、天 候が不 安 となっ

たが、無事 に終 える事ができた。普 段 では体 験 できない

ようなことが行えたので良かった。ネイパル深川での活動

についても滞 在 していた高 校 生 たちとも花 火 体 験 を行

い良い思い出となった。 （同上）

8月 11日（月・祝） ネイパル深 川 での生 活 だが、他

の団体の方も宿泊 しており不安 ではあったが、挨拶など

も率 先 して行 っていた。スポーツを通 して礼 儀 も学 んで

いるからか、こちらも学ぶ機会となった。野外炊飯時は、

各役割ごとに分かれそれぞれ作業を行った。皆さん料理

が得意なのか、手際よく進めていた。火おこしなど慣れな

い作 業 も率 先 してやっており、頼 もしかった。カレーライ

スを作ったが、米の炊飯も上手くできおかわりをするぐら

い食 べていた。ディスカッションについては、滞 在 してい

た滝 川 西 高 等 学 校 の吹 奏 楽 部 のメンバー5名 と行 いド

イツ団を中 心 にゲーム形 式 で進めており、終 始 楽 しそう

に行っていた。ディスカッション終了後、ドイツ団からのプ

レゼントがあり、高 校 生 も喜 んでいた。箸 づくりでは、個

性 あふれる作 品 ができておりドイツに持 ち帰 った時 もぜ

ひ使 ってほしい。さよならパーティーだが、1 日目からの

写 真 をスライドショーの形 にし、振 り返 りを行 った。所 々

面白い写真もあり、笑顔で振り返っていた。 （同上）

8月12日（火） 最終日ということもあり、少し疲れて

いる様子ではあったが早め準備も行っていた。ベットメイ

キングなど慣れないこともあったかと思うが積極的に取り

組んでいた。最終日で移動のみの対応となったが、タイト

なスケジュールであったため、ドイツ団も大変 だったと感

じる。退所時のベットメイキングなども素早くこなしており、

遠征などの慣れなどもあるのか対応してくれたため事務

局としては助かった。全 体を通 して、ドイツ団の皆さんか

ら礼 儀 など普 段 の生 活 を見て、見 習 うべき点があった。

今 回 、剣 道 少 年 団 とバスケ少 年 団 が対 応 させていただ

いたが、各少年団の指導者の方からもドイツ団との交流

がとても有 意 義 なものだったとの声 もあった。少 年 団 の

団 員 もなかなか体 験 できることではないため、この経 験

をもとに日々の練習にも取り組んでいくと思っている。ま

た、ドイツ団の皆さんも楽しんでいただけたのであれば幸

いです。このような体験をさせていただき本当にありがと

うございました。 （同上）
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表敬訪問

引馬体験

ホストファミリーデー①

８月 ４日（月） 岩手県（遠野市：あえりあ遠野）

新花巻駅でドイツ団 と合流／遠野市役所 へ表敬訪問・

歓迎レセプション／遠野市立博物館見学／カラオケ

８月 ５日（火） 岩手県（遠野市：ホームステイ）

遠 野 ふるさと村 で文 化 体 験 ／ 遠 野 馬 の里 で引 馬 体 験

／大慈寺で座禅体験／ホストファミリーと合流

８月 ６日（水） 同上

ホストファミリーデー

８月 ７日（木） 岩手県（遠野市：あえりあ遠野）

テーマディスカッション／スポーツ交 流（ 運動 会 ） ／ さよ

ならパーティー

８月 ８日（金） 秋田県（北秋田市：伊勢堂岱温泉縄

文の湯）

秋 田 県 北 秋 田 市 まで市 借 上 げバスで移 動 ／ 縄 文 の湯

（米代の間）で歓迎セレモニー

テーマディスカッション

ホストファミリーデー②

―東北Ⅰグループー

秋田県
北 秋 田 市

岩手県
遠 野 市
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８月 ９日（土） 秋田県（北秋田市：ホームステイ）

秋 田 北 鷹 高 校 で文 化 交 流 （ 餅 つき） とテーマディスカッ

ション／大太鼓の館の見学／鷹巣中学校 でスポーツ交

流（剣道）／ホストファミリーと合流

８月１０日（日） 同上

ホストファミリーデー

８月１１日（月・祝） 秋田県（北秋田市：伊勢堂岱温泉

縄文の湯）

阿仁伝承館・異人館の見学／森吉山登山／さよならパ

ーティー

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

伊勢堂岱縄文館 の見学／イオンタウン能代でショッピン

グ／ 大 館 能 代 空 港 でお見 送 り／ 相 鉄 グランドフレッサ

東京ベイ有明

歓迎セレモニー（北秋田市スポーツ少年団本部長挨拶）

秋田北鷹高校（文化交流・ディスカッション・集合写真）

鷹巣中学校（スポーツ交流・集合写真）

森吉山登山（山頂）

さよならパーティー（記念品贈呈）

伊勢堂岱縄文館（見学）

大館能代空港（お別れ式）
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８月 ４日（月） 東京駅から新幹線で移動してきたド

イツ団と新花巻駅で合流した。新幹線に乗るまでに通勤

ラッシュに巻 き込 まれてしまったようで、かなり疲 れた様

子 であった。新 幹 線 の駅 から市 の借 上 げバスで移 動 し

た。貸 し切 りバスなのでドイツ団 員が非常 にリラックスで

きていた。市内 のホテルに到着 し、チェックイン後は各自

部屋でシャワーを浴びて着替えをしてから表敬訪問に向

かった。チェックインから表 敬 訪 問 まで余 裕 を持 った日

程としていたことから、シャワーの時間も確保できて良か

った。表敬訪問では、市長からカッパのぬいぐるみと写ル

ンですをプレゼントした。写 ルンですは、最 終日 に回 収 し、

こちらで現 像 する流 れをとった。手 軽 にフィルムカメラの

趣ある写真を撮ることができるだけでなく、現像したデー

タをスマートフォンに転送でき、ドイツ団へも容易に写真

を共 有 できたので、非 常 に良 い記 念 になったと思 う。表

敬 訪 問 と博 物 館 の見 学 を行 った後 で、ホテルで夕 食 を

取 ってもらった。ベジタリアンが多 かったので、事 前 にホ

テルに情報を伝え、ベジタリアン用のメニューを用意して

いただいた。しかしながら、ドイツ団が全体的に小食でか

なりの量の残食が出てしまった。また、チャレンジはしてみ

るものの口に合わない様子の食 べ物も多くあり、事前 に

どのくらいの量を食べるのか、どのような味のものを好む

のかなど、アレルギー以外 にも食 事 についての情 報 を出

してもらえると受 入側としても準 備がしやすいと感じた。

夕食後は、ドイツ団から遠野市に来訪する数日前にリク

エストがあったことから、もともとの予定にはなかったが、

カラオケに連れて行った。次の日に支障をきたさないよう

に１ 時 間 という短 時 間 でのカラオケにはなったが、ドイツ

団は非常に楽しんでいた。22年前に遠野市で受入れを

行 った際も急 遽カラオケに連れて行 ったという話 を聞 い

ており、通 常 のスケジュールに組 み込 んでおいても良 か

ったと思った。カラオケに連れて行った後で、コンビニによ

ってほしいという要 望があった。コンビニでは、お菓 子や

カップ麺 、アイスやスムージーを買 っていた。夕食 であま

り食べられなかった団員もいたことから、必要に応じてコ

ンビニによる時間 をつくるようにスケジュールを調整した。

（岩手県遠野市：朝倉海）

８月 ５日（火） 遠野ふるさと村にて文化 体験として

わら馬づくりとそば打ち体験 を行った。わら馬づくりにつ

いては、慣れない作業であったこと、作り方を教えてくれ

る講師２名に対して１名の通訳であったことから、説明が

上 手 く伝 わらずに予 定 よりもかなり時 間 がかかってしま

ったが、団 員 は真 剣 かつ楽 しそうに体 験 していてよかっ

た。そば打 ちも講 師 は２ 名 であったがドイツ団 を４ 名 ・ ４

名の２グループにわけてそれぞれに１名講師がつくような

かたちであったことから、通 訳 が行 ったり来 たりするよう

なかたちで予定 通りの時 間で体 験ができた。そばをその

場 で茹 でてもらい、自 分 たちが作 ったそばを食 べてもら

ったが、めんつゆが口にあわなかった様子で、つゆにつけ

ずにそのまま食 べている団 員 もみられ、あまり手 が進 ん

でいないようだった。わさびやそば湯 もチャレンジしてい

たが、こちらもあまり口 に合 わないようだった。そばと一

緒に出してもらった野菜の天 ぷらとおにぎりは比較的食

べていた。昼食後は、引馬体験を行った。前の文化体験

が非 常 に押 してしまったこともあり、30分 遅 れでのスタ

ートとなった。体験を行 ってくれている団体と連絡と取り

合 えるように調 整 していたことから、遅 れたことによる影

響は少なかった。引 馬 体験には、グループディスカッショ

ンに参加する高校生や遠野馬の里スポーツ少年団の団

員 にも参 加 いただいた。高 校 生 がコミュニケーションを

取れるか不安もあったが、スマートフォンの翻訳アプリを

活 用 しながら、すぐにSNSを交 換 しあうなど、積 極 的 な

交流となり良かった。引馬も全 員が楽しそうな表情で体

験 しており、非 常 に良 かった。引 馬 が終 了 した後 は、厩

舎の見学もさせていただき、ドイツ団は馬とのふれあいを

楽しんでいた。引馬が終わった後で、市内のお寺を訪問

し、見 学 及 び座 禅 体 験 を行 った。「 どうすれば住 職 にな

れるのか」 、「 住 職 は世 襲 制 なのか」 、「 座 禅 は何 のため

に行うものなのか」 などの質問もあり、ドイツ団員の積極

性を感じることができ良かった。お寺の見学もドイツ団か

らのリクエストで急遽追加したプログラムだった。遠野市

では全 体 的 に自 由 時 間 を多 く設 定 しており、リクエスト

があった場 合 は、自 由時 間 を短くすることで対応 できた

ので、時間を調整 できるプログラムを準備しておくことも

重要だと感じた。お寺見学を終えた後は、少し自由時間

を挟 んだ後 で、ホストファミリーと合 流 し、それぞれの家

庭へ移動となった。笑顔が見られ、各家庭での交流を楽

しみにしている様 子 であった。ホームステイは、ドイツ団

員７ 名（ 指導者を除 く） を２ 名・ ２ 名・ ２ 名・ １名の４ 家庭

に送り出した。ホストファミリーフリープログラムの中で、１

名 となった団 員 が不 安 を感 じることを少 しでも減 らせる

ように、翌 日 のフリープログラムを２ 家 庭 （ 団 員 ３ 名 ） が

合 同 で過 ごす時 間 をつくってもらえるようにホストファミ

リーに依頼した。 （同上）

８月 ６日（水） 私 自身 の家 でも、ホストファミリーと

して指導者の受入を行った。指導者と担当者が近くにい

受入日記より（東北Ⅰ）
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たことで、ホームステイしている団員の情報を共有しやす

く、お互いに安心 してホームステイのプログラムを過ごす

ことができた。各 家 庭 で様 々な体 験 プログラムを実 施 し

ていただき、事 前 説 明 でホストファミリーへもプログラム

の内容を共有していたことから、重複なくプログラムを楽

しんでいたようである。フリープログラムの中 で多 くの家

庭が行 って良かったと話 をしていたのは、プリクラであっ

た。引 き渡 しを行 う際 に小 食 であることを共 有 していた

が、ホストファミリーからは想 像以 上 に小食 だったという

話が出ていた。 （同上）

８月 ７日（木） 各 家 庭 に送 迎してもらい、グループ

ディスカッションの会 場 に集 合 してもらった。グループデ

ィスカッションは、参 加 する高 校 生 に対 して事 前 学 習 を

行い、テーマについての基 礎知 識や意見 を持 ってもらう

ようにしていたが、恥ずかしさもあったようで最 初 はなか

なか意見を話せない様子で、少しずつ意見が出るような

感じであった。考えや意見があっても言い出せない様子

が見られたことから、意見が出しやすいような場づくりが

求められると感じた。グループディスカッション終了後 は、

参 加 者同 士 で写 真を撮り合 ったり、Ｓ Ｎ Ｓを交換 するな

どして盛 り上 がっていた。グループディスカッション終 了

後 は、１ 時 間 半 程 度 市 内 を自 由 に散 策 しながらの昼 食

とした。元 々市 内 の飲 食 店 でベジタリアンの対 応 できる

店 が少 なく、対応 可能 な店も休みが多 く不 安だったが、

ドイツ団 からはスーパーで食 べられるものを買 って食 べ

るという方 法 もあるから大 丈 夫 という言 葉 をもらい、安

心した。散策の後は、運動会として、玉入れ・ 輪投げ・ パ

ン食い競争・ 足八丁リレー（ 両足でビンを立てる競技） ・

スカットボールを体 験してもらった。はじめて体 験する種

目がほとんどであったが、楽しんでいる様子がみられた。

競技と競技 の間時間 で遠野 一 輪車クラブの一輪車とド

イツ団の体 操披露 の時間 を設 けた。両団体 の日頃 の活

動 を感 じることができ良 い時 間 であった。スポーツ交 流

終了後は、さよならパーティーだったが、スポーツ交流の

後はシャワーの時間をスケジュールとして確保しておいた。

打ち合わせやシャワーなどはあらかじめスケジュールに組

み込 んでおくことで余 裕 を持 ってプログラムを消 化 でき

たと思 う。さよならパーティーは、表 敬 訪 問 ・ 歓 迎 レセプ

ションを短時間で行った分 、大 々的に行った。岩手 県知

事 や遠 野 市長 、遠 野市スポーツ協 会 長 などの来 賓だけ

ではなく、ホストファミリーや交流に参加した高校生等に

も参加していただき、盛大に行うことができた。ビュッフェ

形 式 での食 事 だったこともあり、これまでの食 事 の中 で

一番量を食べていたように感じた。 （同上）

８月 ８日（金） 遠 野 市 から第 二 受 入 地 である、秋

田県北秋田市 へ遠野 市の借 上 げバスで移動 した。バス

は終始リラックスして移動をしていた。途中のサービスエ

リアで食事を食べたが、フードコートで食券を買って食べ

るスタイルに慣れておらず、少し困惑していた様子だった。

ベジタリアン対 応 のメニューが特 段 なかったことから、ラ

イスのみを頼 んで醤 油をかけて食 べたり、パンや冷 凍 の

フルーツを買 って食 べたりしていた。地 域 としてベジタリ

アン・ ヴィーガン・ ハラールなどに対 応 している場 所 が少

なく、受 入の中での課 題であった。繰 り返 しとなるが、団

員それぞれの食に関 する情 報は、より詳細 なものをいた

だければ、準 備 や対 応 がしやすくなると感 じた。北 秋 田

市に到着してから、北秋田市の職員の方に時間をつくっ

ていただき、ドイツ団 の詳 細 情報 や受け入 れを行 ってみ

ての所 感 を共 有 した。受 入 実 施 前 からメールや電 話 で

やり取りを行い情報を共有しあっていたこともあり、スム

ーズな引き渡しができたと感じている。 （同上）

岩 手 県 遠 野 市 からバスで伊 勢 堂 岱 温 泉 縄 文 の湯 ま

で送 り届 けてもらい、ドイツ団 ８ 名 と合流 した。皆さん長

い移動で若干お疲れのようであったが、チェックイン後に

自 由 時 間 であることを伝 えたところ、全 員 でホテル周 辺

を散 策 すると言 って散 歩 に出 かけていった。歓 迎 セレモ

ニーでは、市 長 、県 スポ少 本 部 長 、ホストファミリーをお

招 きし、初 日 から参 加 者 同 士 で有 意 義 な交 流 がはから

れた。心配していたベジタリアン向けの料理 についても、

事前にホテル側に伝えていたことから、しっかりと配慮が

されており、とても好評であった。

（秋田県北秋田市：西村大智）

８月 ９日（土） 朝 食後 、市 のバスで秋 田 北 鷹 高 校

に移動し、文化交流（餅つき）とテーマディスカッションを

実 施 。実 際 に杵 で餅つき体 験をした後に、あんこに絡 め

いちごを乗せた餅を食べてもらった。好き嫌いはあるよう

だか、おかわりする団員もいた。テーマディスカッションで

は、大 人 は席 を外 し、特 定 のテーマについて、日 独 の青

少年同士で国境を超えた忌憚のない意見交換ができた

ようで満 足していた。大 太鼓 の館 では、地 域住 民 のガイ

ドのもと、文化と歴史を学び、実際に世界一の大太鼓を

叩く体 験もできた。鷹巣中 学校 でのスポーツ交流 では、

剣道を通して武 道を体験 。スポーツとはいえ、竹刀 で人

を叩くという行為に抵抗がある団員もいたが、武道への

理解を深め、大きな声を出して真剣に剣道に取り組んで
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いた。夕 方 にホストファミリーと合 流 し、それぞれの家 庭

へ移動した。 （同上）

８月１０日（日） 終日ホストファミリーデーのため、緊

急時等の対応に備え、市内で待機。ケガや事故等もなく、

楽しいホストファミリーデーが実施されたことに、とても安

心した。 （同上）

８月１１日（月・祝） 朝 にホストファミリーに送 り届 け

ていただき、バスで阿仁 伝承館 ・ 異人館に移 動し、施設

見学。地域住民のガイドのもと、当市の文化や歴史を学

び、当市の発展にドイツの方々が関わってくれたことを伝

えることができた。その後は森吉山に移動し、少し早めの

昼食。途中の駅舎までゴンドラに乗り、そこから２ 時間ち

ょっと歩き無事に参加者全員で山頂（ 標高 1,454m） に

到着することができた。登山中は要所で休憩を挟んだが、

中には疲れた表情を見せる団 員もいたが、山頂につくと

表 情が一気 に明るくなり、皆で記 念 撮影 をした。天 候も

曇り時々雨で、心配をしていたが、結果的に平年に比べ

てかなり涼しく、虫も少なかったことから、よかったと思う。

予 定 よりも１ 時 間 ほど遅い下 山となり、さよならパーティ

ーまでの時間がギリギリになってしまったことから、もう少

し時間配分を考えた方がよかった。さよならパーティーで

は、ドイツ団、ホストファミリー、それぞれ代表者のスピー

チもあり、双方に感謝を伝えあい、とても感動するパーテ

ィーとなった。パーティー終了後に皆で記念撮影をした。

（同上）

８月１２日（火） 朝 食 後 、市のバスで伊 勢 堂岱 縄 文

館に移動し、施設見学。数日前 に遺跡近辺で熊の目撃

情 報 があり、ストーンサークルが閉 鎖 となってしまったこ

とから、予 定 の時 間 を半 分 ほど繰 り上 げた。事 前 にドイ

ツ団リーダーと通 訳との打 合せで、ショッピングをしたい

と要望があったことから、施設見学終了後に市のバスで

能代市のイオンに行き、１時間ほどショッピングの時間を

設けた。１００ 円ショップがとても大人気で、皆さん楽しそ

うにショッピングしていた。ショッピング終了後に、バスで

大館能代 空港に向かい、会議 室を借りてお別れ式を行

った。駆けつけてくれるホストファミリーもいた。全員無事

に保安検査を通過したことを見届け、解散となった。

（同上）
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歓迎パーティー

テーマディスカッション

書道体験

８月 4 日（月） 宮城県（栗原市：ホテルエポカ）

くりこま高 原 駅 でドイツ団 と合流 ／ ホテルエポカで歓 迎

パーティー

８月 5 日（火） 同上

細倉マインパーク見学／ハイルザームでプール／栗駒山

麓ビジターセンター見学

８月 6 日（水） 同上

書道体験／築館高校とテーマディスカッション／浴衣試

着体験／しわひめ SC スポーツ少年団と卓球交流

８月 7 日（木） 同上

南 三 陸東 日本 大震 災 語 り部ツアー／ 気仙 沼東 日本 大

震災伝承館見学／お別れパーティー

卓球交流

浴衣試着体験

お別れパーティー

―東北Ⅱグループ―

福島県
白 河 市

宮城県
栗 原 市

92



８月 ８日（金） 福島県（棚倉町：ルネサンス棚倉）

伊豆 沼 ハス祭 り見 学／ 福島 県 へ移 動／ 白河 市役 所 へ

市長表敬訪問／ルネサンス棚倉でウェルカムパーティー

８月 ９日（土） 福島県（棚倉町／県南地区ホームス

テイ※白河市・矢吹町・西郷村・塙町）

サイクリングでルネサンス棚倉から棚倉町健康福祉セン

ターへ／ 松 門 会 棚 倉 空 手 道 スポ少 とスポーツ交 流 （ 空

手）／流しそうめん・スイカ割り／ホストファミリーと合流

／ホームステイ

８月１０日（日） 福島県（県南地区／西郷村：那須甲

子青少年自然の家）

ホストファミリィ交流 day／白二ビクトリースポ少とスポ

ーツ交流（ドッジボール）と夕食会

８月１１日（月・祝） 福島県（西郷村：東京第一ホテル

新白河）

白 水 沢 衣 文 滝 沢 歩 き（ 男 子 ） ・ 青 少 年 自 然 の家 付 近 ト

レッキング（ 女子） ／白河 市在 住、出 身高校 生・ 大 学生

とのディスカッション／フェアウェルパーティ～

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

相鉄グランドフレッサ東京ベイ有明へ移動

ウェルカムパーティー集合写真

市長表敬訪問

空手体験

ドッジボール交流

テーマディスカッション

フェアウェルパーティー
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８月 4日（月） 東京駅から新幹線で移動してきたド

イツ団を、くりこま高原駅で迎え入れた。スポーツ少年団

の小 学生 とともに横断 幕を掲 げて歓 迎した。その後、徒

歩 で宿泊 先 のホテルに移動 し宿泊 の手続きをした。ドイ

ツ団から洗濯がしたいとの要望があり、近くの商業施設

のコインランドリーで洗濯をした。 午後６時から、来賓を

迎 えて歓 迎 パーティーを開 催 した。食 事 は着 席 ビュッフ

ェスタイルとし品 数 を多 めに準備 をした。ドイツ団 は、箸

を使 うのが上 手 で、箸 を使 って食 事 をとることがあると

言っていた。日本の刺身は新鮮で美味しいと言っていた。

アトラクションでは伝 統芸 能 である「 鶏 舞」 を見て、文 化

や服装に興味を示していた。 （無記名）

８月 5 日（火） ホテルでの朝 食後、マイクロバスで

市内 の細倉マインパークを見学した。砂金取りや屋外ス

ライダーを体験し、夢中になっていた。その後、温泉宿泊

施設 のハイルザームに向かい、昼食後には全員プールに

入り楽しんでいた。その後、栗駒山麓ジオパークセンター

を見学 しホテルに戻った。夕食 は回転寿司店に行き、好

きな物 をタブレットで注 文 し、皆 おなか一 杯 食 べて大 興

奮であった。 （ 同 上 ）

８月 6日（水） 午前：書道体験では、先生のほか同

年代 の高校生２名 が、筆で字 を書く練習をドイツ団につ

いて指導した。最後に好きな文字 を白紙のうちわに筆で

書きお土産にしてもらっていた。テーマディスカッションは、

最初は、ドイツの暮らしについてゲーム形式で行い、その

後少人数 のグループに分かれ、日本とドイツの文化の違

いや日 常 生 活 の様 子 などスマホ翻 訳 アプリを使 い交 流

した。昼 食はお弁当を高校生達 と一緒に食 べた。午 後：

浴 衣 試 着 体 験 では、女 子 は、髪 を結 ってもらい頭 に髪

飾 りをつけ喜 んでいた。男 子も、初 めて浴 衣を着 せても

らい喜 んでいた。着 物 を着 た際 の歩 き方 や座 り方 を体

験 しながら教 わり、楽 しそうだった。その後 は、しわひめ

SC スポーツ少年団との卓球交流。ドイツ団もまずまずラ

リーが続くようだった。最初は、小学生と組んでのダブル

ス、その後 に、中 学 生 と、高 校 生 とダブルスを組 んで試

合をし、ともに楽しんでいた。夕食はホテルのレストランで

の注文。ドイツ団から和牛ステーキが食べたいとのリクエ

ストがあり、別途仕入れて厨房 にお願いし提供した。とて

もおいしかったとご満悦だった。 （同上）

８月 7 日（木） ホテルで朝食後、約束 のフロント集

合時間より 10 分早く集合していた。毎朝慌てることなく、

余裕を持って約束の時間前に集合する行動には、とても

感心した。マイクロバスで南三陸町、気仙沼市 の東日本

大 震 災 の爪 痕 の見 学 に行 った。東 日 本 大 震 災 は、知 っ

ていたが津 波 の高 さにびっくりした様 子 だった。気 仙 沼

の震災遺構の３ 階に流れ着いた車を見てびっくりしてい

た。最後に見たビデオでは、皆涙を流していた。帰りのバ

スの中ではおやつを食 べたり終 始リラックスしていた。お

別れパーティーは、バトントワリングのダンスからスタート。

バトンのスポ少と卓球のスポ少の小学生も一緒。食事を

しながらおしゃべりしたり途中でドイツ団員が、地域の芸

能のボブスレーダンスを披露し、日本の団員も一緒にダ

ンスを踊り盛り上がっていた。 （同上）

８月 ８日（金） 伊豆沼のハス祭りで遊覧船 に乗り、

間 近 でハスをみることができ、ドイツ団 は、しきりに写 真

を撮 っていた。ホテルへ戻 る帰り道 に民 家 の軒先 でフル

ーツ狩りをしていたので、桃とブルーベリー狩 りを楽 しん

だ。ホテルに戻ると福島 の受け入れ先がバスで到着 して

いた。無事に福島県に引き渡しができた。 （ 同 上 ）

宮 城 県 で５ 日 間 交 流 を行 い終えたドイツ団 と栗 原 市

のホテルエポカにて合流した。団員は、疲れた様子もなく

バスに乗車して途中の国見 SA ではラーメン・カレーライ

スなどを平らげ、一路白河に向かった。また、移動中にサ

イクリングやプールでの身 体活動 の要 望があり、当初 の

予 定 にはなかったが、ルネサンス棚 倉 に協 力 を頂 きレン

タル自 転 車 の手 配 翌 日 の移 動 時 間 を活 用 したサイクリ

ングの実 施 の段 取りを行った。鈴 木 和 夫 白河 市 長 の表

敬訪問では、市長から本市の企業とドイツとのご縁や福

島 県 県 南 地 区 の歴 史 や魅 力 について通 訳 を介 して歓

談や、記念品贈呈を行われた。その後、棚倉町のルネサ

ンス棚倉へ移動しウェルカムパーティーを開催した。式で

は宮 川 棚 倉 町 長 が歓 迎 の挨 拶 、高 橋 福 島 県 スポーツ

少年団本部長が主催者挨拶、シュテフェン・ハーゼ団長

の挨拶を行い、関係者やホストファミリーなど約 40 名の

参 加 を得 て賑 やかに行 われた。特 に、ドイツ団 の団 員 を

受 け入 れるホストファミリーの皆さんには、顔 合 わせとと

もに早 くも打ち解 けるために同一 の座 席 を設 け、スマー

トフォンの翻 訳アプリを用いたり英 語 でコミュニケーショ

ンをとったりと翌日の民泊につながる雰囲気ができ有意

義な時間となった。また、食 事の面では、ドイツ団員の命

あるものを避 けるというベジタリアンの団 員については、

キノコのピザとシーザーサラダを受 入 れ家 庭 に用 意 して

頂いた。 （福島県白河市：松﨑真由美）

受入日記より（東北Ⅱ）
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８月 ９日（土） サイクリングではレンタル自 転 車 ８

台と引率用自転車２ 台・ ヘルメットを準備し、８ 時３ ０ 分

に宿 舎 を出 発 し棚 倉 町 の城 跡 を経 由 して空 手 体 験 会

場 の保 健 福 祉 センターへ向 かった。途 中 の城 跡 内 の砂

利敷で落車 し、右手を打撲 しまうアクシデントがあった。

(病 院 で診 察 し骨 折 はなく大 事 には至 らなかった)原 因

はドイツと日本の自転車のブレーキレバーの前後輪の逆

でブレーキ機能が異なっていたようだ。教訓としてはコー

スの下 見 や自 転 車 の機 能 説 明 や確 認 、道 路 走 行 での

注 意 点 などを入 念 に行う事 など安 全 面 での大 切さを痛

感した。空手 体験 では、地元 空 手道場 の佐藤 耕師範を

はじめ子供達 (21 名 )と交流により空手の形や動きなど

習得するなど貴重な経験を行った。次に、山本不動尊キ

ャンプ場 では、流 しそうめんやスイカ割 りで日 本 の夏 の

風物詩 を楽 しんだ。また本 殿を参拝した際 には、偶 然に

も棚倉町で取材中の地方テレビ局にインタビューを受け、

その様 子 が８ 月１ ４ 日に放 映され、県 内 の方々にも PR

が出来良かった。昼食後に宿舎に戻り、出迎えの 7 つの

ホストファミリーの方 々に合 流 しそれぞれの家 庭 に民 泊

し楽しく思い出に残る一夜を過ごしたものと思います。ホ

ストファミリーの方々には事前説明会では、なるべく日本

の普 段 の生 活 を味 わわせてくださいと伝 えており、一 緒

に買 い物 に行 ったり、食 事 の準 備 をしたりするなど日 常

の家庭生活が経験できたようだ。また、前日のウェルカム

パーティーで事前交流により気心のしれた雰囲気がつく

ら れス ムー ズ に交 流 day につ なげら れた良 か った。

（ 同 上 ）

８月１０日（日） 那 須 甲 子 青 少 年 自 然 の家 に１ ６ 時

00 分の集合時には、各家庭ホストファミリー交流 day

の報 告 を頂 き、あいにくの雨 で思 ったような活 動 ができ

なかった話 もあったが、白 河 ラーメンを食 べたり、ダルマ

づくりを楽しんだり、大内宿や会 津の方へ観光 に出かけ

たりと福 島 県 の魅 力や風 土に触 れて頂 いたようだった。

そして、皆 さんの口から『 あっという間 に時 間がすぎてし

まった。もう一日 あると良 かった』 という嬉 しい感 想も頂

いた。当初の実行委員会の会 議では民泊の受け入れフ

ァミリーを集めるのは今 のご時 世 的 に難 しいものがある

と思 われたが予 想 に反 して、国 際 的 な交 流 や同 世 代 の

団員の受入れに理解、関心のある１２ 組の公募 (地域の

中 学 校 ・ 高 校 を通 して募 集 )があり７ 組 を選 ばせていた

だくことになった。改めてご協力を頂いたさホストファミリ

ーには、家 族 的な深 く思い出 に残 る交 流が出来 大 変 良

かった。次回の受入れ民泊では２ 泊３ 日でも大丈夫だと

思 った。次 に１ ７ 時 ０ ０ 分 からは、自 然 の家 体 育 館 で白

二ビクトリースポ少とのドッジボール交流を行った。小学

生とラジオ体操を行い、リレー競技とドッジボールでのガ

チ勝負 ！！ 最初 は小 学生相 手 に手を抜いていたドイツ

団も、実力のある小学生相手にいつしか本気になってい

た。思 いっきり身 体 を動 かして一 緒 に汗 を流 したり、記

念 品 の交 換 、夕 食 会するなど短い時 間 でしたが子供 達

にも貴重な経験となり充実した時間となった。 （ 同 上 ）

８月１１日（月 ・祝） 前 日 から雨 と当 日 雨 予 報 を考

慮し危険をともなうために源流沢歩きの雄滝・ 雌滝コー

ス断 念 を断 念 した。団 長 に依 頼 し再 度 ミーティングをお

願いし行い、雨の中でも沢歩きをしたいとの強い要望を

受 け甲 子 の白 水 沢 の衣 紋 滝 (えもんのたき)コースを変

えて行 った。実施 に当 たっては前日にガイド予 定の髙田

さんが下見を行い、滑りそうなところにはロープを設置す

るなど安 全 を確 認 していた。コース変 更 により歩 く距 離

は短くなったが、雨の影響で足元がどろどろで悪戦苦闘

しながら目的 に到 達する事が出 来、阿武 隈川 源流 の大

自然や滝を堪能することができたと思 う。団員の女子の

３ 名は、右手の怪我の影響もあり、沢歩きには参加せず

自 然 の家 周 辺 で一 緒 にトレッキングを行いました、仲 間

を思う気持ちと、支え合う行動 に強い絆を垣 間見 ること

が出来ました。男女 ともに、活 動 後に近くの露 天風 呂の

ある温 泉 (五峰 荘 )につかり疲れを取っていたようで、特

に男性団員は長湯で風情ある温泉の習慣を楽しんでい

たようだ。その後 、那 須 甲 子 青 少 年 自 然 の家 で昼 食 の

お弁 当 を食 べてディスカッションまで少 しのんびりとした

時 間 を過 ごすことができた。飲 み物 に関 しては、全 体 的

にスポーツドリンクかミネラルウォーターを好 み、麦 茶 は

口に合わないらしく人気がなかった。14 時 00 分からの

ディスカッションでは、白 河市 内の高 校 生 、白 河 出 身 の

大 学 生 ９ 名が参 加 した。当初 は沢 歩 きからディスカッシ

ョンの予定では、地元 高校の運 動部に予定 しておりまし

たが、夏休 み突発 的 な行 事や活 動 で都 合がつかないな

ど、メンバーを揃えることに労 力 を要した。ディスカッショ

ンでは、ドイツ団 同 行 の通 訳 の他 にもう１ 名 通 訳 をお願

いしたが、参 加 者 はスマホの翻 訳 アプリを巧 みに使 い、

通 訳 なしでコミュニケーションによりお互 いの理 解 や意

見 交 換 を拝 聴 し次 世 代 の素 晴 らしいリーダー育 成 につ

ながる貴重な時間であったと思 う。また、ディスカッション

のテーマ以外 に好きな音 楽や日 常生活 などの話題 で大

変 盛 り上 がり、充 実 した時 間 となった。フェアウェルパー

ティは、新白 河 駅前 の東 京 第一ホテルに会 場を移し１ ８
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時 ０ ０ 分 から開 催 さた。主 催 者 の福 島 県 スポーツ本 部

長 、井 上白 河副 市 長からの挨拶 、菅 原日 独スポーツ少

年団実行委員会会長の記念品贈呈、シュテフェン・ハー

ゼ団長からのお礼 の言 葉があり、ホストファミリー、関係

者など約 40 名で開催した。催物では奥州白河太鼓の

総勢２５ 名が力強い演奏を披露し、ドイツ団員にも太鼓

のたたき方 をレクチャーしてもらいながら一 緒 に和 太 鼓

を堪能した。また、ドイツの団員からも民族衣装をまとい、

ボブスレーをイメージダンスの披露があり、会場が一体と

なった踊りや催しで大いに盛り上がった。また、参加者の

ホストファミリーの中学 生・ 高 校生 の同 士 の交 流 を深 ま

り、とても良 い雰 囲 気 で名 残 惜 しいお別 れパーティーと

なった。 （ 同 上 ）

８ 月 １ ２ 日 （ 火 ） 最 終 日 は 、 東 京 第 一 ホ テ ル を

８ 時 ３ ０ 分に出 発 し、白 河 市 の南 湖 公 園 へ向 かった。あ

いにくの雨 であったが、南 湖神社 を参拝 し、公 園 内にあ

る翠楽 園の松楽 亭での呈茶 体 験をした。抹 茶と和 菓子

は団 員 のお口 に合 ったようで美 味 しいとの感 想 を含 め

日 本 古 来 の伝 統 文 化 を体 験 できました。次 に、団 員 希

望のベイシアモールでのショッピングの時間を設け、土産

の買い物とともにステーキ店で早めの昼食をとりました。

新幹線乗車予定では 1３時 50 分のため、ネットで事前

にメニューを調 べてスムーズ入店 し肉 料 理を美 味しくに

召 し上 がって食 事 を済ませることができた。食 事 後 はバ

スで第 一 ホテルに移 動 し、荷 物 を受 け取 り隣 接 の新 白

河 駅 へ向 かう。大 きな荷 物 があるためにスタッフがホー

ムまで運び、他の乗客にも配慮し 2 つに分かれた新幹線

に乗車した。また、ホストファミリーの皆さんもホームまで

見送りに来て頂き、最後の別れを惜しんだ。5 日間を通

して、天候や団員の要望を取り入れることで急な予定変

更があったが、県南地域のスポーツ少年団や高校生、ホ

ストファミリーの皆 さんとの交 流活 動 、身 体 活 動 が十 分

に行 なうことができ、団員 の皆さんが楽しく過 ごせたこと

が何よりでした。また、ドイツ団のリーダーと通訳、団員と

のコミュニケーションが図 られていて、時 間 に遅れること

なく集合しスムーズにプログラムに入ることができた点が

素晴らしかった。

（同上）
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テーマディスカッション

鹿沼の清流大芦川で川遊び

日本花火体験

8 月 4 日（月） 栃木県（鹿沼市：古峯神社宿坊）

季節料理せせらぎで BBQ・ディスカッション

8 月 5 日（火） 同上

鹿 沼 組 子 体 験 ・ 彫 刻 屋 台 見 学 ／ 日 光 東 照 宮 ・ 輪 王 寺

見学

8 月 6 日（水） 栃木県（小山市：小山パレスホテル）

大 谷 地 区 散 策 ／ 大 谷 資 料 館 見 学 ／ 小 山 市 へ移 動 ／

小 山 パレスホテルでドイツ団 と合 流 ／ 教 育 長 表 敬 訪 問

／小山第一小学校で空手道交流

8 月 7 日（木） 同上

小 山 城 南 中 で剣 道 体 験 ／ 小 山 城 南 中 で書 道 体 験 ／

小山城南中で昼食会／栃木県立県南体育館で柔道の

合同稽古／ホテルで夕食／ドン・キホーテで買い物

剣道体験で市内の中学生と稽古を実践

柔道での試合終了後の記念撮影

中学生の指導のもと漢字で自分の名前を書く練習中

―関東Ⅰグループー

山梨県
南 アルプス市 ・ 中 央 市 ・

市 川 三 郷 町 ・ 身 延 町 ・

南 部 町 ・ 富 士 川 町 ・ 昭 和 町

栃木県
鹿 沼 市

栃木県
小 山 市
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8 月 ８日（金） 山梨県（南アルプス市：隨縁カントリ

ークラブ）

南アルプス市 へバスで移動 ／歓迎レセプション／スポー

ツ少年団との交流会

８月 ９日（土） 同上

身延柔道スポーツ少年団・身延中学校柔道部と

交流／入浴と昼食／身延山観光

８月 10 日（日） 同上

青 洲 高 校 部 活 動 体 験 （ なぎなた、合 唱 ） ／ 青 洲 高 校 生

とテーマディスカッション

８月１１日（月・祝） 同上

塩の華／つくたべかん／かじかの湯／フォレスト

モール／道の駅ふじかわ

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

お別れ会／レストランにて昼食／甲府駅お見送り／相

鉄グランドフレッサ東京ベイ有明へ移動

歓迎レセプション

スポ少交流（少林寺拳法）

スポ少交流（柔道）

青洲高校交流（なぎなた部）

ディスカッション

お別れ会
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８月 ４日 (月 ) 東 武 新 鹿 沼 駅でドイツ団 と合 流 し

た。日本の団員を受け入れた経験のあるドイツ団員が来

日していたため、再会を喜び合う様子が伺えた。季節料

理 せせらぎへ移 動 し、セレモニー、BBQ、ディスカッショ

ンを行った。団 員同士 は自動 翻 訳機能を活用し、コミュ

ニケーションをよくとれていた。ドイツと比べ、日本の高い

気 温 ・ 湿 度 のなかでも体 調を崩すことなく元 気に過 ごし

ていた。 （ 栃木県 鹿沼 市： 事 務局 池田 天海）

８月 ５日 (火 ) 屋 台 のまち中央 公 園 に移 動 し、鹿

沼組子体験を行った。日本団とドイツ団混合のグループ

を作り、協力して組み上げていた。彫刻屋台も興味深そ

うに見 学 していた。昼 食 は日 本 のハンバーガー（ モスバ

ーガー） を食 べていた。もう少 し食 事 は多 いほうが良 い

かもしれない。日 光 に移動 し、東 照 宮 ・ 輪 王 寺を見 学 し

た。日 光 の世 界 遺 産 を目 の当 たりにし、楽 しそうに過 ご

していた。 (同上 )

８月 ６日(水 ) 鹿沼との交流最終日、大谷地区を

見 学 。大 きな平 和 観 音 に驚 いていた。大 谷 資 料 館 も見

学 したが、事 前 の説 明 が不 十 分 だったため、ここはどう

いった場所なのかよくわからないまま見学することになっ

てしまった。外 気 との気 温 差 が大 きかったが、体 調 を崩

すことなく過ごすことができた。 (同上 )

ホテル到 着 後 は、通 訳 の方 に協 力 していただき、チェ

ックイン作 業 や今 後 の流 れを行 うことができた。教 育 長

への表敬訪問は事前にあいさつ文をお渡しさせていただ

いた為、スムーズに進 行した。空 手道 の体 験は、小 学生

を中心に参加者が集まり、演武を見たり実際に形を行っ

たり、子 供 たちとミニゲームなどを行 って汗 を流 した。前

日 まであまり体 を動 かしてこなかったドイツ団 は笑 顔 で

子供たちと交流 していた。活 動 中の通訳 に関して、武道

特有の専門 用語が多 数あるため大変な思いをかけてし

まった。歓 迎 パーティーでは、空手 道 交 流 会 に参 加 した

小学生とドイツ団で夕食を共にしたが、言葉の壁は小学

生には大きく、あまり交流できていないように感じた。

（栃木県小山市：事務局 新村文崇）

８月 ７日 (木 ) 朝食後、バスで小山城南中学校に

移 動 し剣 道 体 験 ・ 書 道 体 験 を剣 道 部 と一 緒 に行 った。

剣道体 験 では、普 段見 ることが出来 ない日 本剣 道形の

演 武 を部 員 と一 緒 に見 学 した。その後 、実 際 に日 本 剣

道形で使用した模造刀に触れ、写真撮影をしていた。空

手 道 や剣 道 の形 は日 本 独 特 のもので、ドイツ団 員 は緊

張して見学し日本武道の神髄 を見て大変感動していた

ようだ。そして中学生の部活動で行っている練習を中学

生 が指 導者 となりドイツ団 と交流 を深めた。続 く書道 体

験でも中学生が指導者となりドイツ団の名前を漢字にし

たものを練 習 し本 番 の短 冊 用 紙 に書 くまで試 行 錯 誤 し

ながらドイツ団 に教 えていた。途中 、教 員 や保 護 者 の助

けはあったが、不 慣 れな英 語 で果 敢 に交 流 をしていた。

昼 食 前には、日 本 の祭 りの出 店で見かける駄 菓 子の掴

み取りを全員で行い盛り上がりを見せた。つかんだ駄菓

子はドイツ団も食べていた。昼食では、すしを提供したが、

ドイツ団 は喜 んで食 べていた。心 残 りなのは、高 温 予 報

だったため、握りずしではなく、昔ながらの助六となってし

まった。午後は、日本柔道の稽古を体験してもらうべく、

小学生から全国で活躍する高校生まで総勢 100 名と

合同稽古を行 った。合 同稽古の最後には高 校生との団

体 戦 も急 遽 実 施し大 盛り上がりを見せた。合 同 稽古 終

了後には、小山市と下野市出身のオリンピックメダリスト

のサイン色 紙 をドイツ団 へサプライズプレゼントとして送

った。夕食後の買い物では、各々が店内を回り買い物を

楽しんでいた。 (同上 )

８月 ８日 (金 ) この日 は、第 2受 入 地 の山 梨 県 へ

ドイツ団を送り届けるだけのプログラムだったが、時間的

に高速道路が渋滞及び故障車、事故車による大渋滞に

巻 き込 まれてしまい予 定 時 間 を1時 間 以 上 超 えての到

着 になってしまった。立 ち寄 るサービスエリアでもドイツ

団には疲労が見えていた。 (同上 )

１ ５ ： ０ ０ より歓 迎 レセプションということで、打 合 せの

うえ準 備 、集 合 しておりましたが、直 前 になり、到 着 が１

５ ： ３ ０ になると報 告 を受 けましたが、結 果 到着 が１ ６ ： ３

０ 過ぎとなり、スケジュールが大幅に変更となりました。ド

イツの皆様 に水着 を持参 していただき、水泳スポーツ少

年 団 との交 流 会を予 定 しておりましたがプールに入 るこ

とができず申し訳なく思いました。しかし、歓迎レセプショ

ンの際 には、太 鼓 のお囃 子 で盛 り上 げていただき、集 ま

った少年団の子供たちとじゃんけん大会を行ない楽しい

時間が過ごせたのではないかと思います。引き続き少林

寺 拳 法 スポーツ少 年 団 との交 流 会 を行 いましたが、当

初 通 訳 の方 がお見 えにならず、ほとんど通 訳 のないまま

の交流会となってしまいましたが、無事終了することがで

きました。その後ドイツの方々と当協会管理施設内の和

室 にて、夕 食 を済 ませ宿 泊 先 の南 部 町 へと無 事 に送 り

出 すことができました。到 着 時 間 の連 絡 も含 め、頂 いた

情 報 も乏 しく、歓 迎 レセプションの際 にドイツ団 よりプレ

受入日記より（関東Ⅰ）
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ゼント交 換 があるなどドイツ側 の意 向 をいただいておら

ず、当日 お昼 ごろベジタリアンの方がいらっしゃるとお伺

いし、急遽夕食 の変更をするなど対応に苦慮いたしまし

た。また、我々の作成したスケジュールや次第も把握して

いただいていたか不 安 な部 分も多 々ありましたので、次

回の受け入れの際については、事前にもう少し細かな相

互の情報共有、提供をいただければよいかと思いました。

また、通訳の方につきましては、関係者の方とはお話をよ

くされておりましたが、我 々とドイツ団 の方々との通 訳を

していただけると助 かる場 面 が多 々ありましたのでご報

告いたします。 （山梨県南アルプス市：鶴田）

8 月 ９日 (土 ) ９ 時 から身 延 柔 道 スポーツ少 年

団・ 身延中学校 柔道部と柔 道 交流を行う予定だったが

宿泊施設からの出発が遅れ、9 時 30 分頃からスタート

した。スポーツ少年団とドイツ団との体格差がかなりある

ため、中 学 生 や指 導 者 との合 同 稽 古 がメインとなった。

また、ドイツ団は今回の柔道交流を通じて技術の向上を

目 的 としていたが栃 木 県 で行 った高 校 生 との交 流 で手

を抜かれてしまい、自身に足りない技術や弱みを見つけ

ることができなかったが乱 取 りや試 合 で指 導 していただ

いて良かったと言っていた。最後にスポーツ少年団とドイ

ツ団 でプレゼント交 換 を行い、記 念 写 真 を撮 影 した。柔

道交流終了後、「 ヘルシースパサンロードしもべの湯」 に

て入 浴 と昼 食 。低 温 の温 泉 があり、いつもより長 く入 っ

てしまったと言 っていた。昼食では土日メニューのすべて

に肉が入っていたため、ベジタリアンの対応が難しく、調

理段階である程 度の肉 は取り除いてもらうことができた

が食べられる量が少なくなってしまった。観光地までの移

動 中 にコンビニで購 入 してもらう対 応 となった。身 延 山

の観 光 は午 前 中 の疲 れや入 浴 後 、昼 食 後 だったという

こともあり眠 そうな様 子 。身 延 山 久 遠 寺 内 の案 内 を久

遠寺の担当者にお願いしたが宗教の用語などの通訳が

難しいと感じた。事前に通訳の方と打ち合わせする機会

を設 けてほしかった。案 内 終 了 後 は見 慣 れない建 物 や

景 色 だったため、各々写 真を撮 影 して楽 しんでいた。記

念 写 真 を撮 影 し、身 延 町 の銘 菓 「 みのぶまんじゅう」 を

お土産として渡した。次回以降の課題点： 5 日間全体の

日 程 がわかる担 当 者 が随 行 していないため、通 訳 の方

が日 程 を聞 かれてもわからず、ドイツ団 を不 安 にさせて

しまったこと。今 回 はグループでの受 け入れとなっており、

県 スポーツ協 会が全 体 の統括で市 町 村 がそのサポート

をする形 になると伺 っていたため、県 スポーツ協 会 担 当

者 が５ 日 間 随 行 することが望 ましい。体 格 差 があり、本

来 の趣 旨 であるスポーツ少年団 との柔 道交 流が難 しい

こと。通訳の方と事前打ち合わせを行いたかった。

（山梨県身延町：佐野元哉）

８月１０日(日) 午前 9 時 30 分：ドイツ団が到着

した。通訳とあいさつを交わし、早速、なぎなた部の活動

体験を行う武 道場 へ移 動 する。当日 、急 遽高 校の校長

先生の挨拶があったが、通訳は何も通訳せず、ドイツ団

は何を言っているかわからず……。通訳は流れが大事だ

からとあまり通 訳 しない。なぎなたの体 験 は実 技 中 心 に

行い、ドイツ団も楽しそうに思えた。10 時 40 分：続いて

合 唱 部 の体 験 。青 洲 高 校 生 が３ ０ 分 くらい合 唱 を披 露

してくれた。ドイツ団 も頑 張 って聞 こうとしていたが少 し

退屈なように思えた。やはり、部活動体験ではドイツ団に

なるべくやってもらう時間を増やすことが大事だと感じた。

その中 で通 訳も一緒 に座 っていたがドイツ団がまじめに

聞こうとしているのに、携 帯をいじったり、あくびをしたり、

失礼な態度であった。11 時 45 分：その後は昼食。近く

のスーパーに買い物にいき、スーパーのイートインスペー

スで食 事 。ドイツ団 の感 想 はわからないが、特 に問 題 は

なかった。13 時：午後はテーマディスカッション。通訳は

受 入 団 体 からもプレゼンがあると思 っていたが、県 スポ

協より特に用意しなくても大丈夫ということだったので用

意 しておらず、そこで行 き違 いがあった。テーマディスカ

ッション自体は 2 時間を用意したが、ドイツ団のみの発

表だったので 30～４ ０ 分程度 で終わり、その後 は自由

に会 話 をしてもらった。時 間 に思 ったより余裕 があり、ド

イツ団は最後 の方 は疲れていた。ただ、当 日 の進行がド

イツ団主体と聞いていたのでこちらもどこまで介入してよ

いか分からず、その辺が事 前 に決 まっていればやりやす

かった。またテーマディスカッションのみなら 1 時間もあれ

ば事足りたと思う。しかしながらテーマディスカッション後

の雑 談 が青 洲 高 校 生 にはとても有 益 な時 間 のように思

えた。15 時： バスが到着し帰宅。総じてドイツ団は想像

以上にしっかりしており、礼儀正しく、フレンドリーで受け

入れる側としても良かった。ただ通訳があまり機能してお

らず、意 思 疎 通がそこまで円 滑に取 れなかった。単 純 に

通訳自体の能力も低く、通訳をなるべくしないようにして

いたように思 えた。ただ、通 訳 も指 示 を受 けてあえて通

訳 していないようにしていたとしたら、もっと積極 的 に通

訳枢要な指示を出してほしい。県スポーツ協会から 2 名、

町から 2 名の対応であった。先方と事前になんの連絡も

取っていない町のみの対応であれば問題も起きていたよ

うに思い、県スポーツ協会から 2 名対応に参加いただき
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本 当 に良 かった。また、飲 み物 も多 めに用 意 していただ

きそこも本当に良かった。

（山梨県市川三郷町：渡邊大都）

８月１１日 (月・祝 ) ドイツ団が予定時間から３ ０ 分

ほど遅 れてきた。塩 の華 で初 めて顔 を合 わせたが、４ 日

目ということもあり疲れた表情をしていた。塩の華では舟

運の歴史について団長が積極的に学ぼうとしていた。子

供たちには難しかったかなと感じた。つくたべかんに移動

しみみ作 り体 験 をした。個 人 差 はあるが楽 しんでいたよ

うに感じた。うどんが好きということもあり、みみも完食し

ていた。その後かじかの湯に移動し、温泉に入ってもらっ

た。みみを食べている際に、ドラックストアに行きたいと要

望 があり連 れて行 った。最 後 に道 の駅 に寄 って富 士 川

町のプログラムは終了した。ドイツ団や通訳と話をしてい

くなかで、「 富士山・ 富士急ハイランドにいきたかった」や

「 プールにはいりたかった」 など多 くの要 望 や、前 日 にベ

ジタリアンの方 がいるといった連絡 など、あらかじめもっ

とドイツ団 側 との打 ち合 わせが必 要 だと感 じた。その点

を次回の課題となるといえる。（ 山 梨 県 富 士 川 町 ： 志 村 ）

８月１２日 (火 ) 予 定 では９ 時 ４ ５ 分 からお別 れ会

を開 始 する予 定 だったが、宿 泊 施 設 から富 士 山 が見 え

る施 設 へ移 動 してから、会 場である道 の駅とよとみに向

かったため到着が遅れ、１１時前から開始となる。中央市

生涯教育課長が挨拶に対して耳を傾け、通訳が翻訳す

ると反応を見せていた。ドイツ人団長からも挨拶があり、

団員からも挨拶があった。グループ A のスタッフから記

念品のプレゼントを渡すと、ドイツ団からも様々な記念品

をこちらへ渡 してくれた。お別 れの会 が終 了 すると隣 の

食堂で昼食を取った。事前にメニューを渡して置き注文

した、とんかつや野 菜 のかき揚 げ丼 の注 文 があった。食

事の際には皆コーラを注文して飲んでいた。甲府駅周辺

を少し見たいという話があったため、道の駅とよとみでの

買 い物 の時 間 は縮 小 しバスへ移 動 した。バスの中 では

団員たちで談笑している様子であった。甲府駅についた

後は時間があまりなかったため買い物は行わず、駅の中

で待 機 し時 間 が近 づくとホームへ入 場 して行 った。お別

れの会には県の担当者、各市町の担当者や来賓の方な

どが参 加 してくださり良 い会 であったと思 います。一 人

一 人がしっかりと話 を聴いており、ドイツ団からのプレゼ

ントもありドイツ団 の皆 さんの誠意 を感 じました。これか

らもスポ少の活動を頑張って欲しいです。

（山梨県中央市：深沢）
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歓迎レセプション

弓道体験

川越散策

８月 ４日（月） 埼玉県（埼玉県本部：ホームスティ）

上 尾 駅 よりスポーツ総 合 センターにてドイツ団 と合 流 ／

日 本 団 スタッフによる歓 迎 レセプション／ 埼 玉 県 スポー

ツ協 会 代 表 理 事 副 会 長 表 敬 訪 問 ／ ホストファミリーと

の対 面 式 ／ スポーツ総 合 センター食 堂 にてwelcome

パーティー／ホストファミリー宅へ

８月 ５日（火） 同上

所沢北高等学校にて（弓道部の生徒さんとの） スポーツ

体験／川越で着付け体験を行いホストファミリーと川越

散策／ホストファミリー宅へ

８月 ６日（水） 同上

ホストファミリーとのファミリーDAY

８月 ７日（木） 同上

岩 槻 市 森 田 にて木 目 込 み人 形 の文 化 体 験 ／ 開 智 高

校・岩槻高校の生徒さんとスポーツ活動（ボッチャ）／引

き続 き開 智 高 校 ・ 岩 槻 高 校 の生 徒 さんとディスカッショ

ン／さいたま市（ Café lounge 大宮） にてさよならパ

ーティー／ホストファミリー宅へ

ファミリーDAY

ディスカッション

―関東Ⅱグループー

茨城県
水 戸 市

埼玉県
上 尾 市
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８月 ８日（金） 茨城県（茨城県：ホテルレイクビュー

水戸）

スポーツ総 合 センター集 合 ／ ホテルレイクビュー水 戸 へ

移動／茨城県スポーツ協会専務理事表敬訪問／茨城

県近代美術館鑑賞／茨城県近代美術館内レストランに

てWelcomeパーティー

８月 ９日(土) 茨城県（茨城県：ホームステイ）

常 磐 大 学 にてスポーツ交 流 （ 卓 球 ・ 剣 道 ） ／ 常 磐 大 学

生とイオンモール散策／ホストファミリーと合流

８月10日（日） 同上

ホストファミリーデー

8月11日（月・祝） 同上

水戸桜ノ牧高校にてテーマディスカッション／文化体験

（ 書道・ 茶道） ／蔭山利兵衛商 店にて水府提灯体験／

さよならパーティー

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

水戸駅散策／相鉄グランドフレッサ東京ベイ有明へ移動

Welcomeパーティー

スポーツ交流（剣道）

スポーツ交流（卓球）

テーマディスカッション

提灯作り

文化体験
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８月 ４日（月） 東京から埼 玉 県への移動 は電 車で

あったが予定よりとても早く上尾駅に到着し、急遽ドイツ

団 は自 由 行 動 とし、その中 で昼食 を取 っていただいた。

暑 さもあり、施 設 へ到 着 時 は疲 れた様 子 が少 し見 受 け

られたが余 裕 を持 ったスケジュールであった為 、予 定 ど

おり歓 迎 レセプションを行 った。ドイツ団 、日 本 団 のスタ

ッフともにこの事 業 に対 してとても楽 しみにしているとい

うことが挨 拶 で通 訳 を返 してですが、伝 わったのではな

いでしょうか。また、その後 表 敬訪 問 を行い写 真 撮影 や

相 撲 場 などの日 本 ならではの施 設 の見 学 を行 った。屋

内施設で全て回ることができたので天気にも左右されず

良 かったのではないかと感 じた。ホストファミリーとの対

面式ではドイツ団もとても楽しみにしていた様でホストフ

ァ ミ リ ー が 見 え ると 飛 び 跳 ねて い る 様 子 も みら れた 。

Welcomeパーティーでは、ホストファミリーがドイツ団の

名前が描かれている旗を振って待っていた。各家庭に分

かれてそれぞれ交流 を深めた。また、食 事 はその後 各 ご

家庭でも食べることができるように軽食程度で準備を行

った。当日ドイツ団に誕生日の方がいらっしゃったのでみ

なさんでお祝いを行 った。次 の日 の確 認 を全体 でし、各

ホストファミリー宅へ帰宅した。 （埼玉県：米谷紗り翔）

８月 ５日（火） 各 自 ホストファミリー宅 からの送 迎

でスポーツ総 合 センターへ集 合 し、スタッフの運 転 で所

沢 北 高 等 学 校 の弓 道 部 による弓 道 体 験 を行 った。ドイ

ツ団も生徒さんと英語を使ってそれぞれが対話をしてい

て、弓 道 について質 問 をしたり、日 常 的 な会 話 も聞 こえ

てきました。とても暑かったこともあり、５０ ０㎖のペットボ

トルのミネラルウォーターと緑 茶 を冷 やし１ 人 ２ 本 ずつぐ

らいを用意していた。その後、蕎麦屋にて昼食をとった。

アレルギー対 応やそばが苦 手 な方 もいるかもしれないと

のことで、天 丼 も合 わせて用 意 を行 った。午 後 は、川 越

へ車にて移動 し、浴衣の着付 け体験を行い川 越市内を

ホストファミリーと一緒に自由 行 動を行った。とても暑か

ったので早 めに脱 ぎたい方 にも対 応 した。ドイツ団 の方

はとてもうれしそうであったので体験して良かったのでは

と思 います。その後 は、そのままホストファミリー宅 へ帰

宅した。 （同上）

８月 ６日（水） 各ご家庭でホストファミリーと１日過

ごした。※平日 であったので事 前にホストファミリーが一

緒に過ごせない場合のプログラムも考えておいた。

(同上 )

８月 ７日（木） 各 自 ホストファミリー宅 からの送 迎

でスポーツ総合センターへ集合し、スタッフの運転でさい

たま市岩 槻区 にて文化 体験 として木目 込み体験 を行っ

た。天候が悪く、少し予定時刻より早く着いてしまったこ

ともあり先 に人 形博 物館 へ行き見 学 を行 った。その後 、

体験会場へ行き木目込み体験を行った。細かい作業で

はあったが、お店 の方 と通 訳 の方 を通 じて全 員 が自 分

自 身 の作 品 を完 成 することができた。昼 食 をアレルギー

対応もしてくださる中華やさんで取り、スポーツ総合セン

ターへ戻 り、開 智 高 等 学 校 ・ 岩 槻 高 等 学 校 の生 徒 さん

たちとボッチャのスポーツ体験、ディスカッションを行った。

そこからスタッフの運転で大宮のカフェを貸し切りでさよ

ならパーティーを行った。参加者は本部長を始め埼玉県

の正 副本 部長 ・ ホストファミリーにご参加いただきドイツ

団 の発 表 やスライドショーなどでその場 を皆 さんで楽 し

んだ。食 事 は、バイキング形 式 で行 った。その後 、それぞ

れホストファミリーと帰宅した。 （同上）

８月 ８日(金 ) 他の日よりは少しゆっくりの集合で、

スポーツ総 合 センターにホストファミリーと一 緒 にきてい

ただきホストファミリーとの集合写真やお別れの挨拶など

をし、ドイツ団は次の茨城県へ行く為こちらで用意をした

マイクロバスに乗り、茨城県水 戸市の会場まで向かった。

途 中 のサービスエリアにて昼 食 ・ 休 憩 をとりながら水 戸

市までお送りした。 （同上）

埼玉県からバスを利用し移動してきたドイツ団 9 名と

ホテルレイクビュー水戸にて合流する。時差ボケはないが、

地方プログラム後半ということもあり、若干疲れている様

子が窺えた。疲労も考慮し、表敬訪問の時間を遅くし、1

時 間 ほどホテルの各 部 屋 で休 憩 の時 間 を取 れるようス

ケジュールを組 んでいた為 、問 題 なく進 めることが出 来

た。15 時よりホテルにて表敬訪問を行った。表敬訪問の

際には事業概要説明及び茨城県とドイツ団双方の挨拶、

写 真 撮 影 を行 った。通 訳 を通 さずに自 己 紹 介 している

団員もいたことで、これからの事業を楽しみにしている様

子が伝わってきた。表敬訪問後は茨城県近代美術館へ

移動し、美術館見学を行った。時間に余裕があったため、

徒 歩 で移 動を検 討 していたが、大 雨 の影 響もあり、タク

シーで移 動 を行 った。美 術 館 では自 分 のペースで作 品

を見 ている団 員が多かったが、早 めに見 終わってしまい

休 憩 スペースで談 笑 している時 間 も多 かった。美 術 館

見 学 後 は 美 術 館 に 併 設 さ れ て い る レ ス ト ラ ン に て

Welcome パーティーを行った。明日からお世話になる

ホストファミリーのご家 庭 をゲストとして招 いた。事 前 に

受入日記より（関東Ⅱ）
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ベジタリアンが 2 人いることが分かっていたため、レスト

ランと打ち合わせを行い、ベジタリアン用のメニューを準

備 した。通 訳 が一 人 しかおらず、心 配 していたが、英 語

が話 せる家 庭 も多 かったため楽 しんでおり安 心 した。し

かし、団 員 の１ 人 がホストファミリーを変 更 してほしいと

泣き出してしまう事があった。こちらが想定していた事前

情報と違う情報共有が成されていたことや、事前のホス

トファミリーの情 報と齟 齬があった等 様 々な要 因から起

こってしまったが、別 のホストファミリーの方 が２ 人 受 入

可 能 とのことであり、その場 で受 入 先 の変 更 を行 うこと

が出来た。アクシデントが発生しても柔軟に対応すること

が出 来 たが、このような事 態 になることのないようホスト

ファミリーを選定する必要性を改めて感じた。Welcome

パーティー終了後、ホテルへ戻り解散。

（茨城県：藤沼優人）

８月 ９日 (土 ) ホテルにて朝食後、スーツケース等

大 きな荷 物 を置 くためにスポーツ協 会 事 務 局 へ移 動 。

移動はバンを使用。荷物を置いた後、スポーツ交流を行

うために常 磐 大 学 へ移 動 。スポーツ交 流 は２ 時 間 制 で

行い、最初 の１ 時間で卓球 、その後剣 道を行 った。水分

は水１本、スポーツドリンク 1 本を準備。若干疲れた表情

をしていたものの同世代とスポーツ交流を行ったことで、

終始 和やかな雰囲 気でプロラムを終 えることが出 来た。

シャワーに関 しては、個 数 が少ないため全 員 浴びると時

間がかかってしまう事から、制 汗シートを１ 人１ 個配 布し、

使 ってもらった。昼 食 はスポーツ交 流 を行 った学 生 と一

緒 に事 務 局 が用 意 した弁 当 を食 べた。好 き嫌 いが多い

のか食 材 を残 している団 員 が多 かった。午 後 は常 磐 大

学 生 とグループを組 みイオンモール散 策 を行 った。移 動

はバンを２台使用。移動と各種プログラムを行ったことか

ら疲 労 等 を考 慮 し、長 めに自 由 時 間 取 り、各 団 員 自 由

な時間 を取 ってもらった。各 団 員ペアになった常 磐大生

と積 極 的 にコミュニケーションを取 り、楽 しそうに時 間 を

過 ごしていた印 象 を受 けた。イオンモール散 策 終 了 後 、

事務局へ移動 。ホストファミリーと合流し、それぞれの家

庭 へ移 動 した。翌 日 がホストファミリーデーということも

あり、若干緊張している団員も見受けられた。 （同上）

８月１０日 (日 ) ホストファミリーデー。特 段トラブル

はなかった。先 に埼 玉 県 にてホストファミリーデーを行 っ

ていたため、内容が同じになってしまうことのないよう、埼

玉 県 で行 った先 を確 認 し、ホストファミリーに共 有 した。

当日は県内で開催した花火大会に行った世帯が多かっ

た。 （同上）

８月１１日 (月・祝 ) 各 自 ホストファミリー宅 からの

送迎により、水戸桜ノ牧高校へ集合。高校生とテーマデ

ィスカッション及び文化体験を実施した。テーマディスカ

ッションに関しては、４ 人１ 組に分かれてディスカッション

を行 った。ドイツ団 がプレゼンテーションを行 い、その内

容 について話 し合 うという流 れだったが、高 校 側 にはプ

レゼン等 の準 備 してもらっていなかったため、事 務 局 側

がドイツ団との情報共有をもっと綿密に行うと共に、どの

ような内容 でディスカッションを行 うかテーマを絞 ってい

なければ、テーマの範 囲が大きいこともあり、あらかじめ

準 備 している団 員 と同 等 の熱量 でディスカッションを行

うことは難しいのではないかと感じた。ディスカッション終

了後 、文化 体験 （ 茶道 ・ 書道 ） を行った。時間 の都 合上、

どちらか片 方 の体 験 のみ行 うことになっていたが、埼 玉

県のホストファミリーデーにて茶道を行った団員がいたこ

とでスムーズにグループ分 けを行 えた。書 道 体 験 につい

ては、書道部の部員に協力していただき、自分で書いた

文字を使用して扇子を作成した。茶道体験に関しては、

茶 道 部 の部 員 に協 力 していただき、一 連 の流 れを実 演

した後 、実 施 に自 分 でお茶 を点 てる体 験 を行 った。どち

らの体験も、日本ならではの体験であり、同世代の学生

と交流 しながら行 えたことで楽 しそうに体 験をしていた。

文 化 体 験 終 了 後 、一 緒 に活 動 してもらった水 戸 桜 ノ牧

高校の生徒と一緒に昼食。２ 日目と同じく弁当であった

が、こちらに関しても多少残している印象を受けた。昼食

の際にアイスやお菓子を差し入 れしたところ、とても喜ん

でいた。昼 食 後 、レンタカーを使用 し、蔭 山 利 兵 衛 商 店

にて水 府提灯 作り体 験を行った。水府 提灯 の歴 史や提

灯 に書 かれた「 魁 」 の意 味 について興 味 を持 っていた。

提 灯 を作 成 する中 で、色 の塗 り方 や配 色 で自 分 オリジ

ナルの提 灯 が作 れたことにとても喜 んでいた。提 灯 作 り

体 験 終 了 後 、レンタカーにてさよならパーティー会 場 へ

移 動 。ホストファミリーや今 回 の事 業 の中 で参 加 いただ

いた、高校 生、大学 生を招待 し、BBQ を行 った。ドイツ

団がパフォーマンスを用意 しており、とても盛 り上がった。

さよならパーティー終 了 後 、各 ホストファミリーと一 緒 に

帰 宅 。全 日 程 の中 で一 番 プログラムが多 い日 程 であっ

たが、トラブルなく終了することが出来た。 （同上）

８月１２日(火) 最終日はホストファミリーの送迎によ

り、レイクビュー水 戸 へ集 合 。個々でお別 れのホストファ

ミリーも多く、寂しそうな表情の団員も見受けられた。荷
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物をホテルへ置いた後、駅周辺を自由行動とした。団員

だけでの自 由 行 動 の時 間 は初 めてであり、見 回 りの際

に見かけたときにはとても楽しそうに行動をしていた。団

行動の際に昼食を取ってもらうよう事前に説明していた

ため、昼食後ホテルへ集合し、電車にて東京都へ向かっ

た。最後の見送りの際には、見送りを希望したホストファ

ミリーにも参加していただいた。別れを惜しんでいる団員

や連絡先を交換したと話している団員が多く、短い時間

ではあったが、有 意 義 な交 流 の時 間 になったことを改 め

て感 じた。東 京 に到 着 後 、団 員 の１ 人 がパスポートを紛

失 したとの連 絡があった。最後にお世 話 になった方 に渡

したプレゼントの中に誤って入れてしまったとのこと。幸い

すぐ見 つかり、対 応 することが出 来 た。出 発 前 日 に慌 て

て準 備をしてしまったことが原因と考えられるが、万が一

のことを考 えてこちらでもアナウンスや注 意 喚 起 を行 う

必要がある。５ 日間を通し、様々なトラブルも起きたが誰

もケガすることなく、最 終的 に楽しかったと行 って帰 って

もらえたことが安心した。また、受入をする際に協力いた

だいたホストファミリーの方 々からも感 謝 の言 葉 と共 に

子 どもが少 年団 に興 味を持 ったと言 っていただけたこと

で、貴 重 な体験 を提供 できたのではないかと思う。今 回

初 めて県 事 務 局で受 入を行 ったが、市 町 村 で行う際 の

様々な課題を把握でき、事務局としても有意義な事業と

なった。 (同上 )
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―北信越グループー

対面式

霧ヶ峰ハイキング

ディスカッション

8月 4日（月） 長野県（岡谷市：ホームステイ）

Ｊ Ｒ岡谷駅で合流／岡谷市役所で受入式／ドイツ団長、

通訳、スタッフ食事会

8月 5日（火） 長野県（同上）

霧ヶ峰散策／諏訪大社下社秋宮参拝／温泉入浴／岡

谷高校生とディスカッション

8月 6日（水） 長野県（岡谷市：ホテルクラウンヒル

ズ）

松本城見学／松本市内自由観光／剣道・ 弓道体験／

歓迎夕食会

8月 7日（木） 長野県（同上）

岡 谷 蚕 糸 博 物 館見 学 ・ クラフト製 作 ／ セイコーエプソン

見学／オルゴール博物館見学・オルゴール製作／ショッ

ピングモールで自由行動

松本城見学

弓道体験

新潟県
燕 市

長野県
岡 谷 市
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8月 8日（金） 新潟県（燕市：トライアングル）

見 送り会 ／ 新 潟県 へバスで移動 ／ 宮町まちトープで歓

迎レセプション／ウェルカムイベント（ 小さな夏祭り） ／ ウ

ェルカムパーティー

8月 9日（土） 新潟県（燕市：ホームステイ）

藤 次 郎 ナイフファクトリー見 学 ／ フルーツナイフ製 作 ／

釜めし松月 で昼 食／燕 市体育 センターで日本 のスポー

ツ（ 少 林 寺 拳 法 ） 体 験 ／ 燕 市 中 央 公 民 館 で中 等 教 育

校生徒とディスカッション／ホームステイ

8月10日（日） 同上

ビジョンよしだでサップ体験／バーチャルエアロ＆ヨガ体

験／ホームステイ

8月11日（月・祝） 新潟県（燕市：トライアングル）

MGNETでスプーン製 作 体 験／ 酒 麺 亭 潤 （ ご当 地 ラー

メン） で昼 食 ／ 燕 市 産 業 資 料 館 でタンブラー製 作 ／ 県

央イオンでショッピング／トライアングルでさよならパーテ

ィー

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

福嚴寺で座禅体験 ／燕市 中央 公民館で金箔貼り＆キ

ーホルダー製 作 ／ 燕 三 条 駅 でお見 送 り／ 相 鉄 グランド

フレッサ東京ベイ有明へ移動

歓迎レセプション

ウェルカムイベント

少林寺拳法体験

バーチャルヨガ体験

さよならパーティー

燕三条駅見送り
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８月 ４日 (月 ) 午 後 東 京 から移 動 してきたドイツ

団を岡谷駅で出迎えた。相当量の荷物があるとのことで、

荷物運搬用車両を用意したので、ドイツメンバーに窮屈

な思いをさせずに受入式会場である岡谷市役所まで移

動 できた点 は良 かった。市 役 所 では、正 面 玄 関 で市 職

員の出 迎えが約 100人あり、ドイツメンバーは若干 緊張

気味で市庁舎に入り、9階ロビーの食事会場に移動して

食事と休憩を1時間程度とったのち、岡谷市教育長、岡

谷市スポーツ協会長出席で受入式に臨み、終了後は市

職 員 と市 庁 舎 内 の見 学 を行 った。彼 らの目 には日 本 の

役 所 の雰 囲 気 をどう感 じたのか知 りたいところであった

が聞けずじまいで残 念である。夕 方 にホストファミリーと

の対面式を開催した。こちらの雰囲気に慣れたのかホス

トファミリーとはにこやかに対面でき各家庭へと向かった。

今 回 の交 流 は、団 長 と通 訳 は初 日 からホテルでの滞 在

をお願いして、スポーツ少年団 役員、岡谷市スポーツ振

興課職員 (今回の各イベント帯同者 )との食事会を開催

した。4日間の日程等の打合せを交えながら親睦を深め

ることができ、これが後々の行動に効果として表れ、スム

ーズな運営と良好なコミュニケーションに繋がったのでは

ないかと思う。 （長野県岡谷市：宇治 浩）

８月 ５日 (火 ) ホストファミリーに送 られて指 定 場

所 に集 合 し、バスに乗 って霧 ヶ峰 高 原 に移 動 。ドイツの

子 同 士 、日 本 の子 同 士 でかたまることなく、ホストファミ

リーの子 供 たちと一 緒 に霧 ヶ峰高 原 をハイキングしてい

たことから、前夜のステイ先で仲 良く過ごせたことがうか

がえた。ハイキング等で汗をかいたので、ディスカッション

の前 に温 泉 に入 って汗 を流 してもらった。ステイ先 で日

本の入浴スタイルを聞いていたのか、湯船に入る前に体

を洗 っていたので、付 添者 としては他 のお客 様 の手 前 、

一安心であった。諏訪大社参拝は日本の神社を初めて

見てどう感じたのかは不明 である。のちの歓迎会で感想

を言 ってもらったときには諏 訪大 社 の感想 がなかったの

で、あまり印象 には残 っていなかったかもしれないが、日

本の文化歴史には触れて貰えたと思う。ディスカッション

では、大 人 は自 己 紹 介 と双 方 のプレゼンテーションまで

で、意 見 交 換 時 は退 室 していたため内 容 はわからない

が、後 で通 訳 の岩 間さんや岡 谷の子 供 に様 子を聞いた

ところ、活 発 な意 見 交 換 ができたとのこと。その意 見 交

換はかなり盛り上がっていたようで予定時間をオーバー

しそうで、運営側としてはハラハラドキドキであったが、最

終的にはほぼ予定していた時間にはステイ先に送り出せ

たので良かった。 （同上）

８月 ６日 (水 ) 午前は、松本城見学と松本市内散

策の為、バスで松本まで移動。松本城では英語ボランテ

ィアガイドをお願いして説明をしてもらったので、興味深

く説 明を聞いていた。天守 閣 の見 学 は人 気 のスポットと

いうこともあり、他 のお客 様 が大 勢 いたため、集 団 が分

散 してしまい、それぞれの様 子 がわからないが、歴 史 に

興味がある子供たちは展示物をじっくり見ていたので天

守閣見学を入れてよかった。松本市内散策は、ツアーの

様に全員で歩くもの彼らは望んでいないと思い、自由行

動 にした。結 果 的 には、仲 良 くなった日 本 の子 供 たちと

一緒に行動ができて、無事に集合 場所に戻ってきてくれ

た。午後は、日本の武道である剣道と弓道体験をさせて

もらい、各 競 技 で胴 着 、袴 を着 ての体 験 で、ドイツ団 員

たちは初 めての袴 着 用 で興 味 津 々の様 子 だった。剣 道

は竹刀を振る動作、大きな声を出すことに多少戸惑って

いた感 じがあったが、紙 風 船 をたたき割 るゲームでは、

思い切り竹刀を振っていたので楽しんでもらえたと思う。

弓 道 は、実 際 に的 に向 って矢 を放 させてもらい、楽 しか

ったようで何 本 も放 って、的 に当 たればみんなで盛 り上

がっていた。地元高校の弓道部員にもお手伝いしてもら

い、短 時 間 ながら多 くの子 供 たちと交 流 できたことも良

かったし、地 元 高 校 生 にも良 い刺 激 になったと思 う。夜

の歓迎会で感想を述べてもらったときには、数人が弓道

が楽 しかったと言 っていた。夕方 は、岡 谷 市 長 が出 席 し

た岡谷 市スポーツ協 会主 催の歓 迎 会を開催 した。最 初

は挨拶や自己紹介の場面ではお互いに緊張していたが、

折 り紙 で兜 作 りを行 い、市 長 も折 り方 をドイツメンバー

に教えるなどして親交を深めることができた。 （同上）

８月 ７日 (木 ) ものつくりが盛 んな諏 訪 地 域 を知

ってもらうためのツアーとして、最 初 に岡 谷 市 蚕 糸 博 物

館を見学して、繭玉を使ったクラフト作りを体験した。次

に、グローバル企 業 のセイコーエプソンの創 業 から今 に

至る「 歴史 館」 、歴 代の製 品が展示してある「 ものつくり

ミュージアム」 の見 学をした。この両 施設 の見学 では、も

のつくりに興 味がある子 は積極的 に質 問 をしていたが、

あまり興 味 がなさそうな子 供 にとっては、若 干 退 屈 そう

であった。それを含めても諏訪地域の産業に触れてもら

ったことは良かったと思う。最 後 はニデックオルゴール博

物 館 でオルゴールを作 って貰 い、それをドイツ団 員 のお

土産とした。前日の歓迎会の時に、岡谷市長が映画『ゴ

ジラ-1.0』の撮影現場が岡谷にあること、8 月 15 日に

「 岡 谷 太 鼓 まつり」 があることを紹 介 したところ、彼 らが

興 味 を持 ったので、急 遽 、市 長 の計 らいで、撮 影 現 場

受入日記より（北信越）
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(岡谷市旧市 役所庁 舎 )を見学 させてもらうことになり、

特別に館内に入らせて貰った。ふつうは我々岡谷市民も

入 れない所 なので、大 変 貴 重 な機 会 となった。また、市

役 所 ロビーに設 置 してある直径 2ｍ の平胴 大 太 鼓 で、

市長が太 鼓まつりで演奏 する曲 を披露 した。その後 は、

近くにあるショッピングモールで自由行動 にしたが、それ

ぞれが買 い物と食 事 を楽 しんだようで、最 後 の夜 という

名 残 惜 しさからか子 供 たちから要 望 があり、１ 時 間 ほど

交流時間を延長した。 （同上）

８月 ８日 (金 ) 朝8時から見 送り式 を短 時間 で済

ませて燕市へ出発する予定だったが、ホームステイファミ

リーの方が大勢見送り会に来てくれ、最後の最後まで別

れを惜しんでいた。バスの中では、やはり4日間の疲れが

でたようで、しっかり休んでいる子が大半 だったが、無事

に次 の受 入 先 の燕 市 スポーツ少 年 団 に引 き継 ぐことが

できた。 （同上）

１ ３ 時 ３ ０ 分 到 着 予 定 で、歓 迎 レセプション会 場 で準

備 を整 え待 機 していたところ前半 受 入 れの岡 谷 市 の担

当 者 からバスの故 障 で到 着が少 々遅 くなると連 絡 が入

り一 気に慌ただしくなったが無事 復 旧したと連絡が入り、

ほっとした。予定では先にチェックインし、少し休憩をとる

ところ、一気に歓迎レセプション～ウェルカムイベント～ウ

ェルカムパーティーと怒涛のように流れていった。時間に

余 裕 がなく、詰め込 み過 ぎた初日 だったが、書道 体 験 、

手 作 りトートバック製 作 、スイカ割 り、全 て楽 しく参 加 し

ていた印 象 だった。ウェルカムパーティーでは、ステイ家

族ごとに座ってもらい、ゲームからの食事の流れで、打ち

解 けるのに時間がかかると思いきや皆さん英 語でコミュ

ニケーションをとりながら楽 しそうに会 話 をしていた。当

日 誕 生 日 を迎 えたドイツ団 団 員 に、サプライズでバース

デーケーキを用 意 し、会 場 のみんなでバースデーソング

を歌ってお祝いをした。とても驚き涙ぐんで喜んでもらえ

たので、準備して本当によかった。

（新潟県燕市：星野美砂）

８月 ９日 (土 ) ９ 時 に集 合 し、藤 次 郎 ナイフギャラ

リーへ。お盆期間中ではあったが、ドイツに支社があった

り、社 長 の娘 さんがドイツに嫁 がれたりとドイツにとても

縁があることから工場とナイフ製作体験を引き受けて頂

いた。ナイフ製 作 ではコツがいりそうなところも皆さん器

用にこなしていて「日本人より上手！」 と褒められていた。

ギャラリーでは何名 か家 族 にナイフのお土 産 を買 ってい

て、名 入 れのサービスも受 けていた。その後 釜 めしで有

名 な老 舗 のお店 へ。釜 で出 てくる釜 めしを美 味 しくいた

だき（ ソースをかけて味 変 していた団 員 もちらほら） 、燕

市体育センターへ。日本のスポーツ体験という事で燕少

林 寺 拳 法 スポーツ少 年 団 の指 導 者 と団 員 の演 武 を見

せてもらった後、交流しながら指導を受けた。姿勢から、

蹴 り、突 きなどの基 本 動 作 を教 えてもらい、それぞれ言

葉 は通じなくても動きや表 情でペアを組み楽しく動いて

いた。サッカーをやっている団員はとても動きが良 く、終

了後地元新聞の取材を受けていた。ひとしきり汗をかい

た後、燕市中央公民館へ移動し、燕中等教育校の生徒

たちとディスカッションをした。燕 中 等 教 育 校 は国 際 交

流 や英 語 学 習 に力 を入 れている学 校 ではあるが、今 回

のテーマが非 常 に難 しかったようで、資 料 作 成 に思 った

以上に時間がかかったと聞いた。ディスカッションの場で

は、日 本 チームは日 本 人 同 士 で固 まりがちの日 本 人 特

有の習性が目についたが、ドイツチームは最初から積極

的 で、堂 々とした姿 勢 に違いがみられた。ディスカッショ

ン終 了後 はホストファミリーに迎えに来 ていただき、それ

ぞれの家庭で一泊目を過ごした。 （ 同 上 ）

８月１０日 (日 ) ホストファミリーからビジョンよしだ

にそれぞれ送 っていただき、プールでサップ体 験をした。

ドイツではパドルスポーツが盛んという事で、サップ体験

者 が半 数 もいた事 に驚 いた。指導 者 の新 潟 県 カヌー協

会理事 長から、ドイツに遠征 経 験があると挨拶がありそ

こから一気に和気あいあいとサップ体験、女子チーム男

子 チームに分かれたリレー勝 負などで大いに盛り上がっ

た。小さな勝負 事にも絶対 負 けたくない！ という気 迫が

伝わってきて遊びでも手を抜かない姿勢 に感 心した。そ

の後 バーチャルエアロ、バーチャルヨガを体 験 し、この日

もスポーツでいい汗を流した。フリータイムでは男子はプ

ールで遊 び、女 子 はおしゃべりを楽 しんでいた。昼 食 後

ホストファミリーに迎えにきてもらいそれぞれ交流日を楽

しんだ。感 想 文 や写 真 からもどの家 庭 も素 敵 な交 流 が

行われたことがうかがえた。 （ 同 上 ）

８月１１日(月・祝 ) 各家庭でゆっくり目の朝を過ご

してもらい、9 時 50 分に MGNET に集合。一旦そこで

ステイファミリーとはお別 れになるのでそれぞれ「 駅 まで

見 送 りにいくね！ 」 とハグしたり握 手 をしたり、お別 れの

挨拶を交わしていた。MGNET では一 見平面 にしか見

えないステンレスのブロックから文 字 が浮 き出 てくる「 マ

ジックメタル」 を実 際 に触 ってもらったら一 同 驚きのリア

クション。燕三条の金属加工の技術のレベルの高さを伝
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えられて良かった。その後オリジナルスプーンの製作に入

った。用 途 や誰 が使 うのか？ ラフ画 を描 いてもらい、初

日 のトートバッグデザインの時 にも思 ったがモノづくりに

関 してこだわりがすごくじっくり考 えて納 得 いくまでこだ

わりぬく団 員 が何 名 かいる事 に感 心 した。スプーンも然

りで、日本 人には思いつかない実用的 というよりも観賞

用 ？ のような個 性 的 なスプーンが出 来 上 がっていた。

MGNET のスタッフもすごく面 白い！と褒めていた。そ

の後 、ドイツのフランクフルトにも出 店 している「 酒 麺 亭

潤 （ ラーメン潤） 」 で昼 食をとった。全 国 的にも有 名 な新

潟県燕三条の「背油ラーメン」 を食べてもらった。浮いて

いる油や大 量 のいわのり、玉 ねぎを見て「 これは何 ！ ？」

と実 に興 味 深 そう（ 不 審 そう？ ） だったがほぼ完 食 して

いた。その後 は燕 市 産 業 資 料 館 で銅 製 のタンブラー製

作 をした。金 槌 で叩 き模 様 を入 れていくのだが、飼 って

いる犬の肉球を模したもの、カタカナで自分の名前を打

ったもの、シンプルに規 則的な模 様をいれたもの、ここで

また個 性 が爆 発 しそれぞれのオリジナルタンブラーが出

来 上 がっていた。その後 館内 で燕 市 の産 業 の歴 史を見

学し、イオンへ移動。イオンでは 1 時間半しかなかったが、

それぞれお土 産 やコスメを買 ったり、ソフトクリームを食

べたりフリータイムを楽 しんだ。その後 宿 泊 先 のトライア

ングルに戻り、地 元 老舗 料亭 のケータリング和食 をみん

なで食しながらさよならパーティーをした。和食のラインナ

ップも、地 元 食 材 をふんだんに使 い、さらには見 た目 も

美しく SNS で映えるだろうというところまでこだわってい

ただき、カラフルな手毬 寿司や金箔の乗った抹 茶のデザ

ートにみんな大喜びでスマホを向けていた。団員の 1 人

は将来料理人になりたい、という夢がありオーナーシェフ

と連絡先を交 換していて、修行 にきます！と二人 で盛り

上 がっていて、ここでも交 流 の場 が生 まれとても良 かっ

た。終盤で当団スタッフの思い付きで 1～4 日目の写真

や動画を編集し会場のスクリーンに投影したところ、盛り

上 がりがマックスに達 し、その後 のプレゼント交 換 タイム

ではドイツ団 よりとてもありがたい感 謝 の言 葉 をもらい

感動で涙ぐむスタッフもいた。 （同上）

８月１２日(火) いよいよ最終日。朝 9 時に宿泊先

に迎えにあがると、ほとんどが準備が整っていて、最後に

宿泊先のオーナーに色紙とプレゼントを手渡し記念撮影

をした。オーナーは世 界 一 周 経 験 のある方 で今 回 の受

入れ事業に大いに協力をいただき、ドイツ団に業務以上

に気にかけてくれ、とても仲良くなったので最後はお互い

に別 れがたかったようだった。朝 から土 砂 降 りの中 、曹

洞 宗 のお寺 「 福巖 寺 」 に移 動 し、お寺 を見 学 し、座 禅 体

験 をした。住職 さんからお寺 の歴 史 、座 禅 についてお話

をいただき荘厳な空気の中恐らく皆さん初めてであろう

座禅にチャレンジした。質疑のコーナーでも皆さん疑問を

沢山投げかけてくれて、住職さんの回答に納得した表情

で頷いていた。時間が若干押していて少し焦りを感じつ

つ、その後燕市中央公民館に移動し、金箔貼りキーホル

ダー製作をした。1ｍｍの 1 万分の 1 の厚さしかない金

箔をピンセットで貼る作業がなかなか難しく、講師に貼り

なおしてもらっている団 員 もいた。この辺 で新 幹 線 の出

発 時 刻 に間 に合 うのかハラハラしてきた。最 後 に同 時 に

お弁 当 を食 べる予 定 が終 わった人 から食 べ始めるに変

えて、なんとか時間通りに終えることが出来た。最終日は

もう少し余裕があった方が良かった。相変わらず雨の降

る中、燕三条駅 へ移動 。そこで今回 ホームステイを受入

れてくれた全 ての家 庭 が見 送 りに来 てくれていた。ホー

ムに入る前に最後のお別れをする家族、ホームまで同行

する家族、それぞれで最後 は新 幹線に乗る前にギリギリ

でその場にいる全員で記念撮影が出来た。ホームステイ

受 入 れ家 族 との最 後 のお別 れをする時 間 も考 慮 してス

ケジュールを組 めばよかったと反 省 している。その後 無

事に東京に着いたと連絡をもらったときは安堵の気持ち

と終 わってしまって寂 しい気 持 ちとが交 錯 して何 とも言

えない感情 になった。今回 私は受入れ事務 局と、ホーム

ステイ受入れを同時に行ったので、学びがたくさんあり、

とても貴重な経験が出来たと思う。振り返るとスケジュー

ルに余 裕 がなかったり、準 備 にバタバタしたり、もっと丁

寧に出来 たのではないか等 、反 省点は多 数あるが、リア

ルタイムで SNS を更新し、日々の活動を配信した事も

多方 面に届き反 響をもらえそれは良かった点であった。

全て燕市内で完結できたこともとても大きな地域貢献に

つながったと思う。 （ 同 上 ）
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ラフティング

犬山焼体験

スポーツ交流（犬山高校）

8 月 4 日（月） 愛知県（犬山市：ホームステイ）

犬 山 駅 でドイツ団 と合 流 ／ 犬 山 市 長 へ表 敬 訪 問 ／ 犬

山 市 城 下 町 散 策 ／ 犬 山 市 役 所 で歓 迎 会 （ ホストファミ

リーと顔合わせ・合流）

8月 5日（火） 愛知県（犬山市：同上）

犬 山 焼 体 験 ／ 昼 食 （ 犬 山 田 楽 を提 供 ） ／ ラフティング

（木曽川）

8月 6日（水） 愛知県（犬山市：同上）

犬山市体育館にて空手体験（犬山市スポーツ少年団空

手教室） /犬山高校生とスポーツ交流（ バレー・ 卓球・ バ

ドミントン） ／昼食／ドイツ団と犬山高校生のディスカッ

ション

8 月 7 日（木） 愛知県（犬山市：同上）

ホストファミリーデー／さよならパーティー

ディスカッション（アイスブレイク）

お見送り

―東海グループー

愛知県
犬 山 市

岐阜県
美 濃 地 区 （ 関 市 ・

美 濃 市 ・ 郡 上 市 ）
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8月 8日（金） 岐阜県（関市：ルートイン関）

犬 山 市 するすみ公 園で岐 阜 県関 市 よりのお迎 えバスに

てお見送り／歓 迎式・ 対面式 ／ フェザーミュージアム見

学／三秀刃物ミュージアムで鍛冶体験

８月 ９日（土） 岐阜県（関市：ホームスティ）

美 濃 市 和 紙 の里 で和 紙 すき体 験 ／ 美 濃 市 うだつの町

並み散策／中部学院大学生とテーマディスカッション

８月１０日（日） 同上

体 育 館 見 学 ／ スクリーン印 刷 体 験 ／ 郡 上 八 幡 散 策 ／

郡上踊り講習／遊童館見学／郡上八幡博覧館見学

８月１１日（月・祝） 同上

武 道 （ なぎなた） 体 験 ／ ホストファミリーデー／ さよなら

パーティー

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

お別 れ式 ／ 関 市 アテナ工 業 アリーナで見 送 り／ 相 鉄 グ

ランドフレッサ東京ベイ有明へ移動

対面式

関刃物ミュージアム

テーマディスカッション

郡上踊り

なぎなた

お別れ式
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8月 4日（月） 東京 駅 より新幹 線 で移 動 し、犬 山

駅 にてドイツ団 と合 流 。朝 早 くから昼 にかけての移 動 と

日 本 の暑さもあり、やや疲れた様 子が見 受けられた。昼

食 にはデリバリーのから揚 げ定 食 を提 供 し、「 今 まで食

べた日 本 食 で一 番 おいしかったといって完 食」 との声 も

あり、完食する団員が多かった。一人ベジタリアンという

ことで、たまごと野 菜 のサンドイッチを提 供 した。犬 山 市

長 への表 敬 訪 問 では、通 訳 を介 して今 回 の交流 で楽 し

みにしていることや、交流 を深めていきたいことなどを語

った。市長から犬山キャラクターのわん丸君をプレゼント

されて、団員は嬉しそうな様 子だった。その後、城下町を

散策し、犬山城やからくり館などを見学。犬山の伝統文

化に触れる機会を持った。歓迎会ではホストファミリーと

の対面式を実施。団員が趣味や特技を自己紹介をした

後、各ホストファミリーへ合流。言語面での不安もあった

が、予想以上に打ち解け、穏やかな雰囲気となり安心し

た。 （愛知県犬山市：平林茂子）

８月 ５日 (火 ) 犬山 駅東 口 にて集 合 し、福 祉バス

にて「 後藤陶逸陶苑」 へ移動し、犬山焼を体験 。湯呑に

各自考えてきた絵を、赤・緑・黒・黄色の 4 色で絵付け

を行い、個性 豊かな作 品が完成 。ホストファミリー１６ 人

も参 加 し、交 流 が深 まった。続 いてろくろ体 験 では土 か

ら見事な茶碗や湯呑になっていく技を体験した。昼食は

犬山名物の田楽を提供。食べられない団員もいたが、お

おむね満 足の様子 だった。その後 、団員 及び通 訳 、ホス

トファミリー１３人とラフティングを体験。ゴムボートに乗っ

て、激 流を水 しぶきを浴 びながら岩 の間をすり抜 ける爽

快感を体験し、夏の犬山市を満喫した。 (同上 )

８月 ６日 (水 ) 午 前 は犬 山 市 体 育 館 にて犬 山 空

手 教 室 スポーツ少 年 団 ・ 犬 空 会 の会 員 と空 手 体 験 。ド

イツで柔道 ・ 空手 を習 っている団 員 もいて、彼 らは道 着

を持参し、その他の団員も道着を借用して参加。正座を

して挨拶をするところから始まり、「 突き」 ・ 「 蹴り」 などを

体 験 。空 手 教 室 の小 学 生 の子 たちとの交 流 はほほえま

しく、スポーツに国境も年齢もないと改めて実感した。そ

の後、テーマディスカッションを行う犬山高校生とバレー

ボール・ バドミントン・ 卓球などで交流した。バレーボール

はチームを２つに分けて犬山高校生とドイツ団員の混合

チームを作成、対戦し、声を掛け合う、お互いのプレーを

カバーするなど、スポーツならではの交 流 ができた。ドイ

ツ団員の一人が体調を崩し、身体に発疹がでたため、犬

山中央病 院へホストファミリーの方が帯同 し連れて行っ

てもらった。点滴 治療 後、午 後 の行事 に参 加できるまで

回復。ホストファミリーの献身的な対応に深く感謝してい

る。昼食は犬山高校生と一緒にとり、その後「スポーツと

SDGs」 をテーマにテーマディスカッションを実 施 。日 本

の高 校生 にはかなり難易 度 の高いテーマを英語 で討論

することが求められた。高 校生 たちも事前 準備 を活かし

自 分 たちの意 見 を英 語 で発 表 することができた。ドイツ

団 員 の理 論 的 な発 言 や英 語 力 に感 心 した。ドイツ団 が

用 意 した場 を和 ませるためのゲームもあり、交 流 がより

一層深まった。楽しくディスカッションを終えることができ、

安心した。 （同上）

８月 ７日 (木 ) ホストファミリーデー。各 家 庭 で自

由に過ごす時間を設けた。後日、ホストファミリーの方々

に話を聞くと、皆様 それぞれ工 夫を凝らして交流を深め

てくださった様 子が伝わり、ありがたく感じた。団員 の間

では「 お土 産 を買 う機 会 がなかった」 という共 通 の声 が

あり、ホストファミリーがイオンなどのショッピングセンター

へ案内してくださった。また、８ 月１日～８ 月１０ 日の期間

中 、犬 山市 では木曽 川 河川 敷にて「 ロングラン花 火」 が

打ち上げられており、夏の風物詩として有名であるため、

ホストファミリーに、どこかの日に花火見学に連れて行っ

てほしいと依頼しておいた。各家庭 で浴衣や甚平を着用

し、犬 山 の夜 を楽 しんでもらえたようで、嬉 しく思 う。夕

方にはさよならパーティーを開催。市長、市役所スポーツ

交 流 課 、愛 知 県スポーツ少 年団 、前 年度 受 入県 である

三重県からの来賓など、約６０ 名が参加した。パーティー

では、ホストファミリーの皆様からそれぞれ感想を述べて

いただいた。ドイツ団 員 との交流 を通 じて得 た思い出 を

語る場面では、涙するシーンもあり、感動的だった。事務

局 としても、交流 の成 果を実 感し、感 慨 深い時 間となっ

た。その後、ドイツ団員 によるダンス発表があり、参加者

全員で円になってフォークダンスを踊 ったり、歌を歌った

りと会場は大いに盛り上った。最後に犬山市スポーツ少

年団より、犬山 焼の風鈴と犬 山 キャラクターのわん丸君

のポーチをドイツ団 員 へ贈 呈 。ドイツで良 い音 を奏 でて

いてくれているのではと思 っている。（ 日 本 のこと、犬 山

のこと、思い出してくれるかなって都合の良いことを考え

ております） （ 同 上 ）

８月 ８日(金) 午前 9 時 30 分、犬山市するすみ

公 園 に集 合 。関 市 からのバスに乗 車 し岐 阜 県 へ移 動 し

た。最後のお別れの場面では、名残惜しむ様子が多くみ

られ、特にホストファミリーの子どもたちが離れようとしな

受入日記より（東海）
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い姿 が印 象 的 だった。良 い思 い出 をたくさん残 してくれ

て、ステキな体験を心に刻んでさよならをした。名残は尽

きなかったが、次 の関 市 での予 定 も控 えていたため、バ

スに乗り込み、お別れを惜しみながら出発した。後日、ホ

ストファミリーの皆 様 からいただいた感 想 文 を読 ませて

いただいても、今回の交流が本当 に良い体験となったこ

と、また多 くのご苦 労 やお心 遣 いが伝 わってきた。事 務

局 としても、ホストファミリーの皆 様 に心 より感 謝 してい

る。このような交 流 の機 会 をいただきましたことは、私 た

ちとっても大 変 貴 重 な良 い経 験 となった。改 めて、感 謝

申し上げたい。 （同上）

犬 山 市 の訪 問 を終 えたドイツ団 ９ 名 と関 市 アテナ工

業アリーナで合流 した。合流 後 移動用 に借りた２ ９ 人乗

りのマイクロバスにドイツ団 の荷 物 を移 動 したが、一 人

分 の荷 物 がこちらの想 定 よりずいぶん多 く、乗 るスペー

スが少なくなってしまった。その後、昼食と休憩を和室で

とってもらったが、これまでの疲 れはなく元 気 の様 子 。１

名いたベジタリアンの団員に合わせて、全員ベジタリアン

対 応 のお弁 当 にしたが、完 食 した。関 市 、美 濃 市 、郡 上

市 から市 長 、副 市 長 を来 賓 に招 いて歓 迎 式 を行 った。

挨 拶 の中 で、指 導者が、これから行われる５ 日間 のプロ

グラムをとても楽しみにしていることや歓迎に対する感謝

を伝 えた。思いがけなく、ドイツ団 から３ 市 それぞれに贈

り物をいただいたが、事前の情報になかったため、こちら

からのお返 しを用 意 できていなかった。急 遽 、各 市 でお

返 しを用 意 し、後 日 渡 す手 はずとした。歓 迎 式 の後 、次

の日から泊まるホストファミリーと顔合わせを行い、簡単

な交 流 を行 った。歓 迎 式・ 対 面式 の後 、関 市 にある２ か

所のミュージアムの見学、体験をした。１か所目の見学の

後、500ml ペットボトルのミネラルウォーターを１本とハ

ンディファンを渡した。大変暑い日だったため、喜んで受

け取 った。次 の見 学 先 では、伝 統 的 な刀 鍛 冶 の体 験 を

興味深 くやっていた。終 了予 定 時刻 より３ ０ 分程 早く終

えて、初 日の宿 泊先 のホテルに移動した。チェックインの

時 間 が早 まり、自 由 時 間 ができたことをとても喜 び、早

速 カラオケに繰 り出 していった。少 し開 放 感 が味 わえた

ことがよほど嬉しかったと思えた。

（岐阜県関市：野村元次）

８月 ９日(土 ) ホテルを出発し、美濃市に移動した。

昨日のカラオケの疲れか眠そうな様子。美濃 市では、美

濃和紙の体験やうだつの上がる古い町並みの見学を行

った。各施設の詳しい説明を英 語でしていただいたおか

げで、難しいと思われる内容もよく理解できたようだった。

和紙で作られた様々な商品を熱心に見て、たくさんの買

い物 をしていた。昼 食 では、鮎 一 匹 まるまる使 った料 理

が出 されたが、女 子 の多 くは苦 手 であった。午 後 から、

関 市 の中 部 学 院 大 学 生 とのディスカッションを行 った。

初めは互いに緊張している様子であったが、簡単なゲー

ムをしたり、ディスカッションの形式 を変 えたり、するなど

して、段 々と打 ち解 けていった。最 後 は、笑 顔 で互 いの

情 報 を交 換 していた。大 学 側 とは事 前 に何 度 も打 ち合

わせを行 った。大 学 側 もドイツ団 とのディスカッションに

ついて前 向きにとらえていただき、ある程度 英語が理 解

できる、やる気のある学生たちに多く参加してもらえたこ

とで、心配 していたディスカッションもよい雰囲気で終え

ることができた。 （同上）

８月１０日 (日 ) ホストファミリー泊初日を終え、各ホ

ストファミリーに集 合場 所 まで送 ってもらったが、どの団

員も歓迎を受 け、なじんだ様 子 で、明るい表情 で集まっ

た。昨日までの晴天とは打って変わり、あいにく朝から本

降 りの雨 の日となった。レンタルしたマクロバスにて郡 上

市 に移 動 したが、見 学 や体験 する施 設 へは徒 歩 での移

動を計画していたので、急遽計画を変更し、徒歩での散

策を一部取りやめ、木造構造の特殊なつくりで建築され

た体育館の見学を入れた。それ以外は、何とか雨の中で

も計 画 通 り実 施 できた。スクリーン印 刷 体 験 、郡 上踊 り

体験、紙細工体験と様々な体験を行ったが、いずれも興

味 をもって熱 心 に取 り組んでいたが、帰 りのバスの中 で

は皆疲れて熟睡している様子だった。計画段階では、あ

る程 度 の雨 は想 定 していたものの、ここまでの大 雨 がこ

の時 期に降るとは想定 外だった。１ 日ずれれば移 動もで

きないことになってしまっていたので、緊急時の連絡方法

や対応については、可 能な限 り想定しておく必要を感じ

た。 （同上）

８月１１日 (月・祝 ) ４ 日 目は、関市の体育館 に集合

し、武道（なぎなた） 体験を行った。前日は疲れた様子が

あったので、心 配 をしたが、皆 元 気 を取 り戻 しており安

心 した。日 本 人 にもなじみの少ないなぎなたの体 験 であ

ったため、初 めはどう動 くのかぎこちなさが目 立 ったが、

何度も練習するにつれ段々と基本の動きができるように

なってきた。指導を依 頼したなぎなた協会 に指導内 容 を

お任せしたが、いろいろと活動を工夫していただけた。そ

れでも、こちらが準 備 しておけばよかったと思 う点がいく

つかあったので、事前 の打ち合わせで、お任せする部 分

とこちらが準備 する部 分 をもう少 しはっきりさせておくと
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よかった。最 後 にドイツ団 の方 から、前 日 に覚 えた郡 上

踊 りをみんなで一 緒 に踊 りたいというリクエストがあり、

急遽全員参加 して踊りを踊るという楽しい交流があった。

午 後 からは、ホストファミリーとの自 由 交 流 の時 間 を設

けた。夜、再度集合 し、さよならパーティーを催した。ビン

ゴやクイズで盛り上がり、ドイツ団はドイツのフォークダン

スをホストファミリーと一緒 に踊るなど、打ち解 けた雰 囲

気 での会 となった。ドイツ団 から事 務 局 の一 人 ひとりに

対して贈り物をいただくなど、気配りをしてもらえた。

（同上）

８月１２日 (火 ) 最終 日は、午 前に簡単なお別れ式

と昼食を食べるだけで、ゆっくりとホストファミリー宅で帰

りの準備 をしてもらった。前 日 にさよならパーティーは行

なったが、最終日ということでホストファミリーも一緒にな

ってこれまでの写真 をスライドにして映 しながら、昼 食 を

食べた。用意したものは、ハンバーガーショップで購 入し

たハンバーガー類と飲料であったが、ドイツ団はおいしそ

うにたくさん食 べてくれた。何 ならこの食事 がこれまでの

食 事 の中 で一 番 おいしそうに食べていたかもしれない。

若い人たちにとっては、こちらが良かれと思って日本なら

ではの食 材 を使 った料 理 よりも、こっちの方 が口 に合 う

のかもしれない。訪 問 初 日 もそうだったが、最 終 日 も一

人の荷物 の量がとても多いので、その荷 物をできるだけ

持 って歩 かないで済むように考えなければいけないと思

った。到 着 時 のバスから降 ろした荷 物 をどこに移 動 させ

るか、最終日 に次の移動 のためのバスが来るまでどこに

荷物を置いておくかまで考えておく必要を感じた。また、

初 日 の歓 迎 会 でもそうだったが、ドイツ団 は各 プログラ

ムでの交 流 において、日 本 側 にちょっとした贈 り物 を準

備 してくれていた。贈り物があることを知らなかったため、

お返しを準備していなくて、もらいっぱなしとなってしまい、

ドイツ団にも、交流先にも申し訳なかった。 （同上）
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歓迎式

スポーツチャンバラ

テーマディスカッション

８月４日（月） 兵庫県（たつの市：東横イン）

姫 路 駅 にてドイツ団 と合 流 ／ たつの市 役 所 にて市 長 表

敬訪問／龍野体育館にて歓迎会

８月５日（火） 兵庫県（たつの市：ホームステイ）

セイバンミュージアム見学 ／たつの市スポーツ少年団及

び龍野高等学校生徒とスポーツ交流（ スポーツチャンバ

ラ）／健康・教育・ジェンダーについてディスカッション

８月６日（水） 同上

皮革工場見学 ／革細工体験／そうめんの里にてそうめ

んづくり体験

８月７日（木） 兵庫県（たつの市：シーサイドみゆき）

龍 野 城 にて甲 冑 ・ 弓 体 験 ／ 発 酵 Ｌ ａ ｂ Ｃ ｏ ｏ にて味 噌

玉づくり体 験 ／ 昼食 は龍 野の特産 品 そうめん他 ／たつ

の市内（龍野町内）散策

弓体験

味噌玉づくり

―近畿Ⅰグループー
京都府
八 幡 市

兵庫県
たつの市
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８月８日（金） 京都府（八幡市：宿舎）

姫路城を見学／新幹線にて京都駅へ移動 ／市民交流

センターで昼 食 ／ 市 長 へ表 敬 訪 問 （ 市 役 所 ） ／ 歓 迎 セ

レモニー（文化センター）～歓迎 パーティー（和楽心）

８月９日（土） 京都府（八幡市：ホームステイ）

スポーツ交流イベント（大太鼓、剣道、空手道、大なわ

とび（美濃山小学校体育館）／ディスカッション（市民交

流センター）／ホストファミリーと対面

８月１０日（日） 京都府（八幡市：宿舎）

ホストファミリーと交流／Ｂ Ｂ Ｑ、餅つき、たこ焼き、焼

きそば等

８月１１日（月・祝） 同上

座 禅 （ 単 伝 庵 ） ／ お茶 体 験 ／ 書 道 体 験 ／ 石 清 水 八 幡

宮参拝／買い物／さよならパーティー（四季彩館）

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

送別セレモニー（ 市役所） ／買 い物・ 自由行動（ 京都駅

周辺）／京都駅で見送り

歓迎セレモニー

スポーツ交流①

スポーツ交流②

スポーツ交流③

ホームステイ

日本文化交流
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8月 4日（月） 姫 路 駅 にてドイツ団 と合 流 し、龍 野

体 育 館 まで移 動 。移 動 中 は疲 れていたのか、団 員 同 士

で話 している様 子 は少 ないと感 じた。市 長 表 敬 訪 問 に

際 し、着 替 えを行 い、たつの市 役 所 にて市 長 表 敬 訪 問

を実施。最 初は緊張した面持ちであったが、市長からの

あ い さ つ の 後 、 た つ の 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 本 部 長 の

「 Guten Tag」 とドイツ語でのあいさつにより笑 顔がこ

ぼれた。ドイツ団の抱負を聞いた際に、ホームステイを楽

しみにされている方が多かった。また、市側の出席者とド

イツ団の歓談の中で、ドイツの気候と日本の気候は気温

も湿度も全く違い、日本の方が暑いようで、気候に慣れ

るまでには時間がかかりそうだと感じた。表 敬訪 問終了

後 、龍 野 体 育 館 へ戻 り、たつの市 スポーツ少 年 団 の歓

迎会を行った。歓迎会前に少し時間があったため、簡易

なアンケートに協 力 してもらった（ 好きな食べ物・ 苦 手 な

食 べ物 ・ 食 べてみたい食 べ物 ・ 挑 戦 したいこと・ 自 由 記

述） 。歓迎会の歓談の際に、ドイツ団員の活動内容の動

画 を準 備 しておられたため、拝見 した。活 動 内 容 を語 っ

ている際 の団 員 の目 はキラキラしていた。また、お菓子 ・

飲み物等を準備 しており、そのお菓子 の中 にどら焼きが

あり、アニメ好きな団員 はよく知っているアニメだと喜 ん

でいた。歓迎会終了後、宿泊先へ移動し、宿泊先近くで

夕食を共にした。好きなものを選ぶのにメニューとスマー

トフォン（ 翻 訳 アプリ） で必 死 になっていた。何 が食 べら

れるか分からないが、定 食を準 備した方がすぐに食 べら

れたのではないかと感じた。そんな中でもポテトや抹茶に

は皆すぐに食いついた。分かりやすい食べ物がやはり人

気であった。注文していたものを待つのにそわそわしたり、

思 っていたものと少 し違 っていたりと少 し困 難 な部 分 も

あり、遠 慮 しがちだと感 じたが、皆 、お腹 いっぱいになっ

たと聞いて安心した。 （兵庫県たつの市：山本）

８月 ５日 (火 ) 午 前 中 にたつの市 内 にあるセイバ

ンミュージアムへ見学 に行き、実 際にランドセルを作 って

いる工 場 の見 学をした。また、ランドセルの肩ベルトの長

さを調整してもらい、その場にある、ランドセルを背負い、

日本の小学生が背負っているランドセルの重さを体験し

た。昼食はお好み焼き。前日にとったアンケートにて食べ

てみたい食べ物として、「 お好み焼き」 と書いていた団員

がおり、大変喜んでいた。ドイツ団にも注文は聞いたが、

時間がかかりそうであったこともあり、担当のおすすめ等

（ お好み焼きだけでなく、焼きそば、焼き飯 等） を注 文 す

ることで、待 ち時 間 なく、スムーズに食べられた。昼 食 後 、

龍 野 体 育 館 に集 合 し、スポーツチャンバラ体 験 。県 リー

ダー育 成 委 員 会 の指 導 者 の迫 力 ある声 に最 初 は少 し

驚いた表情をしていたが、チャンバラを持ち、体験してい

くうちに真剣に打ち込み、笑顔も沢山見えた。スポーツチ

ャンバラはルールが簡単な上に短い言葉で説明でき、受

ける側もその言葉を理解でき、すぐに実践、試合形式も

楽 しめ同じチーム内 で一体 感が感 じられた。県リーダー

会 や団 員 （ 小 学 生 ） 、龍 野 高 校 の生 徒 と一 緒 に体 験 す

る事が出来、スポーツを通しての交流が出来た。最後は

皆、楽しかった！と、充実した表情が見えた。たつの市長

や県 スポーツ少 年 団本 部 長 、たつの市 本 部 長も参 加 し

て頂 き大 人 と子 供 の国 を超 えての交 流 が出 来 た。その

後、休憩後にディスカッションを行った。たつの市側の発

表は 3 つ準備していたこともあり、先に進めた、「健康」

の題 から始 まり、発 表 後 は質 疑 応 答 をする形 で実 施 し

た。ドイツ団の発表は「 教育」 であり、その後の質疑応答

をせず、たつの市 の発 表 として応 え、その上 で質 問 があ

ったことは応 えた。質 問 の中 で、次 発 表 のグループの内

容にさしかかったため、発表をし、その後、質疑応答の時

間を設けた。国を超えて、たくさんの意見がでて、国 によ

る違いを発見できたと感じた。３ つの題を１回に盛り込む

のは、お勧めしない。しかし、今回 は懸 念 していた、内 容

が少 しうすくなるのではないかという部 分 は良 い流 れで

各グループがバトンパスできたと感じた。終 了後、すぐに

ホストファミリーが迎 えに来 てくれて、顔 合 わせの後 、各

家庭へ移動した。

（兵庫県スポーツ協会：臼井／兵庫県たつの市：山本）

８月 ６日(水 ) 朝、ホストファミリーの送迎により集

合場所へ。１晩、ホストファミリーと過ごした出来事をドイ

ツ団員同士で話しており、楽 しかったのだと見てとれた。

活 動 場 所 へ移 動 する際 にも、車 内 で話 をしている様 子

から、あまり疲 れは出 ておらず、暑 さにもなれてきたよう

に感じた。皮革工場見学では工場内を案内してくださっ

た方に「 製品になる前の本物の皮」を出していただき、そ

の皮 に触 れてみる団 員 と少 し戸 惑 う団 員 の両 方 いた。

説明終了後 、皮製 品のお店にも寄り、店内 をぐるりと見

させていただいた後、プレゼントもいただき、とても嬉しそ

うに「 thank you!ありがとう！」とお礼を言っていた。そ

の後、予定には組んでいなかったが、ダイソーに寄りお土

産を購入した。日本のお箸が気に入ったのか、家族分も

購 入 している団 員 もいた。昼 食 後 、革 細 工 体 験 として、

一人一つずつキーホルダーを作 成した。ハート・ 葉 っぱ・

四 角 等 様 々な形 の皮 に好 きな文 字 、好 きな形 を入 れる

作 業 で、大 変 夢 中 になり、「 もっとしてもいい？ 」 と自 身

受入日記より（近畿Ⅰ）
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の分 だけでなく、家 族 ・ 友 達 の分 も！ と楽 しそうに笑 顔

で取り組んでいた。キーホルダーだけでなく、一つの皮か

ら動物 の形を作っていくものも作成 し、団員も喜んでい

た。その後 、そうめんの里 に移 動 し、そうめんづくりを体

験した。しかし、時期が遅いため、体験できる人数が限ら

れてしまった。するしないに関わらず、全員が体験できる

環 境 があった方が良 いと感じた。体 験 後 、そうめんの作

り方 の説 明 を受 け、実 際 にそうめんを試 食 した。美 味 し

い！ と好 評 であった。全 体 のプログラムが少 し早 く終 わ

りそうであり、他 に見たいもの、したいことがあれば、とリ

ーダーに聞 いたところ、ホストファミリーを待 たしてしまう

可能性があるため、待ち合わせ場所（龍野体育館）で待

機 するとのこと。また、時 間 が空 いた際 に明 日 のお別 れ

会の確認をしたいと、リーダーと指導者から依頼があり、

確認を入念に行った。 （兵庫県たつの市：山本）

８月 ７日(木 ) 龍野城にて、甲冑体験及び弓体験。

とその前 に、どなたかのお家 へ上 がる際 に大 事 なこと、

「 背 中 を向 けて玄 関 を上 がらない」 、「 玄 関 の中 央 から

上 がらない」 等 、日 本 の礼 儀 作 法 を教 わった。ドイツ団

員 は教 わったことを真 剣 に聞 き、すぐに取 り組 みながら

日本の礼儀作法学んだ。甲冑体験は暑くてむれるため、

希望者 のみとした。触わることはできたため、それだけで

十 分 とのこと。弓 体 験も予 定 していたが、時 間が短いた

め、矢を射ることはできなかった。次に移動し、味噌玉づ

くりを体験した。前日に、そうめんづくり体験が全員出来

なかったこともあり、全員 出来るのか心配されていたが、

全 員 出 来 ると聞 き安 心 した様 子 だった。味 噌 玉 を作 る

際に、丸めたり飾りつけたりし、楽しそうな様子で安 心し

た。また、作 り終 えた団 員 は「 見て！ 可 愛 くできたよ！ 」

と皆 で盛 り上 がっていた。身 振 り手 振 り・ 表 情 だけでも

何 を伝 えたいのかなんとなく分かってくるのだと感じた。

味 噌 玉 づくり体 験 が終 了 し、同 じ会 場 で講 師 の方 が作

ってくださった昼食をいただいた。昼食 内容 は龍野 の特

産品である、「そうめん」と「厚揚げと柚みそ添え」等であ

り、「 美 味 しい！ 美 味 しい！ 」 と、とても満 足 した様 子 で

あった。その後 、龍 野 町 内 （ 城下 町 ） を、観 光 ガイドさん

の案内のもと散策した。暑いため飲み物を一人２ 本ずつ

準備していたが、バッグを持たない団員がいたため、１本

で事足りたかと感じた。またバッグを持っている団員も重

くならないか、心 配 であったが、早 めに渡 していたことも

あり、散 策前 にある程度飲 み終 えている団 員もいた。両

国 の気 温 差 を考 え、ガイドさんには休 憩 をはさみながら

していただくよう事 前 に伝 えていたこともあり、歩 くスピ

ードや施設内の見学も考えてくださっていた。また、午前

中 に弓 体 験 ができなかった旨 をガイドさんに伝 え、午 前

中に行った場所 へ戻り、体験させてもらった。やりたいと

希望した団員 のみとした。体験 した団員 は「 目 標物 に向

けて、矢 を射 るのは難 しい」 と話 していた。希 望 しなかっ

た団員は、アーチェリーには興味があるけど、弓には興味

がない。とはっきり話 した。団 員 は皆 、したい！ したくな

い！ をはっきり伝 えてくれるので、やりやすかった。最 終

プログラムはお別 れ会 とバーベキュー。お別 れ会 の際 に

楽しかったことを伺うと、全 員が「 ホストファミリーとの時

間 がとても充 実 していた」 と答 えた。今 回 は日 程 の都 合

により、ホストファミリーデーを設けることができなかった

が、１日ホストファミリーデーを設けることで、楽 しみが一

つ増えるのかなと感じた。バーベキューの際には、同年代

の団 体 が同 様 にバーベキューをしており、その子 たちと

仲良くなっていた団員もいた。施設にはベジタリアンが 1

名いる旨、事前に伝えており、その子用に準備してくださ

っていたが、その他のものにも挑戦する！と、お肉にもチ

ャレンジしていた。最後に、手持 ち花火を楽しみ、写真を

撮って終了した。 （ 同 上 ）

８月 ８日 (金 ) 宿泊施設から姫路駅へ出発前に、

全日程に随行した本部長 と最後に話したり・ 写真を撮っ

たりされていたが、時 間 の都 合 上 、名 残 惜 しくも出 発 し

た。姫路駅到着後、ウッドデッキから見える姫路城をバッ

クに写真 撮影 を行い、その後 は出発時間まで自 由時間

とした。姫 路 駅 を出 発 し、京 都 駅 へ到 着 すると、京 都 府

八幡市の少年団員 による同年 代ぐらいの方のお出迎え

により、すぐに打 ち解 けている様 子 で安 心 した。京 都 駅

にて事 務 担 当 同 士 で引 継 ぎを行 い、業 務 終 了 とした。

（同上）

京都駅でドイツ団６ 名と合流。同行されてきた兵庫県

たつの市の担当者から団員の情報を教えていただいた。

全 員 笑 顔 で元 気 そうだった。最 初 の行 事 である市 長 へ

の表 敬 訪 問 の前 に市民 交 流 センターで昼食 を摂 っても

らった。昼食は簡単にうどん弁当とした。前泊地ではそう

めんだったそうで安 心 した。その後 、表 敬 訪 問 のために

市 役 所 に移 動 し、バスを降りたらエントランスに１０ 人 以

上 の市 役 所 職 員 の皆 さんがドイツと日 の丸 の旗 を振 っ

て出迎えてくださった。あとで聞いた話によると前泊地で

はこのような盛大な出迎えではなかったので驚くとともに

とても感 激 したとのこと。表 敬 訪 問 では市 長 をはじめ教

育 長 、副 市 長 が迎 えてくださった。最 初 にドイツ団 の自

己 紹 介 があり、団 員 が高 校 生 であることを考 えるととて
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もしっかりとされていることに感 嘆 した。そして全 員 に記

念 品 の贈 呈 が行 われた。表 敬 訪 問 にはリーダーが５ 人

参加し団員同士の交流が始まった。集合写真撮影の後、

早速、笑顔でコミュニケーションをとっている様子が印象

的 だった。表 敬 訪 問 が終 わると向 かいの建 物 にある文

化 センターで日 本 文 化 で出 迎 える歓 迎 セレモニーに参

加してもらった。ここではバトントワリングの演技に続いて

「南京玉すだれ」 の披露と体験もさせていただいた。いき

なりにもかかわらず「うち和太鼓」 やフライパンをうまく演

奏していた。最後は、デュオによる日本の歌で歓迎してく

ださった。初 めて見 るものも有 ったので大 変 盛 り上 がっ

ていた。その後、一旦 宿舎へ行 き、荷物を置いて日本の

家 の使 い方 を教 えてもらったり、少 し休 憩 した後 、歓 迎

パーティー会場 へ移 動した。歓 迎 パーティーは来賓を招

かず、市スポーツ少年団本部委員やホストファミリー、リ

ーダーだけのラフな雰 囲 気 だった。途 中 でドイツ団 の皆

さんにプレゼントが渡された。そして、そのうちのけん玉と

ヨーヨーで大いに盛り上がり２時間の時間制限いっぱい

楽しんでもらえた。最後の方では団員の疲れが少し感じ

られた。特 に女 子 団 員 Ｆ はだんだんと興 味 を失 っていく

ように見 えた。宿 舎 に戻 ってから選 択 や入 浴 でバタバタ

して眠りについていた。相当疲れていたようだ。

（京都府八幡市：松本 益千嘉）

８月 ９日 (土 ) 宿 舎 で朝 食 を作 って食 べた。みん

なで話し合ってＢ 君が担当し、卵、ベーコン、ハム、ウィン

ナー、サラダを用意していた。宿舎は一軒家をお借りした

ので食 材 はスタッフが準 備 し、スタッフが作 ることもあっ

たが、基本的に団員たちが作っていた。一般の宿泊施設

にはない体 験ができたのではないかと思う。朝食後は車

でスポーツ交流会会場に向かった。会場では多くのスポ

ーツ少年団員・リーダーと八幡高校ボランティア部のメン

バーがそろっていて日本文化体験（ 大太鼓） 、日本の伝

統 スポーツ（ 剣道 ） の体 験 および大 なわとびで盛 大 な交

流 がはかられた。その後 、場 所 を移 動 してリーダー及 び

高 校 生とディスカッションに臨んだ、むつかしいテーマで

あったが終 始 和 気 あいあいとしていた。この時 点 ではも

う心が通ったような交 流ができていたのが印象的だった。

その後 、ホストファミリーと面 会しホームステイ家 庭 に向

かった。 （同上）

８月１０日 (日 ) ドイツ団 員 はホストファミリーのおも

てなしを受け交流がはかられたようだ。その間、グループ

リーダーと通訳を京都観光に誘 って指導者同士 の交流

を図ることができた。夜には団員達も戻ってきてＢＢ Ｑ大

会 と称 して手 作り料理 やお菓 子で盛 り上がっていた。し

かし、ドイツ団 員たちは疲 れがピークに達 していたようで

元気がなかった。 （同上）

８月１１日 (月・祝 ) ドイツ団員は日本文化体験で座

禅を経過した。体の硬い団員は胡坐をかくのに苦労して

いた。午 後 は松 花 堂 庭 園 にある茶 室 でお茶 の体 験 をし

た。お茶の席では正座ができず苦労していたがお茶の味

にはとても満 足していたようだ。その後は石清 水八 幡宮

の参拝と散策を計画 していた。しかし、ドイツ団員 のつか

れている様 子を見てプログラムの一 部を変更 することに

した。石 清 水 八 幡 宮 の参 拝 は神 社 の特 別 な計 らいによ

り本 殿 の中 で祝 詞 を上 げてもらい本 殿 内 を案 内 しても

らった。ドイツ団員 は本殿 の豪 華なつくりに驚 いていた。

その後 の男 山 散 策 を変 更 してショッピングセンターでの

買 い物 タイムを設 定 した。夕 方 から送 別 会 が行 われ八

幡市長は教育長からお別れの挨拶に対して、ドイツ団員

一人一人かお礼の言葉が述べられた。涙とともにいつま

でも別れを惜しむ会話が続いていた。 （同上）

８月１２日 (火 ) 八幡市役所前で送別セレモニーが

行 われ、多 くの職 員 や少 年 団 関 係 者 に見 送 られてバス

に乗 車 し八 幡 市 を後 にした。京 都 駅 でお土 産 などの買

い物をリーダーと一緒に楽しんだ。新幹線ホームで最後

の別れの場となった。まるで長年 の友達同士であるかの

ような別れのシーンとなった。 （同上）
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歓迎式ドイツ団より記念品贈呈

剣道交流

日本庭園ドイツ団記念撮影

８月 ４日（月） 大阪府（堺市：ホームステイ）

東京都から大阪 府へ移 動／堺 市役所 21階展 望ロビー

／歓迎式・ホームステイ家庭と対面式

８月 ５日（火） 同上

世界遺産・ 仁徳天皇陵古墳拝所見学／堺市博物館見

学 ／ 堺 市 茶 室 ・ 伸 庵 茶 の湯 体 験 ／ 日 本 庭 園 見 学 ／

スポーツ交流・剣道

８月 ６日（水） 同上

自 由 時 間 withホストファミリー／ スポーツ交 流 ・ バレー

ボール

８月 ７日（木） 大阪府（堺市：J-GREEN堺 ドリーム

キャンプ）

スポーツ交流・ サッカー／開口神社参拝／テーマディス

カッション／さよならパーティー

さよならパーティダンス

テーマディスカッション

―近畿Ⅱグループー

和歌山県
海 草 地 方

（ 海 南 市 ・ 紀 美 野 町 ）

大阪府
堺 市
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8月 8日（金） 和歌山県（海南市：ホテルルートイン

Grand海南駅前）

大阪府から和歌山県へ移動／ 和歌山駅で担当者 へ引

継 ぎ／ 海 南 駅 でドイツ団 と合 流 ／ 海 南 市 役 所 へ表 敬

訪問／紀州漆器の絵付け体験／黒江の町並みを散策

8月 9日（土） 同上

藤 白 神 社 に正 式 参拝 ／ 藤白 神社 ・ 鈴木 屋 敷を散 策 ／

海南高校とテーマディスカッション／棕櫚 たわしづくり体

験

8 月 10 日（日） 同上

紀 美 野 町 スポーツ少 年 団 とスポーツ交 流 （ モルック・ カ

ローリング体験）／プラネタリウム鑑賞／和太鼓体験

8月１１日（月・祝） 同上

紀 美 野 町 スポーツ少 年 団 とスポーツ交 流 （ 空 手 体 験 ）

／高野山ガイド付きツアー／さよならパーティー

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

海南駅でお見送り／ 相鉄グランドフレッサ東京ベイ有明

へ移動

表敬訪問

モルック・カローリング体験（スポ少交流）

テーマディスカッション

和太鼓体験

空手体験（スポ少交流）

さよならパーティー
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８月 ４日 (月 ) 東京より移動してきたドイツ団を堺

東 駅 で出 迎 えました。それぞれ大 きなスーツケースを複

数 持 って移 動 してきたドイツ団 でしたが、疲 れた様 子 も

なく、日本語で元気に挨拶をしてくれました。地方プログ

ラム初日 で移 動日 でもあったため、ドイツ団 の体 調 面 に

配慮し、歓迎式とホストファミリーとの対面式を中心とし

た、余裕のある時間配分を設定しました。以下の要望が

受 入 直 前 の共 有 となったため、準 備 の再 調 整 が必 要 と

なりました。（①歓迎式には団員出身地の民族衣装に着

替 えて出 席 したい（ 更 衣 室 の準 備 が必 要 ） ②ホストファ

ミリー受 入 期 間 中 に料 理 を振 舞 いたい（ 材 料 ・ 器 具 等

の準 備の連絡・ 調整） 等） 。更 衣場所 を確 保し、歓 迎式

前 の着 替 えの時 間 を15分 ほど設 けましたが、式 の開 始

が遅れ、ホストファミリーの皆様をお待たせする結果にな

ったことは少し残念に思いました。ドイツ団のお心遣いに

は、ホストファミリーも大 変 喜 んでおられ、事 務 局 として

も感 謝 しておりますが、要 望 はできるだけ早 めに共 有い

ただけると、より円滑な準備・進行が可能だったと思いま

す。また、歓 迎 式 の会 場 では、卓 上 にドイツ国 旗 、日 本

国旗を配置し、前方にも両国旗を掲げるなど、心を込め

たおもてなしができたと感じています。ホストファミリーに

は３ 泊 のご協 力 をいただきましたが、事 務 局 とは電話 や

メールで事 前 にやり取 りはしていたものの、この日 が初

対 面 となったため、不 安 や不 明 点 も多 かったことと思 い

ますので、事前に研修を兼ねた機会を設けることも今後

の課題として検討すべきだと感じました。

（大阪府堺市：髙橋かおり）

８月 ５日 (火 ) 堺 市 プログラム２ 日 目 はホストファ

ミリーも参加可能とし、３ 家族８名に同行いただきました。

平日にも係らず多くの参加があり、ホストファミリー同士

の情報交換の場としても有意義な時間となったようです。

歴 史 ・ 文 化 交 流 においては、市 を代 表 する公 園 の一 つ

であり、世 界 遺産 ・ 仁 徳天 皇 陵古 墳 に隣接 する大 仙 公

園 を中 心 に、仁 徳 天 皇 陵 古 墳 拝 所 見 学 、堺 市 博 物 館

見学、勾玉ストラップ作り、昼食、茶室でのお茶体験、茶

室 見 学 、日 本 庭 園 見 学 と、体 験 を充 実 させました。ドイ

ツ団は好奇心旺盛で、各プログラムのたびに質問が出て、

解説にも熱心 に耳を傾け、堺 の歴史や文化 に興 味を持

っていただけたと思 います。途 中 でお土 産 を買 いたいと

のリクエストがあり、急遽その時間を設けました。ホストフ

ァミリーからは、ドイツ団と歴史・文化交流や昼食を共に

することで、受入 期 間 中 の早 い段 階 で、より親密 になれ

たとのご意 見 もいただきました。１ ５ 時 からはスポーツ交

流 として、だいしん大 浜 武 道 館 に移 動 し、スポーツ少 年

団（剣道）のこどもたちと交流しました。こどもたちが素振

りから防具を付けての基本実技を披露し、とても迫力が

ありました。剣道の指導者からの説明時に、ドイツ団みな

さん正座をしていて、足をくずしていいよとの声掛けにも

応 じず、しばらく正 座 を続 けていたのは、剣 道 への敬 意

を感じるとともに、印象に残りました。ドイツ団のみなさん

は足 の運 びや素 振 りを教 わり、防 具 を付 けたこどもたち

に向かって面！胴！籠手！と発声をして体験できたこと

は、いい経 験になったと思います。文化交 流は室内 での

プログラムがあったものの、暑い中での散策もあり、最後

のスポーツ交流でさぞかし疲れたことでしょう。 （同上）

８月 ６日 (水 ) 堺市 プログラム3日目 は、14時30

分までそれぞれホストファミリーと過ごしていただきました。

自 然 豊かな河川 へお弁 当を持って釣りに出かけた団員 、

通 天 閣 から見 下 ろす大 阪 の景色 やレトロな街 並 みで射

的 やスマートボールを満 喫 し、串 カツを堪 能 した団 員 、

奈良の東大寺を訪れ、鹿にエサをあげたり、大仏や国立

博物館を見学した団員、大阪城を訪れた団員など。それ

ぞれに充 実 した時 間 を過 ごしていただけたと思 います。

ホストファミリーには感謝 の気持 ちでいっぱいです。ただ、

もう少 し時 間 があれば・ ・ ・ 、一 日 あれば・ ・ ・ というご意

見もいただき、ホストファミリーとの交流の深さを伺うこと

ができました。この辺りは次回のプログラム作成に活かし

たいと思います。それぞれの時間を満喫した後、バレーボ

ールの団員とスポーツ交流をしました。今回来堺したドイ

ツ団 の種 目 はダイビングとフェンシングでしたが、バレー

ボールにも積極的に取り組み、小学生のバレーボールの

団 員 との交 流 を楽 しんでくれました。バレーボールの団

員 にとっても、海 外の方と身 近に接 する機 会を楽 しみに

してくれていたようで、交 流 終 了後 、ドイツ団 はヒーロー

やヒロインのようにこどもたちに取り囲まれ、あちこちで写

真 撮 影 が続 きました。それぞれにとって、有 意 義 な時 間

を過ごせたと感じました。 （同上）

８月 ７日 (木 ) 堺市プログラム4日目は、堺市のみ

ならず大 阪 府 、日 本 のサッカー拠 点 の一 つである、 J-

GREEN堺でスポーツ交流を行いました。小学校 5年生

のサッカーの団 員 を相 手 に、フットサルコートでミニゲー

ムを行 いました。この日 はプログラム期 間 中 、唯 一 の雨

天 となりましたが、屋 根 付 きのフットサルコートを確 保 し

ていたため、予定通り交流を楽しめました。ミニゲーム以

外 に、ドイツ団からの提 案 で、ドイツでハンドボールの練

受入日記より（近畿Ⅱ）
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習 で行 っているメニューをサッカー練 習 に応 用 して行 う

ゲームを紹介いただき、サッカーの団員は早い段階 でル

ールを理解し、終了予定時間を忘れるほどに盛り上がり

ました。ドイツ団 、日 本 のこどもたち共 に、いい経 験 ・ 時

間になったと思います。昼食後の開口神社参拝は、受入

直前に「歴史文化交流を空き時間に設けることができな

いか」 との要 望 をいただいたため、移 動 時 間 ・ 距 離 を考

慮して追加で入れたプログラムでしたが、参拝作 法を宮

司から教わるなど、ドイツ団にとっては貴重な体験、有意

義な時間になったと思います。テーマディスカッションは、

大 阪 府 のリーダー会 から参 加 していただきましたが、人

数が揃わず、急 遽、ホストファミリーの大学生 2名 にスケ

ジュール調整を依頼し、参加していただきましたが、事前

準備としての資料等の提供がなかったため、説明・ 対応

に苦慮しました。参加を快諾してくれた2名も不安だった

と思 います。テーマディスカッションは、内容 や方 向 性 を

早い段階で共有いただいたほうが事前準備も含め一層

有意義なものにできたのではないかと思います。また、デ

ィスカッションが活発に行われたのは良かったのですが、

次 のプログラムのさよならパーティーの開 始 が遅 れる影

響 も出 たため、ディスカッションの進 行 方 法 については

検 証 の余 地 があるのではないかと思 いました。さよなら

パーティーは、今 回 、参 加 人 数 が50名 を超 えたため大

変 賑 やかに実 施 できましたが、舞 台 や座 席 のレイアウト

に苦慮しました。また、ドイツ団からもパーティー前日にダ

ンスの要 望 （ 参 加 者 のみなさんも一 緒 に踊 ってほしい）

を聞 いたため、進 行 や配 席 を再 検 討 する必 要 が生 じ、

少林寺拳法の演武との調整に苦慮しました。ドイツ団か

らの要望やお心遣いについては、すべての情報が直前に

提 供 されたため、事 前 の情 報 共 有 を徹 底 することが今

後 の課 題 だと思 います。色 々な心 配 や不 安 、臨 機 の対

応はありましたが、全てのプログラムをけがや事故等もな

く実 施できたことに、安堵 しております。また、関わってく

ださったみなさんに感謝でいっぱいです。 （同上）

８月 ８日 (金 ) 堺 市 プログラム５ 日 目 は、ドイツ団

が施 設 での朝 食 の時 間 に間 に合 わず、食 事を取 れなか

ったため、コンビニで購 入 したものを堺 市 役 所 内 で召 し

上がっていただきました。その後は和歌山県への移動の

為 、午 前 中 はほとんどが電 車 での移 動 となりました。JR

和 歌 山 駅 にて和 歌 山 県 担 当 者へ引 継 ぎを行 い、ドイツ

団 は海 南 駅 （ 和 歌 山 県 海 南 市 ） に向 かい、大 阪 府 での

全ての受け入れプログラムが終了しました。総括として、

幹事県 担当者として、東 京都の迎え入 れから和歌山県

への引き継ぎまで携わらせていただきましたが、ドイツ団

が積極的 にプログラムへ臨む姿 勢を強 く感じることがで

きました。大阪府スポーツ少年 団にとっても、スポーツや

文化交流、ホームステイを通じて互いの文化に触れ合い、

友 好 と親 善を一 層深める貴重な機 会となりました。また、

私自身にとっても交流を通じて多くを学び、大変意義深

い経験となりました。他方で、事務的な面では、事前のド

イツ団 とのやり取 りに苦 慮 しました。特 にベジタリアンの

団員対応に関しては、迎え入れてから事前情報と異なる

要 望 がありました。JSPOからは「 詳 細 を聞 くとすべてに

対 応 してもらえると期 待されるため、詳 細情 報 を求めて

いない」 との説 明 がありましたが、受 け入 れ側 としては

「 ベジタリアン」 との情 報 だけでも、対 応 を検 討 せざるを

得 ません。ドイツ団 側 から対 応 を要 望 する場 合 には、ア

レルギー情 報 と同 様 にdsj及 びJSPOが仲 介 し、正 確 な

情報提供がなされることが望ましいと考えます。またテー

マディスカッションに関しては、テーマ自体が難解である

上 にスポーツとの関 連 が十 分 に感 じられませんでした。

参加者 の多 くが中高 生年代 であることを踏まえると、事

前に十分な下調べを行うことは難しく、結 果的に準備を

府県側が担うこととなり、相当な負担となる恐れがありま

す。各テーマについて事前にJSPOから資料提供いただ

けるとより充 実 したディカッションに繋 がるのではないか

と考えます。 （大阪府：青木光）

大阪府の堺市から電車を乗り継いで移動してきたド

イツ団と合流。連日の酷暑で体調を心配していたが、元

気 な様 子 。昼 食 は駅 前 のお店 で、天 ぷら定 食 を堪 能 。

量 が多かったり、苦手 な料 理 はお互 いに交 換 して、楽 し

く食事をしていた。みんな箸を上手に扱っていた。団員に

ベジタリアンがいたが、詳 細について事 前情 報との齟 齬

があり、急 遽 の対 応 を求 められた。また、事 前 情 報 につ

いても非常に連絡が遅かったため、「正確」な情報を「迅

速 （ 遅 くとも２ ～３ 週 間前 には） 」 に伝 えていただくよう、

改善を図っていただきたい。食事後、海南市役所に行き

表 敬 訪 問 を行 った。市 長 急 用 のため、代 理 で副 市 長 が

出席となった。特産品である、みかんジュースを振舞った

ところ、ドイツのオレンジとは違い濃 厚 でおいしいと好 評

であった。歓談 ではドイツの飲酒 年 齢の話 などで盛り上

がった。表敬訪問を実施する場合、前後に着替えをする

ため、男女別 に２ 部屋 の控室を確保することが望ましい。

表 敬 訪 問後 は、紀 州 漆器 の絵付 け体 験を行 った。細い

筆を扱う作業 であるが上手 に描 けていた。その後は、語

り部さんによる黒江の町並みの散策を行った。全般的に、

説 明 を行 う際 は、事 務 局 が日 本 語 で話 し、その後 通 訳
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さんがドイツ語で伝えるという流れであったため、同様に

対 応 する場 合 は、通 常の倍 程度 の時 間を見ておく必 要

がある。夕食は日本料理を振舞った。昼食の天ぷらとは

違い、生魚に抵抗がある様子が見られた。飲料について、

特 に運 動 をしなくても、500mlのペットボトル（ 水 ・ スポ

ーツドリンク） を半 日 で1人 あたり１ 本 ～ ２ 本 消 費 したた

め、多めの用意が求められる。荷物について、１人あたり

２個程度のスーツケース＋かばんがあったため、ドイツ団

が乗 車 する移 動 車 以 外 に荷 物 車 の確 保 等 しておくこと

が望ましい。なお、こうした所感について、私の確認不足

で事前に情報提供があったのかもしれないが、認識でき

ておらず、過 去 の受 入 市 町 に何 度 か確 認 して仕 入 れた

情報や想定をもとに準備を進めたため、我々のように特

に初めての受入では手探り状態で今後も準備への苦労

が予 想 される。受 入 市 町 の負 担 軽 減 のため、各 所 感 か

ら特 筆 すべき点 （ 課 題 点 や良 かった点 ） を抜 きだし、国

や県は単 にメールで情 報提 供を行うだけでなく、重 要な

内容は直接 訪問 し確実 に伝 える、また準備 の進捗 管理

やおもてなし内 容 を共 に協 議 するなど、責 任 をもった対

応 を行 ってもらいたい。また、今回 ４ 日 目 に他 町 の観 光

資 源 を活用 したが、小さい市町では受 入 内 容に限 界が

ある。例えば、和歌山県といえばということで、当初は和

歌山城の見学なども検討したが、最終的にプログラムか

ら削 除 した。もし、ドイツ団 が楽 しみにしていたら可 哀 そ

うな思いをさせたことになる。地方プログラムのうち、１日

～ ２ 日 程 度 は都 道 府 県 としての受 入 日 を設 け、「 都 道

府県」 としてPRしたいスポーツや観光地、イベントなどを

もてなす、またはドイツ団に受入市町以外を含めて興味

のある観光地やアクティビティなどを事前にリサーチして

おき、対応は都道府県が行うなど、受入市町まかせにす

るのではなく、地 方 全体 で交 流を盛 り上 げるよう改 善 し

てはどうかと提 案 する。時 期 についても地 方 にもう少 し

配慮をいただきたい。お盆前の３ 連休に対応を求められ

たが、忙 しい時 期 に様 々な人 にご協 力 いただいた。この

時期に受入するなら、全体プログラムで対応を！

（和歌山県海南市：林 大幹）

8月 ９日 (土 ) ２ 日 目 の朝 、ドイツ団 とホテルで合

流。団員の１人が合流前に鼻血が出て休んでいたが、無

事 にプログラムに合 流 できた。その他 の団 員 はゆっくり

休 めた様 子 。今 回 の受 入 では不 要 であったが、猛 暑 の

時期となるため、急遽 の体 調不 良者が出た場合の対応

など、事 務 局 において別 動 できる体 制 を考 慮 しておくこ

とが重要 となる。藤白 神社 に正 式参拝 し、その後 は語り

部 さんによる藤 白 神 社 と鈴 木 屋 敷 の散 策 を行 った。日

本 庭 園 のような場 所 が団 員 のみなさんはお気 に召 した

様子であった。神社の建物を借りて書道体験を行った。

恐 らく初めて書 いたであろう漢字 にも、書き順を何 度 も

反 復 練 習 して熱 心 に書 いていた。古 民 家 カフェで昼 食

をとる。前日は写真撮 影や連絡 調整などの事務局 対応

のため、ドイツ団が食事をしている際は近くで控えている

のみであった（ 食 事 を別 にしていた） が、プログラムの関

係から昼食の時間が取れず、どこか隙を見て食事しよう

かと思 っていたところ、団 員 のみなさんから「 ご一 緒 にど

うですか」とお誘いをいただき、初めて一緒にご飯を食べ

た。これがきっかけでより親密 になれた気がして、前 日も

一緒に食事ができていれば良かったと後悔した思いがあ

る。今 後 受 入 を対 応 される事 務 局 の皆 様 方 へ、食 事 を

共 にすることは重 要 であったと伝 えたい。午 後 からは海

南高校生徒とのテーマディスカッションを行う。お互いに

英語でのディスカッションを行い、言葉につまった場合は

英語教師 にフォローをいただいた。初めての同年 代との

交流であり、直接コミュニケーションをとれたこともあって

か、ドイツ団の喜びがひとしおであったように見 受けられ

た。こちらの調 整 不 足 によるが、当 初 予 定 していた進 行

とは異 なる運 びとなった。事 務 局 の思 惑 とは異 なったも

のの、熱心なディスカッションが交わされ、結果的に子ど

もたちが主 体 となれたことはよい結 果 に繋 がったのでは

ないかと思 える（ グダグダにならなかったのは、ドイツ団

及 び海 南 高 校 に感 謝 の他 ない） 。きっちりとした進 行 の

もとディスカッションの管 理 を行うとするならば、訪 問 後

には細かな調整時間の確保は難しいため、事前にドイツ

団 ともメール等 でタイムスケジュールや進 行 予 定 など連

絡調整を綿密 に行う必要があるかと思われる。もちろん、

そのためには国や都 道府 県が間 に入り、ノウハウをお持

ちの方に助力をしていただきたい。ディスカッション後は、

棕櫚たわしづくり体験を行う。これまでは、やはり指導者

が中心となることが多かったが、手先が器用な団員 が指

導者や他の団員の作成のフォローをする面が見られた。

夕食は回転寿司を訪問した。こちらの財布事情を察して

か、「どのくらい食べられますか」、「まだ食べられますか」

など、気 を遣 ってくれた。デザートを含 めて満 足 いくまで

食べてもらった。余談になるが、お腹いっぱい食べてもら

っても想定の範囲 内の費 用で済んだ。その後 、ホテルへ

送 迎 し、２ 日 目 が終 了 となる。私 はドイツ語 も英 語 も話

すことはできないが、せめて挨拶だけでもと、例えば別れ

際 には１ 日 目 は「 また明 日」 、２ 日 目 は「 またね」 などとド

イツ語で交流を図った。するとすごく嬉しそうに同じ言葉
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で返 答 してくれ、こちらまで嬉 しい気 持ちとなった。先 程

のディスカッションでも記載したが、やはり直接の交流が

最も喜ばれるように感じたため、事前に少しでも英語（で

きればドイツ語） を学 んでおければ、よりお互いに楽 しめ

たと思う。 （同上）

8月１０日(日) 朝食後、車２ 台で紀美野町中央公

民館へ移動し、紀美野町スポーツ少年団の子どもたちと

モルックとカローリングで交 流 。ドイツ団 と年 齢差が少 し

あるが、年齢関係なくプレーできる競技だったためコミュ

ニケーションをとり楽 しんでプレーしていた。当初 は屋外

でパークゴルフをする予定だったが悪天候の予報もあり、

前 々 日 に 屋 内 で で き る 種 目 に 変 更 し た 。 Kimino’s 

caféで昼食後は、みさと天文台でプラネタリウム鑑賞を

した。寝 ころびながら今 の時 期 に見 られる星 について学

んでいた。和太鼓体験は、大きさの異なる３ 種類の太鼓

から演 奏 したい太 鼓 を選 び、リズムに合 わせて１ つのパ

ートを完成させることを目標に真剣な表情で叩いていた。

最後には指導者も一緒になり、全員で合わせて演奏し、

体に響く振動と息の合 った一体 感を味わうことができた。

（和歌山県紀美野町：吉村 晃生）

8月１１日 (月・祝 ) 朝 食 後 、車 ２ 台 で下 神 野 小 学

校へ移動し、紀美野町スポーツ少年団の剛柔流空手道

教 室 美 里 の子 どもたちと空 手 体 験 で交 流 。初 めての道

着を着こなすのに苦戦していたが、みんな似合っていた。

空手の動作 はドイツ団にとって新鮮で難しい動きもあっ

たが、指導者の方に教えてもらい力強い型ができていた。

美里の湯かじか荘では大浴場で汗を流し、昼食をとった。

昼食後、高野山へ移動しガイドさんと合流し奥之院まで

の1.6㎞をゆっくり２ 時 間 かけて歩 いた。日 本 の有 名 な

武 将 の供養 塔にみんな真 剣 な表 情 だった。ガイドさんに

質 問 するなど日 本 文化 に興 味が湧いていた様 子 だった。

高 野 山 散 策 後 、海 南 市 保 健福祉 センターへ移 動 しさよ

ならパーティーへ。交流した子ども達、お世話になった大

人の方と夕食を食べた。獅子舞保存会の演舞や獅子舞

に嚙 まれながらの記 念 撮 影 に楽 しそうな表 情 だった。４

日間を振り返るスライドショーを見てたくさんの思い出を

振 り返 っていた。最 後 にドイツ団 からのダンスの披 露 が

あり、会 場 にいる事 務 局 も含めてみんなでダンスをし盛

り上がっていた。 （同上）

8月１２日(火) ホテルをチェックアウトしてすぐ、ドイ

ツ団は東京へ向かった。またの再会を楽しみに、しばしの

別 れをする。多 くの方 々のご協 力 のもと、無 事 に受 入 を

終了できた。 （和歌山県海南市：林 大幹）
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柳井市対面式

テーマディスカッション

バレーボール交流

８月 ４日（月） 山口県（柳井市：ホームステイ）

柳 井 駅 でドイツ団 と合 流 ／ 柳 井 市 役 所 で市 長 表 敬 訪

問／柳井市役所でホストファミリー対面式

８月 ５日（火） 山口県（田布施町／平生町：ホームス

テイ）

田 布 施 町 スポーツ少 年 団と交流 （ バレーボール） ／ ラン

チ会／テーマディスカッション／日本文化体験（ 盆栽鑑

賞）

８月 ６日（水） 山口県（柳井市／周防大島町／田布

施町／平生町：ホームステイ）

ホストファミリープログラム

８月 ７日（木） 山口県（周防大島町／柳井市：ホー

ムステイ）

マリンスポーツ体験 (B＆G海洋センター艇庫前でマリン

スポーツ体験 )／さよならパーティー(周防大島文化セン

ターでホストファミリーも交えてさよならパーティー)

マリン 清掃活動

お別れ式

―中国グループー

島根県
出 雲 市山口県

柳 井 市 ・ 周 防 大 島 町

田 布 施 町 ・ 平 生 町
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８月 ８日（金） 島根県（出雲市：ホテルながた）

出雲市駅へ移動／出雲市役所へ表敬訪問／ラピタウ

エディングパレスで歓迎パーティー

８月 ９日（土） 島根県（出雲市：ホームステイ）

大 社 高 校 の茶 道 部 と弓 道 部 の部 活 動 見 学 ・ 体 験 ／ 日

御碕・出雲大社見学／ホストファミリーと合流

８月１０日（日） 島根県（同上）

ホストファミリーデー

８月１１日（月・祝） 島根県（出雲市：ホテルながた）

高 校 陸 上 部 とテーマディスカッション／ 出 雲 市 サッカー

スポーツ少年団（ おろち・ 代謝・ 四絡） とのスポーツ交流

（サッカー）／島根ワイナリーでさよならパーティー

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

出雲空港でお見送り／相鉄グランドフレッサ東京ベイ有

明へ移動

出雲市長表敬訪問（出雲市役所）

弓道体験（大社高校）

出雲大社見学（神楽殿前）

ディスカッション発表（大社高校）

スポ少交流サッカー（出雲ドーム）

なぎなた体験（出雲北稜高校）
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８月 ４日（月） 柳 井駅 でドイツ団と合流 しました。

東 京 から移 動 して来 たこともあり、少 し疲 れた様 子 でし

た。移動時間やプログラムの時間に余裕を持たせ、休憩

時間を設けたため、スムーズに進行することができました。

市 長 表 敬 訪 問 を行 い、柳 井 市 長 、教 育 長 と面 会 しまし

た。ドイツ団から市長へプレゼントがありました。ドイツ団

は、初めてのこともあり、緊 張 している様 子でした。表 敬

訪問終了 後、ホストファミリーとの対面式 を行いました。

各家庭毎 に、通訳 を交えて、アレルギーや懸案 事項など

をお互いに伝えました。待ち時間には、ホームステイ先の

家族と一緒に折り鶴を作成 するようにしました。コミュニ

ケーションは、スマホ翻訳アプリや英語、身振り手振りを

交 えて行 っており、会 話 に困 っている様 子 は感 じられま

せんでした。 （山口県柳井市：好川将生）

８月 ５日 (火 ) 午 前 中 、TAIKOスポーツセンター

田 布 施 でスポーツ少 年 団団 員（ 小 学 生） と田 布 施中 学

校 女 子 バレーボール部 と交 流 を行 いました。はじめに２

人 組 でパスを行 い、次 にサーブの練 習 を行 いました。そ

の後 、チームに分 かれて試 合 を行 い、最 後 にはドイツ団

対日本団で対決をしました。とても盛り上がりました。暑

さが心配でしたが、休憩を何度も取り、最後までしっかり

楽 しく終 えることができました。終 了 後 、シャワーを浴 び

て、平生町に移動しました。

（山口県田布施町：津田 雛華）

正午すぎ、田布施町の交流事業から移動してきたドイツ

団 ９ 名 と合 流 しました。まず、平 生 町 スポーツ少 年 団 団

員（中学2年生～大学2年生）４ 名と平生町内の高校に

通 っている学 生（ ９ 名） 、ドイツ団 でランチ会を行い交 流

を深 めました。特 に、シニアリーダーが主 導 したアイスブ

レイクでは、５ つのグループを作り、その中で紙風船を床

に落 とさず、どのくらいパスを続けることができるかを競

い、各グループが声 を掛 け合 い楽 しそうに活 動 していま

した。続いて、「ジェンダー平等について」という内容でデ

ィスカッションを行 いました。初 めにドイツ団 からの発 表

を全 員 で聞きました。その後 、ランチ会 のグループごとに

ディスカッションを行いました。話し合いはスマホの翻訳

アプリを利用 していました。ディスカッションでは、それぞ

れ意 見 を出 し合 うグループと、委 縮 して意 見 があまり出

せていないグループで分かれているように感じました。ま

た、日 本 の参 加 者 は話 し合 いをするということに慣 れて

いないように見受 けられました。そうした中、言葉が通じ

ない中 でも自 分 の意 見 を積 極 的 に出 せる人 、また伝 え

ようと努力する人が中心となり進めていたので、ディスカ

ッションではこうした人が必要な存在だと改めて思いまし

た。また、受入にあたっては事前学習会をしっかりと行い、

色 々なテーマでディスカッションできるよう準 備 すること

が大切だと思いました。その後、日本文化体験を行いま

した。盆 栽 の歴 史 や剪 定 の仕 方 などについて講 師 から

説明を受 けたのち、日本 のストリートパフォーマンスであ

る大 道 芸 を鑑 賞 しました。大 道 芸 の中 には、ドイツ団 も

一緒に参加する場面もあり、とても楽しそうにしていまし

た。全 体 を通 じて、凄 く気 温 が高 い中 で運 動 や会 場 移

動をすることとなったので、水分は余分に用意しておいた

方がいいと思いました。 （山口県平生町：安村翔太）

8月 ６日 (水 ) 錦 帯 橋 や宮 島での観 光 など、各 ホ

ームステイ家 庭 でのプログラムを行 いました。※当 日 中

に 、 ホ ー ム ス テ イ 家 庭 か ら ５ 枚 程 度 選 ん だ 写 真 を

Google Drive（アップロード先・方法については、事前

に説明 済み） にアップロードするように伝 えました。（ さよ

ならパーティーでのスライドショー上 映 のため。） ある程

度 構 成 を用 意 していたので、翌 日 のさよならパーティー

までに準 備 が完 了 しましたが、かなりタイトなスケジュー

ルとなってしまいました。 （山口県柳井市：好川将生）

８月 ７日 (木 ) ドイツ団 員 の方 々はザクセン州 に

住 んでおり海 に面 してないため、海 での活 動 をすると喜

ぶのではと考 え、マリンスポーツ体 験 を実 施 しました。４

日 目 の活 動 だったので疲 れているのかと思 いましたが、

マリンスポーツ体験をすごく楽しみにしていたらしく元気

でした。初 めに海 に入 る前 に座 学 を行 い、次 にカヌーで

無人島へ出発しました。無人島到着後、昼食として冷や

しうどんとおにぎりをふるまいました。無人 島を出 発 し発

着点に戻り、バナナボートの体 験をしました。どの体験も

とても楽 しんでおり、いい思い出 になったと思います。良

かった点として、ザクセン州にはあまり馴染みのない海で

の活 動を実施 出来 たことです。反 省 点としては、昼食 の

冷やしうどんを食べる前にうどんの説明などしてあげると

よかったことです。（ あげ玉が嫌いそうな人がいたので残

していました。） （山口県周防大島町：近藤慶一）

さよならパーティーはオードブルやお寿司などを用意し、

食 事 を楽 しみながら、交 流 を深 めました。また、ドイツ団

に、寿司握りの体験をしてもらいました。握り方の説明が

難しく、当初 は握 る力 加減 などに苦 慮している様子 でし

たが、徐 々に慣 れてきたようで、最 終 的 には全員 上 手 に

握ることができました。ドイツ団からのプレゼントや出し物、

受入日記より（中国）
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スライドショーの上 映などで盛り上がりました。最後 に記

念撮影を行いました。 （山口県柳井市：好川将生）

８月 ８日 (金 ) 柳 井市 のレトロスクエアで、お別 れ

式 を行 いました。柳 井 市 教 育 長 及 びドイツ団 代 表 者 か

らのあいさつ、記念撮影を行いました。お別れ式 終了後、

柳井駅までホストファミリーと共にお見送 りに行きました。

（同上）

山口県柳井市から電車で広島駅まで移動し、広島駅

から高 速 バスで移 動 してきたドイツ団 10名 と出 雲 市 駅

で合 流 した。来 日 後 数 日 経 っていることもあり、皆 さん

時 差 ボケは無 く、元 気 な様 子 。昼 食 は広 島 駅 で購 入 し

た弁当をバスの中で食べて、出雲市駅から徒歩で10分

のところにある宿泊ホテルへ移動した。天気が良く、暑い

中、日も照っていたため日 傘をそれぞれ渡 して移動 した。

チェックインの後 、徒 歩で出 雲市 役 所 へ移 動 した。出 雲

市 役 所 6階 で市 長 に表 敬 訪 問 を行 い、通 訳 を通 じて、

趣旨説明や市長から歓迎のあいさつ、ドイツ団員との歓

談 を行 った。表 敬 訪 問 後 はドイツ団 員 への取 材 で時 間

が少し遅れたが、ラピタウエディングパレスへ徒歩で移動

し、歓 迎 パーティーを行 った。歓迎 パーティーには、次 の

日 からホームステイでお世 話 になるホストファミリー等 を

招いた。通訳が１名であるため、パーティーの各テーブル

でのコミュニケーションに不安があったが、顔合わせ後 、

お互いが積極的に話しをしておられ、打ち解けた様子で

盛り上がっており安心した。（ 島 根 県 出 雲 市 ： 河 井 健 二 ）

８月 ９日 (土 ) 朝食後 、バスで大社高 校へ移動 し、

大 社 高 校 別 館 の和 室 で茶 道 部 員 による茶 道 体 験 を行

った。茶道部員は英語で作法などを説明していた。日本

の抹 茶 とお菓 子 でおもてなしをしてドイツ団 は和 室 の静

かなメロディーと雰 囲 気 を楽 しんだ。その後 、校 舎 裏 手

にある弓 道場に移動 し、大社 高 校弓道 部員 の指導 によ

る弓 道 の体 験 をした。弓 道 部 員 は身 振 り手 振 りで一 生

懸命かたことの英語で、弓矢の使い方の説明をしていた。

直接、矢を射ることは危険のため、できなく残念そうでは

あったが、ゴムを引いたりなど、弓道の動きや基礎を学ん

でいた。後からはドイツ団員の一人 が腕にかぶれた症状

があり、悪化 してきたため、社用 車で通訳と一緒 に皮膚

科 の病 院 に連 れていくことなった。診 断 はアレルギー症

状 により悪化 したものであり薬が出された。特 に問 題 無

いため出雲 大 社吉 兆 館で合 流した。その後も特 に異 常

は無 かった。その他 のメンバーは日 御 碕 へ行 き、昼 食 に

お食 事 処 で日 本 海 の幸 等 を食 べた。曇 り空 の中 であっ

たが、日 御 碕 燈 台 へ登 ったりして景 観 を楽 しんだ。その

後、出雲大社の吉兆館へ移動し、休憩でアイスを食べた

あと、にぎやかな神門 通りを歩 いて、参 道から出 雲大社

の境 内 を見 て回 った。境 内 の中 を自 由 に歩 いて拝 殿 ・

本 殿 ・ 神 楽 殿 等 の参 拝 をしていた。「 いなばの白 兎 」 の

彫刻等があり興味を持っておられた。午後からの見学で

ドイツ団員 は少し疲れた様子 であった。見 学 した後 はバ

スでホテルに戻 り、ホストファミリーの皆 さんが迎 えに来

て、それぞれのご家庭にお願いした。 （同上）

8月１０日 (日 ) 本 日 はホストファミリーと過 ごす日

としていたが、大 雨 で警 報 が発 表 されていた。それぞれ

のご家庭からは特に連絡はなかった。 （同上）

8月１１日 (月・祝 ) 朝 にドイツ団員はホストファミリ

ーに集合場所のホテルまで送ってもらった。前日（ ホスト

ファミリーとの過ごす日） は、大雨警報が出ていたので心

配していたが、ドイツの皆さんは楽しそうに戻ってきて、お

別れを残念 そうにしていた。大 雨の中でもホストファミリ

ーのご家族 等 と話 をして、充実した時 間を過 ごされたの

ではないかと思った。午前中は大社高校へバスで移動し、

別 館 の２ F研 修 室 で大 社 高 校 陸 上 部 員 とのテーマディ

スカッションを行った。最初にドイツ団、次に大社高校生

がパワーポイントを使ってそれぞれ説明をした。その後意

見交換を行われたが、なかなか大人数だと発言が無く、

うまくいかなかった。休憩時間を挟み、ドイツ団から提案

され少 数 に分 かれて話 し合 うことにした。少 数 に分 かれ

た後 は携 帯 の翻 訳 アプリを使 用 し意 思 疎 通 をされてい

ていたようで、何とかディスカッションを行うことが出来た

と思 う。途 中 でアプリの使 用 を提 案 したため、事 前 に翻

訳 アプリを使 って話 をするよう連 絡 は必 要 だったと感 じ

ている。午後からは、バスで出雲ドームに行き、昼食に事

前に注文していたモスバーガーを食べた後、出雲市のサ

ッカースポーツ少 年団（ おろち・ 大社・ 四絡） との顔合わ

せ会 を行 った。その後 、出 雲 ドームへ移 動 しサッカー交

流 を行 った。子 供 たちは触 れ合 う機 会 が少 ない海 外 の

方がめずらしく、興味 を持 ってサッカーのゲームやPK戦

等 の交 流 をした。ドイツ団 と年 齢 差 はあるもののゲーム

が終わった後はハイタッチ等して、お互いを讃え合ってい

た。出 雲 ドーム内 で走 り回 ったため、汗 をかいたので近

接 のロッカーハウスでシャワーを使 った。その後 、バスで

出雲北陵高校に行き、なぎなた体験を行った。島根県な

ぎなた連盟 のみなさまの指導 のもと、道着や袴を着 用し、

実際に打ってみたり、数人防具 を付けて試合をしてみた
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りと初 めて目 にする武 道 を学 んだ。初 めてのなぎなたを

振 り楽 しんでいた。その後 は、翌 日 には東 京 に戻 られる

ので、バスで島 根 ワイナリーに移 動 し「 さよならパーティ

ー」 開 催 した。さよならパーティーにはホストファミリーも

参加いただき、焼き肉やカレーライスなど食べながら、会

話していた。またドイツ団のダンスの余興等があり、最後

のお別れを楽しんだ。 (同上 )

8月１２日 (火 ) 最 終 日 は雨 が強 い時 間 と重 なり、

出雲市駅まで社用車で移動した。駅前のホテルでバイキ

ング朝食を食べ、出雲空港に連絡バスで移動し、帰りの

飛行機に全員無事に乗ることができた。出雲市での４日

間は天候不良であったが、日傘として用意していた傘が

雨天でも使え、役に立った。ドイツ団が来る前日まで、熱

中症の警戒がずっと発表されていたため、暑さを心配し

ていたが、天候 不 良 のため、それほどでもなく、みなさん

元気に過ごされていたと思います。終わりに、担当者とし

て、先 回 りして次 のプログラム準 備 を進 めなければいけ

なかったため、ドイツ団 の皆さんとの交 流は僅かであり、

その様子を全て伺うことは出来 なかったが、出雲市での

受入が決まってから、様々なプログラムを考 えましたが、

今出来 る最大 限の内容 は提 供 できたのではないかと思

います。また、初めてのホストファミリーの募集で、ご家庭

でのご負 担 (送 迎 を含 めて)を考 えると集 まるのか不 安

であったが、なんとか確保できたこと安堵している。反省

点としては、ホストファミリーのみなさんから、受入日数が

もう一 日 程 度 あっても良 かったとの意 見 もあったため、

遠 慮 せずお願 いすることも必 要であったように思います。

最 後 に、多 くのみなさんにご協 力 いただき、無 事 に事 業

を終了することが出来たことに感謝申し上げます。

(同上 )
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―四国グループー

弓道体験

流しそうめん

吉野川市スポーツ少年団とのスポーツ交流

８月 ４日（月） 徳島県（吉野川市：ホームステイ）

徳島空港 へ移 動／吉 野川市 役 所で県・ 市合同 受入式

／ホストファミリーと合流

８月 ５日（火） 同上

阿 波 和 紙 伝 統 産 業 会 館 で和 紙 づくり体 験 ／ 書 道 体

験・精進料理・剣道見学／弓道体験

８月 ６日（水） 徳島県（吉野川市：セントラルホテル

鴨島）

美郷地区見学／川遊び・ 流しそうめん／吉野川市スポ

ーツ少 年 団 と交 流 （ 車 椅 子 バスケット・ 車 椅 子 バレー）

／さよならパーティー

８月 ７日（木） 同上

鳴 門 渦 潮 高 校 で茶 道 体 験・ レクリエーション交 流・ テー

マディスカッション／ 徳 島県 へ表 敬 訪 問 ／ イオンモール

徳島でショッピング／阿波踊り体験

レクリエーション交流

テーマディスカッション

徳島県
吉 野 川 市

香川県
丸 亀 市
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８月 ８日（金） 香川県（丸亀市：ホームステイ）

セントラルホテル鴨 島 でお見 送 り／ 香 川 県 へ移 動 ／ 歓

迎 レセプション／ テーマディスカッション／ 丸 亀ドイツ兵

俘虜足跡見学／ホームステイ受入家庭引継ぎ式

８月 ９日（土） 香川県（同上）

市内施設見学（丸亀城）／民泊プログラム

８月１０日（日） 香川県（同上）

スポーツ交流（丸亀市民体育館）／民泊プログラム

８月１１日（月・祝） 香川県（同上）

民 泊 プログラム／市 内 施設 見学 （ ボートレースまるがめ）

／さよならパーティー

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

丸亀市 民体 育館 、高 松空 港でお見 送り／ 相鉄グランド

フレッサ東京ベイ有明へ移動

テーマディスカッション

市内施設見学（丸亀城）

歓迎レセプション（記念品の交換）

丸亀ドイツ兵俘虜の足跡見学（塩屋別院）

スポーツ交流

さよならパーティー（太鼓体験）
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８月 ４日（月） 徳島空港でドイツ団８名（東京で１

名 離 脱 ） および通 訳 の方 と合 流 し、吉 野 川 市 役 所 にバ

スで移 動 した。吉 野 川 市 役 所 で開 催 した徳 島 県 ・ 吉 野

川市合同受入式では、通訳を通じて両団の自己紹介を

行 ったほか、徳 島 県 とニーダーザクセン州 のペナント交

換や吉野川市から歓迎記念Ｔシャツの贈呈を行った。T

シャツは期 間中 を通 して愛 用 してくれた。受 入 式後 はホ

ストファミリーと顔 合 わせを実 施した。ドイツ団 は英語 も

通じるため、想像よりも意思疎通が図れていた印象を受

けた。こちらが言い淀んだ際、「 Let's try！」と声掛けし

てくれるなど意 思 疎 通 を図 ろうとする姿 勢 を評 価 してく

れた。物 怖じせずにコミュニケーションを試 みることが打

ち解ける近道だと感じた。

（徳島県吉野川市：河内 拓馬）

８月 ５日（火） この日は公用車２台で市内を移動

した。体格がしっかりしていること、飲料や荷物も運搬す

る必 要 があることから余 裕 のある配 車 の必 要 性 を実 感

した。一方で、やみくもに増 車するとスタッフの確 保や意

思 疎 通 が図 れない問 題 が生 じる難 しさも感 じた。全 体

的 にどのプログラムも好 評 で、特 に和 紙 づくりや書 道 体

験 （ 作品 をうちわに貼り付 けて、オリジナルのうちわを作

成）など体験が形になるプログラムが好感触だった。しか

し盛 り上 がりすぎて時 間 が押 してしまう場 面 があったた

め、スケジュールに余 裕 をもたせ、柔 軟 に対 応 できる進

行 を心 がける必 要がある。帰 りの車 内 ではぐっすり眠 っ

ており、異 国 での長 期 滞 在 や想 像 以 上 の暑 さで疲 れが

溜まっている印象を受けた。帰宅後の家庭プログラム次

第では、十分に休息できない事態が懸念されるため、日

中 の様 子 をホストファミリーに共 有 しておく必 要 性 を感

じた。 （同上）

8月 ６日 (水 ) この日も非常に暑く、暑熱対策とし

て、川遊びスポーツ交流などのアクティビティ中は特に細

かく水 分 補 給 するよう働 きかけた。水 を愛 飲 していたた

め、適 宜 塩 分 補 給 タブレットを併 用 すると良 いかもしれ

ない。スポーツ少年団との交流では、早々に名前で呼び

合い、試合前に円陣を組むなど打ち解けるのが早かった。

これは日 本 側 にはローマ字 表 記 、ドイツ側 にはカタカナ

表記の名札を準備していた部分が大きいと感じた。スポ

ーツを楽 しむ上 で課 題となる年齢 層 や身体 能 力 の差 に

ついては、障害者スポーツに注力している総合型スポー

ツクラブに協 力 を仰 ぎ、車 椅 子 を用 いることで解 消 でき

た。さよならパーティーでは日本側が和太鼓、ドイツ団が

「Head Shoulderｓ Kneeｓ & Toes」を披露し、参

加 者 全員 で楽 しんだ。記念 品として贈呈 した市マスコッ

トキャラクター「 ヨッピーとピッピー」 のぬいぐるみを気 に

入ってくれたようで、早速リュックサックに付けてくれてい

た。担当者のあだ名は「ヨッピー」になった。 （同上）

８月 ７日 (木 ) この日 のプログラムは県 が主 導 で

実施した。ホテルからバスで鳴 門渦潮高校に移動 し、茶

道 体 験 とレクリエーション交 流の後 、テーマディスカッシ

ョンを実施した。参加者は、鳴門渦潮高校生、徳島大学

生 及 び徳 島 県 リーダー会 のメンバーで、事 前 に打 合 せ

会 を実施 し、ディスカッションの内 容 を参 加者 全員 で確

認していたため、スムーズに進行できた。また、ディスカッ

ション前のレクリエーション交流では、徳島県リーダー会

のメンバーが進行し、３つのレクリエーションを楽しんだ。

さらに昼食の間のコミュニケーションで緊張もほぐれ、徳

島県リーダー会の大学 生と、徳島大学の学生がファシリ

テーターとなり、４つのグループに分かれディスカッション

した。鳴 門 渦 潮 高 校 生 の英 語でのプレゼンはディスカッ

ションする上で有意 義なものとなった。鳴門 渦潮 高校で

は、部活動の見学もさせていただき、終始楽しい雰囲気

だった。徳島県 の表 敬訪問 は、徳島県とニーダーザクセ

ン州が友好 交流 を締結 していることもあり、今 回初めて

実 施 した。お土 産 の交 換 では、気 持ちのこもった品 物 で、

双 方 の気 持ちが通じたものとなった。朝から立 て続 けの

スケジュールであったため、イオンモール徳島 ではフリー

タイムとし、それぞれが食 事 やショッピング等 楽 しんだ。

吉 野 川 市 に戻 り、当 初 プログラムにはなかったが、徳 島

の阿 波 踊りを紹介 したく、阿 波踊 り体 験を実 施した。好

奇 心 旺 盛 なドイツの皆 さんは、踊 りのあと、三 味 線 等 の

鳴 り物 にも挑 戦 していた。この日 も非 常 に暑 く、暑 熱 対

策 が必 須 であるため、飲 み物 はもちろんのこと、経 口 補

水液や塩分タブレットの準備、エアコン設置会場の手配、

公共の交通機 関ではなく貸切 バスの手 配等、充分 な細

やかな気配りが必要だと感じた。（徳島県：福井 恵子）

８月 ８日 (金 ) 前 日 のプログラムが遅 くまであった

が、９ 時 半 前 にホテルのロビーに集 合 し、県 の職 員 、吉

野 川 市 の担 当 者 、またホストファミリーの方 等 に来 てい

ただき、別れを惜しんだ。バスに乗りこみ、香川県へ移動。

バスの中では、仲良く歌を歌ったりして地方プログラムを

楽 しんでいるように思 えた。高 松 駅 に到 着 し、無 事 に香

川 県 へ引 き継 ぎ、徳 島 県 吉 野 川 市 でのプログラムは終

了した。 (同上 )

受入日記より（四国）
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ドイツ団は徳島県よりバスで移動し、来県されました。

団 員 は若 干 疲 れた様 子 ではあったものの、徳 島 県 の担

当者との別れを名残惜しむように、移動の為のバスへ乗

車しました。昼食では、香川県でも有名な製麺所に行き、

うどんを食べました。団員たちは、上手く箸を使い、美味

しく食 べているようで、数名 はおかわりをするなど、好 評

だったと思 います。その後 は、バスで移 動 し、休 憩 を３ ０

分程度取った後、歓迎レセプションを開催しました。歓迎

レセプションについては、事 前 に余 裕 を持 った時 間 を想

定していたものの、歓迎挨拶の通訳や当日、お祝いのメ

ッセージが届き紹介したこともあり、予定よりも時間が掛

かり、次第の一部を省略する事となりました。もう少し余

裕 を持 ったスケジュールの作 成が必 要 だったと感 じまし

た。その後は高校生とのテーマディスカッションを開催し、

地 元 の高 校 生 ５ 名 と交 流を図りました。事 前 にドイツ団

の資料を確認し、高校生と打ち合わせを行い、準備をし

ていたテーマもありましたが、高校 生 がプレゼンを１ ０ 分

程度発表した後は、グループごとに、今の日本やドイツで

の流行りや音楽の話をするなど、同世代の子どもたちが

共通の話題で盛り上がっていました。テーマディスカッシ

ョン終 了 後 は、少 し休 憩 をした後 、丸 亀 ドイツ兵 俘 虜 の

足跡見学 として、塩 屋別院 を訪 問し丸 亀市とドイツとの

関 係 について研 修 を受 けました。団 員 も非 常 に興 味 を

持 ち、聞 いている様 子 で、ガイドの方 へ質 問 をするなど

学 ぶ姿 勢 や積 極 性 を感 じることが出 来 ました。１ ８ 時 か

らは今 回 、ホームステイを受 け入 れていただいた家 庭 へ

の引継ぎ式を行いました。それぞれ自己紹介をした後は、

ファミリーごとに３ ０ 分 程 度 、各 家 庭 が心 配 に思 う部 分

や気になる事などを通訳の方が間に入り、説明を行って

いただきました。受 入家 庭 のみなさんが解 散 後 は、通 訳

の方 と期 間 中 のスケジュールの確 認 、徳 島 県 での団 員

の様子など１時間程度、打ち合わせを行い、情報共有す

る時間を設けました。 （香川県丸亀市：中野 彰）

８月 ９日 (土 ) この日 は、市 本 部 プログラム（ 市 内

施 設 見 学 ） として丸 亀 城 を訪 問 しました。民 泊 プログラ

ム以 外 の家 庭 より２ 家 庭 （ 団 員 ２ 人 ） 、受 入 家 庭 より９

名が参加し、ガイドの案内のもと丸亀城の歴史や石垣の

作りなど１時間ほど説明を受けました。その後、崩れた石

垣の復旧場所や資料館を周り、見学を終えました。参加

した団員 は、ガイドの方 へ石 の重 さや運 搬 方法 などにつ

いて興味深 く質 問しており、学 習意欲 の高さが伺 えまし

た。高 温 が予 想 されたため、集 合 時 には飲 料 （ 水 ） を配

布し、熱中症に注意し、プログラムを進めました。幸い天

候は曇り空ではあったが、湿度が高く、途中参加者へ声

掛けや、冷房の効いた屋内で何度か休憩するなど、気を

配 りました。また、プログラム中は、受 入 家 庭 の方 へ、前

日の自宅での団員の様子や、体調などを聞くなどして状

況の把握に努めました。市本部プログラムは午前中に終

了し、午後からは各家庭の民泊プログラムへ引継ぎとな

りました。 （ 同 上 ）

8月１０日 (日 ) この日 も午 前 中 は、市 本 部 プログ

ラム（ スポーツ交 流 ） を実 施 しました。民 泊 プログラム以

外の家庭 より３ 家庭（ ドイツ団 員３ 人） 、受 入家 庭より８

名 が参 加 し、市 内 小 学 生 、高 校生 ボランティア含め約 １

３ ０ 名 の参 加 者 と一 緒 に、ドッヂビー、しっぽ取 りのゲー

ムを行 いました。チームはドイツ団 員 と受 入 家 庭 の参 加

者で組み、小学３・ ４ 年生のチームとドッヂビーの試合を

５ 試合行いました。初めは上手く投げられなかったドッヂ

ビーも徐々に慣 れ、参 加 者 と楽しく交 流 ができたと思い

ます。しっぽ取りでも、団員は積極的に参加し、楽しんで

いる様 子 が見 られました。どちらの競 技 もルールが簡 単

で初めてでも参加しやすい事で、団員もスムーズに交流

ができたと考えます。体育館では、冷房をつけていました

が、熱中症に配慮し、飲料（水） も開始時に配布をしまし

た。プログラムは午 前中 に終 了 し、午後からは各家庭 の

民泊プログラムへ引継ぎとなりました。 （同上）

8月１１日 (月・祝 ) この日 は、夕方 より市 本部 プロ

グラムを組 んでいたため、それまでは民 泊 プログラムで

過 ごしていました。１ ５ 時 半 より市 本 部 プログラム（ 市 内

施 設 見 学 ） としてボートレースまるがめを訪 問 しました。

ボートレース場 では、レース見 学 のほか、幼 児 向 け施 設

の見学も行いました。また、説明の中でボートレースの売

り上 げの一 部 が丸 亀 市 の学 校 給 食 や子 育 て支 援 等 に

充てられていることを知ると、「とても良い仕組みだ」と感

心していました。その後、１８ 時より「 さよならパーティー」

を開催しビュッフェ形式の食事 をホームステイ受入家庭

の方 も招 待 し開 催 しました。途中 、地 元のまるがめ婆 娑

羅太鼓の演奏のほか、団員が太鼓の体験ができる時間

も作 り、楽 しんでいただけたと思 います。途 中 、ドイツ団

からの出 し物 もあり、参 加 者 全 員 で楽 しむことができま

した。 (同上 )

8月１２日 (火 ) 最 終 日 は丸 亀 市 民 体 育 館 に集 合

し、貸 切 バスで高 松 空 港 に移 動 をしました。お見 送 りに

は受 入 家 庭 のみなさんが来 られ、中 には高 松 空 港 まで

136



お見 送 りに来 られた家 庭 も多 くいました。空 港 では、最

後 の時 間 を名 残 惜 しむように、受 入 家 庭 の皆 さんと交

流やお土産を渡したりするなどしていました。今後、団員

と連絡が取れるよう、ＳＮＳなどの連絡先を交換している

様 子 も見 られ、今 後 の継 続 的 な交 流 が期 待 できると感

じました。今 回 の受 入 において丸 亀 市 では、多 くの時 間

を民泊プログラムとしていたのは、以前、日独スポーツ少

年団同時交流事業で派遣された方や前回（１２ 年前） ホ

ームステイを受入経 験のある家 庭などであった為 、今回

の受 入 に際 しても、プログラム作 成 時 に相 談 し、団 員 も

地 方 プログラムの後 半 で疲 れているだろうから、過 密 な

スケジュールを組まず、市本部でのプログラムについては、

多く作らなくても良いという話をしていただき、受入家庭

の方 に、プログラムを検 討 し対応 していただきました。そ

の為、事務局では終日、事業に帯同する事はなく、歓迎

レセプションやさよならパーティーなど、共通プログラムつ

いて準備に割ける時間が取れたかと思います。また、ドイ

ツ団 の指 導 者 の方 については、非 常 に丁 寧 で気 配 りの

できる方であり、プログラム中 の団 員 の様 子を良 く観 察

し、必 要に応じて注 意やドイツ団でミーティングを行うな

ど素 晴らしい対応 だと感じました。なお、当初 ベジタリア

ンと聞いていた団員がおり、受 入家庭 の方も心配 し、事

前に団員に配慮して食 材も準 備したとの事 であったが、

実 際 、日 本 滞 在 中 は日本 の食文 化 を体 験 したいとのこ

とで、「 何 でも食 べてみたい」 と話 をしたそうです。受 入

家 庭 の方 は安 心 をしたものの、食 事 については、アレル

ギーなどもある為 、もう少 し正 確 な情 報 を事 前 に知 りた

いと思いました。尚、受入家庭には緊急時には通訳及び

事 務 局 で対 応 する旨 は伝 えていましたが、期 間 中 受 入

家庭からの連絡はありませんでした。 （同上）
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歓迎レセプション

原爆資料館

バレーボール交流

8月 ４日(月) 長崎県（川棚町：ホームステイ）

長崎空港 へ移動／ 大村市 において昼食／戦争 遺構見

学 （ 川 棚 町） ／ 歓 迎 レセプション及 びホストファミリー合

流

８月５日（火） 同上

長崎市見学（平和公園、原爆落下中心地、原爆資料館）

／長崎市内において昼食／長 崎市内散策／ホストファ

ミリー合流

８月６日（水） 長崎県（川棚町：くじゃく荘）

陶芸交流（ 川 棚町） ／川 棚町において昼食／町 内スポ

ーツ少年団との交流（バレーボール）

８月７日（木） 同上

町内体育館においてスポーツ交流／川棚町内において

昼 食 ／ 川 棚 高 校 とのスポーツ交 流 （ ホッケー） ／ さよな

らパーティー

陶芸交流

ホッケー交流

―九州グループー

福岡県
宇 美 町

長崎県
川 棚 町
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８月 ８日（金） 福岡県（宇美町：ホームステイ）

県 宇 美 町 との引 継 ぎ式 ／ 見 送 り／ 福 岡 県 宇 美 町 へ出

発／宇美町長表敬訪問／テーマディスカッション／ ウェ

ルカムパーティー

8月 9日（土）福岡県（同上）

空 手 道 交 流 会 ／ 九 州 国 立 博 物 館 見 学 ／ 太 宰 府 天 満

宮散策

8月１０日(日) 福岡県（同上）

和太鼓交流／弓道体験交流／宇美八幡宮散策

8月１１日(月・祝) 福岡県（同上）

ホストファミリーデー／さよならレセプション

8 月 12 日（火） 東京都（江東区：相鉄グランドフレッ

サ東京ベイ有明）

お別れの会／相鉄グランドフレッサ東京ベイ有明へ移動

テーマディスカッション

Welcomeパーティー

空手交流会

和太鼓交流会

さよならレセプション

お別れ会
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８月 ４日 (月 ) ドイツ団 は定刻 に到 着され、前年 度

交流でドイツに行かれた本県リーダー会の方々も一緒に

出 迎 えた。疲 れた様 子 もなく、昼 食 も和 気 あいあいとし

た雰囲気 の中 ゆっくり過ごした。その後、戦争遺 構見学

へ行き、施設見学及び話を聞いた。川棚町中央公 民館

へ移 動 し、歓 迎 レセプション及 びホストファミリーと打 合

せを行 い、賑やかな中 この日 は終 了 し解 散 した。県スポ

ーツ少年団担当者及び本県リーダー会の方々の協力も

あり、不安なく出迎えることができた。ドイツ団リーダーを

はじめとする団員の人柄も良く、歓迎レセプション及びホ

ストファミリーへの引継ぎも問題なく行うことができた。

（長崎県川棚町：石隈 孝典）

８月 ５日 (火 ) 朝 も時 間 に遅 れることなく集 合 し

長崎市へ出発した。午前中は、ドイツ団の事前情報で興

味があっていた平和 公園、原 爆 資料館を中心 に見学を

行なった。平和公園 においては、８ 月９ 日の平和祈念式

典前で会場も式典準備が進んでいた。原爆資料館にお

いては、事 前 に準 備 されていたメッセージを書 いた折 り

鶴 を指 定 の場 所 に置 き、原 爆 の悲 惨 さ、平 和 への尊 さ

噛 みしめるように館 内 を見 て回 った。午 後 からはグルー

プに分 かれて、めがね橋 や路 面 電 車 に乗 るなど長 崎 市

内を散策した。帰りのバスの中では寝ていた団員もいて、

無理のないゆっくりとしたプログラムの必 要性を感じた。

（同上）

8月 ６ (水 ) ホームステイが終了し、本日から宿舎

泊（ くじゃく荘） となる。午前 中 は陶芸 交流を行い、各々

が絵皿に手書きで書いた。担当 いただいた方が、「 川棚

町を出発するまでに皿を焼いて記念に持たせる！」 と言

っていただき、団 員 も大 喜 びであった。午 後 からは地 元

少年団とのバレーボール交流を行い、団員の半数がバレ

ーボール経験者でもあり、大変盛り上がった交流であっ

た。翌日が大雨の予報で、この時点で午前中のマリンス

ポーツを中止し、別のプログラムに変更することを決めた。

宿 舎 到 着 後 、数 人 の団 員 が宿 舎 下 の海 水 浴 場 で泳 ぎ

たいと要 望 があり、短 時 間 であったが泳 がせた。その後

も宿 舎 のプールで１ 時 間 ほど泳 いで楽 しんでいた。この

日 からドイツ団 一 堂 に会 しての夕 食 となったが、日 本 食

に抵抗がある人、好んで食べる人など様々だった。米（ご

はん）については、皆さん食べていた。 (同上 )

８月 ７日(木) 急遽、予定変更となった午前中は、

近くの小学校体育館 において、ドイツのスポーツ「 ブレン

バル」 とバレーボールを行 なった。中 々ハードワークであ

ったが十分 に楽 しめた。午 後からは雨 も上がり、宿 舎 下

のホッケー場において川棚 高校 女子ホッケー部とのホッ

ケー交流を行なった。高校生のサポートもあり、最後はミ

ニゲームを行うなど一番盛り上がった交流であった。さよ

ならパーティーでは町 社 会 教 育 委 員 及 びホストファミリ

ーによる歌とバンド演奏、ドイツ団員の出し物など大いに

盛り上がり、最後の交流を深めることができた。 （同上）

８月 ８日 (金 ) 最 終 日 は川 棚 町 中 央 公 民 館 にお

いて福岡県宇美 町、川 棚町教 育委員会 、ホストファミリ

ーが参 加 し引 継 ぎ式 を行 なった。陶 芸 交 流 の際 の皿 も

届けられ記念に渡された。名残惜しくもありましたが、最

後 は皆 さん笑 顔 で見 送 った。交 流 が始 まってみると、あ

っという間の５ 日間でした。期間中、誰一人ケガ等もなく

無事終了出来たことが一番の安心でした。全く何もわか

らない状態からのスタートでしたが、２ 年前に実施された

島原市教育委員会からの情報提供、長崎県スポーツ少

年団及び福岡県宇美町担当者との連携、何よりも今回

のプログラム実施に際し、快くご協力 いただいたホストフ

ァミリーをはじめとする関係各位の皆様方に心から感謝

申 し上 げます。引 継 ぎ式 の際 にドイツ団 リーダーの方か

らありがたいお言 葉 をいただきました。今 回 の交 流 を通

してドイツ団の人柄も含め貴重 な経験をさせていただき、

改めて実施 して良かったと実感 しました。ありがとうござ

いました。 （同上）

長 崎 県 川 棚 町 に滞 在 中 のドイツ団 10名 を川 棚 町 中

央公民館へ迎えに行き引継ぎを行った。九州 2県目とい

うことで移動中バスのなかでは少し疲れの様子が伺えた。

昼 食 は囲 炉 裏 がある明 治 43年 創 業 の峰 松 本 家 にて、

うどんやかつ丼など好きなものを注文してもらった。箸を

上 手 に使 用 し食 事 していた。宇 美 町 に到 着 後 、宇 美 町

役場にて宇美 町長を表敬 訪問 。そのまま宇美町 役場に

て、宇 美 町 の中 学 生 を主 とする宇 美 町 リーダー会 員 約

20名 とテーマディスカッションを行 った。テーマディスカ

ッションでは、ドイツ団が用意したプレゼンテーシヨンを軸

に、お互いに意見交換を行い 90分では足りないほどだ

った。夕食はホストファミリーとの対面式を兼ねて中華料

理 一 品 香 にてウェルカムパーティーを行 った。ホストファ

ミリー毎に担当のドイツ団員と同じテーブルで食事をし、

初日なのでお互いに緊張した面持ちだった。英語が話せ

るホストファミリーの家 族 が数 人 いたので、後 半 は少 し

打ち解けた雰囲気になっていた。

（福岡県宇美町：鮫島ゆう子）

受入日記より（九州）

140



8月 9日(土) 各自ホストファミリーに送迎してもら

い朝 9時 30分 に宇 美 町 立 武 道 館 に集 合 、武 道 体 験 の

空 手 道 交 流 会 を行 った。至 道 会 館 空 手 道 連 盟 の協 力

のもと、至 道 会 館 空 手 道 連 、宇美 町 リーダー会 員 、ドイ

ツ団併せて約 80名ほどの参加があった。空手 の基本の

形を1時間ほど習った後、ドイツ団対至道会館生徒で組

手 の試 合 を行った。幼い頃 に空手 を習 っていたというド

イツ団員もおり、活動に積極的に参加する姿勢が見られ

た。昼食は焼肉で、ドイツ団男子2名は定食セットのお肉

では足りないと自費で肉を追加注文していた。体の大き

なドイツ団 には少 し物 足 りなかった様 子 。午 後 からは九

州国立 博物 館で日本 の縄 文時 代の生活洋 式や他 国と

の交 流 の歴 史 などを学 んだ後 、太 宰 府 天 満 宮 を散 策 。

お土 産 物 が並 ぶ街 道 でフリータイムを設 け、ドイツ団 は

抹茶を飲んだり、梅が枝餅を食べたり自由に楽しんでい

た。 (同上 )

8月１0日 (日 ) 宇 美 町 中 央 公 民 館 に集 合 後 バス

にて井 野 小 学校 に移 動 、和 太鼓 交 流 会 を行 った。宇 美

太鼓 の協 力のもと、宇美 太鼓 、宇美町リーダー会 員、ド

イツ団併せて60名ほどの参 加 だった。小 学校 の体育館

で冷房設備がないため、暑さ対策として冷風機 4台と氷

入 りのクーラーボックスで冷 やしたミネラルウォーターを

大量に準備していたが、当日は雨が降りほどよい気温だ

った。大 太 鼓 や小さい太 鼓 など、種 類 に応 じてチーム分

けをし曲を1時間ほど練習をした後でセッションを行った。

「太鼓、カッコイイ」という声を聞けて、沢山たたけて満足

そうだった。午後からは宇美町スポーツ協会弓道部の協

力 のもと、弓 道 部 、宇 美 町 リーダー会 員 、ドイツ団 併 せ

て約 40名にて弓道体験を行 った。弓道部さんの演技を

お手本にして、1人 10本程度射的をさせてもらった。ドイ

ツ団はこれまでの宇美町の日程の中では一番弓道に興

味を持 っていた様で、とても楽しそうに体験をしていた。

(同上 )

8月１１日 (月・祝 ) ホストファミリーデーにて日中は

各 家 庭 で過 ごしてもらった。日 本 のお土 産 、特 にアニメ

に関するグッズがほしいとの要望が多かったようで、買い

物に出かける家 庭が多かった様 子。16時から自治体 の

公民館を借りてさよならレセプションを行った。たこ焼き、

焼 きそば、お好 み焼 き、そうめんなど日 本 の家 庭 食 をい

くつか準備したが、ドイツ団 はほぽ全員がたこ焼き（ シー

フードNG)とそうめんは口 にしなかった。スイカ割 りはと

ても盛り上がり、抽選会も楽しそうに過ごしていた。

（同上）

8月１２日 (火 ) 最 終 日 は10時 に宇 美 町 役 場 に集

合 、お別 れの会 で記 念 品 の交 換 を行 った。双 方 の代 表

者に感想を述べてもらい、お菓 子やジュースなど簡 単な

立 食 をしながら写 真撮 影 をしたり、連 絡先 を交 換 したり

など別 れまでの時 間 を惜 しんだ。11時 過 ぎには福 岡 空

港へ移動、マイクロバスにて送り届けた。 （同上）
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宿泊・会場：相鉄グランドフレッサ東京ベイ有明

8月１１日(月・祝)

団長団ホテル着

8月12日(火)

ドイツ団ホテル着

JJSA-通訳ミーティング

※通訳ミーティング後、地方プログラム担当通訳は解散

ドイツ団ミーティング

ドイツ団出し物（さよならパーティー）

集合写真（さよならパーティー）

8月13日(水)

JJSA-ドイツ団長団ミーティング

都内自由研修

さよならパーティー

8月14日(木)

ドイツ団 成田国際空港出発（OS52）

空港で最後のお見送り
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日独スポーツ少年団同時交流事業ホームステイ受入

に参加して 東北Ⅰ（岩手県） 岡田

日独スポーツ少年団同時交流事業のホストファミリー

募集の話を知り、子どもが中学２ 年生と小学６ 年生とい

う時期にホストファミリーとして外国人 の受入を行うこと

は、子ども達の刺激になり、良い経験になると思い、応募

しました。

ただ、やはり受入にあたり不安な事がたくさんありまし

た。英 語 での会 話 ・ コミュニケーションの取 り方 、食 事 、

部屋の準備、ファミリーデーの過ごし方などです。遠野に

来ている間はカトリーネにとって楽しい時間にしてあげた

かったので、どんな事 をしたら喜んでくれるかとても悩 み

ました。

今 回 特 に大 変 だったのが食 事 でした。事 前 の情 報 で

ベジタリアンだと知り、さらに不 安になりましたがネットで

調 べたり、同 じホストファミリーの家 族 と食 べられるメニ

ューの情報共有をしました。我が家に来てくれたカトリー

ネはトライする子だったので色々食べてもらえて嬉しかっ

たです。コンビニが好きということで連 れて行 き、お菓 子

を選 ぶ様 子 やイオンでの買 い物 の様 子 を見 ると、ドイツ

の子 も日 本 の子 も楽 しいと感 じることは同 じなんだなと

微笑ましい気持ちになりました。

我が家の子ども達も緊張していましたが、頑張って英

語で話をしたり、ゲームをして遊 んだりと、短い時間 でし

たが貴 重 な体 験 ができたと思 います。そして、外 国 人 と

の交流には、英語が不可欠であると感じました。

子 ども達 だけではなく私 たち親 も準 備 の段 階 では不 安

がありましたが、楽しい時間を過ごすことができて、今回

この事業に参加させていただきとても嬉しく思います。あ

りがとうございました。カトリーネにとっても、遠 野での時

間が楽しい時間になっていれば良いなと思います。

言葉は通じなくても、心は通じる。

北秋田市スポーツ少年団事務局 西村大智

私 は、事 前 準 備から当 日 の運営 まで多岐 にわたる業

務 を担 当 し、大 変 貴 重 な経 験 をさせていただきました。

本 事 業 は、日 独 の青 少 年 が文 化 ・ スポーツ交 流 を通 じ

て友 情 を育み、相 互理 解 を深めることを目 的としており、

その意義深さを実感する機会となりました。

準 備 段 階 では、日 程 調 整 やプログラム内 容 の検 討 、

現地との連絡調整など、想像以上に多くの業務がありま

したが、関 係 者 の皆 様 のご協 力 と実 行 委 員 会 のチーム

ワークによって円 滑 に進 めることができました。特 に、言

語 や文 化 の違 いを越 えてコミュニケーションを取 る難 し

さと楽しさを現場レベルで深く感じることができたことは、

大きな学びとなりました。

当 市 で４ 泊 ５ 日 間 のプログラムを実 施 しました。熊 の

出没により、一部プログラムに変更が生じましたが、無事

故 で楽 しいプログラムを実 施 することができたと思 いま

す。特に印 象に残 っていることは、８ 月１１日「 山の日」 に

「 花 の 百 名 山 」 と し て 知 ら れ る 「 森 吉 山 （ 標 高 ：

1,454m） 」 にみんなで登ったことです。登山中の天気は

曇り時々霧雨でしたが、平年と比べてかなり涼しく、虫も

少 なかったことから結 果 的 によかったと思 います。団 員

の皆 さんは道 中 疲 れをみせていましたが、山 頂 につくと

一気に表情が明るくなりました。私も嬉しい気持ちになり、

リュックから醤 油 煎 餅 を取 り出 し、とある団 員 に片 言 で

「 タベル？」 と聞いたところ、快く「 ノーセンキュー」と言わ

れたことは一生忘れることはありません。

この事業に参加された皆様が自然に打ち解け、多くの

笑 顔 が生 まれていく様 子 を間 近 で見 ることができ、この

事業に関わることができた喜びを強く感じました。事業を

成 功 に導 いてくださった、ホストファミリーの皆 様 、地 域

の皆 様 、関 係 者 の皆 様 に心 より感 謝 申 し上 げます。今

後 もこの経 験 を活 かし、青 少 年 の健 全 な育 成 と国 際 交

流の推進に貢献していきたいと思います。

文化や言葉の違いを超えて

東北Ⅱ（福島県） 遠藤 愛敬

先 日 、我 が家 にドイツからホームステイ生 としのフェリ

ックスを迎えました。彼と過ごした 2 日間は、僕にとって

も忘 れられない経 験となりました。文 化 や言 葉 の違いを

超えて、ともに楽しんだ時間は大きな財産になったと感じ

ています。

まず、僕 のサッカーの試 合 を見 てもらいました。フェリ

ックスはサッカーが大好きで、僕のプレーを真剣に見てく

れました。試 合後 には「 ナイスパス」 や「 ナイスゴール！ 」

と笑顔で声をかけてくれました。彼の国ではサッカーする

ことが多いと聞き、その熱意 に触れることで、自分もさら

に頑張ろうと思いました。

次 に、庭 でバーベキューをしました。炭 火 で焼 いた肉

や野 菜 を囲 みながら、家 族も交えてにぎやかに過 ごしま

した。フェリックスは特 に焼 肉 のタレを気 に入 り、笑 顔 で

「 おいしいです！ 」 と上 手 な日 本 語 を言 っていたのが印
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象 的 でした。食 卓 を共 にすることで、言 葉 が十 分 に通 じ

なくても親しさが深まるのを実感しました。

夜 に は 花 火 を し ま し た 。 「 This is Japanese

summer」と彼が感激した言葉が心に残っています。

また、温 泉 にも出 かけました。フェリックスは以 前 にも

経験があるそうで、落ち着いた様子でお湯に浸かってい

ました。翻 訳 機 を使 わず、英 語 やジェスチャーで会 話 を

試みたのですが、ときに言 葉が出ず笑い合う場面もあり

ました。完璧 でなくても、理 解 し合 おうとする気 持ちがあ

れば心は通じるのだと感じました。

次 の日 は、釣 りに挑 戦 し、魚 が釣 れた時 の無 邪 気 な

笑顔を一緒に喜んだことも良い思い出です。

このホームステイを通じて、異文 化交流とは特 別な場

ではなく日常の体 験から自然に生まれるものだと学びま

した。サッカー、食 事 、温 泉 、花 火 、釣 り、その１ つ１ つが

国境を越えた友情を育んでくれたのです。フェリックスと

の時間を振り返ると、互いの違いを尊重し楽しむ心の大

切さを改めて実感しました。

最 後 に、このような貴 重 な体 験 させていただいた、白

河市体育協会の皆様はじめ、関係者の皆様に感謝申し

上げます。

ホストファミリーを迎えた感想

関東Ⅱ（埼玉県） 酒井

昨年に続きドイツから来た 17 歳の女子生徒をホスト

ファミリーとして受け入れました。わが家には子どもが 4

人 おりますので日 常 生 活 の中 で異 文 化 に触 れることは

大きな刺激となり、好奇心や思いやりを育む良い機会に

なったと感 じています。拙 い英 語 や身 振 りを交 えながら

一緒に遊んだり会話をしたりする中で、互いの違いが話

題 の種 となり、子 どもたちの視 野 は確 実 に広 がっていき

ました。

ファミリーデーには「 富士山を見たい」 という希望に応

え、三つのホストファミリー合同で河口湖へ出かけました。

湖 面 越 しに眺める富 士 山は雄大 で、参加 した皆が感 動

していました。

涼しいドイツと比べると日本の夏は非常に暑く、しかも

一 年 で最 も暑 い時 期 でしたので少 し疲 れた様 子 も見 ら

れましたが、それでも川越散策など最後まで積極的に参

加してくれた姿が印象的でした。

二度目の受け入れを通じて、家庭という小さな場で異

文 化 が交 わることの価 値 を改 めて実 感 しました。もしま

た機 会 があるのであれば、ぜひホストファミリーとして留

学生を受け入れたいと思っています。今回の経験は、私

たち家族にとってかけがえのない財産となりました。

チャレンジ 関東Ⅱ（茨城県） 小澤 浩美

すでに嫁 いだ一 番 上 の娘 から、「 私 、ホストファミリー

になってみようと思 っているけど、母 もやりなよ。」 と勧め

られたことで今 回 のホストファミリー募 集 のことを知 った

私。まったく英 語の話せない私 にとって、それはとても勇

気のいることでしたが、15 歳の息子は将来留学を希望

しており、受 け入 れる側 の立 場 に立つことも親 子共 に良

い経 験 になるのではないかと考 え、「 不 安 だけれど三 人

でチャレンジしてみないか」 と家族 にも話 し、夫 も息子 も

それに賛同してくれました。

ウェルカムパーティーでは、キリアンの社交的な性格に

助 けられたこともあり、言 語が違っても楽しく過 ごせると

すぐに気づき、不安も吹き飛びました。

キリアンはとても明 るく周りに気配 りができるドイツ団

の地方プロジェクトのリーダーでした。ケニスは口数が少

ないですが、誠 実 で真 面 目 な男の子 でした。スポーツマ

ンだから夜 21 時以降にソーダは飲まないとのこと。納豆、

梅 干 し、みそ汁 などの日 本 独自の食 べ物 にもチャレンジ

した二人。「 good」 と親指を立 て、毎回私 の用意 した料

理 をほめてくれました。夕 食 後には卓 球やトランプ、オセ

ロ。近 所 迷 惑 になるのではないかとヒヤヒヤするほど大

盛り上がりでした。

ファミリーデーには大 洗磯 前神 社と大 洗 サンビーチを

散策 し、回転 寿司 を食べ、午後 からはボウリング大 会を

しました。その後 、今 回 のホストファミリー仲 間 にお声 を

かけていただき、東 海 村 の花 火 大 会 を桟 敷 席 で観 覧 し

ました。ドイツの花火とのスケールの違いに二人も感動し

ていたようでした。

二人がいた期間中、「 こんないい子たちが二人も我が

家 に来 てくれて幸 せだね。」 という言 葉 を夫 と何 度 も交

わしました。終 始 笑 顔 で接 してくれたキリアン、いつも感

謝 したくさん食 べてくれたケネス。私 たち家 族 は、ドイツ

団ロスです。

最後に、このような機会を提供してくださったスポーツ

協会の方々に心より感謝申し上げます

ドイツとの交流のホストファミリーをやってみて

北信越（長野県） 安仲 智恵子

今 回 ホストファミリーということで、ドイツの高 校 生 女

子 、とても可 愛らしいＪ さんを受け入 れたことは、我 が家

にとってとてもよい経験となりました。

受 入 れにあたっては、娘 に話 すと内 容 を詳 しく聞 きも

せず「 やりたい、来 てほしい」 とのこと。夫 もすぐにＯ Ｋ 、

中 学 生 の弟 のほうはオマケですが、まんざらでもない様

子でした。
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私はホストファミリーを探す役目も担っていたこともあ

り、高校生がいるお宅の何軒かに声を掛けてみたのです

が、親が乗り気でも子どもがＮＧ、逆に子どもがＯＫでも

親がダメということで、ホストファミリーとなってもらうには

なかなか難しい面があると実感しました。

実 際 、受 け入 れてみると、食 事 については、日 本 のも

のでＯＫ だとＪ さんが言うし、用意したものを一口食べて

みてダメなものははっきり「ＮＯ」 というので、こちらもやり

やすく、結 果大 したものは食 べてもらえませんでしたが、

それはそれでよかったかと思いました。

また、暑 い時 期 であったために、寝 具 も敷 布 団 とタオ

ルケット、薄 手 の羽 毛 布 団 を出 しておいたぐらい。我 が

家 では、娘 の部 屋 で一 緒 に寝 るようにさせてもらったの

ですが、娘が普段 使っているベッドにＪ さんが寝て、娘が

その下に布団を敷いて寝ていました。それは２人でやりと

りして決めたようでした。２ 人で寝るまでの時間を同じ部

屋で過ごしていたので、そこでも英語やアプリを使って遅

くまで会話していたようです。そういった子ども同士の時

間 が持 てたことも、同 じ部 屋 で不 便 だったかもしれない

反面、よかったかと思います。

娘 は、用 意 されているカリキュラムのうち、参 加 できる

ところのみ参 加したのですが、Ｊ さん以 外 のドイツの子 た

ちとも関わりを深めていました。最終的にはもっと英語を

しゃべれるようになりたい、ドイツにも行ってみたいと申し

ております。ドイツ語もしゃべれるようになりたいと娘 がＪ

さんに話 したら「 あなたはまず英語 から」 と言 われたとの

こと。そういったことも娘 の向 上心 につながったかと感じ

ています。

私自身もカリキュラムに参加し、ドイツと日本の子がい

ろんなことを一 緒 に体 験 し、日 本 の子 どもたちも日 本 の

文化に改めて触れる機会にもなっている姿を見て、参加

している全 員 にとって、とてもよいものになっていると感

じました。ホストファミリーとしての滞在 は２ 晩だけでした

ので、そんなに負担 になることもなく、プラスアルファでカ

リキュラムに参 加 できたことがよかったし、日 本 の子 ども

たち同 士 も、この機 会 に仲 良 くなっている姿 が見 られ、

子 どもたちにとってよいことばかりの１ 週 間 になったと思

います。

最終の見送 り時 には、娘がドイツ団員全 員にメッセー

ジを書いてカードを渡す用意 をしたらしく、ドイツ語を調

べながら朝 ５ 時 までかかり、最後 、コンビニで娘 とツーシ

ョットの写真をそれぞれの人用にカードに貼り付けて、そ

の足でギリギリ８ 時の見送りに向かったとのこと（ 私は先

に家 を出ていたため、現地 で合流 した） 。たぶん、ツーシ

ョット写真もそれ用に全員と撮 っていたということだと思

うのですが、そういう気 力はすごいなと感 心 しつつも、ち

ょっとやりすぎのような感もありながら、本人は一生懸命

関わったようです。

私自身は、英語が全くしゃべれず、J さんと２人きりの

ときは困 りましたが、娘 と中 学 生 の弟 はなんとなくコミュ

ニケーションを図っており、頼もしく感じました。ついでに、

夫がけっこう英語でしゃべっていて、J さんに質問したり、

ドイツのことを聞いたりして J さんのことを知ることができ

ましたので、夫の英 語力が我が家にとっては新たな発見

でもありました。J さんも夫 を一 番 頼 っていた感 があり

（ 夫いわく）、子どもたちに夫のいいところを見せられた２

晩となりました。

会 話 はそこそこ困 らず、食 事 もまあ、気 に入 ったもの

だけ食 べるのみ（ 食が細い子だったこともある） 、部 屋も

我 が家 にある中 で提 供 し、うちに猫 が３ 匹 いるので、猫

たちが間 を取 り持 ってくれて（ なぜかみんな寄 っていっ

た） 、ということで特に心配することなく受け入れることが

できたと思っています。それから、弟にとっても、異国のキ

レイなお姉 さんが我が家 に来 て多 少 なりとも関 わった経

験が、２ 晩だけでしたけど、これからの彼の人生 に大きく

影響するのではないかと母は予想しています。

受 け入 れてみれば、２ 晩 だけでなくもうちょっとうちに

いてもらってもよかったかなというくらい、プラスの要素し

かないとてもよい１週間となりました。

スポーツ少年団のみなさんは、この企画にあたり、ご苦

労され準備にあたったかと思います。

我が家 にとって、このような貴 重 な体 験ができたこと、

また、この素晴らしいご縁に本当に感謝です。

ドイツと nutella と ChatGPT

北信越（新潟県） 中條 多恵子

今回、お友達から 2 人の団員の受入先が見つかって

いないとのお話 を受 け、うちのような小 さな家 の大 家 族

では受入は無理…と思っていたので、周りのお友達に受

入ができそうか聞いていました。1 人はすぐに決まったの

ですが、もう 1 人の受入先はなかなか見つからず…。

私 自 身 は国 際 交 流 協 会 で働 いた経 験 から、ホストフ

ァミリーをいつかはやってみたい、子供達 にも小さいうち

から国 際 交 流 をさせてあげたい、という密 かな夢 があり

ました。

ところが、うちはおじいちゃん、おばあちゃん、私達夫婦

と子供が 3 人という 7 人家族で、部屋はどこもパンパン。

きっと家族は反対するだろう、と諦め半分で皆に相談

すると、子 供 達 からは「 やりたい！ 」 との声 が。そして他

の家族も最初こそ戸惑っていましたが、最終的には OK

145



してくれました。

一 度 受 け入れることを決めると、そこからは部 屋 の片

付 けや、どこに連 れて行こうか、食 事 は何を出 そうかと、

家族で相談したり協力して準備を進めました。

どんな子 なのかな、何 が好 きかな、と想 像 しながら準

備 を進 めていくうちに、家 族 も皆 段 々と期 待 が高 まりワ

クワクしてきているのがわかりました。

そして迎えたウェルカムパーティーでの初対面。4 歳の

娘はモジモジして何も話しませんでしたが、家に来てるく

れることになった 15 歳のミヒャエル君は、とても英語が

上手で、気後れする事なく、私達家族ともたくさん話して

くれてほっとしました。部屋が少ないため 13 歳の息子と

同 じ部 屋 に泊まってもらったのですが、何 の文 句も言 わ

ず、夜も ChatGPT を使いながら 2 人でゲームをするな

ど交 流 したようです。あいにくの雨 で予 定 していた場 所

には連 れて行 けず残 念 でしたが、常 に笑 顔 でコミュニケ

ーションをとってくれてとても嬉しく思いました。夕食後、

家でもたくさん遊んでくれたおかげで、4 歳の娘はすっか

り懐いてしまい、帰りのお見送りの時もミヒャエル君の脚

にしがみついて離れないほどでした。

今回は、家庭での宿泊は 2 泊で短かったのですが、ド

イツについて大変たくさんのことを教えてくれました。

ドイツからたくさんのお土 産 も持 ってきてくれて、驚 き

ました。特に子供達が nutella を気に入ってその後も毎

日の様にパンに塗って食べています。

技 術 の進 化 によって、子 供 達 も言 葉 の壁 による不 便

さを感じることがあまりなく、遠いドイツを身近に感じるこ

とができたようです。これからもドイツと聞く度に、あの時

のミヒャエル君のことを思い出すでしょう。

本 当 に、良 い機 会 を与 えていただき、大 変 ありがとう

ございました。

東海 （愛知県） 柴田 直子

ドイツ人学生のクリス・マチェコさんを迎えた 5 日間は、

とても充実したものでした。

そもそも、6 歳と 9 歳の子供にとって良い経験だろうと

思い、申し込んだのですが、長男の反応が「僕、そんなの

無理」というものでした。心配性な気質がある子なので、

顔合わせ当日までとても心配でした

市役所の会 議室で、初めて顔 を合わせたのですが、ア

ニメの話 を少 ししたら、とても、打 ち解 けた気 分 になった

ようで、それから 5 日間は「クリスさん、クリスさん」という

感じで、くっついていました。

ラフティングも、当 初 は「 怖 いから、僕 はやめておく」 と

言 っていたのに、「 どうしてもいきたい」 と言 って、ほとん

ど泣きそうでしたので、急遽 、参加 させていただきました。

「 とても楽 しかった」 と言 って帰 ってきたので、本 当 に良

かったです。

クリスさんは、とても礼儀正しく、こちらに気遣いを忘れ

ない人 で、感 心 しました。日 を追 うごとに、慣 れ親 しみ、

最 後 は、大きいお兄 ちゃんみたいな存 在 でした。日 本 語

を自分で 5 年ほど勉強したようで、好きなアニメの影響

も後押しして、かなり日本語は理解していたようです。そ

のため、あまり言 語 の壁 は感 じなかったのも、ラッキーで

した。

外国 の人と触れ合うこと、陶器 に絵付 けをすること、ラ

フティングすること、ビーチバレーボールをすることなど、

子 供 たちにとっては、初 めてづくしでしたが、元 気 にやり

きってくれて、親としては感無量です。

スタッフの皆様には、いろいろとお世話になりました。子

供 に「 大 丈 夫 。できるよ」 と励 ましの言 葉 をかけてくださ

り、本当にありがとうございました。子供 2 人にとっては、

いつまでも心に残る経験になったと思います。

活 動 費 を支 給 していただけたおかげで、あまり金 銭 的

負担もありませんでした。感謝いたします。日独スポーツ

少年団によるこのプログラムについては、何も知らなかっ

たのですが、歴 史 ある素 晴 らしいプログラムと知 って驚

いています。いつか、2 人の子供が、スポーツ少年団でド

イツを訪れてくれるといいと夢みています。本当にありが

とうございました。

田中 奈賀子 and マイファミリー

東海（岐阜県） 田中 奈賀子

この度 はホストファミリーとしてこのイベントに参 加さ

せて頂 きありがとうございました。おかげさまで言 葉 で

は表すことができないくらい素晴らしい時間を過ごすこ

とができました。もうすでに家族中が Lena ロスです。

初 めてホストファミリーを体 験 しました。応 募 した動

機は、国際交流を楽しみたいという単純なものでしたが、

今回実際に Lena を迎え入れ５日間の短い間でしたが

一 緒 に生 活 を共 にし、想 像 をはるかに超 える充 実 した

楽しい時間を過ごすことができました。

一日目、浴 衣を着て近 所を散 歩、日本 のグミパーテ

ィー、トランプ遊び

二日目、カラオケ、折り紙遊び

三日目、三浦勝次美術館、アクアトト、駄菓子屋

四日目、おはぎカフェ、善行寺で戒壇巡りと鐘突き、

マーゴでショッピング

犬山市でのホストファミリーが食事では、お好み焼き、

焼きそば、おにぎりを提供されたと教えてくれたので、そ
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れ以外の日本らしい日常の料理ということで、（ 彼女は

ベジタリアン）ちらし寿司、茶わん蒸し、おでん、カレーラ

イス、ポテトサラダ、かぼちゃスープ、サンドイッチなどを

提 供 しました。どれも興 味 を持 って食 べてくれ、作 り甲

斐がありました。

Lena と一緒に会話したり歌ったりトランプ積み上げ

をしたり、たくさん笑って楽しい時間を共に過ごしました。

対面式 の時、空耳 で覚 えたアルプスの少女ハイジの

歌を歌おうとしましたが、緊張してぶっとび詰まってしま

いましたが、ドイツ団 の皆 さんがフォローして一 緒 に歌

ってくれ嬉しかったです。孫たちにもこの歌がウケて、私

たちの頭 から離 れなくなり、移 動 時 はいつも車 の中 で

大合唱！孫たちも空耳ですっかり覚えてしまいました。

私 の中 では、車 中 でのこの時 間 が何 よりの忘 れられな

い思い出となりました。

６歳と８歳の孫たちもすっかり Lena が大好きになり

片 時 も離 れませんでした。彼 らの人 生 においてこの経

験はとても大きなインパクトを与えた時間になったことと

思 います。そして、私 の母 親 にとってもまたとない刺 激

ある時間になりました。さよならパーティーにも参加させ

て頂き、そして車椅 子を階 段上 に上げるため玄関前 で

待 っていて下 さったスタッフの皆 様 のお心 遣 いに母 は

感 動 していました。この場 をお借 りしてお礼 申 し上 げま

す。ありがとうございました。

今 回 、お互 いの国 の言 葉 や文 化 を肌 で感 じ交 流 で

きたことは素 晴 らしい経 験 でした。ドイツという国 が身

近に感じられるようになり、また今後も Lena と交流を

続 けていけることを嬉 しく思 います。本 当 に素晴らしい

機会をありがとうございました。

Danke schon

Ich bin glucklich!

出会いに感謝！人生初のホストファミリー！

近畿Ⅰ（兵庫県） 竹添 昭弘

この度 、日 独 スポーツ少 年 団 同時 交 流 事 業 に当 たり、

県スポーツ少年団本部からの受入要請があり、8 月 4

日（月）～8 日（金）の地方プログラムをたつの市が受け

入れることになりました。（前回は平成 26 年度）

決定後、事務局を中心に 5 日間の交流日程表を作

成し、たつの市の歴史や文化を少しでも多く体験して頂

くための内 容 を工 夫 しました。私 も本 部 長 として全 ての

日程に同行し交流を深めました。その中でも 5 日・6 日

の二日間 、一人 の団員が我が家にホームステイすること

になり、私達夫婦も人生初のホストファミリーのため対面

するまでは不安と希望が交錯する毎日でした。特別なお

もてなしをするのではなく日 本 の文 化 、習 慣 、日 常 の生

活を少しでも体験してもらいたいと思いあえて「 和」を感

じる内容を考えてみました。朝食、夕食、風呂、就寝等を

ドイツ風にあわせるのではなく、私達と同じ日本風にしま

した。素直で明るく、礼儀正しい 15 歳の女の子は我が

妻 と一 緒 に朝 食 、夕 食 を調 理 して「 おいしい！ おいし

い！ 」 と言 って食 べてくれました。そして、折 り紙 （ 傘 作

り・ 箸 入 れ作り） 、トランプゲーム（ ばば抜き。七 並 べ・ 神

経衰弱）をするなど本当に楽しい時間を過ごしました。

でも言葉のコミュニケーションは難しく身振り（ 手振 り）

や翻訳アプリに助けられながらもなんとか通じ合えました。

ホームステイ最 後 の朝 、体 育 館 へ移 動 の車 から我 が妻

に姿 が見 えなくなるまで手 を振 っていました。別 れが本

当 に名 残 惜 しかったです。帰 ってしまった後 、妻 が布 団

等 を整 頓 していたら、布 団 の下 から一 枚 の紙 切 れが見

つかり、彼女が英 語でお礼 の手 紙を残してくれていたの

を見 つけ、妻 は目 頭 が熱 くなったそうです。私 達 夫 婦 に

とってはたったの二 日間 という短 いホストファミリーで十

分 なおもてなしも出 来 なかったですが、彼 女 との生 活 は

刺 激 的 で楽 しく、夢 の様 な時 間 でした。この様 な素 晴 ら

しい体 験 をさせていただきました本 当 に有 難 うございま

した。ドイツという国 に親 近 感 が湧 き、「 一 生 の宝 物 」 が

出来ました。最後に残りの人生 の中でドイツを夫婦で訪

問する夢が実現出来ることを願っています。

日独スポーツ少年団同時交流に参加して

近畿Ⅰ（京都府） 西村 敦子

この度ホストファミリーをさせていただき、2 人の青年と

過ごす経験をさせていただきました。我が家には 20 歳

を筆頭に 3 人の子どもがおり、当日を迎えるまで“どんな

風 に接 したらいいか”、“何 をしたらいいか”、“言 葉 は通

じるのか”と楽 しみにしているというより不安 の方が多か

つたように感 じました。しかし時 間 と共 に私 の方 が不 安

が大きくなるのに比例するように、「なんかワクフクしてき

た。楽しみやで」「言葉なんかなんとでもなるつて」と背中

を押してくれるようになりました。いざホームステイがスタ

ートすると、拙い言 葉やボディランゲージ、そして翻 訳 用

のアプリを駆使し子ども達同士コミュニケーションを取り

遊ぶ我が子の新たな姿に驚きを覚えました。もちろんドイ

ツ側の 2 人の積極性がある上で成立しているのだと思

いますが、綺 麗 事 で表 面 上を取り繕 うとすることがいか

に無 駄 なことなのか、人 間 として本 質 の部 分 で「 楽 しん

147



でもらいたい」 「 相手が望んでいることはなんだろう?」 と

心でおもてなししようとする大切さをこの交流を通して知

ることができました。ただ事前準備としてやはり言葉はも

う少しだけ知っておくべきだつたと思う一場面もありまし

た。ブルーノが体 調 不 良 を訴 えてきたのですが、その際

に何をして欲しいのかわからず困 ってしまいました。色々

手を尽くす中で、もう一人のヨシュアが「ドインでは 16 歳

は成人しているのと同じ。本人が一番自分の体のことは

わかってるから、アクションがない限り何もしなくていい」

という言 葉 に驚 きながらも、やはり外 国 の言 葉 も通 じな

い中 で体 調 を崩 す事 は心 細 い気 持 ちも不 安もあったと

思います。ホストファミリーとしてその部分のケアをもっと

していけたら良かったのに。と思うところが大きいです。

交流を通して様々なことを気付く事ができました。そし

て日本 の歴史 を改めて見つめ、やはり素敵 なところがた

くさんあるんだ。と実感することもできました。子ども達も

含 め素 晴 らしい体 験 をさせていただきありがとうござい

ます。

文化の違いを食事で感じた 4 日間

近畿Ⅱ（大阪府） 吉川 真央

ホームステイを受け入れ、一緒に過ごした 4 日間はと

ても楽 しく、心 に残 る素 敵 な経 験 となりました。ホームス

テイを受け入れるにあたって、最も心配したことは食事で

す。特 にベジタリアンの対 応 が必 要 だったので食 事 メニ

ューについては悩みました。（主に母が）

私はドイツの大学に留学していたことがあるのですが、

大 学 の食 堂 には多 くのベジタリアン対 応 メニューがあり

ました。しかし、日 本 にはベジタリアンのための食 材 やメ

ニューが少 ないことに加 え、「 日 本 らしい」 食 事 メニュー

を考えると肉や魚が必須となるため難しかったです。そこ

で、ちらし寿 司 とたこ焼 きという具 材 にアレンジを加 える

ことができるメニューを選ぶことで、肉や魚を除きつつ日

本の食文化を感じてもらうことができたと思います。特に

たこ焼きはたこ焼き器を使い、みんなで作りながら食べる

という点が面白くて楽しいと喜んでくれました。「たこ焼き

って知ってる？」 と尋ねたときは「 知らない」 と言っていた

彼女たちでしたが、一緒にたこ焼きを作り、食べた後には

とても気 に入 って「 ドイツでもたこ焼 き器 買 えるかな」 と

言っていたのが嬉しかったです。大阪らしく、かつ家庭的

な食 事を一 緒に食べることができたことは良い思い出と

なりました。

また、ドイツの料理を一緒に作ったこともとても良い思

い出です。Kartoffelpuffer というジャガイモでつくる

パンケーキのようなものとリンゴのソースを食べました。日

本料理では見ることがないキロ単位のジャガイモに驚き、

話をしながら一緒に料理が出来て楽しかったです。

このように日 本 人 の私 にとって、「 食 事 」 とは重 要 なト

ピックであり、思い出とも深く関係するものです。しかし、

ドイツ団 とともに過 ごす中 で、食 事 に対 する考 えの違 い

を感じたことが興味深かったです。日本人の食事に対す

る考 えを話 す機 会 があり、日 本 人 は食 事 をとても重 要

視していること、文化と密接に関わっていることを伝えら

れたこともよかったです。言 葉 の壁 があり、どこまできち

んと伝 えられたかはわかりませんが、文 化 の違 いについ

て生 活 の中 で実 感 しながら考 えを交 流 させられる機 会

はとても貴重だと思いました。

ホームステイ受 け入 れという貴重 な経験 をさせていた

だきありがとうございました。スポーツ交流やディスカッシ

ョンなどのプログラムも内 容 が濃 く、楽 しんでいるドイツ

団 の様 子 を見 たり、私 も一 緒 に参 加 したり、本 当 に楽 し

かったです。他のホームステイ受け入れ家庭の皆様も素

敵な方ばかりで、素敵な出会いでした。関わってくださっ

たすべての皆様に感謝いたします。ありがとうございまし

た。

中国（山口県） 寺田 直樹

この度 は、ホストファミリーという貴 重 な体 験 をさせて

頂き、本当にありがとうございました。

まず、受け入れ前から 3 つの良いことがありました。1 つ

目 は家が綺麗 になった事 です。2 つ目 は語 学 の勉 強が

出来た事です。3 つ目はプランを練る楽しみが出来た事

です。ドイツ団 が来 るまでの間 、ワクワクが止 まりません

でした。

実際に 5 日間共に過ごして良かった事は 3 つありま

す。1 つ目はゲストとの交流が楽しかった事です。2 つ目

は怖くて出来なかった英会話のハードルが下がった事で

す。3 つ目は新しい出会いが増えた事です。ゲストとの交

流 だけに及 ばず、今まで出 会う事 が無かった、他 のホス

トファミリーの方や、ディスカッションに参加された高校生

の方や、校長先生、そして頼もしい通訳さん、また陰なが

ら私 達 を支 えてくださった市 町 の担 当 者 の方 々との出

会いは、とても良い刺激になりました。

5 日間の日独交流はあっと言う間に終わってしまいま

したが、意外 な副 産物も生 み出 しました。なんと、知らぬ

間に娘がドイツ語の勉強をし始めていたのです。そして、

私 達 もいつか「 ドイツに行 きたい !」 という目 標 が出 来 ま

した。ドイツにいるもう一人の娘に会うその日の為 にコツ

コツと頑張りたいと思います。
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第 52 回日独スポーツ少年団同時交流事業を終えて

中国（山口県） 出雲市スポーツ少年団本部長

遠藤 和則

出雲市では、約 19 年ぶりの受入となりました。その時

の経 験 から、可 能 な限 り早 期 の段 階 から準 備 すべく努

めて参りましたが、「 言うは易し、行うは難 し」 の通り、気

持ちばかりが先行し、実現が難しい現実を再び教えられ

た思いです。

しかし、出雲市スポーツ少年団 事務担当者の精力的

な尽 力 により、関 係 先 との調 整 やホストファミリーさんと

の事前研修実施等の準備が整い、不安なく本番当日を

迎える事が出来ました。

初 日 、炎 天 下 の出 雲 市 到 着 時 には、ドイツ団 全 員 に

晴 雨 兼 用 の傘 が用 意 されていて重 宝 しました。事 務 局

担 当 者 の細やかな気配 りに感謝 します。市 長表 敬 訪 問

では、市長から出雲市の紹介と共に団員一人一人に言

葉 を交 わしてもらい、和 やかなひとときになりました。歓

迎 パーティーでは、ホストファミリーさんと団 員 が初 めて

対 面 し、お互 いを知 る大 切 な場 となりました。また、スポ

ーツ少年 団 指導 者 により出雲市 の紹 介とスポーツ少 年

団 の概 要 説 明 を行 い、受 入 れに際 しての事 前 説 明 とし

ました。

2 日目、大社高校茶道部を訪問、茶道の作法を英語

で説明しながら交流された部員の皆さんに感動しました。

続く弓道部訪問では、矢を放つ実 射には至りませんでし

たが、弓の弦が想像以上に重くて引ききれない体験を通

して、大 勢 の部 員 と交 流 が図 れました。灯 台 として現 役

中の日御碕灯台に登り、出雲大社の 4 つの鳥居を通っ

ての参 拝 等 、工 事 中 で歴 史 博物 館 を観 てもらえない悔

しさはありましたが、出 雲 ならではの体 験 を提 供 出 来 た

と思います。

3 日目、あいにくの大雨となり、ホストファミリーの皆様

には、計画変更を余儀なくされ大変だったかと存じます。

ドイツ団 員 にとっては、この事 業の主 目 的 である日 本 の

生活や文化・ 習慣を体験する中での大雨も貴重な体験

となったことでしょう。ありがとうございました。

4 日目、大社高校陸上部員とのディスカッション、テー

マ「 ジェンダー平 等 」 では、プロジェクターを使 っての双

方の発表に加えて、4 名ずつの小グループに分かれての

意 見 交 換 をスマホ翻 訳 機 の使 用 可 能 として実 施 しまし

た。日 独 の青 年 同 士 が肩 を寄 せ合 って対 話 する姿 は、

お互いの理 解を深める上 でとても効果があり、微 笑まし

い光景でした。お互いのプレゼントを説明し合うアイデア

も良かったと思います。

出 雲 ドームでのスポーツ少 年 団 交 流 は、屈 託 のない

小学生団員と年齢差のあるドイツ団との熱い戦いとなり、

観ていても楽しく感動の連続でした。ＰＫ戦等、ハンディ

なしでも充 分対 等と思 える内 容でした。サッカー大 会 開

催の当日中にも関わらず協力頂いたＦＣおろちスポーツ

少年団のみなさま、誠にありがとうございました。

北 陵 高 校 でのなぎなた部 訪 問 では、古 着 の袴 を貸 り

て何人かは防具も着用して対戦の実技も行う等、ドイツ

団にとって新鮮でエキサイティングな体験でした。

さよならパーティーでのドイツ団 のダンスは、リズムの

中に背筋腹筋のハードな動作が含まれていて驚きました。

私 と同 年 代 の指 導 者 ラルフさんがそのダンスに対 応 出

来ている事にはもっと驚きました。彼は本当にタフです。

ドイツの青 年 たちは、日 本 の伝 統 や文 化 ・ スポーツを体

験し、積極的に交流を深めておられました。また、受入れ

て頂いた地元の皆様や高 校生 も、外国の方との意思疎

通や意見 交換 など、貴重 な経験 をされたことと思います。

今 回 の事 業 で日 独の友好 と親善 が図られたことに加

えて、今 後 の出 雲 市 における青 少 年 の健 全 育 成 ・ 国 際

交 流 においても貢 献 できたと考 えています。多 忙 な中 、

この度 の事 業 にご理 解 とご支 援 を賜 り、積 極 的 に受 入

れて頂いたホストファミリーの皆様 をはじめとして、事 業

全体の統括を頂いた島根県スポーツ少年団様、市長表

敬 訪 問 や期 間 中 のバス運 用 にご支 援 を頂 いた出 雲 市

文化スポーツ課様、高校部活動交流及びディスカッショ

ンに参加協力頂いた大社高校の茶道部、弓道部、陸上

部 のみなさま、北陵 高校 なぎなた部 のみなさま及 び FC

おろちスポーツ少年団のみなさまに感謝申し上げます。

最 後 に、ご参 加 頂 いた全 ての関 係 者 の皆 様 に心 より

お礼を申し上げます。ありがとうございました。

出会いに感謝 Danke！！

四国（徳島県） 住友 弥佳

市 役 所 に勤 めている知 り合 いの紹 介 で、ホストファミ

リーの話を聞きました。

聞いた瞬間に面白そう！！と思い、高 1 の娘や同居

している家族に相談しました。

家族はすぐに留学生の受け入れを快諾してくれました。

また、普段できない貴重な体験をさせて下さった関係者

の皆様ありがとうございました。

初 めの自己 紹 介をマライケとフィオナは日 本語 で、私

たち夫婦はドイツ語 でしました。たどたどしいお互いの国

の言 語 でのあいさつのおかげもあり、みんなが笑 顔 にな

り一 気 に仲 が深 まったと思 います。我 が家 についてから

は、てんぷらやカレーを食べながらお互いの国のことをた

くさん話しました。9６歳の祖母にとっては初めてのドイツ
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の子たち。3 人のやり取りを見るのはとてもほほえましか

ったです。

2 日目の夜、家に帰って来てから昼間のプロブラムの

話 を、写 真 を見 せながら楽 しそうに話 してくれました。ま

た、娘とも英語でお互いの国の学校の事、流 行っている

音 楽 などの話 など、若 者 同 士 で盛 り上 がっていました。

一 緒 にコンビニで買 い物 して、アイスを食 べながら近 所

を散歩もしました。最 終日のさよならパーティーの後、鴨

島の花火大会にも行き、かき氷を食べたり、ヨーヨーすく

いもしました。近くで見える花火にも大興奮の 2 人。日

本の夏祭りも一緒に楽しめてよかったです。

とてもステキで好奇心旺盛なマライケとフィオナ。我が

家に来てくれてありがとう。

たった 3 日間だったけど 2 人のことが大好きになりま

した。娘や主人と連絡先を交換したので、ドイツに帰って

からメールのやり取りをしています。この出会いを大切に

これからもずっと交流していきたいと思っています。

言葉の壁を越えて 四国（香川県）畠山 ひなた

今回のホームステイ受け入れで良かった点は、翻訳ア

プリやドイツ語の本を買っておいたことです。言葉の壁は

ありますが、アプリやジェスチャーを交 えながら日 本 のこ

とを教えてあげたり、ドイツのことを教えてもらったりして

とても楽しかったです。今回来てくれた子たちは私や妹と

も歳が近かったので流行りのものやゲームなどで盛り上

がりました。

彼 女 たちが一 番喜 んでいたのはショッピングモールで

した。日 本 でしか売 っていないキャラクターもののグッズ

やガチャガチャなどは SNS などを通して海外のインフル

エンサーが紹介していたみたいでよく知っていました。

改善した方がよかったなと思うことは、食事面です。私

たち日 本 人 はせっかく日 本 に来 たんだからと和 テイスト

なものを選びがちですが、あまり口に合わなかったようで

す。私の家では祖母がおやつにとお団 子を用意 してくれ

ていましたが、徳 島 で食べたときにおいしくなかったと言

って食べられませんでした。その他にも徳島でおそらく格

式 の高 い和 食 のお膳料 理 を口にして薄 口 でお野 菜 メイ

ンだったので食べれなくて困ったわ！と教えてくれました。

ですので、まだ彼 女たちは大 人ではないので食 事 はしっ

かり味 のついているお肉 系 の料 理 がメインでビュッフェ

形式の方が喜ばれると思います。

また、いろんな場 所 に連 れて行ってあげたい気持ちが

強く様々なプランを考えていましたが、意外とお家での寝

る前の時間が楽しかったので夕食を早くすまして寝る前

の時間を長くとればよかったなと思いました。

来年受 け入 れされる家庭 へのアドバイスは、まずは手

土 産 についてです。彼 女 たちは国 内 線 で預 入 できる荷

物 が何 キロまでと決 まっているのであまり重 たいものは

渡さない方がいいです。あれば荷物の重量を測定できる

道具があると役立ちます。

また、海外の SNS の流行りをチェックしておくと話題

が広がるのでいいかもしれません。ショッピングも買いた

いものを決めている場 合 があるので先 に教 えてもらうと

お店を探しやすいです。

私自身も受け入れを子供の頃によくしていましたが大

人になってからは初めてだったので不安なこともたくさん

ありましたが、家 族 やスポーツ協 会 の方 々のおかげです

ごく楽 しいホームステイ期 間になったと思います。新しい

友人もできたので、私もまたドイツに行った際には会いに

行きたいと思います！！

日独スポーツ少年団交流事業ホームステイを終えて

九州（長崎県） 松口 ますみ

日 独 スポーツ少 年 団 交 流 の一 環 としてホスト活 動 の

依頼を受け、Welcome ボードを準備してワクワクしなが

ら当日を迎えた。

我が家の玄関をくぐってきたのは、１７歳の Paul(パウ

ル)と２０歳の Leo(レオ)。バレーボールプレイヤーという

ことで、二 人 とも長 身 の好 青 年 だった。今 までにも各 国

からのトラベラーのホストを体 験 してきたが、さすがスポ

ーツマン。履 物 （ スリッパ） を脱いだ時 の揃 えるマナーに

は実に感動させられた。

若 い時 に、このような異 文 化 交 流 の体 験 をして視 野

を 広 げ る 。 ま し て

や そ れ が 世 界 共

通のスポーツを通

してとい う の だか

ら、さらに次 世 代

を 担 う 若 者 へ の

期待がふくらむ。

かけがえのない思い出 九州（福岡県） 平野 穂花

部 活 中 に肩 を怪 我 して夏 休 みに手 術 をしなければい

けない。そんな中 、ホストファミリーができるのか家 族 で

悩みました。私の兄が、中学生 の時ホストファミリーを経

験し、とても良い経験になったので是非やるべきだと強く

進めていました。そんな兄は社会人となった今、通訳とし

てやりがいのある仕 事を務めています。どんな良 い経 験

ができるのか想像もつかず楽しみで仕方 なく、入院中も
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どんな人が来るのか、自己紹介は何を言おうか等と考え

ていたらあっという間に退院でした。

退院して 3 日後ついにウェルカムパーティーを迎えま

した。私も緊張しましたが、ドイツから来たマレーネちゃん

も緊張しているように見えました。良い思い出をたくさん

作ってもらおう、と家族で話していたので、私は積極的に

練習していた英語で自己紹介や質問をすると、マレーネ

ちゃんも笑顔になってくれて、まだ出会って 1 時間位で

お互 いのライン等を交 換 し合いました。海 外 の人と交 換

したのは初めてだったので感激しました。

2 日目の夕食は兄夫婦も一緒にレストランに行きまし

た。兄は通訳の仕事をしているので、発音も良くマレーネ

ちゃんとの会 話 がスムーズにできていました。小 学 校 の

先 生 を目 指 してい ることや ドイツ にい る家 族 のこと等

色々な話が出来ていました。私 ももっと英語が話せて翻

訳アプリに頼ること無く会話できたら、もっとマレーネちゃ

んと仲良くなれるし、マレーネちゃんも安心するだろうなと、

兄を羨ましく思いました。

家 では母も父も英語 で頑 張 って接 していました。こん

なに英語を話す父や母を見ることは無いので面白くもあ

り新鮮でした。マレーネちゃんはベジタリアンでしたが、好

きなものを聞 いて、母 が工 夫 して用 意 してくれたおかげ

で、「 食 事パーフェクト！」 と言ってもらえました。朝も大

好きなフルーツを中心にモリモリ食べていました。海外に

は環境保護や動物愛護、健康志向等、思想の違いで肉

や魚を食 べない人も多く、そういうベジタリアンやビーガ

ンに対応したレストランやメニューが日本（福岡）にもたく

さんあることを知り勉強になりました。

温 泉 やショッピング、一 緒 にプリクラを撮 ったり、浴 衣

を着 て花 火 等 をして楽 しみました。温 泉 に入 っている間

は翻訳アプリも見れないので、精一杯今分かっている英

語で頑張りました。日頃、英語の授業や英検の勉強はし

ていますが、実際に海外の方と話すことは全然違い簡単

ではありませんでした。しかし、英 語 で話 さないと伝 わら

ないし、楽 しいホームステイにしてほしかったので、たくさ

ん考えて話しかけました。本当にこんなに英語を使うこと

は無 かったので貴 重 な経 験 になりました。終 わった今 で

も、家族みんなが英語だと何て言うだろうとつい考えてし

まいます。ホストファミリーを経験 して家 族 が大 きく変わ

りグローバル化 した気 がします。マレーネちゃんと過 ごし

た時間は、私や私の家族にとってかけがえのない思い出

となりました。

※地方プログラム記載内容及びホストファミリー等感想

文については一部表記の統一等を除き原文ママで掲載

）
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【日独スポーツ少年団同時交流シンボルマーク】

日独スポーツ少年団同時交流25周年にあたり、日本スポーツ少年団（JJSA）によって

作られたシンボルマーク。

この交流のシンボルとして、日本スポーツ少年団（JJSA）およびドイツスポーツユーゲント

（dsj）が双方で使用する。
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（１） 日本団派遣

① 実施要項

第52回日独スポーツ少年団同時交流実施要項〔派遣〕

本交流は、日独両国のスポーツ少年団の青少年および指導者の相互交流により友好と親善を深め、国際的能

力を高めると共に、両国の青少年スポーツの発展に寄与することを目的に、2023年に調印した「日独スポーツ少

年団国際交流協定書」に基づき、次のとおり実施する。

1. 主催

公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団

都道府県体育・スポーツ協会都道府県スポーツ少年団

ドイツスポーツユーゲント（dsj）

2. 後援

スポーツ庁

3. 日本団派遣期間

2025（令和7）年7月30日（水）ドイツ着～8月13日（水）ドイツ発／ 14日（木）日本着

※各種事前研修あり（「 12.事前研修」参照）

4. 参加人数・グループ編成

日本団： 100名〔 11グループ97名（団員86名、引率指導者 11名）、団長団3名〕

※グループ編成の詳細は別紙『日独スポーツ少年団同時交流パートナー編成（2024-2027）』のとおり

5. 共通テーマ

「スポーツ×SDGｓ」～スポーツが拓く社会の持続可能性～

6. 参加資格

（ 1） 団員

以下の共通項目をすべて満たし、いずれかの推薦区分において所定の条件を満たす者。

※ 過去に本交流への参加経験がある者の推薦を妨げない。

※ 同一グループを構成する都道府県から人数枠を上回る団員の推薦があった場合またはグループ成立条件

（引率指導者 1 名、団員 5 名以上）を満たさない場合には、被推薦団員が所属するグループとは異なるグ

ループに編成することがある。なお、グループ編成は、日本団全体の推薦状況を踏まえ、日本スポーツ少年

団が調整のうえ決定する。

※ 定員を上回る申込があった場合は、都道府県スポーツ少年団から推薦された者を優先する。 また、総合

型地域スポーツクラブ、大学・大学院から推薦された者については、それぞれの推薦上位者を優先すること

とし、グループ編成状況を踏まえ、日本スポーツ少年団が調整のうえ決定する。

＜共通項目＞

① 2001 年 4 月 2 日～2010 年 4 月 1 日生まれの者 (2025 年 4 月 1 日時点で 15 歳以上 24 歳未満の

者 )。ただし、次のいずれかに該当する場合は、これを満たさなくとも推薦することができる。

 第 47 回（中止）の本交流参加者として、都道府県スポーツ少年団から推薦された者

 第 48 回（オンライン）および第 49 回（オンライン）の本交流参加者

② インターネット通信環境および通信端末（パソコン・タブレット推奨）を有し、オンライン形式でのグループワー

ク、活動等に積極的に参加する意欲のある者。

③ 協調性があり、集団生活において規律を守ることができる者。

④ 英語またはドイツ語等を用いて積極的に現地でコミュニケーションを図る意欲のある者。

<推薦区分>

① スポーツ少年団

次の１）、2）を満たし、都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者。

1） 令和6（2024）年度にスポーツ少年団に登録し、令和7（2025）年度も引き続き登録する者

2） 次のいずれかに該当する者

 日本スポーツ少年団シニア・リーダー資格保有者

 日本スポーツ少年団指導者・リーダー規程第9条第2項に定める活動単位を20単位以上取得した者

 都道府県スポーツ少年団本部長が特別に推薦する者 (将来、所属都道府県における日独スポーツ少年団同

時交流〔受入〕をはじめとする国際交流に貢献する意欲があり、積極的にスポーツ少年団活動に関わること

が見込まれる者 )
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② 総合型地域スポーツクラブ

次の 1）、2）を満たす者。

1） 令和 6(2024)年度に総合型地域スポーツクラブ全国協議会（SC 全国ネットワーク）に登録するクラブに

所属し、令和 7(2025)年度も引き続き所属する者（「日独スポーツ少年団国際交流協定書」に未参加の

東京都、神奈川県の登録クラブを除く）

2） 所属するクラブの代表者が推薦し、SC 全国ネットワークが認める者

③ 大学・大学院

JJSA が指定する大学・大学院に在籍する大学生または大学院生であり、当該大学・大学院の 代表者が

推薦する者。

＜JJSA 指定大学・大学院＞東京外国語大学、獨協大学

（2） 引率指導者

以下の条件をすべて満たし、都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者。

※ 過去に本交流への参加経験がある者の推薦を妨げない。

① 令和 6（2024）年度にスポーツ少年団に登録し、令和 7（2025）年度も引き続き登録する者

② 次のいずれかに該当する者

1） 令和 7（2025）年度にスポーツ少年団に「指導者」として登録し、スポーツ少年団の理念を学習した者

2） 令和 7（2025）年度にスポーツ少年団に「役員」または「スタッフ」として登録している者で、日本スポ―

ツ協会公認スポーツ指導者資格（「 JSPO 資格」）を保有（日本サッカー協会公認 C 級コーチライセンス

以上、日本バスケットボール協会公認Ｃ級ライセンス以上の資格を保有する者、令和 6 年度 JSPO 資格

養成講習会受講修了者を含む）し、スポーツ少年団の理念を学習した者

③ 日本を代表する立場の者としてふさわしい人格と行動力を有し、ドイツ滞在中の団員の心身両面のケア

と成長をサポートできる者。

④ インターネット通信環境および通信端末（パソコン・タブレット推奨）を有し、オンライン形式でのグループワ

ーク、活動等に積極的に参加する意欲のある者。

⑤ 英語またはドイツ語等を使い、積極的に現地でのコミュニケーションを図る意欲のある者。

⑥ 原則として 20 歳以上、65 歳以下の者（今後もスポーツ少年団で活躍できる若手が望ましい）。

7. 推薦方法

別に定める推薦要領に基づき、JJSA へ推薦する。

8. 推薦期限

2025（令和 7）年 3 月 17 日（月）必着

9. 参加者の選考

JJSA で書類選考を行い、日本団参加者を決定する。

10. 経費（参加負担金）

（ 1） 参加区分：都道府県スポーツ少年団 1人３０万円

（2） 参加区分：総合型地域スポーツクラブ／大学・大学院 1人40万円

※海外旅行保険代、ドイツ滞在中の基本滞在費（宿泊費、食事代、施設入場料等）を含む。

※次のものは参加負担金に含まれず、参加者の個人負担となる。

 渡航手続き（パスポート取得等）に要する経費

 【往路】居住地から日本団集合場所（国立オリンピック記念青少年総合センター）および

 【復路】日本国内空港（解散場所）から居住地までの交通費

 現地における各グループ内共通経費および個人的諸費用



11. 参加負担金の返金

参加負担金の納入後、参加者本人の都合により本交流への参加を取り消す場合には、実費（公式ユニフ

ォーム、航空券キャンセル等）がかかったものの金額を差し引いて返金する。

12. 事前研修

（ 1） 日本団事前研修会（オンライン／全員参加）：5 月 17 日（土）～18 日（日） 2 日間

訪問国であるドイツおよびドイツのスポーツのスポーツに関する知識を習得するとともに、本交流の共通テー

マ「スポーツと SDGｓ～スポーツが拓く社会の持続性～」について理解を深めることを目的として実施す

る。

＜留意事項＞

 参加者は、自己の責任において参加するために必要なパソコン、通信機器、通信回線その他の設備を準備

し、管理する。

 参加するために必要な通信回線の利用料金は参加者が負担するものとする。
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 参加者の各自が最新のコンピュータウィルス対策等がなされている機器を使用すること。JJSA は、参加に

よりコンピュータウィルスや第三者の妨害等行為による不可抗力によって生じた損害等の一切の責任を負

わない。

 参加者の都合により研修に参加できなかった場合は返金等の対応はしない。

 やむを得ない事情により参加できないと認められた場合、別途 JJSA から課された課題（調整中）を所定の

期日までに提出すること。

 研修中に派遣者として不適格と認められた者は、参加資格を取り消すことがある。

(2) グループ別事前研修会（グループごとに実施）：5 月下旬～7 月上旬

(3) ドイツ側受入担当者とのオンライン交流（グループごとに実施）：5 月下旬～7 月上旬

(4) 日本団集合（全員参加）：7 月 28 日（月） 宿泊あり

※会場：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都）

(5) 日本団結団式（全員参加）：7 月 29 日（火）

※会場：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都）

13. 日本団派遣の流れ

～3/17（月） 推薦期限（推薦者→JJSA）

～4 月下旬 参加決定通知（ JJSA→推薦者、参加者）

～5 月上旬

参加負担金の納入

【スポーツ少年団】都道府県スポーツ少年団→JJSA

【総合型地域スポーツクラブ】参加者→JJSA

【大学・大学院】参加者→JJSA

5/17（土）

～18（日）
日本団事前研修会（オンライン／全員参加）

～7 月上旬
グループ別事前研修会（グループごとに実施）

ドイツ側受入担当者とのオンライン交流（グループごとに実施）

7/28（月） 日本団集合（国立オリンピック記念青少年総合センター）

7/29（火）
日本団結団式（国立オリンピック記念青少年総合センター）

日本出発（羽田空港）【NH217 便 22:55 発】

7/30（水）

～8/13（水）

全体プログラム（前半）ミュンヘン

地方プログラム（ドイツ各地）

全体プログラム（後半）フランクフルト

8/13（水） ドイツ出発（フランクフルト空港）【NH204 便 12:10 発】

8/14（木） 日本到着（羽田空港）【NH204 便 8:10 着】

14. 海外旅行保険

JJSA は、本交流期間中（前後の各移動日を含む）、日本団全員を被保険者とした海外旅行保険に加入する。

＜補償内容（予定）＞

傷害死亡・後遺障害 20,000 千円（2,000 万円）

傷害治療 3,000 千円（300 万円）

疾病治療 500 千円（50 万円）

賠償責任 5,000 千円（500 万円）

15. 個人情報および肖像権の取扱について

(1) 日本スポーツ協会は、本交流開催にあたり、以下の目的のために個人情報を取得する。

① 交流の申込み手続きおよび参加資格審査

② 交流運営上必要なプログラム編成および各種資料作成

③ 交流運営上必要な申込手続き

④ 報告書の作成

⑤ 交流運営に必要な連絡

(2) 日本スポーツ協会は、個人情報を以下のとおり共同利用する。

① 共同して利用される個人情報の項目

推薦時および参加決定後に提出される情報、交流中に取得した情報（交流中に撮影した写真および映像）

② 共同して利用する者の範囲

＜運営団体＞

公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団

ドイツスポーツユーゲント（dsj）および dsj 加盟団体
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＜参加者が申込手続きを行う団体＞

当該都道府県スポーツ協会、当該都道府県スポーツ少年団、当該都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協

議会、当該総合型地域スポーツクラブ、当該大学・大学院（当該参加者が申込手続きを行う団体以外には提供

されない）

③ 共同して利用する者の利用目的

＜運営団体＞ 上記１5．（ 1）に記載の内容

＜推薦手続きを行う団体＞ 交流の推薦手続きおよび参加資格審査

④ 個人情報の管理責任者

公益財団法人日本スポーツ協会 会長 遠藤 利明

東京都新宿区霞ヶ丘町 4 番 2 号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 11 階

(3) 参加申込書に記載されている個人情報の一部（顔写真、氏名、性別、生年月日、年齢、得意なスポーツ・

趣味、住所）および参加者決定後に提供される個人情報（アレルギー情報）は、dsj を通じて、ドイツ滞在

中のホームステイ先にも提供される。

（4） 取得した個人情報は、本交流の運営のため、旅行代理店に取扱を委託する。なお、日本スポーツ協会は、旅

行代理店との間で個人情報の取扱に関する契約を締結し、適切な管理・監督を行う。

（5） 交流の様子は、参加申込書に記載されている情報（氏名、道府県、年齢）とともに主催者および主管団体を

通じた公開、交流関係機関・団体および報道機関等による新聞・雑誌および関連ホームページ等への掲載、

次回交流プログラムへの掲載等で公表することがある。

（6） 交流関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真、映像が新聞・雑誌・報告

書および関連ホームページ、インターネット等によって掲載されることがある。

（7） 日本スポーツ協会は、本人またはその代理人から、保有する個人情報について、開示、訂正、追加、削除、利

用停止、消去の請求があった場合、法令に則って、所定の手続に従い、誠意をもって対応する。また、本人か

ら利用目的の通知を求められたときは、本人に対し、法令に則って、所定の手続に従い、遅滞なく通知する。

これらの請求については、日本スポーツ協会地域スポーツ推進部少年団課（ jjsa@japan-sports.or.jp）

まで連絡すること。

（8） 日本スポーツ協会の個人情報保護方針は以下 URL から確認すること。

https://www.japan-sports.or.jp/privacy/policy.html
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② 日本団事前研修会（オンライン）
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③ 日本団の編成
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（２） ドイツ団受入

① 実施要項

第51回日独スポーツ少年団同時交流実施要項〔受入〕

本交流は、日独両国のスポーツ少年団の青少年および指導者の相互交流により友好と親善を深め、国際的能

力を高めると共に、両国の青少年スポーツの発展に寄与することを目的に、2023年に調印した「日独スポーツ少

年団国際交流協定書」に基づき、次のとおり実施する。

１． 主催

公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団

都道府県体育・スポーツ協会都道府県スポーツ少年団

ドイツスポーツユーゲント（dsj）

２． 後援

スポーツ庁

３． 期日

2025年7月31日 (木)～8月14日 (木 )

４． 参加人数・グループ編成

ドイツ団： 100名〔 12グループ 97名（団員85名、引率指導者 12名）、団長団3名〕

※グループ編成の詳細は別紙『日独スポーツ少年団同時交流パートナー編成（2024-2027）』のとおり

５． 共通テーマ

「スポーツ×SDGｓ」 ～スポーツが拓く社会の持続可能性～

※SDGｓの17の目標のうち、以下3テーマからいずれか1つをグループごとに選択する

「3.すべての人に健康と福祉を」、「4.質の高い教育をみんなに」、「5.ジェンダー平等を実現しよう」

６． プログラム

（ 1） 受入日程

① 全体プログラム（前半）〔担当：日本スポーツ少年団〕

期 間： 2025年7月31日（木）～8月4日（月）

場 所： 相鉄グランドフレッサ 東京ベイ有明 等

② 地方プログラム〔担当：受入道府県スポーツ少年団およびそのグループ内〕

期 間： 2025年8月4日（月）～8月12日（火）

③ 全体プログラム（後半）〔担当：日本スポーツ少年団〕

期 間： 2025年8月12日（火）～8月１４日（木）

場 所： 相鉄グランドフレッサ 東京ベイ有明 等

（2） 地方プログラム〔担当：受入道府県スポーツ少年団およびそのグループ内〕

地方プログラムの実施にあたっては、各受入グループ幹事県を中心とした委員会を設け、その計画と実行

にあたる。

（3） 経費

① 「全体プログラム（前半・後半）」期間中の受入経費については、日本スポーツ少年団が負担する。

（各グループの分散・集合費含む）

② 「地方プログラム」期間中の受入経費については、受入道府県スポーツ少年団が負担する。なお、

日本スポーツ少年団が手配する受入通訳の謝金は日本スポーツ少年団が負担する。

７． 個人情報および肖像権の取扱いについて

(1) 日本スポーツ協会は、本交流開催にあたり、以下の目的のために個人情報を取得する。

 交流の申込み手続きおよび参加資格審査

 交流運営上必要なプログラム編成および各種資料作成

 交流運営上必要な申込手続き

 報告書の作成

 交流運営に必要な連絡

 日本スポーツ協会は、個人情報を以下のとおり共同利用する。

共同して利用される

個人情報の項目

・参加申込書に記載されている情報

・交流中に取得した情報（交流中に撮影した写真および映像）

共同して利用する者の

範囲

●主催・主管団体

・公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団

・都道府県体育・スポーツ協会都道府県スポーツ少年団

・ドイツスポーツユーゲント（dsj）、dsj 加盟団体

●参加者が申込手続きを行う団体

・当該都道府県スポーツ少年団

159



※当該参加者が申込手続きを行う都道府県スポーツ少年団以外には

提供されない

●参加者の滞在先

・ドイツ滞在中のホームステイ先

共同して利用する者の

利用目的

●主催・主管団体

・上記 (1)に記載の内容

●参加者が申込手続きを行う団体

・交流の申込手続きおよび参加資格審査

個人情報の管理責任者 公益財団法人日本スポーツ協会 会長 遠藤 利明

東京都新宿区霞ヶ丘町 4 番 2 号

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 11 階

(2) 交流の様子は、参加申込書に記載されている情報（氏名、道府県、年齢）とともに主催者および主管団

体を通じた公開、交流関係機関・団体および報道機関等による新聞・雑誌および関連ホームページ等へ

の掲載、次回交流プログラムへの掲載等で公表することがある。

(3) 交流関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真、映像が新聞・雑誌・

報告書および関連ホームページ、インターネット等によって掲載されることがある。

(4) 日本スポーツ協会は、本人またはその代理人から、保有する個人情報について、開示、訂正、追加、削

除、利用停止、消去の請求があった場合、法令に則って、所定の手続に従い、誠意をもって対応する。ま

た、本人から利用目的の通知を求められたときは、本人に対し、法令に則って、所定の手続に従い、遅滞

な く 通 知 す る 。 こ れ ら の 請 求 に つ い て は 、 公 益 財 団 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 協 会 ブ ラ ン ド 戦 略 部

（ link@japan-sports.or.jp）まで連絡すること。

(5) 日本スポーツ協会の個人情報保護方針は以下 URL から確認すること。

http://www.japan-sports.or.jp/privacypolicy/tabid/102/Default.aspx
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② ドイツ団の編成

男 女 男 女 男 女 男女

1 ベルリン 北海道 北海道 0 1 0 5 0 6 6

2
シュレスヴィッヒ

＝ホルシュタイン
東北Ⅰ 岩手県、秋田県 0 1 0 7 0 8 8

3 バイエルン 東北Ⅱ 宮城県、福島県 1 0 4 3 5 3 8

4 柔道 関東Ⅰ 栃木県、山梨県 1 0 4 3 5 3 8

5
メクレンブルク

＝フォアポンメルン
関東Ⅱ 埼玉県、茨城県 1 0 2 6 3 6 9

6 バーデン 北信越 長野県、新潟県 0 1 5 4 5 5 10

7 ヴュルテンベルク 東海 愛知県、岐阜県 1 0 3 5 4 5 9

8 潜水Ⅰ 近畿Ⅰ 兵庫県、京都府 1 0 3 2 4 2 6

9 潜水Ⅱ 近畿Ⅱ 大阪府、和歌山県 1 0 2 3 3 3 6

10
ザクセン／

ザクセン＝アンハルト
中国 山口県、島根県 1 0 3 5 4 5 9

11 ニーダザクセン 四国 徳島県、香川県 1 0 3 5 4 5 9

12
ノルトライン

=ヴァストファーレン
九州 長崎県、福岡県 1 0 4 4 5 4 9

13 団長団 JJSA 北海道、秋田県 2 1 0 0 2 1 3

11 4 33 52 44 56 100

№
指導者・団長団 団員 合計ドイツ側

交流パートナー

日本側交流

パートナー

受入担当

都道府県

③ ドイツ団受入通訳一覧

No.
ドイツ側

交流パートナー

日本側

交流パートナー
通訳

1 ベルリン 北海道 津田 祐輔

2 シュレスヴィッヒ＝ホルシュタイン 東北Ⅰ／全体 斎藤 恵理

3 バイエルン 東北Ⅱ 柴田 晴大

4 柔道ユーゲント 関東Ⅰ 高久 裕樹

5 メクレンブルク＝フォアポンメルン 関東Ⅱ／全体 ヘフナー マックス

6 バーデン 北信越 岩間 智子

7 ヴュルテンベルク 東海 岩間 敏之

8 潜水Ⅰ 近畿Ⅰ 柴田 耕治

9 潜水Ⅱ 近畿Ⅱ 竹之内 悦子

10 ザクセン／ザクセン＝アンハルト 中国 髙坂 朋子

11 ニーダザクセン 四国 竹内 優

12 ノルトライン＝ヴェストファーレン 九州／全体 阿部 利永子

13 団長団 団長団／全体 秋山 大輔

（※）全体プログラム（前半・後半）の通訳を兼ねる。
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（３） 日独スポーツ少年団国際交流協定書〔2024～2027年〕

日独スポーツ少年団国際交流協定書〔2024～2027 年〕

日本スポーツ少年団（以下「 JJSA」 ）とドイツスポーツユーゲント（以下「 dsj」 ）は、両組織間の国際交流を、

2024 年から 2027 年までの 4 か年継続することに同意する。

この国際交流は 1967 年以来実施されてきており、一般青少年教育としての成果を上げてきたばかりではなく、

日本とドイツ間の友好関係にも寄与してきた。

また、この国際交流を機に、継続的な青少年交流のパートナーシップや姉妹都市関係が多く誕生している。

2027 年までの両組織間の国際交流の実施にあたっては、1977 年より改定されてきた合意書・協定書およびそれ

ぞれの附録の内容をふまえ、以下により協定書を締結する。

なお、2028 年以降の両組織間の国際交流の継続については、本協定書の有効期限の前年である 2026 年か

ら両組織間で協議を行うこととする。

I. 日独スポーツ少年団同時交流

1. 目的

本交流の目的は、ドイツ連邦児童青少年計画の基準および日本スポーツ少年団の育成計画に基づい

た一般青少年教育を促進することである。同時に、本交流に参加する若者たちが、両国の文化・社会・政

治・経済を知ることにより、友好と親善を深め、グローバル化した世界において、自分の現況と立場を認識

する能力を身につけることである。

さらに、異文化適応能力の向上、青少年スポーツにおけるボランティア活動参加への動機付けを目的と

する。

また、本交流を通して日独双方のパートナー同士の持続的な友好関係を促進・強化し、ひいては独自交

流への発展の動機付けを目的とする。

2. 主催

日本スポーツ少年団／ドイツスポーツユーゲント

道府県スポーツ少年団／ドイツスポーツユーゲント加盟団体

3. 交流テーマ

本交流の目的達成と研修成果をより大きなものとするため、両組織間にて協議のうえ、「交流テーマ」を

設定し、両国参加団員の研究課題とするとともに、少なくとも 2 か年継続する。

交流テーマは、様々な形態と方法によって実施することとする。

4. 事前研修

参加者は、本交流の目的を達成するために、各自自己研鑽に努めなければならない。また、訪問国の理

解とグループワークのため、JJSA および dsj がそれぞれ実施する事前研修会に参加する。そこでは少なく

とも次の分野が扱われる。

a) 本交流の目的

b) 交流テーマ

c) 訪問国に関するインフォメーション（地理・歴史等）

d) 訪問国の文化・慣習

e) 訪問国のスポーツと青少年に関するインフォメーション

f) 訪問地に関するインフォメーション

また、引率指導者のために、本交流の目的および引率指導者の役割をテーマとして研修会を別に行う。

なお、受入プログラムの責任者や通訳も、本交流の目的、内容、パートナーを理解するよう事前の打合せ

を行う。

5. 参加者と編成

 派遣団の規模は最大 100 名とし、団長団、引率指導者、団員にて構成される。

 団長団は 3 名以内で構成し、全体を統括する。

 参加団員の年齢は、15 歳から 24 歳までの範囲とする。

 団長団を除く、引率指導者、団員のグループ編成は、日本団は 11 グループ、ドイツ団は 12 グルー

プに編成する。各グループの引率指導者は原則 1 名とする。

 欠員が 10％に達する場合、両組織は事前に通告する。

なお、派遣団の構成については、その実態を日独双方で確認のうえ、必要に応じて修正する。

6. 構成・パートナー

両国派遣団の構成およびパートナーの編成は、別に定める。
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7. 時期・期間

本交流の時期は両国参加団員の夏季休暇期間中（ドイツ団基本日程：7 月 23 日頃～8 月 7 日頃、

日本団基本日程：8 月 1 日頃～8 月 16 日頃）とし、期間については移動日を含めて最大 16 日とする。

8. 交流プログラム

本交流は一般青少年交流であり、「みんなのスポーツ」が重点的に扱われる。

異なる文化・言語を持つ双方の団員たちにとって、スポーツは「共通言語」といえることから、交流目的

を達成するための手段として、スポーツを適切なかたちで積極的に取り入れる。

団員が訪問国での青少年交流やスポーツ体験、文化や社会について理解を深めるプログラム等を通じ

て、訪問国のスポーツや文化・社会、青少年活動に興味を持ち、協力的に参加するよう動機づける。また、

本交流は持続可能（Sustainability）でインクルーシブ（ Inclusive）な交流を目指し、世界情勢に基づ

いた重要なテーマを取り入れながら、その時々に応じた重要な課題やテーマを交流に取り入れる。

(1) 全体プログラム

交流プログラムには、交流の始めと終わりに JJSA および dsj が直轄する全体プログラムを設ける。

(2) 地方プログラム

交流プログラムには、各グループがそれぞれのパートナーを訪問する地方プログラムを設ける。なお、

可能な限り、地方プログラムの期間中にグループの全員が同じ場所に宿泊する機会を設ける。原則と

して、数か所に分割する等、グループ活動に支障をきたすことは避けること。

青少年に身近なテーマでディスカッションが実施されることが望ましい。

団員に関する情報（スポーツ種目・趣味・健康に関する事項・希望）を交流開始前の十分早い時

期に、受入先に提供する。

9. 青少年中心の運営

「青少年中心の運営」という原則に従い、団員は本交流の準備・実施・アフターケアにおいて、自ら積極

的に行動し、交流に参加すること。

「若者が若者のために計画・運営する」という方針に向けて、受入側の青少年グループがプログラム作

成および実施に参画できるよう努力する。

10. 民泊（ホームステイ）

訪問国の人・文化・生活を理解するうえで、民泊プログラムは非常に重要である。地方プログラムの作

成にあたっては、民泊プログラムを取り入れる（数日間同一家庭に滞在し、ファミリーデイを設ける）ことが

望ましい。地方プログラムの中での民泊は 2 回程度とする。

なお、参加団員の希望に応えられるよう、パートナー同士で訪問先家庭の家族構成について、交流開

始前の十分早い時期に交換できるよう努力する。

11. 交流マーク

本交流 25 周年にあたり JJSA によって作られたシンボルマークは、交流のシンボルとして双方で使用

する。なお、このマークは、地方の関係団体にも使用が許可される。

12. 通訳・言語

本交流の目的達成には、通訳の役割が非常に重要である。したがって、双方ともに適切な通訳を選任

し、言葉の障壁を克服するよう努力する。

参加者は、日常会話程度の語学力（日・独・英語）の向上にも努める。

地方パートナー同士での直接的連携がはかられるよう、パートナー同士はこれまで以上に英語で情報

交換ができるように努める。

13. 経費

国際交流の慣例により、派遣団の渡航に関する経費は派遣国、受入に関する経費は受入国が負担す

る。

14. 情報交換・伝達の仕方

 本交流に関する基本的事項は、現行のとおり JJSA と dsj 間で協議・調整のうえ決定する。

 日独双方は、情報の簡略化・情報網の整備を行い、本交流の成功と事務処理作業の軽減に努

める。

 JJSA と dsj は、地方プログラムの効果的な情報交換のため、双方のパートナー（都道府県スポー

ツ少年団、dsj 加盟団体）の直接的連携を強化することに努める。

 JJSA は都道府県スポーツ少年団の中に幹事県を置く。

 dsj 加盟団体は、 2 年間の本交流に関するあらゆる事項の窓口となる担当者を置く。

 JJSA、dsj および双方のパートナーは、本交流の準備にあたり、オンラインツール等を活用し、円

滑な情報交換・共有に努める。（日独双方で交換する情報については以下を参照）

(1) プログラム希望事項

(2) 写真付き名簿

(3) アレルギー・持病・疾患に関する情報

(4) 地方プログラム

(5) 民泊家庭情報

 上記を含む情報の詳細については、JJSA と dsj を通じず、パートナー同士で直接交換を行う。な

お、情報の交換は、日本語、ドイツ語または英語で行うようにする。
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II. 日独スポーツ少年団指導者交流

1. 目的

本交流の目的は、JJSA および dsj の指導者が両国を相互に訪問し研修を実施することにより、それ

ぞれの指導者の資質向上をはかるとともに、指導的任務への準備をし、日独スポーツ少年団同時交流の

充実と、両国の青少年スポーツの発展に寄与することを目指すものである。

2. 参加者

派遣団の規模は、最大 10 名とする。10 名の中に組織を代表する団長を 1 名おく。

派遣団は、この本交流が青少年スポーツの今後の発展と青少年交流の資質の向上に寄与すべく、ま

た情報交換および意見調整の場として、その時々の必要性に応じて編成される。

3. 時期・期間

本交流は派遣と受入を隔年で実施する。期間は最大 2 週間とし、時期は毎年両組織間の協議で決め

られる。

4. 研修内容

本交流は、両国のスポーツ組織とその運営および課題、スポーツにおける青少年活動の実情などを研

修するものである。

また、スポーツ・青少年に関すること以外にも訪問国の文化・社会について理解を深め、研修の成果を

より充実させる。

講義による理論的説明の他、さらに地方におけるスポーツや青少年活動の実態を研修するプログラム

を取り入れる。

5. 交流テーマ

本交流における研修成果をより大きなものとするため、両国にて協議のうえ「交流テーマ」を設定する。

その際、参加者の希望もできるだけ考慮する。

また、両国指導者間における意見情報交換、フリーディスカッションの場を設けることが望ましい。

6. 通訳

本交流の目的達成には、通訳の役割が非常に重要である。正確な内容伝達のため、双方とも専門知

識をもった通訳を選任する。

7. 経費

国際交流の慣例に従い、派遣団の渡航に関する経費は派遣国、受入に関する経費は受入国が負担す

る。

III. その他

1. 両組織は年に一度、役員レベルで事業の評価また今後の方針を協議する場を対面またはオンラインで設

ける。対面で行われる場合は両国で交互に実施されるようにする。

1. それぞれの国内においても、両国間の今後の青少年交流の発展に、両組織ともに積極的に協力する。

2. 両組織は、将来の青少年育成に関する提携関係を開発・発展することに努力する。

3. 両組織間での青少年育成に関する提携関係は、青少年活動のグローバル化、またヨーロッパおよびアジ

アにおける発展に適応される。

4. この同時交流と、その文化政策上の意義が両国で認められるよう、両国政府機関へのコンタクトを今後

も充実させる。

5. 本交流に参加する青少年が安全で、かつ安心して事業に参加できる環境を整備することを目的とした保

護措置について別紙の通り定めることとする。

6. 本協定については両国の協議のもと、内容を変更することができる。

IV. 問題処理

本協定書について問題が生じた場合、または本協定書に定めのない事柄が生じた場合は、双方で協議

し、互いに誠意をもって解決にあたるものとする。

2023 年 7 月 27 日

公益財団法人日本スポーツ協会 ドイツスポーツユーゲント

日本スポーツ少年団本部長 益子直美 本部長 シュテファン・ライド
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（４） 日独スポーツ少年団同時交流パートナー編成表（2024-2027）

No.
ドイツ側

交流パートナー

日本側

交流パートナー

構成県

（2024-2027）
定員

1
ベルリン

ブランデンブルク
北海道 北海道 6

2
シュレースヴィヒ＝ホルシュタイン

体操
東北Ⅰ 青森、岩手、秋田 8

3 バイエルン 東北Ⅱ 宮城、山形、福島 8

4 柔道 関東Ⅰ
栃木、群馬、

千葉、山梨
8

5
メクレンブルク＝フォアポンメルン

ヘッセン
関東Ⅱ 茨城、埼玉 9

6
スキー

南バーデン
北信越

長野、新潟、富山

石川、福井
10

7 ヴュルテンベルク 東海
静岡、愛知、

三重、岐阜
9

8
潜水

重量挙げ

近畿Ⅰ

※1 ※2
滋賀、京都、兵庫 6

9
フェンシング

モータースポーツ

近畿Ⅱ

※1 ※2
大阪、奈良、和歌山 6

10
ザクセン=アンハルト

ザクセン
中国

鳥取、島根、岡山

広島、山口
9

11 ラインラント=プファルツ 四国
香川、徳島、

愛媛、高知
9

12
ノルトライン=ヴェストファーレン

チェス
九州

福岡、佐賀、長崎、

熊本、大分、宮崎、

鹿児島、沖縄

9

13 団長団 団長団 団長団 3

100

※１：受入は近畿Ⅰと近畿Ⅱの 2 グループ（3 府県ずつ）に分かれますが、派遣団は 1 つの近畿グループ（6 府

県）として派遣します。

※２：※1 に伴い派遣団における近畿グループの定員数は 12 名（引率指導者 1 名、団員 11 名）とする。
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（５） 日独スポーツ少年団同時交流における青少年保護措置

日独スポーツ少年団同時交流における青少年保護措置

日本スポーツ少年団（ JJSA）とドイツスポーツユーゲント（dsj）は、日独スポーツ少年団同時交流を実施し、そ

の成功にむけて協力する。

本事業の目的は両国青少年の人格形成、両団体のスポーツによる青少年の健全育成における協力と交流の促

進である。その際に参加団員が安全で、かつ安心して事業に参加できる環境を整備することは重要な課題である。

そのために、両団体とも共通の青少年保護措置の重要性を認識するものである。

青少年保護措置は予防的措置並びに不測の事態が発生した場合の対応方法を網羅するとともに、日独スポー

ツ少年団同時交流の実情に則したものでなくてはならない。

両団体はこの青少年保護措置を実施し、変更の必要性が生じた場合は、その都度両団体で協議の上、改善す

ることとする。

１．個人情報の取扱い

個人情報の取得は、利用目的を明確に定め、その目的の達成のために必要な限度においてのみ行うものとす

る。また、取得した個人情報については、利用又は第三者に提供してはならない。ただし、法令に基づく場合及び

本人の同意があり、かつ業務遂行上必要な範囲においてはこの通りではない。

２．緊急時の連絡方法と対応措置

緊急時において適切に対応するためには両団体での迅速な情報共有と対応策の検討が重要である。そのた

め、緊急時には以下の経路に則り連絡を取り、その都度適切な対応をする。

※実線・・主となる連絡経路 破線・・予備としての連絡経路

３．参加団員のジェンダーに特有な関心（興味・欲求）への配慮

青少年の成長過程において、その性のあり方に基づく興味や経験は様々である。

そのため、本事業の実施に際しては、同性の指導者及び相談ができる立場となるための人選が求められる。

上記を踏まえ、そのような参加団員の年代の特徴に配慮し、両団体とも団長団、指導者及び班長の人選にあ

たり、男女混合の人選に配慮する。

４．民泊家庭の選定と民泊家庭への事前研修に関する基準

民泊プログラムは同時交流を実施する上で、不可欠な要素である。

また同時に、適切な民泊家庭を選定することは容易ではないことも事実である。従って、民泊家庭の選定に際

して、下記の事項について配慮する。

・ 民泊家庭を選定した団体は、その民泊家庭に対し、事前研修を必ず行い、本措置の内容について取り

扱うこととする。

・ 参加団員は可能な限り、同性、同年代の青少年が最低 1 人いる家庭へ滞在する。

・ 未成年に関してはできる限り 1 家庭へ 2 名の滞在とする。

５．暴力・ハラスメント・差別の防止及び対応措置

青少年に対しての、または青少年間での暴力、セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、差別を防止

し、社会的、民族的、文化的背景、世界観、宗教、政治思想、性的性向、年齢、性別に関わらず、すべての人間

の尊厳を尊重し、フェアで平等に扱う。不測の事態が発生した場合については、両団体とも上記「２．緊急時の

連絡方法と対応措置」の内容に基づき問題解決へ向け積極的に取り組む。

団長団、指導者、団員、民泊家庭、通訳への事前研修では、本保護措置の他、必要と思われる事項に関し研修

を行う。

６．その他

・両団体は、青少年、特に未成年者の心身に影響を及ぼすとされる、酒・タバコなしの交流を目指す。

  受入家庭   

     

     

受入担当者  G指導者  団員 

     

     

dsj（JJSA）  団長団  JJSA（dsj） 
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●あとがき

第 52 回の本交流と昨年度までの交流の大きな違いは、従来のスポーツ少年団の枠組みを超え、総合型地域スポー

ツクラブや獨協大学の新たな仲間が日本団として参加してくださったことです。異なるバックグラウンドを持つ参加者が

集うことで、活動に新たな視点と活気がもたらされました。多様な層が交わるこの経験は、親睦のみに留まらず、次世代

を担う指導者やリーダーの育成、そして広い視野を持つ国際人の養成へと繋がる確かな一歩になったと確信しています。

現地では言葉が完璧に通じなくても、ジェスチャーを交えてコミュニケーションをとる姿や、遊びの中で共に笑い合う

中で参加者たちが瞬く間に打ち解けていく姿を何度も目にしました。まさに、言葉の壁を超えて人と人を結びつける「ス

ポーツの力」を体現する光景でした。

今回の交流を無事に終えることができたのも、この素晴らしい交流の場を作り、温かく受け入れてくださった dsj の関

係者の皆様、団員を送り出し、ドイツ派遣までのサポートをしてくださった所属団体の皆様、そして現地で団員を見守り、

支えてくださった引率指導者の方々をはじめとするすべての関係者の皆様のおかげです。心より深く感謝申し上げます。

昨年度のドイツ団受入、そして今年度の日本団派遣。双方の立場からこの事業に深く携わることができたこの 2 年

間は、私にとっても何物にも代えがたい財産となりました。

この素晴らしい交流が今後さらに発展し、その魅力がより多くの人々に伝わっていくことを願うと共に、参加者の皆様

にもその経験を発信し、交流の輪を広げてほしいと思っています。参加した一人ひとりの未来がより豊かに開かれていく

ことを願い、あとがきの言葉とさせていただきます。

岡本 咲子（第 52 回日本団庶務）

まず初めに、52 回日独スポーツ少年団同時交流（受入）の実施に当たり当協会と共催していただきました都道府県

スポーツ協会並びに、ご協力賜りました市区町村スポーツ少年団をはじめ、単位スポーツ少年団、ホストファミリーなど、

受入関係者の皆様に心より御礼申し上げます。

今年度は、特に過去に日本団として派遣事業に参加した若者たちが、受入スタッフとして積極的にプログラム運営に

携わってくれたことが印象に残っています。この交流を通じて生まれた絆が一過性ではなく、長く続いていることを実感

し、大変嬉しく感じました。

コロナ禍を経て交流事業が再開されてからは、社会情勢の変化により事業運営が容易ではない場面もありました。

物価高騰が続く中、限られた予算の中で内容と質を維持することは大きな課題であり、受入地域においても同様の困

難があったことと存じます。こうした状況下においても、参加者から寄せられた温かい感想や前向きな声は、私たちにと

って大きな支えとなりました。

日独交流の価値は、言語や文化の違いに触れるだけではありません。スポーツを通じ、言葉を超えて心が通じ合う瞬

間や、日々の生活を共有する中で芽生える理解と尊重こそ、参加者にとってかけがえのない経験となっています。

本交流を経験した子どもたちやホストファミリーの皆様が、この出来事を一つの転機として、地域や社会と主体的に

関わり続けるきっかけとなれば幸いです。スポーツには国籍や年齢を越え、人と人をつなぐ力があります。その力がこれ

から先も未来へ受け継がれ、多くの人に新しい視野と挑戦の機会をもたらしてくれることを願っております

白波瀬 まゆ（ドイツ団受入担当）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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